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　ローエンシア王国――ボルメア大陸のほぼ中央にある国で、国王と貴族が統治している封建国家だ。

　国王は国内の主要な土地を直轄地としており、他の貴族達よりも大きな経済力、軍事力を有している。

　そして、ローエンシア王国の第八代国王ジュラス＝ローエンは、農業と綿織物、絹織物などの織物業を基幹産業として、産業の育成に力を入れており、その改革の成果が王国を大いに発展させ、急激に力を伸ばしている。

　そんな成長著しいローエンシア王国の王都フェルネルに、ローエンベルク国営墓地はある。

　このローエンベルク国営墓地は、いわゆる『訳あり』の死者が葬られる墓地だ。その訳の中で一番多いのは『処刑され遺族が引き取りを拒否した死体』である。遺族すら引き取りを拒否するというのは余程の事なのだが、そのまま打ち捨てるというわけにはいかないので、ローエンベルク国営墓地に葬られるというわけだった。

　このローエンベルク国営墓地は代々一つの家が墓守として管理している。その家の名前は『アインベルク』という。

　アインベルク家の爵位は『男爵』、貴族としては最下位に位置するアインベルク家は国の内外からは評判の悪い家である。

　アインベルク家を誹謗する者は、アインベルク家の事を『死をもてあそぶ家』などと呼んでいた。

　だが、彼らは知らないのだ。

　アインベルク家がどれほどローエンシア王国に貢献しているかを……。




　そのローエンベルク国営墓地を一人の少年が歩いている。時間は深夜、普通の人間ならまず墓地には近づかない時間帯だ。

　このローエンベルク国営墓地には、魔術を光源とする外灯が設置されており、さすがに昼のようにとはいかないが、まったく光がないというわけではない。だが、それでも墓地。しかも供養が熱心に行われる者が葬られるとは言えないこの場所を、歩くのは遠慮したい時間であった。

　だが、そんなローエンベルク国営墓地をその少年は何の躊躇もなく歩いている。

　少年の年齢は一七か八と言ったところだろう。黒髪に黒目、秀麗と表現しても差し支えない容姿をしており、身長も一八〇㎝程だ。黒いズボンに、淡い紺色のシャツを身につけており、腰には剣とナイフをつけている。

「ふぅ～異常なしっと」

　少年が独りごちる。

　少年の名は『アレンティス＝アインベルク』、親しい者には、『アレン』と呼ばれている。年齢は一七歳、当代のアインベルク男爵家の当主である。

　アレンが爵位を継承し、アインベルク家の当主となったのは、わずか四ヶ月前、先代のアインベルク家当主であった父のユーノス＝アインベルクが病によって急死したことで、唯一の子であるアレンが後を継いだというわけだった。

　それまでアレンは全寮制の王立学校に通っていたのだが、父の急死にともない王立学校を退学し、アインベルク家の家業であるローエンベルク国営墓地の墓守となったのだ。

　アレンの仕事であるローエンベルク国営墓地の墓守の仕事は、大きく昼間と夜間の仕事に分類される。昼間の方はアインベルク家が独自に雇ったコーウェンとダムテルという二人の男性に委任している。仕事に忠実な職人肌の方々なので、アレンは信頼している。そして、夜の方をアレンが担当していた。

　アレンが深夜にも関わらず、墓地という場所を歩いているのは、ローエンベルク国営墓地の見回りのためである。

　アレンは墓守を継いでから、一日も欠かさず国営墓地の見回りを行っていた。アレンは自分の仕事に誇りを持っていたし、自分に課せられた責任を疎かにするのは恥ずべき事だと思っていた。

「ん？」

　アレンの言葉に険しいものが混ざる。ローエンベルク国営墓地の見回りを毎夜行わなければならない原因となる対象をアレンは見つける。

「さて……行くか!!」

　アレンにとってここからが仕事の本番の始まりだったのだ。

　アレンは、〝それ〟を見つけると走りだした。いや、走るというよりも駆ける、いや、翔けるという表現の方がより正確だろう。それだけアレンは桁違いに速かったのだ。一〇数える間に、〝それ〟に肉薄する。

「げ……グールか……。厄介だな……」

　アレンの声にうんざりした様子が感じられる。

〝それ〟とは、グールとよばれるアンデッドだ。いわゆる動く死体とよばれるアンデッドであるグールがアレンは嫌いだった。まぁ好きな人は変人にカテゴライズされるだろうが、アレンがグールを嫌いな理由は他者とはかなり異なっている。

　それは不気味だからでも、恐ろしいからでもなかった。アレンがグールを嫌う理由はただ一つ。すさまじくグールは臭いのだ。腐った肉の臭い……それが、死ぬ前の死体の内容物の腐乱と混ざり合いすさまじい悪臭を放つ。

　戦闘自体に危険はない。グールの数は四体。アレンの実力なら一〇数えるまでもなく殲滅できる。アレンが厄介だといった理由は、グールを切り捨てたときに、肉片、体液が自らの体にかかるからだ。

　なにしろ今日の仕事はまだまだ始まったばかり。そこにグールの腐った体液を浴びでもしたら、仕事が終わるまで悪臭とともに過ごさなくてはならない。

　アレンは、腰に差した剣を抜き放つと、グールの一体を左肩から袈裟切りにした。グールの左肩から入った剣は、アレンの手に何のひっかかりを残すことなく右脇腹に抜けた。切り離されたグールを見ることなく、アレンは次のグールに取りかかった。

　次のグールは、土気色の皮膚のところどころが破れ、ウジがわき、眼窩はすっかりなくなり、気の弱いものであれば、いや、よほどの強者でなければ直視することができないほどの醜悪さである。

　しかし、アレンには、先ほど述べたように、グールを恐れる気持ちは微塵もない。ただ、作業をするかのように、男のグールの首をはねた。それでもまだ動くグールだったが、左肩から剣を一太刀入れ心臓を切り裂くと、心臓から黒い靄が出て、動かなくなる。

　アレンは残り二体のグールも、危なげなく倒す。戦闘開始からわずか一〇秒。いくら動きが遅く、まともな思考能力をもたないグールといえども四体をわずか一〇秒で倒すのは誰でもできるものではない。

　アレンは、すぐに動かなくなった死体から、脱兎の如く駆け出し距離をとった。

「ぶはぁ～」

　グールから離れたところで、アレンは息を吐き出した。呼吸が乱れているが、これは別にアレンの未熟を示すものではなく、全く逆だった。

　アレンはグールの悪臭を嫌がったために、息を止めて戦っていたのだ。普通戦闘で、呼吸を止めるなどという事はしない。そんな事をすればスキにつながり、命取りとなるからだ。ところが、アレンは戦闘であっても「臭い」という理由で命取りになる行為を平気で行っていた。余裕の表れであろう。

「しかし……初っ端からグールとは……ついてない」

　アレンはそうぼやくと、見回りを続けた。




　アレンが見回っているローエンベルク国営墓地は、一[image: ]を超える広大な敷地であり、その広大な土地をぐるりと高さ三メートルの壁が囲んでいる。しかも、その壁には、呪術的な防護がなされている。そこまで、厳重な作りをしている理由は内部からアンデッドが出ないようにするためである。

　アンデッドの発生条件は、人為的なものと、自然発生的なものに大きく分類される。人為的なものは、よからぬ事を考えた者が儀式を行い発生させる。

　そのよからぬ者とは、呪術師と呼ばれるような者達だ。その目的は様々で、犯罪行為、儀式により自分の魔力を高めるなどがそれである。

　対して、自然発生的なものは、死者の怨念、瘴気などが死体に宿りアンデッド化する。

　このローエンベルク国営墓地では、自然発生的なアンデッドが慢性的に発生するのだ。その理由は、ローエンベルク国営墓地に埋葬される者は、身寄りのないもの、死刑になった犯罪者などであり、供養もほとんどされないために、自然とアンデッド化することが他の墓地よりも圧倒的に多かったのだ。

　アレンの家のアインベルク家は、そんなアンデッドが当たり前の様に発生する場所を管理するのだから、並大抵の実力では決して務まらない。アインベルク家は、その類たぐい希まれなる戦闘力でローエンベルク国営墓地の管理を一手に引き受けている家なのだ。

「さて、続き続きっと……」

　いつアンデッドが発生するか分からない国営墓地にあっても、アレンの言葉から恐怖はまったく感じられなかった。

　いつものように見回り、アンデッドが発生したら斃たおすだけであった。

　アレンにとってはこの四ヶ月、くり返してきたことなので、今更、アンデッドを恐れることはない。というよりも物心ついた頃から、父ユーノスに剣と魔術を基本として、様々な戦闘技術を叩き込まれ、すでに父親と一〇歳に満たない年齢でアンデッドと戦っているアレンにとってアンデッドは恐れの対象ではなく、駆除の対象となっていたのだ。

　その後、三回アンデットを発見し、そのたびに斃した。どの戦闘でも長くて三〇秒もかかっていない。完全なルーチンワークであった。

「やっと最後の区画か……」

　見回りの最後の段階にさしかかり、アレンの声にもちょっとテンションの高まりが感じられた。

　その最後の区画に、さしかかると気味の悪い声が聞こえてきた。

「ケケケケケケ！！！！！」

「ギャオオオオオオ!!」

　その声を聞いたアレンはうんざりした声を出した。

「はぁ……最後にもう一仕事か……なんで出てくるかな……」

　アレンは、声のする方に歩いて行き、声の主に対して、めんどくさそうに声をかけた。

「やっぱり出たか……。空気を読め!!　本当にうっとうしい奴らだな」

　アレンが声をかけた相手はレイスと呼ばれる死霊である。夜の世界に浮かび上がる白い靄もやであり、複数の苦悶の表情が浮かんでいた。

　声をかけられたレイスはニタニタと笑い、アレンに複数の口から呪詛の言葉をかけようとしたのだが、言葉を発する前に苦悶の表情を浮かべ「ギャアアア!!」という叫び声をあげると消滅した。

　アレンが、レイスの核を剣で一閃し、消滅させたのだ。

　アンデットには例外なく、核が存在している。核の原料は、瘴気、怨念などであり、それが、死体にとりつき動かしたり、そのまま怨念をもって活動したりするのだ。アンデッドを斃すには核を壊すしかないのだ。

　アレンは苦もなくやってのけるが、言うは易しであり、普通の人ではまず核を破壊することはできない。

「ふ～これで今日は終わりだな。日付が変わる前に終わって何よりだ」

　アレンは全ての区画を見回り、墓地の門から出て鍵をかける。




　こうして、ローエンベルク国営墓地の墓守である、アレンの一日は終わるのである。
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　この世界で国家を形成するのは人間に限ったことではない。実際に、ローエンシア王国の北に位置するエジンベート王国は、『吸血鬼ヴァンパイア』という種族の国である。

　意外に思うかもしれないが、異種間同士であっても、友誼を結ぶ事は珍しくない。反対に同族間であっても敵対する事も珍しくない。

　吸血鬼ヴァンパイアといっても、見かけは人間と何も変わらない。そして、別に吸血鬼ヴァンパイアと言っても人間の血を吸わないと生きていけないという事は勿論無い。吸血鬼ヴァンパイアにとって、血は嗜好品であり生存に必要不可欠というわけではないのだ。

　そして、そんな吸血鬼ヴァンパイアの国であるエジンベート王国とローエンシア王国は友好国であった。

　普通に国家間の交流は行われるし、交易も行われていたのである。

　勿論、そこに至るまでは、かなりの困難があったらしいが、友好関係を結んですでに何世代にも渡っていたために、当時の困難を直接、間接的に知る者もいなくなり、当たり前のように交流していたのである。

　だが、両種族間での混血はそれほど進んでいない。これは人間と吸血鬼ヴァンパイアとの種族間の壁があることを示していた。その壁とは寿命である。ローエンシア王国での平均寿命は六〇代前半だ。それに対してエジンベート王国での平均寿命は一六〇代前半となっている。

　この寿命という現実が異種族間の婚姻成立を困難にしていたのだ。もちろん、婚姻を結ぶ事もあるが、最終的には上手くいかない事が多く、その話が両国の間に浸透し、婚姻相手ではなく『良き隣人』という関係に落ち着いたのだ。

　もちろん、人間と吸血鬼ヴァンパイアの婚姻が上手くいき、お互いに幸せに過ごすという例もあるが、それらは吟遊詩人や劇作家の題材になったりする事から、逆に人々に異種族間の婚姻の困難さを印象づけることになった。

　そんなローエンシア王国の友好国であるエジンベート王国には、ジャスベイン家という名家がある。爵位は公爵で、当主のジェラルは、エジンベート王国の宰相の地位に就き、辣腕を振るっていた。

　また領地では善政をしき、領民達に慕われているという話だ。要するにエジンベートの名家中の名家ですこぶる評判の良い家というわけだ。

　そのジャスベイン家の当主であるジェラルには二人の子がいる。嫡男ちゃくなんであり次代のジャスベイン家当主であるジュスティス＝ルアフ＝ジャスベインと娘のフィアーネ＝エイス＝ジャスベインである。

　その二人がローエンシア王国に視察という名目の遊びにやってきているという話をアレンが聞いたのはアレンが男爵家を継いでしばらくしてからである。といっても、隣国の公爵家の令息、令嬢と出会う事はまず考えられないので、自分には関係ないとアレンはいつものローエンベルク国営墓地の見回りを行っていた。

　だが、彼らは出会ってしまったのだ……。




　ローエンシア王国の王都であるフェルネルを歩く二人の男女がいる。時刻は夜と深夜の境目といった所だ。

「お兄様、ローエンベルク国営墓地はこちらで本当によろしいの？」

　呼びかける少女の声は、まるで楽器から紡ぎ出されるように美しい。いや、美しいのは声だけではない。少女は容姿も優れていた。腰まで伸びる銀色の髪は緩やかなウェーブがかかっており、まるで絹糸の様に光沢を放っていた。

　また顔の造形も整っている。いや整いすぎていると言っても良いだろう。普通、整いすぎている容貌は他者に冷たい印象を与える事があるが、この少女についてそれは当てはまらない。目に活力が満ち、表情がとても豊かな事が、この少女の最大の魅力なのかもしれない。少女のルビーのように紅い瞳が、彼女が吸血鬼ヴァンパイアである事を示していた。

　そして、白磁はくじの肌はきめ細かく、スタイルも出るところが出て引っ込むべき所は引っ込むという世の女性が理想とするような抜群のプロポーションだった。

　身につけている服装は黒を基調としたドレスであり、所々にフリルをあしらっている。それが白磁の肌、艶やかな銀髪との対比を生み出し、彼女の美しさを際立たせている。

　彼女の名は、フィアーネ＝エイス＝ジャスベイン、吸血鬼ヴァンパイアであり、エジンベート王国の名家中の名家であるジャスベイン家の令嬢だった。

「大丈夫だよ。王都の地図では確実にこっちだから」

　フィアーネに『お兄様』と呼ばれた青年もフィアーネと似た容貌をしていた。この事から二人は血縁関係にあることが容易にわかる。

　青年の名はジュスティス＝ルアフ＝ジャスベイン、次代のジャスベイン家の当主である。

「でも、お兄様は時々……」

「あのな……フィアーネ、俺は時々、間違いを起こすがさすがに地図は読めるぞ」

「そう、願ってるわ」

　フィアーネとジュスティスの言葉遣いは、とても公爵家の者とは思えないほど気安いものだ。といっても、公式の場ではこのような話し方は絶対にしない。あくまで私的に親しい者だけの間での事である。

「ところで、お兄様、アインベルク卿に話は通ってるのよね？」

　フィアーネは思い出したかのように言った。さすがに国営墓地に無許可で入り込めば、アインベルク卿に排除される可能性があった。他国の貴族、しかも公爵家の者を考え無しで排除する可能性は低いと思っているが、それはゼロではないのだ。そのために事前に話を通すというのは至極当然だった。

「……ダイジョウブダヨ」

　フィアーネに言われてジュスティスは棒読みで返答する。どうやらこの返答でフィアーネはすべて察したらしい。

「お兄様……なんで、いつも根回しは完璧なのに、最後の最後で何かしらやらかすの？　何故ちまたで残念公子と呼ばれているのか、そろそろちゃんと考えるべきだと思うわ………」

「残念公子って……いや、お前も残念令嬢と言われているぞ」

「失礼ね。私はパーフェクトレディと言われているわ」

「誰が言ってるんだ？」

「……」

　フィアーネは視線を逸らす。ジュスティスもそれ以上は言葉をかけられない。この兄妹は、容姿も能力もずば抜けているのだが、どこか抜けているのだ。

「と……とにかく、今からアインベルク邸に行って許可をもらおう」

　ジュスティスの提案にフィアーネが頷く。そして基本的な事を兄に尋ねる。

「それで、そのアインベルク邸の場所はどこなのですか？」

「え？」

「地図に書いてあるのでしょう？」

「……ない」

「は？」

「だから、載ってない……」

「お兄様……本当になんて残念な方なんでしょう。リルカーラ様に見捨てられないか心配です……」

　リルカーラというのはジュスティスの婚約者で、両者は貴族には珍しい恋愛による婚約であった。

　リルカーラは決して美人というわけではないが、優しく、しっかりした女性であり、フィアーネはリルカーラが大好きだった。両親もジュスティスとリルカーラの婚約を心から喜んでくれている。

　人格的、立場的にもリルカーラがジュスティスを棄すてることはあり得ないのだが、フィアーネの中ではジュスティスがリルカーラに見捨てられるという未来を心から心配していた。

「大丈夫だ……リルなら俺を見捨てるような事はしない……はずだ」

　言葉の最後の方はどんどん小さくなっている。ジュスティスの方がリルカーラに熱烈に迫ったのだから、『見捨てられる』という言葉には不安が隠せてない。

「まぁ……不安になる気持ちは分かりますが、それは後回し……どうします？」

　フィアーネの言葉にジュスティスは考える。正規の手続きを踏んでいない以上、ローエンベルク国営墓地に入る事は難しいだろう。

「そうだな……、この際、アインベルク卿に直談判するか」

　ジュスティスの言葉にフィアーネは頷く。いずれにせよここで悩んでいても仕方が無いのだ。もし、アインベルク卿が断れば、後日改めて許可をもらいに来れば良いと思ったのだ。

「そうね……アインベルク卿にとりあえず会って頼みましょう」

　フィアーネはそう答える。

「それじゃあ、アインベルク邸を探すよりもローエンベルク国営墓地の入り口で待つことにしよう」

　ジュスティスの提案にフィアーネは頷く。こうして、美貌の公爵子息と令嬢はローエンベルク国営墓地へと急ぐことにしたのだ。
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　アレンが国営墓地の見回りに出かける時間帯は大抵深夜だ。理由は深夜の方がアンデッドが活発化するからだ。

　アレンがローエンベルク国営墓地を見回る理由は、アンデッドの駆除が目的なのだ。もし放置しておいた場合、アンデッド同士で戦いを始め、勝者は敗者の瘴気を吸収し、より強力なアンデッドへと変貌する可能性がある。

　そうならないために、アレンはアンデッドをこまめに駆除することにより、強力なアンデッドが発生しないようにしていたのだ。だが、このローエンベルク国営墓地は瘴気の密度が桁違いのために、強力なアンデッドが当たり前のように発生する。

　しかも、時々、濃い瘴気を良からぬ事に利用しようと呪術師などが入り込むこともあるので、見回りを欠かすわけにはいかない。

　そんなアレンは、いつものように墓地の入り口にやってきたときに、いつもと違う事に気付いた。

　門の前に二つの人影がある。この時間に墓地の門の前にいると言うことは間違いなく自分に用があることをアレンは察した。

「さて……どちらかな……」

　アレンのどちらかは、敵かそうでないかのどちらかという意味だ。アレンはローエンベルク国営墓地で毎晩、アンデッドと戦っているからこそ、油断は死に直結する事を本能レベルで理解している。

　そのアレンがこの時間に自分に会いに来る者に警戒心を持たないはずがなかったのだ。

　そして、何よりも敵か味方で判断するのではなく、敵かそうでないかで判断するあたりにアレンの用心深さが表れている。

　アレンが国営墓地に近づくと、門の前に佇んでいる二つの人影がこちらに向かって歩き出す。アレンはその様子を見て、警戒心を悟られぬように静かに二つの人影を観察する。

「強い……」

　アレンの口から漏れ出る言葉は、二つの人影の力量を表した素直な表現だった。足運び、体軸には一切のブレはない。少なくとも片方は自分よりも力量が上、もう片方も自分と五分という力量の持ち主である事をアレンは見抜いた。

　もちろん、門の前で佇んでいる二つの人影は、フィアーネとジュスティスである。その二人もこちらに歩いてくる人影の力量が尋常でないことをアレンの歩行の様子から察していた。アレンが二人を観察していたように、フィアーネ達もアレンを観察していたのである。

「お兄様……強いですね」

「ああ、フィアーネと五分といった所か……」

　フィアーネとジュスティスもお互いに聞こえる程度の声で話している。その際に警戒をさせるような事をしない。いかに二人が残念なところがあると言っても、こと戦いにおいては二人とも残念な思考には決してならないのだ。

　アレンの前に来た二人はアレンに声をかける。その声は、相手に一切の不快感を与えるものを排除したものだ。

「初めましてアインベルク卿、私はジュスティス＝ルアフ＝ジャスベイン、こちらは妹のフィアーネです」

「初めまして、フィアーネ＝エイス＝ジャスベインです」

　二人の挨拶にアレンは驚く。エジンベート王国の名家中の名家であるジャスベイン家と聞いて驚いたのだ。しかも、二人の言葉遣いは高位貴族にしては、くだけたものであったがそれに含まれる声の調子などから、それは軽んじられるものではなかった。

　しかも、二人の美しさにアレンは驚く。世の中にはこんな綺麗な容姿を持つ者が存在するのだとアレンは思わざるを得ない。

「あ……ご丁寧なご挨拶ありがとうございます。アレンティス＝アインベルクです」

　アレンは一瞬の自失から立ち戻ると、フィアーネ達に一礼する。顔を上げてアレンは、要件を聞き出すことにした。

「あの……それでご用件は？」

「はい、実はローエンベルク国営墓地の見回りにご同行させていただきたいと思い、そのお願いに来たわけです」

「同行？」

　アレンが想定した用件の中には、『同行』も確かにあったのだが、可能性としては高いものではなかったので、正直、アレンは驚く。一体何のために、隣国の名家の子息、令嬢がローエンベルク国営墓地の見回りに参加するというのか。

「あの……意味が分からないのですが……」

「ああ、順を追って説明するね」

「はい」

「実は、エジンベートにあるうちの領内に最近、アンデッドが発生する土地が出来てね」

「……」

「その場所を立ち入り禁止にして、瘴気を浄化する事にしたんだが、これがなかなか上手くいかなくてね」

「エジンベートの技術で瘴気を浄化できないなんて事があるのですか？」

　エジンベートは前述したように吸血鬼ヴァンパイアの国だ。吸血鬼ヴァンパイアは人間よりも魔力を有する量が多く、それに伴い魔術の技術が高かったのだ。そのエジンベートの技術で上手くいかないというのは通常では考えづらい。

（となると、人為的なものか……）

　アレンは、心の中でそう結論づける。だが、アレンはその事をおくびにも出さない。余計なトラブルの元だからだ。

「それがね。どうやら人為的なものらしくてね。中々上手くいかないんだ」

「そこで、似たような浄化不可能のローエンベルク国営墓地の様子を見学し、どのようなアンデッドが発生するのか、加えて他のアンデッドと比べてどれぐらい強さに差があるかを確認しようとしたわけなんだ」

　二人の言葉は一応の筋は通っている。このローエンベルク国営墓地も浄化は不可能なのだ。そのために放置しておけば、どのような状況になるかを考えるには絶好のサンプルとなる。

「そういう事なら、同行することは構いませんが、一つよろしいですか？」

　アレンは二人の実力からまず危険はないだろうと判断し、同行することに異存は無かったが、疑問があったのだ。

「なぜ、前もって正規の手続きを踏まなかったのです？　一応、私にも管理者として一定の裁量権はありますが、それでも、正規の手続きを経ていれば断られる危険性はなかったはずですが？」

　アレンの言葉にジュスティスは少し気まずそうにしている。答えたのはフィアーネであった。

「え～と、お兄様が忘れていたんです」

「は？」

「ですから……お兄様がうっかりしていて忘れていたんです」

「……そうですか。もし、私が許可を出さなかったらどうしていたのですか？」

「困りました」

「いや、それはお困りでしょうね……」

　予想外の答えにアレンは苦笑いしか出来ない。そしてフィアーネの『困りました』発言にも、苦笑いの理由は入っている。

「ほら、お兄様のせいでアインベルク卿は呆れていますよ」

「いや、あなたの言葉も私が呆れている理由の一つですよ」

「え？　どこが？」

　アレンのつい漏れ出た本音を聞いたフィアーネは首を傾げている。本気で分からないようだ。

「まぁ、それは置いといて……」

　アレンは強引に話を戻す。

「とりあえず、墓地の見回りを始めますので、話はおいおいと言うことで……」

「助かるよ」

「ありがとう、アインベルク卿」

「いえ、それからアインベルク卿というのは仰々しいので、『アレン』と呼んでいただけると助かります」

「分かったよ。私の事もジュスティスと呼んでくれたまえ」

「分かったわ。私もフィアーネでいいわ。それから敬語もなしでよろしくね」

「さすがに、公爵家の方々を呼び捨てにするわけにはいきません」

「そうか……じゃあ、私は『アレン君』と呼ぶよ。君きみはさん付けで呼んでくれるかい？　それなら大丈夫かな」

「分かりました」

「う～ん、私はしっくりこないから、要望通り『アレン』と呼ぶわね。アレンは私の事を『フィアーネ』と呼ぶと言うことで決まりね」

「いや……だから、公爵家の方を呼び捨てには……」

「決まったことをゴチャゴチャ言わないの!!　私の事はフィアーネ!!」

　いつ決まったのだろうか？　とアレンは思ったが、口に出すことはしなかった。なぜならジュスティスが目で『諦めてくれ、アレン君』と訴えかけていたからだ。

「分かりました。それでは行きましょう」

　アレンは妙な同行者が出来たなと思いながら墓地の門をくぐった。
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　アレンとフィアーネ、ジュスティスの三人は、墓地の見回りを始める。

　フィアーネとジュスティスの二人はローエンベルク国営墓地の施設をきちんと見学している。

　周囲に配置された高さ三メートル程の呪術を施した壁、結界発生装置などを興味深く見て、アレンの説明に熱心に耳を傾けている。

　そのように案内していると、いつものごとくアンデッドが発生している現場に遭遇する。

　今回見つけたアンデッドは『リッチ』である。

　リッチはアンデッドの中でも特に厄介なアンデッドとして周知されている存在だ。リッチの厄介な点は、魔術を使うことである。

　リッチには、魔術師、呪術師が死を超えるために、自ら儀式を行いアンデッドと化すタイプと、魔術師、呪術師などが瘴気を利用して生み出したタイプ、そして、瘴気の中に含まれた魔術師、呪術師の残留思念により自然発生するタイプの三つに大きく分類される。

　このローエンベルク国営墓地において、圧倒的に多いのは当然ながら自然発生するタイプだ。様々な訳ありの死体が運ばれてくるこのローエンベルク国営墓地において魔術の素養のあるものの思念が含まれるというのは珍しいことでは無いのだ。

　そのため、このローエンベルク国営墓地においてリッチという存在は特筆するほどの事の無いありふれたアンデッドであるとアレンは考えている。

　アレンは発生したリッチを見つけるたびに駆除していた。そのため、墓地の敷地外に出ることは決して無く、王都フェルネルの住民のほとんどは、リッチが発生することを知らないのだ。




　いや、ローエンシア王国の官僚達の中でも、ローエンベルク国営墓地においてリッチのような強力なアンデッドが発生していることを関係部署以外の者達は知らない。そのため、アインベルク家の価値を正当に評価している者は極少数だった。

「あれはスケルトン？」

　フィアーネはリッチを指さしアレンに尋ねる。

「いや、アレはリッチだ。見た目は単なるスケルトンだが、魔術を使ってくるから注意が必要なアンデッドだ」

　アレンの口調は、公爵令嬢にするものではない。いかにフィアーネが認めたからといっても、友人に話しかけるような口調で話すには抵抗があったのだが、丁寧な口調で話す度にフィアーネに訂正させられたので、すっかり開き直ってしまったのだ。

　そして、完全に振り切ったアレンが友人に対する口調になったことにフィアーネはこの上ない笑みを浮かべたのだった。

「へぇ～リッチの使う魔術ってどんなものがあるの？」

「それがリッチの使う魔術は個体差があるんで何とも言えないんだ」

「個体差があるの？」

「ああ、どうやら生前の魔術師がどんな魔術が得意だったかで変化するんだ」

「アンデッドにも個性があるのね」

「そういうこと、さて……とりあえず斃たおすか」

　アレンはそう言うと剣を抜き、リッチに向かって走り出す。その距離は八〇メートル程、アレンの脚力なら五秒ほどと見ていいだろう。

　リッチはアレン達を見つけたようで詠唱を始めた。どうやらこのリッチは、発生して間もないようだった。ひょっとしたら、数秒前にやっと意識を持ったのかもしれない。

　リッチが使用した術は『召喚術』だった。

　リッチの前面に魔法陣が浮かび上がりそこを扉として、一体の騎士が飛び出してくる。飛び出した騎士が騎乗する馬は骨であり、騎乗する騎士も全身鎧フルプレートに身を包んでいる。ただ兜ヘルムをかぶっていないため、その顔をアレンははっきりと見る事が出来る。その顔には肉がついていない。いわゆる髑髏しゃれこうべであり、生者でない事は明らかである。

　リッチの召喚したアンデッドの騎士には名前があった。髑髏の騎士スカルナイト、それがこのアンデッドの名前だ。しばしば戦場に現れ、生ある者達すべてを無差別に殺戮するという恐怖の存在だった。

　この髑髏の騎士スカルナイトも生前の影響を受けているのか、持つ武器に個体差があった。今回の髑髏の騎士スカルナイトの手にあるのは剣と盾だ。その威容に大抵の者は身がすくむのだが、アレンは構わず突っ込んでいく。

　アレンは髑髏の騎士スカルナイトの騎馬が走り出す前に、骨の騎馬の前足の片方を斬り落とした。当然の事ながら、前足の片方を切断された馬は倒れ込む。アレンが片方の足を切断したのは、倒れる方向をコントロールするためだ。足を切断された方向へと倒れ込むのは自明だ。

　馬上にいた髑髏の騎士スカルナイトが倒れ込んだ所には、アレンが待ち構えている。髑髏の騎士スカルナイトが立ち上がる前にアレンの剣が髑髏の騎士スカルナイトの胸の位置にある核を刺し貫く。アレンの剣は魔力により強化されているため、易々と髑髏の騎士スカルナイトの全身鎧フルプレートを貫いたのだ。

　核を刺し貫かれたために、髑髏の騎士スカルナイトは構成していた人骨をつなぎ止めることが出来なくなりガラガラと崩れ去った。崩れ去った骨はさらに細かく崩れ去り、最終的に塵となって消え失せる。

　だが、アレンはその様子をのんびりと眺めるような事はしない。アレンはすかさず前足を切断された骨の騎馬を跳び越えるとリッチの左肩から胸の辺りまで一気に斬り裂く。アレンの剣はリッチの核を斬り裂き、リッチは自ら召喚した髑髏の騎士スカルナイト同様にガラガラと崩れ去った。

　そして、そのまま骨の騎馬の胸の位置にある核を斬り裂くと、骨の騎馬も主同様に崩れ去る。

　時間にして、一分未満の出来事であり、一切の無駄を排除した戦い……いや、蹂躙であった。本来、リッチも髑髏の騎士スカルナイトも発生が確認されただけで、一軍が動く程の事態なのだ。いくら不意を突いたからと言って一分未満で戦闘が終わるような事は普通ではあり得ないのだ

「お兄様見ました!?　アレンってあんなに強かったんですね!!」

　フィアーネの声には熱いものがあった。アレンの実力が高いのはフィアーネもジュスティスも察してはいたが、今のアンデッドとの戦いは強者である二人もその手際の良さに感嘆するしかない。

「ああ、これは想像以上の実力だね」

　ジュスティスもアレンの実力に驚いているようだった。

　フィアーネとジュスティスはアレンのもとに歩き、先程の戦いを賞賛した。

「アレン!!　格好良かったわよ!!」

「素晴らしいの一言だったよ、アレン君!!」

　二人の賞賛にアレンは顔を赤くする。あまりにも手放しで賞賛するためである。

「ありがとうございます」

　アレンは照れながら、二人に言う。

「次は私達がやるとしよう。フィアーネそれでいいか？」

「もちろんよ!!　俄然やる気が出てきたわ!!」

　ジュスティスの言葉にアレンはさすがに慌てる。二人の実力は、アレンと同等かそれ以上だ。ゆえにケガをするとか負けるとは全く思わないが、さすがに公爵家の一族にアンデッド駆除をさせるわけにはいかない。

「ちょっと待ってください。ジュスティスさんやフィアーネに戦わせるわけにはいきませんから。お気持ちだけで結構です」

　アレンの心からの願いであったが、フィアーネは、ずれた返答を行いアレンを困惑させる。

「大丈夫よアレン、あなたは私がか弱い少女なのだと思っているでしょうけど、私だって戦いの心得ぐらいあるわ。こう見えてもジャスベイン家の娘であり、トゥルーヴァンパイアなのよ!!」

「いやフィアーネ、俺はお前がか弱いなんて、『まったく』『これっぽっちも』思っていないぞ」

「そう、やっぱりアレンは私を信じてくれているのね♪　その期待に絶対応えてみせるから安心してね♪」

「いや……だから、お前ちゃんと話を聞けよ」

「ふっふふ～まかせてねアレン!!　絶対にアンデッドなんかには負けないから!!」

「すごい……まったく話が通じない」

　なぜだか知らないが、フィアーネはアレンが本心で止めさせようとしているのに、真逆の捉え方をしてしまっていた。

　そこにジュスティスがアレンに改めて頼んだ。

「まあ、アレン君が不安に思うのも仕方ないけど私達も今後のために、アンデッドの強さを体験しておきたいんだ。立場上、認めづらいのだろうけど、ここは曲げて頼むよ」

　次代のジャスベイン公爵にここまで言われれば、アレンとて引かざるを得ない。しかも、ジュスティスの口調も頭ごなしの不快なものではなく実に礼儀正しいものだ。

「分かりました。それでは次にアンデッドを見つけたら頼みます」

「ああ、悪いねアレン君」

「よ～し、アレンの信頼に全力で応えてみせるわ!!」

　鼻息を荒くして、フィアーネは気合いを入れまくっているのであった。
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　次にアンデッドを発見したら、ジュスティスとフィアーネが戦う事になっている。

　そして、その機会は本当にすぐに訪れたのだった。




　アレン達が見回りを再開してしばらくすると、前方にアンデッドの集団を発見する。

「いたわ！！！！　お兄様それじゃあ行ってきます!!」

　フィアーネはジュスティスへ一声かけるとアンデッドに向けて走り出した。あまりの速度のために土煙が舞い上がった。

　フィアーネが駆けていく先にいるのは、デスナイトと呼ばれる瘴気によって形成されたアンデッドだ。デスナイトの戦闘力は非常に高く、一体に対して完全武装した軍の一個大隊（約五〇〇人）で戦うべきアンデッドだ。

　デスナイトの他にスケルトン、グール等が見える。数は七体、デスナイト一体、スケルトン二体、グール四体という内訳だ。

　フィアーネは少しも速度を落とすこと無くアンデッドの集団に突っ込んだ。

　フィアーネの突進に気付いたアンデッド達は、この命知らずの少女を自らの仲間に引きずり込むために殺到した。

　フィアーネはニヤリと嗤い、一番近くに位置するスケルトンの顔面に拳を叩き込む。フィアーネの拳はスケルトンの頭蓋骨を粉々に打ち砕いた。続く第二撃目でスケルトンの胸の位置にある核を骨ごと打ち砕く。核を砕かれたスケルトンはあっさりと消滅していく。

　フィアーネはスケルトンを消滅させるとすぐに次の相手を選び攻撃する。選んだ相手はデスナイトだ。

　普通はデスナイトに出会ったらまず逃走を図るのが常識なのだが、フィアーネにその常識は当てはまらない。

　フィアーネはデスナイトの斬撃を拳で迎え撃つ。デスナイトの剣とフィアーネの拳がぶつかる。

　パキィィィィン!!

　そこで物理の法則を無視する出来事が起こった。常識的に考えれば斬り裂かれるのはフィアーネの拳だが、折れて飛んだのはデスナイトの剣の方であった。

「え？　ちょ……」

　アレンはその様子を見てつい呆けた声を出した。アレンはフィアーネがデスナイトの剣の横っ腹を叩くつもりだと思っていたのだが、まさか刃の部分を叩くとは思わなかった。

　しかも、いくら魔力で強化していたとしてもデスナイトの剣に素手で勝つとは想像もしていなかったのだ。

　フィアーネはデスナイトの剣を叩き折り、次の瞬間にはデスナイトの腕を掴むと、デスナイトの片足を蹴り飛ばした。比喩ではない本当に蹴り飛ばしたのだ。凄まじい威力で放たれたフィアーネの蹴りはデスナイトの足を引きちぎり、ちぎれた足は数メートルの距離を飛ぶ間に塵となって消え失せた。

　フィアーネはバランスを崩したデスナイトを掴んだ右腕を基点に振り回し始める。まるで棒きれを振り回すように、フィアーネはデスナイトの巨体を振り回し始めたのだ。その際に周囲のアンデッド達がデスナイトに衝突し粉々に砕け散っていく。

　スケルトンの砕けた骨が辺りに散乱し、グールの腐った肉もスケルトン同様に粉々に砕け散り悪臭と共に周囲に撒き散らされた。

　周囲のアンデッドがいなくなったのを確認するとフィアーネはデスナイトを地面に叩きつけ、胸の位置にあるデスナイトの核を踏みつぶした。

　核を砕かれたデスナイトは塵となって消え失せた。

「よし!!」

　フィアーネは一声発するとアレン達の方へ手をぶんぶんと振り始める。

「ジュスティスさん……行きましょうか」

「そうだね。いやぁ～我が妹ながらフィアーネは強いなぁ～」

　ジュスティスは呑気に言っているがアレンは驚いていた。

　デスナイトを葬ったのは正直驚かない。なぜならデスナイトはアレンであっても十分に駆除可能だ。というよりも毎晩のように斃している。アレンが驚いているのはデスナイトの斃し方があまりにも規格外だったからだ。

　蹴りでデスナイトの足を蹴り砕くことはアレンも出来るかもしれないが、さすがに引きちぎるまでの威力のある蹴りは放てない。鋭く足を切断したというのならまだ分かる。だが、フィアーネは蹴りでデスナイトの足を引きちぎったのだ。

　強いなんてものじゃないだろう。

「アレンどうだった?!」

　フィアーネはアレンに先程の戦いぶりを聞く。

「すごいな……強いとは思っていたがこれほどとは思わなかった……」

「えへへ♪　よ～し、どんどん行っちゃおう!!」

　フィアーネはアレンに褒められさらにやる気を出している。

　実際にフィアーネは嬉しかったのだ。フィアーネの行動はエジンベート王国の吸血鬼達から見ても破天荒すぎた。そのため、同性からは奇異の目を向けられ、異性からは女のくせにと陰口を叩かれていたのだ。

　そのくせ、ジャスベイン家に取り入り甘い汁を吸おうという輩ばかりが寄ってくるという、実にストレスのたまる人間関係しかなかった。

　腹に一物を抱える者の笑顔は限りなく卑しい。清濁せいだくを併せ呑む器量が貴族には必要なのだろうが、濁ばかりが目につくのがフィアーネを取り巻く人間関係であったのだ。

　アレンは言うべき事ははっきり言うし、フィアーネの戦闘を見ても女のくせになどといって軽蔑しない。そして恐れもしないアレンの態度には好感が持てた。

　フィアーネは意気揚々と歩き出す。それにアレンとジュスティスは続く。

「アレン君、フィアーネは良い子だろう？」

「え？　あ……はい。公爵家の令嬢のはずなのにあの戦闘力……前向きな性格……会ったばかりですが頼りがいがあって楽しい子ですね」

「ああ、フィアーネはあれでも寂しがり屋なんだ」

「え？」

「もちろん、家族から疎外されているとかそういうわけじゃないよ。うちの家族仲はとても良好だよ」

「はぁ……」

「フィアーネは思考言動が色々とぶっ飛んでいるけどとても優秀でね。同年代で同格の者がいないんだ。戦闘力は今見たとおりだし、勉学でも芸術関連でも並び立つ者がいないんだ。君は少なくとも戦闘力ではフィアーネと同格だ。そんな存在の者と出会えた事がとても嬉しいんだよ」

「そんなもんですか？」

「ああ、君さえよければフィアーネの友人になって欲しい」

「それは喜んで……と言いたいところですが、フィアーネ自身の考えもあることですし」

「ははは……そうだね」

　アレンとジュスティスは先を歩くフィアーネを見る。なんというか本当に嬉しそうに歩いている。

「ん？」

　アレンとジュスティスが後ろを振り返る。アンデッドの気配が背後からするのだ。少し遅れてフィアーネが振り返った。

「アレン君……」

「はい……やっかいですね……このアンデッドの組み合わせは……」

　背後から現れたアンデッドは、騎乗している。その馬には金属で編まれた鎖帷子のような防御がなされているが、覆われていない箇所から瘴気で形成されているところを見ると確実にアンデッドだ。

　魂を運ぶ者ソウルハラーというのがその名で、単体であればそれほど恐ろしいアンデッドではない。だが、このアンデッドは騎乗する者によって大きく化けるのだ。

　そして今回、魂を運ぶ者ソウルハラーに騎乗するのは首無し騎士デュラハンだった。

　首無し騎士デュラハンはその名の通り、首の無い騎士で通常は戦場で首を打たれ捨て置かれた騎士がアンデッド化したものだ。首無し騎士デュラハンは自分の首を探し求めこの世をさまよい歩くのであるが、そのうち生者の首を狩り始めるようになる。当然のことながら、首無し騎士デュラハンは徒歩での戦闘力も高いが、騎乗しているとその厄介さは跳ね上がるのだ。

　首無し騎士デュラハンが騎乗するのは、骨馬ボーンホース、骸馬グールホースが多いのだが、今回の組み合わせは魂を運ぶ者ソウルハラーだ。ただでさえ首無し騎士デュラハンの馬術の腕前は高いというのが相場であるのに、その腕前で魂を運ぶ者ソウルハラーを操るのだ。

　また魂を運ぶ者ソウルハラーの能力には厄介なものがある。その厄介な能力とは瘴操術だ。

　瘴操術はその名の通り『瘴気を操る術』である。瘴気はアンデッドの燃料だ。つまり魂を運ぶ者ソウルハラーはアンデッドを作り出すことが出来るのだ。ひょっとしたら今乗せている首無し騎士デュラハンは魂を運ぶ者ソウルハラーが作成したのかも知れない。

　いずれにせよ厄介な組み合わせである両者が、アレン達の前に現れた。




「とりあえず……」

　アレンの隣にいるジュスティスが呟く。アレンはその呟きを聞き横目でジュスティスを見ると、その手に投擲とうてき用のナイフが握られていることに気付く。

　アレンは驚く。ジュスティスが投擲用のナイフをいつ取り出したのか、まったくわからなかったからだ。いかに視界に入っていなくても何かしらの気配をアレンは感じる事が出来るのだが、ジュスティスからは何も感じ取ることが出来なかったのだ。

　ジュスティスは凄まじい速度でナイフを投擲した。投擲されたナイフは二本。首無し騎士デュラハンの心臓、右肩の付け根に向かって真っ直ぐに飛んでいく。

　だが首無し騎士デュラハンは既に抜き放っていた長剣で投擲されたナイフを受け止める。弾くのではなく受け止めたのだ。

　首無し騎士デュラハンの長剣に投擲されたナイフはまるで磁石にくっつく金属のように離れなかった。首無し騎士デュラハンは剣を緩やかな動きで回す。

　そして、突然剣速を上げ、ナイフをジュスティスにはね返した。

　お返しとばかりに返されたナイフをジュスティスは、器用に指の間に挟んだ。すさまじい速度で返還されたナイフを見てジュスティスはニヤリと嗤う。

「差し上げたつもりだったのだから、返さなくても良かったのに……律儀な方だね」

　ジュスティスは素手での格闘術に暗器と呼ばれる暗殺用の武器を好んで組み合わせていた。別に暗殺が趣味というわけでは無く、暗殺者の使う武器を研究することで暗殺への対処を身につけようとしていたのだが、いつのまにか熟練の暗殺者よりも暗器の扱いに長けるようになってしまったのだ。

「さて……アレン君、情けないことだが初手を間違えてしまったようだ……。そこで何かアドバイスをもらえないかな」

　ジュスティスはアレンにアドバイスを求めたが、正直なところ、アドバイスをする意義がまったく見当たらない。フィアーネもジュスティスも実力的に何の問題もない。

「……俺のアドバイスが必要なほど、戦闘力に不安があるとは思えませんよ。でも……」

　アレンは『この首無し騎士デュラハンと魂を運ぶ者ソウルハラーがどのような技を使うか未知数なので注意してくださいね』と続けようとしたのだが、フィアーネはアレンの前半の言葉を聞いて気合いが入ったようだった。

「そこまで信頼してくれたら応えたくなるわね!!」

　そう一言言うと、フィアーネは首無し騎士デュラハンと魂を運ぶ者ソウルハラーへ向け突進していく。

「え？　フィアーネ待て!!」

　アレンの制止はフィアーネの耳に入らなかったようだった。フィアーネが敗れるとは思えなかったが、公爵家の令嬢なのだから、ケガをさせるわけにもいかないとアレンもジュスティスも首無し騎士デュラハンと魂を運ぶ者ソウルハラーへ向かい走り出す。

「てぇぇぇぇい!!」

　フィアーネは大地を蹴り飛んだ。そう『跳んだ』ではなく『飛んだ』と表現した方が的確な跳躍だった。

　フィアーネは首無し騎士デュラハンに蹴りを放つ。狙ったのは首無し騎士デュラハンの肩口、蹴り落とすことで魂を運ぶ者ソウルハラーと分断しようとしたのだ。

　対して首無し騎士デュラハンはフィアーネの蹴りを剣で斬り落とそうと構え、斬撃を放とうとした瞬間に首無し騎士デュラハンの剣に鎖が巻き付いた。鎖を放ったのはジュスティスだ。

　ジュスティスの放った鎖は首無し騎士デュラハンの剣に巻き付くと、斬撃を狂わせる。狂った斬撃のため、フィアーネの足は斬り落とされることはなく首無し騎士デュラハンは肩口を蹴り飛ばされ魂を運ぶ者ソウルハラーから転がり落ちた。

（さすがに兄妹だな……。息が合っている）

　アレンは二人のコンビネーションに感心しつつ、魂を運ぶ者ソウルハラーに狙いを絞ることにする。

　アレンは魂を運ぶ者ソウルハラーの足を切り落とすため斬撃を見舞うが、魂を運ぶ者ソウルハラーは跳躍しアレンの斬撃は空を斬った。魂を運ぶ者ソウルハラーは着地と同時に走り出しアレン達から距離をとった。距離をとった魂を運ぶ者ソウルハラーが一声嘶くとその背中に瘴気が集まり始める。瘴操術を使用したのか、召喚術を使用したのかは分からないが、魂を運ぶ者ソウルハラーの背中に再びアンデッドが騎乗している。

　今度騎乗しているアンデッドは死の聖騎士デスパラディンである。

　死の聖騎士デスパラディンは戦闘力が並みのアンデッドとは一線を画す。そしてそれ以上に厄介なのが、アンデッドにも関わらず神聖魔術を使いこなすことであった。

　神聖魔術は対アンデッド用の魔術というべきものであるが、もう一つの使い道に加護を与える事により肉体を保護する、いわゆる防御のための術でもあるのだ。その神聖魔術を使いこなす死の聖騎士デスパラディンは、神聖魔術に対する耐性を持っており、浄化は難しい。しかも神聖魔術により自信の防御力をあげるという理不尽なアンデッドなのだ。

　死の聖騎士デスパラディンを背中に乗せた魂を運ぶ者ソウルハラーはアレンに突進してくる。

　アレンはその突進をまともに受け止めるような事はもちろんしない。凄まじい速度で迫り来る魂を運ぶ者ソウルハラーをギリギリのところで躱す。もちろん、大きく避けなかったのは斬撃を見舞うためである。

　アレンは自身の思惑通り、魂を運ぶ者ソウルハラーに斬撃を繰り出すが、死の聖騎士デスパラディンの剣がアレンの剣を防いだ。魂を運ぶ者ソウルハラーの速度も手伝いアレンの剣が弾かれる。

「ちっ……」

　アレンは初手を誤った事に自然と舌打ちがもれた。

「フィアーネ!!　その首無し騎士デュラハンを頼む!!」

　アレンは首無し騎士デュラハンをフィアーネに任せる事にする。本来、公爵家令嬢に任せるべき案件ではないのだが、背に腹は代えられないのだ。

「任せて!!　お兄様はアレンをサポートしてあげてね!!」

「ああ、解った。フィアーネは思う存分やってくれ!!」

「うん♪」

　フィアーネとジュスティスの会話にアレンは狼狽える。アレンはジュスティスにフィアーネのサポートを頼むつもりだったのだ。

　アレンが止めようと口を開きかけた時には、フィアーネは首無し騎士デュラハンに突進していた。まるで瞬間移動をしたかのような急激な間合いの詰め方だった。フィアーネは一瞬で首無し騎士デュラハンの懐に入り込むと両掌を同時に打ち出す。双掌打と呼ばれる技である。

　形としては複雑でも何でもなく単純すぎるものであるが、フィアーネのものは、間合いに入り込む速度、相手の虚を突く技法、身体、呼吸を一体化させる技法、自身の魔力を掌から衝撃と共に叩き込む技法とそれぞれの技法を極限まで磨き上げて放つ必殺の技だ。

　ドパァァァン!!

　腹部にフィアーネの双掌打を受けた首無し騎士デュラハンの上半身は、引きちぎられ数メートルの距離を飛び地面に転がった。

「え～と……」

　アレンはその光景を見てさすがに声を失う。アレンはフィアーネの強さは十分に評価していたつもりだったが、まだ過小評価していたようだった。

　地面を転がった首無し騎士デュラハンの上半身は失われた下半身を再生させ、再び立ち上がる一方で下半身の方は塵となって消滅した。

　アンデッドの中には瘴気によって構成されているものが存在している。そのタイプのアンデッドは核から切り離された場合には、体を維持することが出来なくなるため塵となって消滅するのだ。

　この場合、首無し騎士デュラハンの核の位置は胸の位置にあったため、核から切り離された下半身は塵となって消滅し、核があった上半身が核に貯蔵されている瘴気を使って下半身を再生させたのだ。

「そうだったわ。アンデッドは核を破壊しなくちゃ駄目だったわね」

　フィアーネが悔しそうに言う。

　アレンが『いや……そんなセオリーが必要か？』と心の中で呟く。そこにジュスティスの声がアレンの耳に入る。

「アレン君……来たよ」

　ジュスティスの声に意識を自身の相手に戻すと、魂を運ぶ者ソウルハラーが突っ込んできているのが見える。背に乗せている死の聖騎士デスパラディンも剣を掲げている。

「くっ」

　アレンはかろうじて魂を運ぶ者ソウルハラーの突進と死の聖騎士デスパラディンの斬撃を躱した。

「よっ!!」

　ジュスティスは、ボーラと呼ばれる狩猟用の道具を投擲する。この道具は紐の両端に重りを結び獲物の足に絡めて捕獲するためのものだ。

　ジュスティスの投擲したボーラは魂を運ぶ者ソウルハラーの前足を絡め取り、そのまま転倒する。その際に当然、背に乗せていた死の聖騎士デスパラディンも倒れ込んだ。

「アレン君!!　とどめ!!」

　ジュスティスの言葉が放たれる前にアレンはすでに走り出している。狙うのは魂を運ぶ者ソウルハラーだ。

　アレンは魂を運ぶ者ソウルハラーの首を刎ね飛ばし返す刀で胸の位置にある魂を運ぶ者ソウルハラーの核に剣を突き立てる。魂を運ぶ者ソウルハラーは二、三回痙攣すると塵となって消滅した。

　ようやく起き上がった死の聖騎士デスパラディンは起き上がった瞬間にジュスティスの万力鎖まんりきさによって顔面を砕かれる。頭部を砕かれた死の聖騎士デスパラディンは頭部を再生させようとするが、それよりも早くジュスティスが間合いを詰めると貫手で死の聖騎士デスパラディンの心臓の位置を貫いた。心臓には死の聖騎士デスパラディンの核があるのだ。

　核を貫かれた死の聖騎士デスパラディンは塵となって消滅した。

　魂を運ぶ者ソウルハラーと死の聖騎士デスパラディンを葬ったアレンとジュスティスはフィアーネの戦いに目をやる。

　フィアーネの方も決着がつくところだ。フィアーネは首無し騎士デュラハンを圧倒している。首無し騎士デュラハンの振り下ろした剣の横っ腹を殴りつけ軌道を逸らすと間合いに飛び込むと同時に正拳突きを首無し騎士デュラハンの腹に放つ。

　ドゴォォォォ!!

　凄まじい打撃音と共に首無し騎士デュラハンは数メートルの距離を飛び、設置されている小屋の壁に激突する。この小屋はもしもの時の避難場所として設置されている防御結界を施した小屋でありちょっとやそっとでは傷がつくことは決して無い。

　はずなのだが……

　フィアーネは首無し騎士デュラハンを壁に押しつけると拳を振りかぶる。拳に魔力が集中していくのがアレンにもわかる。

　わかるのだが、アレンはなんだか嫌な予感がした。なぜか無性に不安になったのだ。

（あれ？　俺は何か見落としているような……）

　アレンの不安を感じることなくフィアーネは首無し騎士デュラハンに振りかぶった拳を叩きつける。

　フィアーネの拳は首無し騎士デュラハンの心臓の位置にある核を打ち砕いた。

　そして、その凄まじい威力は首無し騎士デュラハンだけに留まらない。首無し騎士デュラハンを押しつけていた小屋の壁ごと、いや小屋ごと吹き飛ばした。

　防御陣を施した避難用の小屋がまるで犬小屋のように吹っ飛ぶのをアレンは呆然と眺めていた。

「うそだろ……」

　アレンの呟きは当然ながらフィアーネの耳には届いていない。そして、この段階になってアレンは不安の正体に気付いたのだ。

　その不安とはフィアーネの規格外の強さによってローエンベルク国営墓地の施設が破壊されることだったのだ。

「ははは……」

　まさか、防御陣を施した避難用の小屋が拳一つで吹き飛ぶとはアレンも思っていなかったのだ。

　首無し騎士デュラハンを斃したフィアーネはアレン達の所にやって来る。

「ふ～手強かったわ」

　フィアーネの言葉にアレンは『嘘つけ!!』と心の中で突っ込みを入れている。

「とりあえず助かったよ……フィアーネ」

　小屋にチラリと目をやると頭を抱えたくなるが、フィアーネは善意でやってくれたのだから責めるのは筋違いというものだった。

「さて……とりあえず。今夜の見回りはあと一区画で終わりですので行きましょう」

　アレンの言葉にフィアーネとジュスティスは頷くと見回りを再開する。幸いその後はアンデッドに出くわすことがなかったので、見回りを終えて墓地の外に出る。

「アレン君、今夜は本当に色々教えてくれてありがとう」

　ジュスティスがアレンに頭を下げる。

「アレン、今夜は無理を言ったけど同行を許してくれて本当に助かったわ」

　フィアーネもアレンに頭を下げた。

「いえ、お役に立てて幸いです。もし、何かありましたらいつでもいらしてください」

　アレンがそういうとフィアーネが嬉しそうに微笑んで言った。

「うん♪　わかったわ」

　フィアーネの言葉に少し違和感があったが、アレンは気にしないことにする。おそらく社交辞令だろうし、公爵家の方達がそんなに他国に来ることも出来ないだろう。

「それじゃあ、今夜はこれで失礼するよ」

「バイバイ、またね♪」

　フィアーネとジュスティスはアレンに挨拶をして帰っていった。その様子を見ながらアレンは報告文書を書くという仕事が生じたことを思い出し、一人ため息をついた。
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　次の日の夜、アレンはいつものようにローエンベルク国営墓地の見回りに向かっていた。

　昨晩のフィアーネの壊した小屋の修理費用はとんでもない額になった事が報告文書を出した時に伝えられ、教師達により厳しい指導を、というよりも説教を受けたのだ。

「はぁ……」

　アレンはフィアーネが善意でおこなった事なので悪く言うつもりはサラサラ無いのだが、教師達の説教はさすがに堪えたのだ。

「ん？」

　アレンは墓地の入り口に人影があるのに気付く。アレンはその人影に見覚えがあった。昨晩知り会った絶世の美少女に似ていたのだ。

（いや……まさか、昨日の今日で……）

　アレンは見間違いと思い、墓地に向けて歩き出す。人影がアレンに気付いたのだろう。アレンに向けてぶんぶんと手を振り始めるとこちらに走ってくる。

　アレンの前まで走ってきた少女はピタリとアレンの前で止まり、ニッコリと微笑むと口を開く。

「さぁアレン、デートしましょう!!」

　フィアーネの嬉しそうな姿がそこにあった。
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　日が暮れ、いつものようにアレンがローエンベルク国営墓地にやってきた所、門に一人の少女が佇んでいた。

　こんな時間に、墓地の敷地の前で佇む少女……。どう考えても普通の少女ではないだろう。確かに王都の治安は良い。だが、決して女性が夜中に一人で歩き回ってよいほどの治安ではない。

　少女は、アレンを見つけるとブンブンと手を振り始める。

　アレンはその姿を見ると、ゲンナリとした。

（あいつ……また……なぁ公爵令嬢ってそんなに暇なのか？）

　少女の事を知っているアレンの口から、ため息が漏れる。

「さぁ!!　アレン、デートしましょう!!」

　少女はアレンに駆け寄ると、アレンの手をとり、デートに誘った。

　その少女はフィアーネであった。ローエンシア王国の北方に位置する吸血鬼の国であるエジンベート王国一の名家であるジャスベイン公爵家の令嬢……なのだが、フィアーネは出会って二ヶ月の間、よく国営墓地にやって来ていた。普通に考えて他国の公爵令嬢が国営墓地にやって来るというのは、あり得ない事なのだが、フィアーネはそんな常識など余裕で踏み潰すのだ。

　フィアーネは最初にあったときからアレンに好意的であったのだが、それが恋にまで発展したのはやはり一ヶ月前のジャスベイン領での出来事だろう。

　元々、フィアーネがジュスティスと共にローエンベルク国営墓地にやってきたのは、領内にアンデッドが発生するようになった対処のためだ。その解決にアレンも協力して事にあたったのだが、その際にフィアーネはアレンに命を救われたのだ。その時のアレンの優しさ、強さにフィアーネは恋をしたのだ。
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　アレンはゲンナリとしながらもフィアーネを眺める。相変わらず美の概念を存分にもりこんだ素晴らしい容姿だ。天真爛漫なフィアーネはコロコロとよく笑う。その笑顔はどんなに荒んだ者の心も明るくしてしまう事だろう。

　服装はいつものように黒いドレスであり、所々にフリルをあしらっている、いわゆるゴスロリという感じの服装だ。それがまた憎いぐらいに似合っている。

　美の神に愛されたかのような容姿を持つ少女にデートに誘われているにもかかわらず、アレンの顔に喜びの色はない。むしろ、『面倒くせぇ～』というような表情を浮かべている。

　その表情を見て、少女はかなり気分を害したようであった。

「ちょっとアレン？　なんでそんなに嫌そうな顔をしているの？」

「嫌だからに決まってんだろ」

「そりゃあね。あなたの愛しいフィアーネが、危険な目に遭うのが嫌だというのは、理解しているわ。でも愛しいあなたの勇姿を間近で見たいという乙女心もわかってちょうだい」

「相変わらずのポジティブシンキングだな。お前はあれか？　『空気読め』と言われない限りは空気を読むことができない女か？」

「もう、本当にツンデレさんなんだから♪」

「だから、いつも言ってるだろ!!　お前に対してデレはねえよ!!」

「またまた～、テレちゃって～」

（ダメだ……こいつ本当に何とかしないと……）

　アレンは頭を抱えこんだ。フィアーネは基本、人の話を聞かない。いや、正確に言えばアレンにどんなにキツイ言葉を投げ掛けられても余裕で躱し、脳内で愛の囁きに変換してしまうのだ。

　だからこそアレンが本心から「あっちいけ!!」「帰れ!!」「バカヤロー!!　帰れ!!」といってもまったく通じない。

「いざとなったら、あなたが守ってくれるでしょ？」

「そのいざとなる時なんて、永遠に来るわけねーだろ!!　大体、お前を傷つけることのできる奴なんて、それこそ伝説級じゃねーか!!　その伝説級の怪物がそうそう都合良く俺達の前に現れるわけないだろ!!」

「ひどい!!　私はただ愛しいあなたと一緒にいたいだけの可憐な乙女なのに!!」

「可憐な乙女がなんでリッチを素手で撲殺してんだよ!!」

「だってリッチって大したことないじゃない」

　えっへんと胸を張るフィアーネ……。

　こればかりはアレンも少し同意する。一般的にリッチと呼ばれるアンデッドは、その強大な魔力を誇り、存在が確認されれば軍が出動するレベルのアンデッドなのだが、このローエンベルク国営墓地においてはさほど珍しいアンデッドではなかった。

　前回、アレンの仕事に付いてきた時にフィアーネは、リッチを正拳突き一発で粉砕していた。偉そうに登場して口上を述べている最中に、フィアーネの拳で顔面を粉砕され、胸元の核を踏みつぶされ、文字通り瞬殺されてしまい、アレンは個人的にちょっと同情したぐらいだった。

「大体、お前、なんでデートとか言っておきながら、いつもこの時間にくるんだよ？　昼間に来ればいいだろ」

「だって、私はトゥルーヴァンパイアなのよ。ヴァンパイアのイメージといったら、夜じゃない!!　私は全国の皆さんのイメージを壊したくないのよ」

「少なくとも、俺はヴァンパイアに対する認識が、お前に会って大きく変わったよ」

「愛の成せる業ね。私たちの間には種族という大きな隔へだたりがあるけど、愛があればわかり合うことができるのよ!!」

　フィアーネの謎の宣言にアレンは頭を抱える。

（……なぜだろう。こいつと話すと、何かがごっそり削られていく……。これから仕事なのに……なんで始まる前から、こんなに削られた状態にならなくてはならないのだろうか……）

　アレンはすでに墓地の見回りを始める前から疲労を感じ始めていた。

（神様……あんたもう少し、頑張ってくれないか？　あんたの慈悲を俺にも分けてくれないか？　俺はちゃんと仕事を真面目に頑張ってるだけなんだが）

　アレンのぼやきは神の怠慢に向かっている。これほどの美少女（見かけ）と話しているはずなのに、アレンの心は沈んでいくばかりだった。
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　結局、今回もフィアーネを追い返すことはできないまま、アレンは国営墓地の見回りを行っていた。

『もう帰れ!!』『邪魔!!』とかなりどぎつい事を言ったのだが、まったくフィアーネは堪えず、最終的には『頼みます!!　帰ってください!!』と頼み込んだのだが、フィアーネの脳内では『フィアーネ、愛するお前がケガをするのは耐えられない』と変換されたのだろう。

　その脳内変換があったためフィアーネは落ち込むどころか『愛されてるわ～♪』ととてもご満悦だった。

　誤解しないで欲しいのは、別にアレンは、フィアーネを嫌っているわけではない。これほどの美少女に好意を寄せられて嬉しくない男など存在しないだろう。昼間の時間に来るのなら普通に応対するつもりだった。ちなみにヴァンパイアは日光に弱いという事はないので、日中の活動に別に制約はない。

　アレンがフィアーネの仕事の同行を拒否するのは、別の心配があるからなのだ。

「さぁ、今夜も張り切っていきましょう♪」

　今にも、スキップしそうな程の軽い足取りでフィアーネはアレンの一歩前を歩き始める。対してアレンの足取りは微妙に重い。




（とにかく今夜の見回りは、最短で終えるように超効率的にいこう）

「あ！　アレン!!　あそこ!!」

　宝物を見つけたかのように弾む声で、フィアーネが叫ぶ。その声を聞いたと同時にアレンは走り出す。走り出してすぐに、フィアーネの見つけた相手を確認する。

　その相手はスケルトンと呼ばれるアンデッドで、数は六体、胸の辺りに黒い靄を発する核があった。

　アレンは全速力で駆ける。何としても最速でたどりつきスケルトンを殲滅せんめつするのだ!!　いや、しなければならない!!　アレンの心にあるのはそれだけだった。

　すさまじい速度でスケルトンに肉薄すると、その速度のままアレンは跳んだ。人の身長をはるかに上回る高さを跳び、スケルトンの胸に蹴りを入れる。骨の砕ける音と共に核を蹴り砕いた。着地したアレンはすぐさま後ろ回し蹴りを隣のスケルトンに叩き込む。またもや骨と共に核が砕かれ、スケルトンは動かぬ死体へと逆戻りする。そのまま横に跳び、スケルトンの胸に肘を叩き込むと、またも一撃で核を砕いた。

　そんな調子で、一撃ですべてのスケルトン達の核を砕き、戦闘はあっさりと終了する。戦闘にかかった時間はわずか五秒、移動の時間を入れても一二～三秒しかかかってない。驚異的な結果と言って良いだろう。

（自己最高記録だな。俺って時々すげえな）

　アレンは思わぬ成果に自分で自分を褒めたくなる。

　ぱちぱちぱち!!

　拍手が聞こえ、アレンが振り返るとフィアーネが目をキラキラさせて蕩とろけたように、アレンを見て拍手していた。

「すごいわ!!　さすがはアレンね!!　まさか五秒でスケルトンを殲滅するなんて!!　お父様でさえ難しいわ!!」

「まぁね……がんばったよ」

「やっぱり、私に格好いい所を見せようと思って張り切っちゃったのね♪」

「いや……それは違う……」

　即座にアレンの心からの反論が出たが、フィアーネには通じない。それどころか、『もう照れちゃって～♪』という惚気ぶりだ。

「もう、私はアレンの格好良さなんてとっくに分かってるんだから、そんなに張り切らなくて良いのよ♪」

「…………」

　あまりにもアレンの意図がフィアーネに伝わっていないためにアレンは少しばかり不安になったぐらいだ。

「おまえさ……俺が何を言ったか本当に理解している？」

「当たり前じゃない。照れちゃって、必死に否定するアレンは、本当にかわいいわ♪」

（やはり、こいつと話すと、何かがごっそり削られる。美女は命を削るカンナとかいうが、そういう類のものではないのは確実だ）

　アレンが何度目かのため息をつきかけた所で気配を察知する。

（……ん？）

「あれ？　ねぇアレン……」

　アレンだけでなくフィアーネも察したのだろう。といってもフィアーネの様子を見た所恐怖、緊張とは無縁のようだった。

「ああ……これは……何者かが墓地に侵入したな……しかも、人間でも吸血鬼でもないな……」

「魔族……ね？」

「ああ、そんな感じだな」

　フィアーネの『魔族』という言葉にアレンは頷く。この気配は魔族の者であることは間違いなかった。この一年ぐらいで、国営墓地に魔族が侵入してくる事が増えたとアレンは考えている。

　魔族の侵入に対してアレンは反射的に「まずい……絶対に面倒事になる」という思いが生まれた。もちろん、アレン一人であれば何の問題もないのだが、現在はフィアーネがいる。フィアーネがいる以上、魔族は非常に厄介な相手であると言わざるを得なかったのだ。

　夜空を見上げて、自分の置かれた状況をアレンは嘆いたが、結局の所、面倒事の処理は自分でしなくてはならないので、諦めたかのように、魔力を感じる方に歩き出した。

　この後の面倒事に心を重くしたアレンの足取りが重くなったのを、誰が責められるというのだろうか……。
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　アレンとフィアーネは、魔族が発していると思われる魔力の方向へ自らの気配を絶って歩き出した。

　試合ではないこの墓地での戦いは基本的に審判もいなければ、試合開始、終了を告げる者もいない。言わば殺やった者勝ちというのがこの墓地での暗黙のルールと言える。

　侵入者の魔族は魔力を隠そうともしていないようだった。魔力を隠そうとする者から発せられる魔力と隠そうともしない者の魔力にはやはり差がある。今回の魔族は明らかに魔力を隠そうとはしていないのだ。

　それが単に人間を舐めた事による行動なのか、アレン、フィアーネをおびき寄せるためのものなのかは、この段階では正直判断がつかない。

（まぁ……行ってみればわかるか……）

　アレンは、相手の狙いがどうあれ、やるべき事を心得ている。すなわち、あちらがどのような意図を持って魔力を隠そうともしていないのかに気をとられるよりも、自分達の気配を絶ち、先手を打つことが重要だと考えた。




　そして、侵入者を発見する。

　身長二メートル弱の男のようだ。髪はオールバックにまとめられ、後ろで結んでいる。執事服に身を包み、いかにも敏腕執事という印象である。ただ、人間でないのは明らかであった。侵入者には、尻尾が生えており、尻尾の先はサソリの針を思わせるデザインだ。

　いわゆる魔族と呼ばれる存在だった。

　魔族と一括りにしているが、身体的特徴、容貌は部族ごとに差異があるので、すべての魔族が今回の侵入者と同じというわけではない。尻尾のない魔族もいるし、翼が生えている者もいるのだ。

　有する魔力量が種族的に多い者達を便宜上、魔族と一括りにしているに過ぎない。なお、魔族と似た種族に悪魔と呼ばれる者もいるが、この線引きも結構曖昧なものであり、人によって基準が異なるのだ。

　この国営墓地に魔族が現れるというのは、それほど珍しいことではない。しかし、今回の魔族は知的水準も高そうであり、爵位をもつ貴族の部下の線が非常に強い。おそらくは、最低でも中級、もしくは上級の魔族であろうことが考えられる。

　相手を、中級以上の魔族と見定めた以上、アレンの出方は完全に決まった。

　その出方は当然ながら『先手必勝』だ。

　普通であれば、慎重に出方を窺うのが得策だろう。一人であれば、慎重になるという選択肢を取ったかもしれない。

　しかし、今日のアレンには、その選択肢を取ることはない。いや、そもそも今日のアレンには、そんな選択肢なんぞ存在しないのだ。

　アレンは、突然駆け出した。フィアーネは一瞬、虚を突かれたような表情をするがアレンの事を信じているのだろう。すぐに微笑む。

　アレンは走りながら、侵入者の確認に入る。いつものアレンならまず行わないような行動だが今夜のアレンには、他の選択肢が存在しない以上、仕方ないのだ。

　侵入者の数は、執事服を着た魔族、下級悪魔、リッチと呼ばれる強力な魔法を使うアンデットが三体であり全部で五体。

　執事服を着た魔族は、何らかの儀式を行っているようで、瘴気が魔族の周りに集まっている。それもかなりの量の瘴気だ。『何か大きな事をしでかそうとしてます』という空気がぷんぷんしている。

　自分たちに突進してくるアレンに最初に気付いたのは、下級悪魔だった。リッチもその様子に気付き、アレンの方を見る。リッチが魔術を唱え始めるが、アレンの動きはリッチの常識を遥かに超えていた。

（一気に決めなきゃな……）

　アレンは心の中で決意を新たにする。決意を新たにしたアレンの速度はさらに上がり、あっという間に間合いが詰まる。

　アレンとリッチの距離は一瞬でわずか二メートルにまで迫っていた。もはやリッチには魔術を放つ時間はない。アレンの剣が一番近くのリッチの胸の辺りにある核をピンポイントで貫くと、あっさりと核を貫かれたリッチから黒い靄が吹き出し、骨がガラガラと崩れ落ちた。

　アレンは間髪入れずに次のリッチの胸の位置を薙ぎ払い核を切り裂く。声を発することも出来ずにまたもリッチは消滅する。

　仲間二体の犠牲のおかげで魔術の詠唱を終えた最後のリッチが、右手をアレンにかざす。手に火球が発生した事から、どうやら【火球ファイヤーボール】を放とうとしたらしい。

　もちろんアレンはそれを受けてやる義理なんぞないので、一瞬で懐に潜り込むと火球を放とうとしている右手を素手で払った。

　払った瞬間にリッチの手から魔術が放たれる。だが、その射線上に当然ながらアレンはいない。射線上にいたのは執事服をまとった魔族だ。

「イム……」

　下級悪魔は自分の主に危機を伝えようとしたが、最後まで声を発することが出来なかった。自分の上位者へ放たれた魔術で、下級悪魔の注意が逸れた事によるスキを見逃さずアレンが剣を一閃し下級悪魔の首を刎はねたのだ。

　もちろん、魔術を使った最後のリッチも、手を払うと同時に胸にある核を貫かれた事ですでに消滅している。こうして、アレンの手により下級悪魔とリッチ三体はあっさりと消滅させられたのだった。

　執事服の魔族に放たれた火球は、魔族の一メートル手前で爆発する。どうやら、半径一メートル程に執事服の魔族は防御結界を張り巡らしているらしい。

　次の瞬間余裕を持って振り向いた執事服の魔族の顔が驚愕に歪んだ。その理由はアレンの剣が防御結界を切り裂き、自分の首へと刃が迫っていたからだ。防御結界があるために自分の命が保障されていたと思い込んでいた魔族にとって、まったく想定外のことだったのだ。魔族がアレンの剣を躱すことが出来たのは、もはや奇跡だったのかもしれない。体が勝手に死から逃れるために反応したのだ。

　初手を外したことに、アレンは舌打ちするが、すかさず追撃を行う。アレンが次に狙ったのは足だ。足をやればその機動力は一気に下がるのは間違いない。だが、足を切り裂くために打ち込んだ一閃を魔族はかろうじて躱かわした。

　躱されたと言ってもアレンは完全に押し切る流れに持って行くことに成功した。人によっては不意を突いたことに対し卑怯という者もいるだろうが、そんな表面上の道徳心などアレンにとって何の感銘も受けない。ここは遊びの場ではないのだ。

　まして、今夜のアレンには、最短で戦いを終わらせなければならない理由があったのだ。その事情がある以上、アレンに躊躇いは一切無い。

　魔族は、アレンの斬撃を躱しながら背中から羽を生やす。その姿を見た時にアレンに「まずい!!　距離をとられる!!」という焦りが生じる。魔族は羽をはためかせ空中に逃れた。

　一五メートルほどの高さに逃れた魔族は、アレンを見下ろしながら言葉を発する。

「ハァハァ……何と野蛮な奴だ。やはり人間のような下等生ぶ……うぉ!!」

　魔族の言葉は驚きによって中断される。アレンが先程、斬り伏せた下級悪魔の首を凄まじい速度で投げつけたのだ。

　バァァァァァァン！！！！　ビキィ!!

　すでに防御結界が発動していたのだろう。結界に当たった下級悪魔の頭は、壁にスイカを思いっきり投げつけたかのように破裂する。魔族もこれは予想していた事だったために驚くには値しなかったが、予想外だったのは、その時の衝撃で防御結界にヒビが出来ていた事である。そのヒビは一瞬で修復されたのだが、魔族にとって驚くには十分すぎる出来事だった。

　この防御結界は『物を投げつける』などという原始的な方法で破壊するなど不可能なはずなのだ。にもかかわらずアレンはそれをやりかけたのだ。驚くなという方が無理だろう。

「ちょっと落ち着け!!　せめて何をしようとしていたかとか、名前を聞くとか、戦う前にやる事があるだろ!!」

　魔族は混乱のためだろうかアレンにかなりズレたことをわめいていた。それに対するアレンの返答は、リッチの亡骸である頭蓋骨を投げつけることだった。

　グワッシャァァァァ!!　ビキィィビキィ!!

　一発目よりも入ったヒビの数が多いことに魔族は明らかに動揺していた。両手を前に突き出しアレンの投擲を押し止めようとする。

「どわ!!　待て待て!!」

「面倒くさい事になるのは分かってるからさっさと死んでくれ」

　だが、アレンはまったく聞く耳を持たない。アレンは再びリッチの頭蓋骨を手に取る。今度は魔力を込めて投擲するつもりである事に魔族が気付く。

「アレン、落ち着いて。ちょっと話を聞きましょうよ」

　そこにアレンの暴挙を制止する声がかけられる。

　その声は非常に美しい声であり、聞き惚れるには十分な説得力を持っている声だ。だが現在のアレンにしてみれば、魔王の絶望を告げる声以上の不吉なものだった。

　アレンは最も恐れていた事が起こった事を察した。別の言い方をすれば、自分の失敗を悟ったのだ……。
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「アレン、ちょっと落ち着いて、ちょっと話を聞きましょうよ」

　このフィアーネの言葉こそアレンの失敗を決定づけた言葉だった。

　フィアーネの介入を許してしまったのだ。フィアーネに介入させないために今夜は常に先手必勝を心がけ、実践してきたのだ。だが、この瞬間にそれが失敗に終わった事をアレンは知った。

　しかし、アレンはこの段階ではまだ諦めていなかった。悪足掻きと言う事は十二分に理解している。それでも足掻かざるを得なかったのだ。

「いやフィアーネ、こいつと話すことなんぞ何もない。さっさと殺してしまおう」

　もはや、どっちが悪者なのか分からないセリフをアレンは口にする。

『今ならまだ、挽回は可能だ』というアレンの心にある思いが、魔族すら道を譲るようなセリフを発せさせたのだ。

「私は興味あるから魔族さん、話してくださいな」

　フィアーネは呆れた様に肩をすくめて魔族に声をかけ始めた。

（いかん!!　会話を始めてしまった。いや、待て、内容によっては戦闘にならないかもしれない。それなら、最悪の展開は回避されるのではないか？）

　フィアーネは会話を邪魔されると機嫌が悪くなる。そうすると、それはそれで面倒なことになるのだ。

　アレンは一縷いちるの望みをもってフィアーネと魔族の会話を聞き始めた。

　魔族は、現れた少女との間に会話が成立するということで、多少落ち着きを取り戻し始めたように見える。先程まであそこまで狼狽していたのに、出来る使用人といった様相を呈している。

「ああ、まず私の名前は、イムリス＝フェイギウス。偉大なるマハムット＝ヴォル＝カーベイ伯爵家の家令だ」

（魔族の伯爵の家令だと？　じゃあ中の上か上の下ぐらいの強さというわけか）

　アレンは、イムリスの話に耳を傾けながら品定めをしていく。

　貴族に仕える者にはそれなりの能力が求められるのは人間も魔族も変わりはない。むしろ上級貴族に仕える者は能力に加えて、血筋を求められる場合もあるために貴族出身であるという例も決して珍しいものではなかった。

「それで、瘴気を集めて何をしようとしていたの？」

　フィアーネの問いに対して、イムリスはニタニタと嫌らしい嗤わらい方を見せた。その嗤顔えがおを見て、すぐにアレンは戦闘が不可避であることを察した。この手の嗤い方をする場合、大抵何かを企んで実行に移すと相場が決まっている。実力的にどうせ大した事は出来ないのだろうがアレンは一応警戒することにした。

「すぐに分かるさ……貴様らのような下等生物でもな!!」

　イムリスが叫んだ瞬間に地中から全長一五メートル程の一頭のドラゴンが現れた。いや、ドラゴンの形をしてはいるがドラゴンではない。よく見ると無数の骨が集まりドラゴンの形を形成しているだけだ。

「スカルドラゴン……」

　フィアーネのつぶやきは、スカルドラゴンの咆哮によりかき消されてしまう。ただ、アレンにもフィアーネにも、その表情から恐怖というものは一切感じられない。

　スカルドラゴンは、アンデットの中でもかなり上位にランク付けされる。強大な膂力と防御能力を持つため、スカルドラゴンを斃すには、一個大隊（五〇〇人程）の兵士が必要とされる。

　だが、アレンにとって、この程度のアンデッドなど、現在の心配事と比較すれば、頭を悩ませるような問題ではなかったのだ。

「ははは!!　貴様ら如きには必要ないかもしれんが、その力を試させてもらうぞ!!　あっさり死んでくれるなよ？　ヒャハハハ!!」

　イムリスが、下卑げびた笑い声と顔をこちらに向けた。さっきまであれほど焦っていたのに、自分が優位になったと思った途端に、偉そうになるのは人間も悪魔も変わりない。

「それから、そこの男!!」

　イムリスがアレンを露骨に見下した声で叫ぶ。

　反射的にアレンはイムリスの言い方に不快感を露わにする。イムリスが、続けてアレンに言葉を投げつける。

「貴様は最も残酷に殺してやる!!」

　イムリスのこの言葉にアレンは一縷の望みを感じた。

（ん？　このセリフ……!!　ひょっとしてスカルドラゴンとこのアホが俺に向かってきてくれるのか!!　神はまだ俺を見捨ててないようだ!!）

　アレンの一縷の望み……それは、面倒事が最小限度の被害で済むというものだった。

（こいつ、アホだけど、そんなに悪い奴じゃないのかもしれない）

　アレンはイムリスの評価を上げようとしたのだが、次の言葉でその評価は一気に地に落ちた。

「スカルドラゴンよ!!　貴様は女を殺れ!!　下等生物よ!!　貴様は俺自らの手で殺してやろう!!」

　イムリスの言葉を理解するのにアレンは少しばかり時間がかかってしまった。

「ちょ!!　待て!!」

　アレンは慌ててイムリスへ制止の言葉をかけようとする。もちろん命乞いのためではない。だが、イムリスはアレンのその言葉を命乞いととらえたようだ。醜く口元を歪めたイムリスは嘲りの言葉をアレンに向けてはき出す。

「ヒャハハハ!!　惨めたらしく死んでいけ!!」

　アレンは自分が最も望まない方向に話が進み始めていることを察し、その結果に抗うために声を上げようとする。アレンが言おうとした言葉は『違う!!　そうじゃないんだ!!　俺にどっちとも向かってきてくれ!!』だったが、声になる前にフィアーネから言葉が発せられた。

「スカルドラゴンはまかせて!!　アレンはあの悪魔を!!」

　その言葉は……この上なく頼もしいものであるのだが、アレンにとっては災厄の始まりであった。

　フィアーネはキリッとした顔でそう告げると、スカルドラゴンに突進する。

（うぉぉぉぉ!!　なぜこんな展開になった？　神よ!!　俺が何をしたって言うんだ!!）

　その光景を見たアレンが心の中で絶叫すると、フィアーネが凄まじい速度でスカルドラゴンに突撃する。

　スカルドラゴンはフィアーネを咬み殺そうと口を開いた。普通の者であればその恐ろしさに身が竦むのだろうが、フィアーネはまったく速度を落とすことなく突進する。

　勢いをつけたままフィアーネは拳を振りかぶるとスカルドラゴンに叩きつけた。

　ガシャァァァァン!!

　凄まじい破壊音が辺りに響くと、スカルドラゴンは、顔を形成する骨を砕け散らせながら、二〇メートルほどの距離を吹っ飛び地面に横転する。

「なんだと!?」

　その様子を見たイムリスの口から驚愕の声が発せられる。だが、すぐに余裕の表情になった。

　その理由を、次の瞬間にアレンとフィアーネは察した。砕け散ったスカルドラゴンの骨が再び集まり、フィアーネが砕く前の状態に復元したのだ。スカルドラゴンは立ち上がるとフィアーネにその尾を叩きつける。

　フィアーネはスカルドラゴンの尾による攻撃を躱すと、少しばかり間合いをとった。

「スカルドラゴンは復元する!!　残念だったなぁ!!」

　イムリスの下卑た笑い声がこだまする。だが、アレンのイムリスへの不快感が強まる事はなかった。なぜなら、アレンを絶望の淵に叩き込む言葉がフィアーネから発せられたからだ。

「よし!!　久々に本気出しちゃうわよ!!」

　フィアーネのその言葉こそ、アレンが最も聞きたくなかった言葉なのだ。

「どりゃぁぁぁぁぁ!!」

　勇ましいかけ声と共に、フィアーネはスカルドラゴンに再び突進する。その速度は一度目の突進を遥かに上回る速度だった。先ほどの突進なんぞ全然本気ではなかったのだ。

　フィアーネは再び、スカルドラゴンを殴りつけ頭の骨を粉砕すると、ありえない速度で、スカルドラゴンの尻尾まで移動し、尻尾を掴んで振り回し始めた。

　三回ほど振り回して手を離すと、スカルドラゴンは五～六〇メートル程の距離を飛び、地面に激突する。すかさずフィアーネはスカルドラゴンを追い走り出す。あっという間に小さくなったフィアーネを呆然とアレンは見つめた。

（……なんでこんな事になったんだろう……）

　アレンは心の中で自問自答を始めている。人によっては現実逃避と呼ぶのだが、アレンを責めるのは彼の置かれた状況から考えれば酷というものだろう。

「ふん、無駄に足掻きおって、下等生物よ!!　貴様にあの女を心配している暇があるとでも思ってるのか？」

　イムリスの言葉は、もはやアレンには聞こえていない。

「下等生物が！　なぶり殺してくれる!!」

　イムリスの『なぶり殺す』という言葉にアレンは「ピキッ」という何かがひび割れる音を聞いた気がした。それは自制心というものだったのかもしれない。

（……そうだ。何もかもこいつのせいだ!!　わざわざ、この日を選びやがって!!　他にいくらでもチャンスはあったろ!!　なぜピンポイントでわざわざ今日、この日を選びやがったんだよ。このくされ魔族が!!）

　アレンの中で急速にイムリスへの怒りが湧き起こっていく。その怒りは理不尽なものだったのかも知れないが、アレンにとってこの結論に至るのは現在の彼の精神状態では至極当然と言っても良かった。

（なぶり殺すだと……？　やれるもんならやってみろ!!　お前こそなぶり殺してやる）

　人間と悪魔……種族も境遇も何もかも違うアレンとイムリスが、同じ感情に行きついた瞬間だった。
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『なぶり殺してやる!!』

　かなり物騒な考えにアレンとイムリスは到達する。ただアレンは、これが八つ当たりである事を心のどこかで理解していた。遠くでフィアーネがスカルドラゴンを相手に暴れている音が聞こえており、それがいやでも意識される。

　イムリスは空中に舞い【雷撃ライトニング】を放つ。イムリスの放った雷撃がアレンを襲う。だが、アレンはそれを驚異的な身体能力で躱すと剣を抜き構える。

「ヒャハハハ!!　剣を抜いてどうすんだ？　てめぇの攻撃は届かねえよ!!」

　イムリスはあくまでもアレンを見下すと【雷撃ライトニング】を連続で放った。それらの攻撃をアレンは躱し続ける。雷撃は凄まじい速度であるが、アレンはイムリスの手の動き、魔力の流れから『いつ』『どこに』放たれるのかを察知する事で躱すことが出来ていたのだ。

「ふん、避けるのが上手いじゃないか」

　イムリスの言葉にアレンは心の中で苦笑する。イムリスの攻撃は何の捻りもないため、躱すことなどアレンにとって雑作もないことだった。

（本当にめでたい頭をしているな……いや……雑魚にしては頑張ってるというべきかな……）

　アレンがそんな事を考えているとは思ってもいないのだろう。イムリスは自分が押していると考えており、下卑た笑いをアレンに向け続ける。

「よっと……」

　アレンは懐に忍ばせていた鉄球を掴むとイムリスに投げつけた。すさまじい速度で飛んだ鉄球はイムリスの防御結界によって阻まれる。やはり防御結界にヒビは入るが、一瞬で修復する。

　アレンの投げた鉄球は直径二㎝程の大きさであり、アレンが投げつければ凄まじい威力を発する。だが、イムリスの防御結界を突き破る事は出来なかった。

「またそれかよ？　確かに人間にしたら俺の防御結界にヒビ入れるだけでも大したもんだ。だが、破れねぇ事には変わりがねえだろ。足掻くんじゃねえよ!!」

　アレンは、イムリスの嘲りの言葉を無視すると、もう一度鉄球を投げつける。だが結果は先程と一緒でイムリスの防御結界にヒビを入れることは出来るが、撃ち抜くまではいかなかった。イムリスの顔に再び嘲りの表情が浮かぶ。

（まぁ……こいつはアホだからな。俺が何のために鉄球を投げつけてるか考えもしてないんだろうな）

　イムリスはニヤニヤとした嫌らしい嗤いをアレンに向けると【雷撃ライトニング】を再び連発しだした。アレンは電撃を避けながらイムリスを観察する。

（こいつはどうせ、さっき追い詰められたのは、不意をつかれたからだとでも思ってるんだろうな。まぁ俺の剣で防御結界を切り裂いた事ぐらいはアホでも覚えてるだろうから、警戒して間合いの外から仕掛けてるがな）

　そんな事を思いながら、アレンは再び鉄球を投げつける。防御結界にヒビが入り、再び修復する。それを続けていくうちにイムリスは投石を避けないようになっていく。攻撃方法が無いと思ったのか、高度も少しずつ下がり始めた。

「ほらほら、逃げろ!!　逃げろ!!」

　イムリスの中では、もはや戦いでは無く狩りの気分となっていた。わずか五分ほどの攻防だったが、イムリスは自分が罠にはまっている事にまったく気づかない。

（もう、いいか……八つ当たりの時間だ。くされ魔族が!!）

　アレンは再び鉄球を投擲する。しかし、今度投げた鉄球は一つではない。散弾のように鉄球を十個ほどまとめて投げつけたのだ。イムリスの防御結界にあたり、イムリスの防御結界にヒビが入るが、今回の鉄球は数が多く広範囲だったために、入ったヒビの範囲が大きく、今までよりも視界を遮る範囲が広かった。

　アレンは投石をした一瞬後に、自分の手にあった剣に魔力を込めて投げつけていた。

　アレンの投げた剣はヒビの入った一瞬の隙間に滑り込み、防御結界を貫くとイムリスの肩に突き刺さった。肩に突き刺さった剣の痛みにイムリスは混乱する。今の今まで優位に戦いを進めていたと思い込んでいたイムリスは突然の痛みに理解が追いつかなかったのだ。

「ギャアアアアア!!」

　イムリスの口から叫び声が上がる。それはアレンから意識を逸らすと言う悪手である事にイムリスは気付いていない。そんなあからさますぎる隙をアレンが見逃すはずはないのだ。

「悲鳴を上げるとは余裕だな……」

　アレンから冷たい言葉が発せられると、アレンは空中のイムリスを捕らえるために跳躍する。アレンは右手に魔力を込めるとイムリスの防御結界にそのまま叩きつける。

　アレンの右手が防御結界を突き破り、イムリスの右足首を掴むと、凄まじい力でイムリスをひきずり落とした。

　ドゴォォォォォ!!

　アレンは容赦なくイムリスを顔面から地面に叩きつける。顔面から地面に叩きつけられたイムリスの顔面にすさまじい痛みが生じる。だが、それでイムリスの災難が終わったわけではなかった。

　間髪入れずに腹部に、これまたすさまじい衝撃が襲った。地面にバウンドしたイムリスの腹にアレンが強烈すぎる蹴りを入れたのだ。

　ドゴォォォォォォォォ!!

　再び凄まじい打撃音が墓地に響く。アレンの蹴りによりイムリスは吹っ飛ぶが、アレンの手はイムリスの足首をしっかりと掴んでいたため、アレンが引っ張ったことにより再び、イムリスの体はアレンの元へ引き寄せられた。アレンは今度は肋骨に肘を叩き込んだ。

　ゴギィィィィィ!!

　肋骨の砕ける音と共に、一〇メートルほどの距離をイムリスは吹っ飛ぶと地面を転がる。

　当然だが、イムリスは虫の息だ。顔面、腹部、肋骨に多大なダメージを負っていた。人間ならとうに即死だっただろうが、人間以上の生命力を持つ魔族という種族であることが、幸いというか災いしたのか判断がつきかねるが、イムリスは生きていた。

（こ……こんな……バ…………カ……な）

　イムリスは凄まじい苦痛の中で自分がアレンに敗れた事を察していた。

（こい……つ…………は……一体…………な……にもの…………だ？）

　イムリスは混乱していたが、アレンが一体何者なのかという事に意識が持って行かれていた。虚ろな目でイムリスはアレンを見る。いや、もはや焦点が定まっておらず動くことも出来ない。
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（に……逃げ…………なけれ……ば……）

　イムリスはアレンが近付いてくる理由を理解していた。それは論理によって導き出された答えではない。

　本能が告げていたのだ。『殺される』と……。

　今まで人間を戯れに殺してきたイムリスであったが、いざ自分が殺されるとなると恐怖が後から後から湧き起こってきた。

　アレンの動きがひどくゆっくり見える。アレンが拳に魔力を込めていくのがイムリスにもわかった。

（た、たす……）

　アレンは振り上げた拳を容赦なくイムリスの顔面に放った。イムリスは魔力を込めた拳が自分の顔にめり込む感触を感じる。

　イムリスの意識はそこで完全に途絶えた…………。

　ドゴォォォォォォォォォ!!

　凄まじい爆発音が国営墓地に響き渡った。アレンの拳はイムリスの頭部を完全に打ち砕いた際に一緒に地面を吹き飛ばしたのだ。頭部を潰されたイムリスの体はアレンが発生させた直径二メートルほどのクレーターの中にボロ布のように横たわっている。

　アレンは息を吐き出すと先程イムリスに投げつけた剣を拾い上げる。イムリスを地面に叩きつけた際にいつの間にか抜けていたのだ。

（さて……フィアーネはどうなったかな……）

　すでにフィアーネの方も戦闘が終わっているのだろう。すでに音は止んでいる。

（今回はどれだけの被害になったのかな……）

　アレンはフィアーネとスカルドラゴンの戦闘があった場所に歩き出す。その足取りは心なしか重いものであった。
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　地面に転がったスカルドラゴンを追ってフィアーネは走る。

「よ～し!!　がんばるわよ!!」

　フィアーネの口から気合いの入った声が漏れる。その言葉こそがアレンはもっとも聞きたくない言葉なのだが、この場でそれを指摘するものはいない。

　フィアーネに砕かれたスカルドラゴンの体はすでに復元を終え、再び立ち上がっていた。

『ギャォォォォォッォォォォォォ！！！！』

　スカルドラゴンの咆哮が周囲に響く。先程から自分を痛めつけるフィアーネへの敵愾心を叩きつけるような咆哮だ。

　スカルドラゴンは、反転し凄まじい速度で尻尾を振り回しフィアーネを吹き飛ばそうとする。普通であれば吹き飛ばされるような威力である。だが、フィアーネはここで恐るべき行動に出た。

　この場合に選択する行動は、普通は回避である。成功するかどうかは置いておくが……。ところがここでフィアーネが選択したのはスカルドラゴンの尻尾の一撃を迎え撃つというものである。

　フィアーネの実力を知らないものであれば、フィアーネがスカルドラゴンの一撃に吹き飛ばされ無残な終焉を迎えるという未来を予測しただろう。だが、フィアーネの実力を知る者であればまったく動じることはない。

　フィアーネは勇敢であるが決して無謀ではない。フィアーネは色々と残念な面を持ってはいるが、戦闘センスは残念とは無縁だ。

　フィアーネは拳に魔力を込めると自身に迫るスカルドラゴンの尻尾の一点を殴りつける。その一点こそ、振り回す尻尾でもっとも力の入らない箇所だったのだ。フィアーネの類い希な戦闘センスがその一点を見抜き拳を打ち込んだのだ。

　グワッシャァァァァァァァン!!

　凄まじい音と共にスカルドラゴンの尻尾は、フィアーネの拳を受けた箇所から粉々になった。砕かれた箇所より先の尻尾は二〇メートル程の距離を飛び地面に転がると、国営墓地に設置されている灯りに激突する。

　高さ五メートル程の灯りは尻尾の直撃を受けて大きく折れ曲がり、もはや修復は不可能である事は明らかだった。

「でりゃぁぁぁぁっぁぁぁぁぁ!!」

　スカルドラゴンが尻尾の一部を失い、バランスを崩した所にフィアーネが間合いを詰めるとスカルドラゴンの後ろ足に正拳突きを叩き込む。

　ガシャァァァァァン!!

　再び凄まじい破砕音が周囲に響く。後ろ足の一本を失ったスカルドラゴンは倒れ込んだ。

　ドズン!!

　スカルドラゴンの倒れ込む音は思いの外大きい。フィアーネは倒れ込む巨体に押しつぶされるような間抜けな事はしない。凄まじい速度で抜け出すと目の前にスカルドラゴンの腹部が見える。

　フィアーネは跳躍するとスカルドラゴンの腹部に正拳突きを放った。

　ドゴォォォォォォォォォッォォォオ！！！！！

　フィアーネの一撃は凄まじい爆発音を引き起こす。フィアーネの拳を受けたスカルドラゴンの腹部ごとその下にある国営墓地の地面を抉っていた。その規格外の威力は直径六メートル程のクレーターを出現させていたのだ。

　信じられない事だろうが、フィアーネはこれでも手加減をしたのだ。加減をした理由はスカルドラゴンには復元能力があるために全力で攻撃しても意味がないと考えたためだ。

　スカルドラゴンはイムリスによって作られたアンデッドだが、アンデッドには例外なく核というものが存在する。その核を破壊しない限り消滅させることは出来ないのだ。

　スカルドラゴンの核の位置が不明なために、ここで全力で破壊しても意味が無いのだ。

「さて……核はどこかな……？　おっと……」

　復元を果たしたスカルドラゴンは立ち上がり、フィアーネはスカルドラゴンから飛び降り、地面に降り立つ。

　スカルドラゴンにとってフィアーネは理不尽というものを体現した存在だっただろう。スカルドラゴンの攻撃を回避ではなく迎撃する。攻撃をされれば強固なはずの己の体など何の問題にもせずに粉々に砕かれる。スカルドラゴンにしてみれば『どうすれば良いんだ』と頭を抱えそうである。

「う～ん……どこだろ？」

　呟きながらフィアーネは凄まじい速度で拳を繰り出す。フィアーネを咬み砕こうとしたスカルドラゴンの頭部が粉々に砕け散る。

「もう面倒くさいから、手当たり次第殴っちゃおうっと♪」

　フィアーネはニンマリと笑うと両手に魔力を込める。いや、体全体に魔力が満ちていくのを見るものが見ればわかるだろう。

「さて……と」

　フィアーネは一声発すると、スカルドラゴンに拳を繰り出す。スカルドラゴンとはかなりの距離があるにも関わらず、突然スカルドラゴンの前足の付け根の部分から破砕音が響き、スカルドラゴンの前足が粉々になった。

「せい♪」

　再びフィアーネが拳を繰り出すと今度はスカルドラゴンの胸部の骨がくぼみ、砕かれた骨が地面に落ちる。

「でりゃ♪　りゃりゃりゃりゃ！！！！」

　フィアーネは拳を繰り出しながらスカルドラゴンの周囲を走り回りながら拳を繰り出していく。フィアーネが拳を繰り出した一瞬後にスカルドラゴンの体はくぼみ砕かれていく。

（うん……どうやら核は胸の辺りね……）

　ありとあらゆる部位を砕いていくうちにフィアーネは、スカルドラゴンの核の位置に当たりを付けていく。胸の辺りの復元の方が他の部位よりも復元の時間が早い事に気付いたのだ。

（うん……それに、全体の復元自体が遅くなってきてるわね……）

　フィアーネはスカルドラゴンの核にある瘴気の量が枯渇し始めた事を察知する。ここまでくれば、もはや決着が近いことを思わずにはいられない。

「よし……そろそろ、とどめと行くか♪」

　フィアーネはニコリと笑うとスカルドラゴンの後ろ足に正拳突きを放ち、後ろ足二本を容赦なく打ち砕いた。

　後ろ足を砕かれたスカルドラゴンは当然、立つ事は出来ない。フィアーネは倒れ込んだスカルドラゴンの胸部の前に一瞬で移動すると、渾身の魔力を込めた拳を放った。

　ドゴォォォォォォォォ!!

　とても拳から発した音とは思えないほどの轟音が周囲に響き、スカルドラゴンの胸の位置の部位はまとめて吹っ飛んだ。その威力はとんでもないものであったため、拳の射線上にあったいくつかの墓地の施設をまとめて吹っ飛ばすことになったのだ。

　胸部を引き飛ばされたスカルドラゴンは、構成していた骨が剥がれ落ちていきその形を保つ事が出来ない。どうやらフィアーネの考え通りスカルドラゴンの核は胸の辺りにあったのかもしれない。疑問形なのは吹っ飛ばした箇所が大きすぎて、本当に胸の位置に核があったのか疑問が残ったからだ。

「よし♪」

　戦闘と言うよりも一方的な蹂躙じゅうりんが終わり、フィアーネは喜びの声を上げる。

「アレンの助太刀に行かないと……」

　フィアーネがそう思い踏み出したときに、アレンとイムリスが戦っていると思われる場所から爆発音が響く。イムリスの気配がその爆発音が消えると同時に消えた所を見ると、あちらも決着がついたようだ。

「さすがはアレンね♪」

　フィアーネは嬉しそうな声をあげるとアレンの元に走り出した。
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　イムリスを斃したアレンは、フィアーネの元に向け歩き出す。その足取りは微妙に重い。正直な所、帰って眠りたいのが本音なのだが、これからアレンは現実と向き合わなければならないのだ。

（でも、見なきゃな……）

　アレンが歩き出してすぐにフィアーネの自分を呼ぶ声が聞こえてくる。

「ア～～～レ～～～ン!!」

　声のした方向に目をやるとフィアーネが満面の笑みでぶんぶんと手を振っている姿が見える。

「フィアーネ、お疲れ様。大丈夫だったか？」

「もちろんよ、私はケガ一つないわ」

　アレンのいう大丈夫は、フィアーネの体のことではない。スカルドラゴン如きではフィアーネにかすり傷を負わせることすら不可能だろう。もし、かすり傷でも付けることができればそれこそ奇跡というものだ。

「そうか、それは良かった。それでフィアーネ、見回りを続けよう」

「そうね、楽しいデートの再開よ♪」

　フィアーネはアレンの問いににっこりと微笑むとアレンの隣につく。

「フィアーネ、スカルドラゴンとの戦闘場所に案内してくれ」

　アレンの言葉にフィアーネは御機嫌な表情を浮かべてアレンの手を引き、戦闘場所へ案内する。アレンは祈る気持ちで、フィアーネとスカルドラゴンとの戦闘場所へと向かう。




（…………なにこれ？）

　これがフィアーネとスカルドラゴンとの戦闘跡を見たアレンの正直な感想である。

　木々はなぎ倒され、灯りは折れ曲がり地面との近距離で狭い範囲を照らしている。所々にクレーターもあった。

　そして……アレンが目にした中で最も頭を痛めたのは、ある設備が完全に消し飛んでいたことだ。

（……いや、前々回よりはマシだ、何しろ今回は周囲の壁が消し飛んでいない。うん今回の被害は抑えられている。クレーターは埋めなおせばいいし、木々は植えなおそう。灯りだけだな……うん、大した被害じゃないな）

　アレンは現実逃避をしかけており、大した被害ではないと自分自身思ってもいないことを考え始めた。そこに現実へと引き戻す言葉がフィアーネから発せられた。

「そうそう、アレン、あそこにあるオブジェを壊しちゃったの……ごめんね」

「……ああ、あの粉々になっているのは……やっぱり、あれだよね」

　フィアーネが壊したオブジェとは、墓地を覆う結界発生装置である。墓地には五重にわたって強力な結界が展開されており、国営墓地そのものがアンデッド達を閉じ込めているのだ。

　ただし、この結界は国営墓地にアンデッドを閉じ込めるのが主な目的であり、外部からの侵入は比較的容易だ。だが、その結界発生装置を破壊することは困難を極める。

　実の所、アレンは結界発生装置が粉々になっていることなど、最初から分かっていたのだが、それを見ないふりをしていたのだ。

　フィアーネの言葉は現実を突きつけるという点でアレンに多大な精神的ダメージを与えていたのだ。

「ところで、フィアーネ……」

　アレンは、声をなんとか絞り出した。話題を変えることで、現実から目を逸らそうとしたのだ。

「何、どうしたの？　……ハッ、まさか愛の告白？　もちろん私も愛してるわ♪」

　フィアーネの満面の笑みと言葉にアレンはテンションが微妙に下がりながら否定の言葉を口にする。フィアーネの笑顔は万人が見惚れると断定できるほど美しい。余裕のある時ならば、アレンも見惚れていたことだろうが、現在のアレンの心境ではテンションを上げることはできなかったようだった。

「違うよ……」

「何々？　何でも答えるわよ♪」

　フィアーネのテンションが上がれば上がるほど、対照的にアレンのテンションは下がっていく。

「おまえ、どうやってスカルドラゴンを斃したんだ？」

「え？　普通に殴って斃したのよ」

　アレンの問いにフィアーネはきょとんとした表情を浮かべながら返答する。

「でも復元能力があったろ？」

「うん、あったけど、復元するたびに殴りつけてたら、復元のスピードが遅くなってきたのよ。そこで、両足を砕いて胸にある核を殴ったというわけ」

　フィアーネの返答にアレンは呆れてしまう。ここまでスカルドラゴンを力尽くで撃破できるフィアーネの実力には賞賛を通り越して乾いた笑いしか出てこない。

（うん、想像以上の脳筋だ。そしてとどめの渾身の一撃を放った射線上に結界発生装置があったというわけか……）

　フィアーネは結界発生装置を狙ったわけでは決してない。たまたま、射線上に結界発生装置があったため余波で砕いてしまったというわけだ。

（ついでに砕くほど、脆いもんじゃないんだけどな……）

　アレンは心の中でため息をつく。あの強固な結界発生装置をついでに砕けるフィアーネにはもはや言葉も出ない。

「とりあえず、見回りを続けよう、今日は疲れたよ」

「え～？　アレンたらこれぐらいで疲れたの？　情けないわね」

（疲れた原因のほぼ全てはお前のせいだよ）

　フィアーネの言葉に心の中でツッコミを入れると、アレンはフィアーネと見回りを続けることにした。

　アレンは今夜のことを明日、王城へ行き、自分の教師達に報告しなければならない。そのためには今夜、見回りを終えてから報告文書を作成する必要が出て来てしまったのだ。

　アレンは明日の事を思うと心が重くなるのだが、隣を歩くフィアーネのうれしそうな顔を見て、少しだけ心が晴れる自分を自覚していた。
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　チュンチュン……

　アレンは、鳥の鳴き声を目覚ましに目を覚ます。さわやかな目覚めを演出してくれた鳥の鳴き声であったが、アレンの心まで晴らすことは出来なかった。

　昨夜の報告のために、王宮に出仕し、国王に謁見を求めなければならない。その事がアレンの心を重くしていたのだ。

（憂鬱だ……頭が痛いと言って休んでしまおうか……）

　アレンは仮病を使うことを考えるが、そんな事をしても根本的な解決にならないばかりか、事態を悪化させる事にしかならない。その事を理解しているアレンは心を重くしながら出仕の準備を始める。

　一般的に貴族は身の回りの事を使用人に任せる。もちろん出仕の準備も使用人が行うのが普通なのだが、アインベルク家の使用人は家令のロム＝ロータス、その妻でメイドのキャサリン＝ロータスの二人だけである。

　アインベルク家の屋敷はそれほど広いものではない。敷地の方はかなりの広さであるが、建物自体はそれほど広いものではなく、裕福な商家の方がよほど広い。

　加えてアインベルク家では夜会、茶会を一切開くような事をしないために、二人の使用人でも管理が間に合うのだ。

　ロムとキャサリン夫婦の年齢は五〇を越えたところであり、アレンから見れば祖父母といった感じだった。アレンがアインベルク家を継いで半年程経つが、この二人がいなければアインベルク家は早々に行き詰まっていたことだろう。

　アレンは出仕用の礼服に身をつつみ自室を出ると、食事をとるためにダイニングへ向かう。いつもより早い時間だが、すでに朝食の用意がしてあった。

　朝食のメニューは、パンと目玉焼き、自家製ウインナーが二本、サラダという貴族の朝食としては質素なものであった。しかしアレンはキャサリンのつくる素朴だが、優しい味付けの料理が好きだった。アレンは全寮制の学校に通っていた時期があり、そこは豪華な食事だったのだが、どうもなじめなかったのだ。

　アレンは食事を始めるとあっという間に平らげた。その様子をロムとキャサリンはニコニコと見つめている。ロムとキャサリンにとってアレンは自分達の大切な主人というよりも孫のように感じていた。

　二人の間にはクレアという娘がいるが、すでに商家に嫁いでおりアインベルク家にはいない。クレアには子どもが二人おり、夫婦仲も良いという話だ。まず順当な人生を歩んでいると言っても良いだろう。

　アレンにとってロータス一家は家族であり、クレアもその家族も大切な存在であった。

　アレンは食事を終え、キャサリンの淹れてくれた紅茶を飲みながら、今日の予定をロムに伝える。

「ロム、すぐに出仕して昨夜の事を陛下に報告する」

「かしこまりました」

「夕方までかかる可能性があるから、昼食の用意は必要ない」

「かしこまりました」

「じゃあ、行ってくる。ロム、キャサリン、今日も家の事をよろしく頼むよ」

「「かしこまりました。アレン様」」

　ぴったりそろった声で、ロムとキャサリンはアレンを送り出す。アレンは信頼している二人に見送られながら屋敷を出て、王城へ向けて歩き出す。

　一般的に爵位を持つ貴族は馬車で出仕するのだが、残念ながらアインベルク家には、馬車も馬もいないために王城への出仕は徒歩だった。別にアレンは金銭的な理由で馬を飼わないというわけではない。もし馬を飼うとなるとロムとキャサリンが結果的に馬の世話をする事になってしまい負担が増えると考えて飼っていないのだ。

　アインベルク邸から王城まで大体一時間半といったところだ。アレンは散歩のような気持ちになりながら王城への道を歩く。

　王城に到着したアレンは、さっそく名前、役職、登城の目的を担当者に告げ、淡々と手続きを進めた。

　担当者によっては、あからさまにアレンに嫌悪感を示す者がいるために、アレンは不愉快な気分になる日もあるのだが、今回の担当者は嫌悪感を一切示さなかった。考えようによっては当たり前の対応なのだが、その当たり前の対応すら出来ない者がいるのも事実だったのだ。

「アインベルク卿、控え室でしばし待機をお願いします」

「はい、わかりました」

　アレンは担当者に礼を言うと控え室に向かい歩き出す。

　アレンは控え室に向かう間に、すれ違う者達から様々な種類の視線を向けられた。そのほとんどの視線がアレンに対し非好意的なものである。

　非好意的な視線を向ける理由のほとんどはアレンに何の責任もないことであり、アインベルク家への偏見によるものであった。

　アインベルク家は、アンデッドに深く関わる家だ。国営墓地の管理を一手に引き受ける「墓守」という仕事上、アンデッドに深く関わる事になるのは避けることは出来ない。そのためアインベルク家には常に偏見がつきまとうのだ。

　アレンの容姿は人並み以上に整っている。黒髪、黒目に精悍せいかんな顔つき、鍛え抜かれた体は同年代の異性の視線を集めることも一度や二度ではない。だが、アレンには婚約者はおろか恋人さえもいない。アレンがアインベルク家の人間だと知ると、途端に手のひらを返す異性に対して、怒りを通り越して呆れてしまう。

　アレンが控え室に入るとすでに数人の文官、武官、貴族がいた。控え室にいた者達のほとんどはアレンに対して露骨に蔑んだ視線を向ける。

（はぁ～……相変わらず王城は居心地が悪いな）

　アレンは心の中でぼやく。アレンは自身に対して非好意的な者にどこまでも冷淡になれるのだが、腕力に訴えるという事はあまりしない。

　アレンが空いている席に座ると、周囲の者達から蔑んだ声が発せられる。

「ふん……墓守ごときが陛下に謁見とは……」

「そういうな、みすぼらしい墓守とて存在する意義はあるのだからな」

「まぁ墓守などいう仕事はアインベルク家のような不気味な奴に任せておけば良いのだ」

　周囲の者達のアレンへの侮辱は止まらない。

（今日は随分としつこいな……）

　アレンは心の中で連中に対し煩わしいとしか思わなかった。蠅はえが飛び回っていると同等の煩わしさをアレンは感じている。アレンの実力からすれば蠅を潰すのも、彼らを潰すのも労力的には大差はないのだ。

（まぁ……まだ聞き流してやるか……）

　しばらくして、控え室に新しい謁見希望者が入ってきた。その姿を見て、何人かの謁見希望者が立ち上がるがアレンは背を向けていたため立ち上がらなかった。

　どうせ好意的な人物なんぞこの王宮には数えるほどしかいないのだから、礼儀を守ったところで不愉快な気持ちになるだけだという思いが、積極的に挨拶しようという気持ちをもたらさなかったのだ。

　このアレンの態度に不快さを刺激されたのだろう。新たな入室者がアレンに絡み始める。

「ふん、身の程知らずの小僧が、ユーノスは息子に礼儀作法すら教えることが出来なかったらしいな」

　絡んできた男は身なりからして武官のようだ。しかもそれなりの階級の者であることをアレンは察する。

　その武官は年齢が二〇代後半と言ったところだろう。露骨に蔑んだ視線とともにアレンを挑発する。

　武官は父の名を使いアレンを侮辱するが、アレンは相手にしない。アレンにとって父は立派な尊敬する人物であり、そんな父を侮辱することなど、アレンにとって当然看過できる問題ではないだろう。

　あくまで「普通なら」だ。しかし、アレンはまったく相手にしない。怒りを我慢するのでもなく平然としてるのだ。

「小僧!!　こちらを向け!!」

　武官は激高するがアレンはまったく相手にしない。いや、心底面倒くさそうな表情を浮かべているため、意識して無視しているのは明らかだった。

「貴様だアレンティス＝アインベルク!!」

　どれほど激高してもアレンは武官を無視し続ける。このような輩には無視するのが一番堪えるのだ。傍目から見ればかなり不思議な光景であることは間違いない。侮辱した加害者の方が、侮辱を受けた者よりも激高しているのだ。

　なおも激高する武官がさらなる言葉を投げつけようとした時、アレンは突然立ち上がると、ようやく言葉を発する。

「あと五二回」

　アレンはただそれだけを告げると席に座り直し、それから一切武官を見ない。一方でただ一言告げられた数字の意味がわからない武官は混乱からかさらに激高する。

「貴様!!　五二回とは何のことだ!!　レオルディア侯爵家の一門であるパオロ＝ヨアヒム＝グレーブナーを侮るか!!」

　武官が名を名乗るがアレンはまったく動じることなく無視を貫く。

　周囲の者は固唾かたずをのんでパオロが激高する様子を見ている。レオルディア侯爵家は代々、軍務卿を輩出しており、軍関係者に巨大な影響力を持っているのだ。『レオルディアに逆らうものは軍を相手にするに等しい』といわれる程の一門である。

　言葉では埒があかないとパオロはアレンを腕力で屈服させることにした。パオロから殺気が放たれ始める。

　控え室でもめ事を起こせば、パオロであってもタダでは済まないのだが、こちらはレオルディアの一門、相手はたかだか男爵家でしかも嫌われ者の墓守だ。どうとでもなるという思いがパオロに実力行使に踏み切らせようとしたのである。

（ほぉ……殺気を放つか……良い度胸だな……）

　アレンはパオロの殺気を感じるとニヤリと心の中でほくそ笑む。パオロの放つ殺気は稚拙すぎて相手にするのもアホらしいレベルだが、実力行使に出られておとなしく暴力を受けるつもりはアレンには一切無い。

　アレンは一瞬だがパオロに殺気を放つ。その殺気は本当に一瞬であり余程の実力者でなければ気付くことは出来ないレベルである。だが、それは余波の話であり直接殺気をぶつけられたパオロに死の予感を与えるには十分すぎるものであった。

「…………!!」

　アレンの放った殺気に反応したパオロは動きが止まる。周囲の者達はパオロが動きを止めた事に訝しむが事の成り行きに対しうかつに動くことが出来ない。

　コンコン……。

　そこに場違いなノックの音が響き、謁見の許可を告げる担当者が顔を出す。担当者は控え室の空気の緊張感に戸惑うが、自分の職務を遂行する事で関わり合いを避ける事にした。

「お待たせいたしました。陛下が皆様に謁見を許可なされましたので、呼ばれた方から謁見をお願いいたします」

　担当者の言葉は控え室の張り詰めた緊張を解くことに成功する。パオロはわずかに顔色を悪くしながらアレンを睨みつけると視線を外し席についた。とりあえず事は収まったのだ。

「それでは、アレンティス＝アインベルク男爵、陛下が謁見を許可するとの事です」

　担当者の言葉に控え室にいた者達は色めき立った。アレンよりも先に謁見を希望している者、爵位が上の者、重要な地位についている者もいる。しかし、まず謁見を許可されたのはアレンだったのだ。自分たちよりもこの墓守の小僧の方が陛下にとって重要だという屈辱的な結論に彼らは至ったのだ。

　アレンは立ち上がると控え室の面々を無視して出口に歩き出す。パオロの隣でぼそりと呟く。

「命拾いしたな」

　アレンのこの一言はパオロにだけ聞こえたが、パオロは先程、自分に向けられた短いが強烈な殺気のために返答しなかった。

　しばらく、呆然としていたパオロはアレンに侮辱された事に気付くと怒りが湧き起こったのだが、アレンはすでに控え室を出ている。

　アレンがすでにこの場に居ないためにパオロは大いに気分を害したまま控え室で待つことになったのだ。
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　執務室に通されたアレンは緊張の表情を浮かべながら、昨夜の事をローエンシア王国国王であるジュラス＝ローエンへと報告する。

　現国王ジュラス＝ローエンは、現在三八歳、金髪碧眼の美丈夫であり、二二歳で即位して一六年、数々の改革に着手し名君としての評価は上限知らずである。

　このジュラス王のもとで行われた政策は中長期にわたるものが多数あり、効果が出るのに時間がかかったのだが、ここ数年で効果が著しく表れ、ローエンシア王国は大陸屈指の大国へと成長している。

　アレンにとって、ジュラス王は、主君であるがそれ以上に幼馴染みのお父さんという意識が強い。

　アレンの父である先代アインベルク家の当主ユーノス＝アインベルクとジュラス＝ローエンは身分を超えた親友であった。もちろんユーノスは、他に人がいる前で国王に対する礼儀を失したことはない。

　だが、二人の時、もしくは家族等しかいないときは、臣下としてではなく親友として接していた。親友として接するときの両者は、下町の居酒屋で飲んでても不思議でないような雰囲気で楽しそうであった。

　そのような背景から、アレンはよく父に連れられて王城に遊びに来ていた。ジュラス王には、子どもが二人おり、王太子にて王子のアルフィスと妹のアディラと知り合い交流をもつに至った。アレンは王子、王女と幼馴染みという関係だったのだ。

（しかし、俺が国王陛下に報告に来ると、いつも一緒にいるのがすごいメンバーだよな）

　アレンは提出した報告文書をジュラス王が読む間、そんな事を思っている。アレンがそう思うのも無理は無かった。

　今、執務室にいるのはジュラス王と宰相であるエルマイン公、軍務卿のレオルディア侯である。名実ともにローエンシア王国の最高指導者達である。

　宰相と軍務卿は、人格的にも能力的にもローエンシア王国を支えるにふさわしい人物であり、アレンに対しても理不尽な扱いをすることは決してない。だが、アレンはものすごく居心地の悪い気分を味わっていた。

　アレンにとって雲の上の人々が一堂に会するこの場で、自分の作成した報告文書を読まれるという状況は、試験の採点を目の前で行われているようなものであり、居心地が悪くなるのも当然だった。

　また、この三人の採点は常に厳しいのだ。少しでも報告文書に矛盾があれば質問攻めにあうのだ。未だ一七歳であるアレンにとって、この三人に報告文書を読まれるのは精神力を大きく損なう出来事だったのだ。

　国王から宰相へ、宰相から軍務卿へと報告文書が読まれていく。軍務卿が報告文書を読み終えると三人の視線がアレンに集まった。どうやら採点は終わり指導が始まるようだ。

　まず、口を開いたのは、ジュラス王であった。

「まず、アインベルク卿、今回の君の反省点を述べなさい」

　口調といい、発言内容といい完全に教師のそれである。緊張した口調でアレンがジュラス王の問いに返答する。

「まず、フィアーネが戦うのを全力で止めるべきでした」

　この返答に対して軍務卿レオルディア侯が口を開く。その口調は威厳というものが音声化したような錯覚をアレンに与える。

「アインベルク卿それは違うな。フィアーネ嬢の実力を封じ込めるのは正しい方法ではない。なぜなら、相手は中位の魔族とスカルドラゴンだ。普通に考えれば一軍が出動し対処すべき問題なのだ。そんな問題に一人で対処しようというのは得策ではない」

　宰相のエルマイン公も同意とばかりに口を開く。

「レオルディア侯の言うとおりだ。アインベルク卿、それに、君の報告文書からフィアーネ嬢と最初から協力して事にあたろうという意思が見られない。なぜだね？」

　国家の重鎮二人に自分の提示した反省点は、あっさりと落第を付けられてしまった。冷たい汗がアレンの背中に滝のような流れを作る。

「え～、今までの経験からフィアーネが戦闘行為に及ぶと国営墓地に少なからず損害が出るためです」

　アレンはようやくそれだけを告げるが、緊張のあまり背中だけでなく額からも汗が流れ始める。
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　そこに、目の笑ってない笑顔を浮かべたジュラス王が追い打ちをかける。

「では、その判断に基づいた今回の行動で、今回の国営墓地の損害は過去と比べてどうだね？」

「……過去最高の損害になりました」

　アレンが痛いところを突かれたという表情を必死に隠しながらジュラス王の質問に答える。

　昨夜、フィアーネが破壊した結界発生装置は非常に高価な物であり、前々回に破壊された壁の修理費用をはるかに超えたものであったのだ。

　アレンの返答を受けて、ジュラス王はさらに続ける。

「それでは、フィアーネ嬢と最初から協力しようとしなかったアインベルク卿の行動は誤っているとはいえないかな？」

「……はい、誤っていました」

　ジュラスの言葉は完全な正論であり、アレンとすれば反論することが出来ない。確かにフィアーネを戦闘に参加させないようにしていたのは、完全に自分の落ち度である。フィアーネが戦闘に参加する事を見通して、先に注意をしておくぐらいのことはすべきであったのだ。

　しかし、フィアーネのまったく人の話を聞かないという性格を知るアレンとしては、足掻いてみることにする。

「……ですが、フィアーネは私の注意をまったく聞きません」

　この足掻きをアレンがした後に、アレンは『やってしまった』と後悔する。この採点者達に不用意な反論を行うというのは、さらなる正論によりたたきつぶされるという結果になる事を、経験上分かっていたのに、つい不用意な反論をしてしまったのだ。

　アレンの不用意な反論にこの教師達は、正論を口々に発するとアレンの精神力をゴリゴリと削っていく。

「フィアーネ嬢が話を聞かないのは、君の伝え方が未熟だからではないのかね？」

「言うべき事を言わなかったのは君であり、それを責任転嫁するのは正しい行為かね？」

「君は墓地の管理者であり、当地においては最高責任者だ。同行者に対しての義務を怠った以上、君が責任をとるのは当然のことではないのかね？」

　三者三様の言い方だが要するに「お前が未熟なんだよ」と言っているのだ。アレンとすれば、正論過ぎて何も返す言葉がなかった。

　ごっそりと精神力を削られて、アレンの精神的ライフはもはやゼロとなっていた。

　この後、エルマイン公から直々に報告文書の文章表現の指導を受ける事になり、アレンの精神的ライフはさらに削られてしまい。ゼロからマイナスにまで落ち込んでしまう。

「それでは、今回の報告はここまでとする」

　ジュラス王のこの一言で、アレンの報告任務はようやく終わった。

「はい、それでは失礼します」

　フラフラとアレンは執務室から退出する。

　その足取りの頼りなさは精神的ライフが明らかに欠乏した事が原因であった。
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　アレンの退出した後、国家の重鎮じゅうちん達はにこやかな雰囲気で話し始めている。先程の厳しい教師然とした表情はそこには無い。

「いやいや、アレンの成長は喜ばしいな」

　ジュラス王の声には、我が子の成長を喜ぶ父親のような喜びがある。実際、親友の子であるアレンに対して、ジュラス王は、少なくとも甥っ子の成長を見守るような気持ちを持っている。

「確かにアインベルク卿は報告に来るたびに成長しているのがわかるので、教える立場として嬉しいものですな」

　宰相エルマイン公も嬉しそうだ。

「陛下と宰相殿の言われるように、必ず何かしら改善しているのは、嬉しいですな」

　軍務卿レオルディア侯もアレンの成長を嬉しく思う。

　ローエンシア王国の最高指導者である三人にとって、上に決して媚びない性格のアレンとの交流は、得てして媚びを売る連中の相手をする事が多い三人にとって、一種の清涼剤となっていたのだ。

　また、ジュラス王だけでなくエルマイン、レオルディアもローエンシア王国への貢献度の面からいってもアインベルク家の功績を高く評価していたのだ。

　先日の魔族とスカルドラゴンは本来であれば間違いなく軍の出動が必要なレベルの事案であった。その結果、結界発生装置は確かに壊れてしまったのだが、軍の出動という事態とそれに伴う戦死者、負傷者を考えれば、その被害は微々たるものだ。

　ローエンシア王国は徴兵制度を採用していない。ローエンシア王国の兵士は志願兵の集まりであり職業軍人である。当然ながら一人の素人を育て上げる手間と資金は膨大なものになる。出来る事ならなるべく損耗をさけて欲しいというのが国としての本心だったのだ。

　今回のアレンの活躍により、軍を出動させずに済んだという事は貢献度から考えれば相当なものだった。

　ところが、この国の者はアインベルク家の功績をほとんど正確に知らない。もちろんこの三者は、形としてアレン、いやアインベルク家の功績を示そうとしている。だが、当のアインベルク家がそれを断っているのだ。

　ジュラスやエルマインが爵位を上げることを打診しても、アインベルク家は固持するし、レオルディアがせめて勲章という形で示そうとしてもこれまた固持する。

　結果的に、アインベルク家の功績はほとんどの者が形として見ることが出来ないので、偏見を覆すことが出来ないのだった。

　三人はせめてアレンに教師役として接する事で、成長を後押しするという形の支援しかとる事が出来なかったのだ。そこで、アレンが報告として王城に出仕したときは、多忙極まる宰相と軍務卿も同席した上で報告が行われる事になるのだ。

　そして、アレンの報告に国王と宰相と軍務卿が同席することで、三人がアレンに目をかけている事を見せつけているのだが、それはあまり上手くいっているようには見えなかった。

　その事には、当然アレンは気付いており三人に感謝をしているのは事実であった。まぁだからといって厳しい指導に精神力が削られている事には変わりがない。

「ところで、陛下……例の件はどうなっております？」

　エルマイン公がジュラス王に尋ねる。問われたジュラス王はエルマイン公に答える。

「とりあえずアディラには今日、アレンが出仕することを伝えておいた」

　ジュラス王の言葉にエルマイン公とレオルディア侯も頷く。

「アインベルク卿が王女殿下と呼ぶようになってしまったのは困りましたな。何というか溝が出来たような感じがします」

　レオルディア侯は重々しく言うと、ジュラス王とエルマイン公もため息をつく。

「確かに公私の区別を付ける事自体は間違っていないのだが、もう少し融通を利かせて欲しいものですな」

「まぁ、そう言うな。アレンもあれで結構な初心な男だからな」

「ははは、確かに、そういえばユーノス卿も初心な方という事でしたな」

「ああ、あいつがリオメール殿に結婚の申し込みをしたと聞いた時は驚いたな」

　ジュラスの口からアレンの父ユーノスの事が語られるとき、懐かしさが滲んでいることをエルマイン公もレオルディア侯も感じている。

「さて……アインベルク卿もユーノス殿と同じようにやるべき時はきちんとやる男である事を期待しましょう」

　レオルディア侯の言葉にジュラス王とエルマイン公はそれぞれ頷くのであった。
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「アディラ様、アインベルク卿が出仕されたとの事でございます」

　一人の侍女が私室に入るなり部屋の主の少女に声をかける。その侍女の言葉を聞いたアディラと呼ばれた少女は顔を輝かせる。その笑顔は見るものを幸せにするようなそんな笑顔である。

　彼女のフルネームはアディラ＝フィン＝ローエン、父親の名前はジュラス＝ローエン、このローエンシア王国の国王だ。つまりアディラはローエンシア王国の王女という事になる。

　アディラは現在一五歳、背中まで伸びた金色の髪には緩くウェーブがかかり、太陽の光を反射してキラキラと輝いている。瞳の色は碧くサファイアのような輝きを放っており、間違いなく正統派の美少女だ。そしてアディラの最大の魅力は、その愛くるしい表情と言える。その天真爛漫さと可愛らしい容姿で国民からの人気は凄まじいの一言だ。

「ほんと!?　よ～し、今日こそ頑張るわよ!!　それでエレナ、アレンお兄ちゃんは今どこにいるの？」

　アディラと呼ばれた少女の興奮した声に対し、エレナと呼ばれた侍女もやや興奮したように答える。

「はい、ただ今、陛下との謁見の為の控え室で控えているとの事です」

　エレナの言葉にアディラは頷くと早速、自室を出るため歩き出そうとする。それをもう一人の侍女であるメリッサが押しとどめる。

「何よメリッサ、邪魔しないでよ」

　アディラの抗議にメリッサは首を横に振るとアディラに告げる。

「良いですか、アインベルク卿は謁見の為にこの王城に出仕しているのですから、仕事が終わってからでないとアインベルク卿の迷惑になりますよ」

　メリッサの『アレンの迷惑』という言葉は、アディラを押しとどめるには十分な効果を発する。アディラは頷くともう一度座り直す。

　アディラがおとなしく座るのを確認すると、メリッサとエレナは微笑む。この二人は侍女という立場ではあるが、実は護衛を兼ねており、その辺りの騎士、兵士ではまず相手にならないほどの実力の持ち主だ。

　メリッサは剣術、エレナは杖術が得意なのだが、無手での戦いもこなす。年齢はそれぞれメリッサが二二歳、エレナが二一歳であり、二人ともかなりの美人である。

「それにしてもアディラ様は本当にアインベルク卿がお好きなんですね」

　エレナの言葉にアディラは『ぽん』と顔を赤くする。どうやら今頃になって自分の気持ちを知られている事に対して恥ずかしいという気持ちが湧き起こってきたらしい。

「う～、何よ……そんなの……う～」

　アディラのわかりやすいテレに対して、メリッサとエレナは微笑む。侍女二人にとってアディラは仕える主人という存在以上に、親愛の情を向けている少女だった。

「ところでアディラ様はアインベルク卿にいつ頃から恋をしてるんです？」

　エレナがアディラに直球で尋ねる。その直球を受け損ねたのかアディラは大いに慌てた。

「う～、そんな事恥ずかしくって言えるわけないじゃない!!」

　アディラの慌てふためく姿を見て、メリッサとエレナは微笑む。

　アディラはニヤニヤと笑う侍女二人にぷいっと背を向ける。その姿すら二人の侍女に、可愛らしいという印象しか与えることはできなかった。

　ニヤニヤと笑い続ける侍女二人から顔を逸らし、アディラはアレンに恋した日を思い出していた。




　アレンとアディラが出会ったのは一〇年前の事だ。アレンの父であるユーノス＝アインベルクに連れられ王城に遊びに来たときに二人は出会ったのだ。

　出会った時のアレンとアディラがどのような話をしたのか、実のところ覚えていない。

　アレンは兄のアルフィスとすぐに打ち解けるとお互いに『アレン』、『アルフィス』と呼び合うようになったが、アディラに対しては『王女殿下』と呼んでいた。

　アレンにしてみれば異性に対して呼び捨てにするのは良くないと思っての行動であったのだが、アディラにとっては大いに不満だった。

　アディラは非常に頭の良い少女であり、周囲の者達が自分に頭を下げているのは自分が王女であるからだと知っていたのだ。いわば自分に頭を下げているのではなく、王女と言う肩書きに頭を下げているという事を察し、常に居心地の悪い気分を味わっていた。

　今であればそれも必要な事であることは十分に理解できるのだが、当時のアディラにとっては誰も家族以外は自分の事を『アディラ』として見てくれていない気がしていたのだ。

　アレンが兄のアルフィスを殿下と呼ばずに『アルフィス』と呼んでいるのを見て、兄アルフィスに友人ができた事が単純にうらやましかったのだ。

　アレンはアルフィスと接する時には、王子だからと言う遠慮は一切ない。アルフィスはアレンが来た時は本当に機嫌が良かった。

　夕食の時に「今日はアレンとこうした」「次回はこうするつもりだ」という話を楽しそうにするアルフィスを横目で見て、アディラは心の中で『いいなぁ……』とつぶやいていた。

　それから、しばらくしてアディラは王城にある一本の木にアルフィスが登っているのを見つけた。

「お兄様!!　すごいすごい!!」

　幼いアディラはアルフィスが木に登れるという事にすっかり興奮していた。ところが、アルフィスの次の言葉がアディラの心を重くする。

「おう、今度アレンが来たときは木登り勝負だ!!」

　アルフィスの楽しそうな声にまたも『いいなぁ……』という思いがアディラの心に湧き起こったのだ。

（私も男の子に生まれれば……あの二人と一緒に遊べたのかな……）

　アディラはそう思うと王女として生まれた事が心底嫌になってしまったのだ。

　それから、アディラは隠れて木登りをするようになった。それは自分の置かれたどうしようもない境遇に対する一種の反抗だったのかもしれない。アディラは運動神経がかなり良かったらしく、あっさりと王城にある、ありとあらゆる木に登れるようになっていった。

　そしてある時、たまたま王城にやってきたアレンに木登りをしているところを見られてしまったのだ。びっくりした表情を浮かべたアレンはアディラの登る木の下に行くと下から声をかける。

「王女殿下!!　危ないから降りてきてください!!」

　アレンの王女殿下という呼び方に対する反発と気恥ずかしさから、アディラは降りるどころかさらに登って行く。

「しょうがないな……」

　アレンはそう呟くとぴょんと木に飛びつき、スルスルと登っていく。アディラは下から登ってくるアレンを見てさらに登ろうとするが、登るスピードはアレンの方が速いためにあっという間にアディラの隣に追いつくとその手を取った。手を握られたアディラは顔を赤くするがふりほどくような事はしない。

「どうして王女殿下はさらに上に行っちゃうんです？」

　大きめの枝にアレンとアディラは並んで座り、アレンがアディラに尋ねる。アレンの声は非常に優しげなものであった。だが、アディラにとって『王女殿下』と呼ぶアレンに対して反発心がまた湧き起こる。

「…………呼ばないで」

「え？」

　アディラの言葉にアレンが戸惑ったような声を出す。アレンの言葉にアディラはついに感情を爆発させる。

「王女殿下なんて呼ばないで!!　お兄様の事はアルフィスって呼び捨てにするじゃない!!　なんで私の名前は呼んでくれないの！！！！　みんなみんな……王女殿下って!!　私にはアディラって名前があるの！！！！」

　アディラにはため込んでいた感情を抑えることができない。一度堰を切ってしまえばその濁流を止めることは何人にも出来はしない。アディラの感情の爆発はアレンにとって八つ当たりに等しいものであったのは間違いない。

　だが、アレンは年下の少女の感情の激流を真っ正面から受け止めようと、涙を流すアディラの頭をなで続ける。

「ふぇ～～～～ん、誰も私の事をアディラって呼んでくれない!!」

　頭をなで続けてくれるアレンにアディラは抱きつくとひたすら泣いている。アレンは少女に抱きつかれどうしようか戸惑うが、不器用に頭をなで続けていた。

　たまりきった感情が流れきり、アディラが落ち着きを取り戻し始めた時にアレンが口を開く。

「まぁ……それは仕方ないですよ。だってあなたは王女殿下なんですもん」

　アレンの言葉にアディラは泣き腫らした目をアレンに向ける。その目には『わかってくれないのか』という寂しさが滲んでいる。アレンは続けて優しくアディラに声をかける。

「ジュラス王はお嫌いですか？」

　アレンの問いにアディラはぶんぶんと首を横に振る。

「ううん、大好き!!」

　アディラの返答を聞いてアレンはさらに続ける。

「それじゃあ王妃様は？」

「大好き!!」

「それじゃあ、アルフィスは？」

「大好き!!」

　アディラの返答を聞いてアレンは微笑みながら聞く。

「じゃあ、王女殿下は家族のみんなが大好きなんですね？」

「うん」

　アレンはさらに続ける。

「じゃあ……家族が王様、王妃様、王子様だから好きなんですか？」

　アレンの言葉にアディラはぶんぶんと首を横に振る。

「そんな事ないもん!!　私はお父様、お母様、お兄様だから大好きなんだもん!!」

　アディラの返答にアレンは微笑むと思わぬ一言を告げる。

「じゃあ、いいじゃん」

「え？」

　アレンの言葉にアディラは戸惑う。

「王女殿下の家族の方々もそれと同じで王女殿下だからという理由でなくアディラ様だから好きなんですよ」

　アレンが今までの王女殿下という呼び方でなく『アディラ』と呼んだのは初めてだったのでアディラは大いに狼狽える。もちろん嬉しくて仕方なかったのだ。

「で、でも、他の人は私が王女だから大事にするんでしょ？」

　アディラは言ってしまって反射的に『しまった』と思った。照れ隠しのための発言だったがアレンの言葉を否定するような感じになってしまい怒らせてしまったのではないかと不安になったのだ。

「ん～それは半分正解、半分間違いかな」

「え？」

　アレンの返答の意味がわからず、アディラは首をかしげる。

（半分正解？　半分間違い？　どういうこと？）

　アディラが疑問に思っているところにアレンは続ける。

「大事にするのと好き嫌いは別物だよ」

「え？　だって……」

「その人を好きになるか、ならないかに身分は関係ないよ」

　アレンの言葉にアディラは首をかしげる。いまいち、アレンの言っていることがわからないのだ。

「もし、身分によって好きになるというのなら貴族はみんなに好かれるよ」

「……」

「でも、僕あいつら嫌いだもん」

「え？」

「あいつら、お父様をバカにして……大嫌いだよ……アルフィスはそんなやつじゃないし、いいやつだから友達になれたんだ。もしあいつが嫌な奴だったら王城に遊びに来ないよ」

「……」

　アレンの言葉の意図するところがアディラにも理解できた。アレンはアディラが皆に大事にされているのはアディラが好きだからと言うことを言っているのだ。

「ねぇ……私は？」

　アディラはおずおずとアレンに訪ねる。

「う～ん、アディラ様の事は正直よくわかんない。かわいいとは思ってるけど……」

「かわいい？」

「うん、アディラ様はかわいいよ」

　アレンの言葉にアディラは一気に顔を赤くする。

「じゃあ、私の事もお兄様のように『アディラ』って呼んでほしいな」

「え？」

「駄目ですか？」

　アディラは上目遣いでアレンを見やる。アレンは戸惑いながら首を横に振った。その行動でアディラの顔をぱっと明るくなる。

「じゃあ、これからはアディラって呼ぶことにするよ」

「うん♪　それじゃあ、私もアレンティス様の事を『アレンお兄ちゃん』って呼んでも良い？」

　アディラの申し出にアレンは頬を染めるが静かに頷く。

「わ～い♪」

　アディラはよほど嬉しかったのだろう。両手を挙げて喜んでしまい、危うく枝から落ちそうになったところをアレンに助けてもらい。そのまま木を降りると手を繋いでアルフィスの所に向かっていった。

　アレンとアルフィス、そしてアディラの幼なじみとしての日々がここに始まったのだ。




「思えば……あの時よね……」

　アディラの呟きにエレナが反応する。

「おやおや～アディラ様、その幸せそうな顔……さてはアインベルク卿に恋した時を思い出してましたね？」

　エレナの言葉にアディラは慌てふためく。

「そ、そんな事ないわよ!!」

　そのあからさまな様子にメリッサとエレナは微笑む。そしてメリッサがアディラに声をかける。

「アディラ様、そろそろアインベルク卿の謁見も終わる頃ですから、帰ってしまう前にお誘いしませんと」

　メリッサの言葉にアディラは立ち上がる。

「そうだったわ!!　行ってくるわね、二人とも!!」

　アディラはそう言うとあっという間に自室を出て走り出した。

「あ……」

「しまった……」

　メリッサとアディラは顔を見合わせるとアディラを追って走り出した。恋する乙女モードのアディラは武術の達人である二人を出し抜いたのだ。

（今、行きますよアレン様!!　ぐへへ～♪）

　いや、恋する乙女モードというよりも変態親父モードだった。表面上は可憐な美少女、しかし変態親父モードを発動したアディラは思い人であるアレンに会うため、王城内を疾走したのだった。
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　謁見という名の指導を終えたアレンは、削られた精神ライフを回復しないまま、王城を出ていこうとする。

　途中すれ違う人のアレンを見つめる目には非好意的なものがほとんどであった。指導が終わった以上、王城からさっさと引き上げようとするのはアレンからしてみれば当然すぎる事だった。

　そんなアレンの耳に自分を呼ぶ少女の声が聞こえる。

「アレン様～♪」

　元気な女の子の声がアレンの耳に届く。この王城でアレンに親しげに声をかける者は非常に少ない。そのためアレンは声の主が誰であるか振り返るまでもなくわかっていた。

　振り返るアレンの視線の先に、白を基調としたドレスを着た少女が駆けてくる。もちろんその少女の名はアディラ＝フィン＝ローエンだ。アディラは、満面の笑みをアレンに向けるとアレンに挨拶をする。

「アレン様、お久しぶりでございます!!」

　アディラは頬を上気させアレンに挨拶をした。普通、王女ともあろうものが王宮内とはいえ駆け、男性を呼び止めるというのは好ましい行動とは言えない。しかしアディラにとってそのような事はまったく考慮するような事ではなかった。アディラにとってはアレンを呼び止める事の方が遙かに大切だったのだ。

　アレンにとっては昔からの顔なじみで、いわゆる幼馴染みにカテゴライズされる少女だった。

「はい、お久しぶりでございますね。王女殿下」

　アレンの返答に少しアディラは不満そうだった。久しぶりにあった幼馴染みなのにアレンの返答は慇懃であり、アディラにとってはアレンとの距離が開いたように感じられ大いに不満だったのだ。

「もう、アレン様ったらなんでそんな他人行儀なんです？　昔みたいにアディラと呼んで欲しいです」
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　アディラの抗議に対してアレンは困ったような顔を浮かべる。

「いえ、王女殿下を呼び捨てにするわけにはいきません。このアレンティス＝アインベルクは、王族への礼を失することはありません」

「でも、昔はアディラと呼んでいただいていました」

「それは、私が未熟であり、王族への礼を理解していなかった故でございます」

　アレンのどこまでも他人行儀な言葉にアディラは口をとがらせる。

　確かに昔はアレンもアディラを呼び捨てにしていたのだが、それは自分がアインベルク家の当主になる前の話である。

　アインベルク家当主となり爵位を継いだ以上、アレンは公人となったために、王族に対してそのような軽々しい口をきくつもりは一切ない。アレンは自分に悪意を持っている者を恐れたりしないが、わざわざ攻撃材料を与えるつもりもなかったのだ。

「む～、とりあえずは納得いたします。でも必ず、昔のようにアディラと呼ばせてみせますからね」

　アディラは拗ねながら決意の程を宣言する。ただいくらアディラが拗ねたところで、これほどの美少女であるがために、どうしても『可愛らしい』という印象しか受けない。

「それよりもアレン様、もうお仕事はお済みになられたのですか？」

　アディラの問いかけにアレンは隠す必要もないことなので正直に答える。

「はい、国王陛下へのご報告も終わりましたので帰宅するつもりでございます」

　アレンの返答に、アディラはパァっと花が咲いたような笑顔を浮かべるとアレンをお茶に誘う。

「それではアレン様、私とお茶をご一緒していただけませんか？」

　キラキラした目でアディラは訴えてくる。これを断れるような男は極少数派であろう。だが、アレンはここで極少数派に属したのだ。

「大変ありがたいのですが、ご遠慮させていただきます」

　アレンの返答を聞いて、アディラの花の咲いた笑顔が一瞬でドライフラワーのようにしぼんでしまうと、アディラはウルウルとした目で今度は訴えてくる。

　これにはさすがのアレンも困ってしまう。アレンは昔からアディラのこの泣き落としにはめっぽう弱いのだ。そのため、先ほどの極少数派から多数派に鞍替えしてしまい了承してしまったのだ。

「ありがとうございます!!　さぁご案内いたします」

　一転して笑顔になるアディラを見て、アレンはまだまだ女性を上手くあしらうことの出来ない自分のふがいなさを情けなく思うのだった。




　アレンはアディラに連れられ王城内のサロンに案内される。このサロンは王族の私的な空間というべきものであり、王族と親しい者でなければ入ることはまず出来ない。

　そんなサロンの席の一つにアレンとアディラは対面して座る。メリッサとエレナが紅茶と、焼きたてのスコーンを用意する。エレナとメリッサがアディラに視線を送ると三人はお互いに頷き合った。

　まるで戦のような雰囲気が三人から発せられたのをアレンは感じる。アディラもメリッサもエレナもそれぞれ十分に美しいと称される容姿を持っているのだが、今の三人からはそのような感じは一切なかった。

「さてアレン様、今回お茶にお誘いしたのには深い理由があります!!」

　アレンが雰囲気を訝しんでいたところにアディラが声をかける。いや、宣言したといった方が的確かもしれない。

「なんでしょう、王女殿下？」

　アディラの剣幕にちょっと押されながら、アレンは努めて平静にアディラに返答する。

「それです!!」

　その返答にアディラは噛みつく。

「どれです？」

　アレンはアディラの言いたい事は実のところわかっているのだが、そこを曲げてしまうのは憚られたので気づかないふりをしたのだ。

「も～～～～!!　その他人行儀な口調です!!」

　アディラの抗議であったが、実際のところ、アレンの口調は王族に対するものとしてはまったく間違っていない。逆に王族に対してなれなれしい口調で話す方が問題なのだ。

「そうおっしゃられましても、臣下の身で王族の方に対する礼を失するわけにはまいりません」

　アレンの言葉はまったくの正論であったのだが、アディラを納得させることは全く出来なかった。

「また、そう言ってはぐらかす!!　アレン様はずるいです!!　意地悪です!!　私がそんな他人行儀なアレン様を望んでいないことが分かっていて、そんな事を言うんですから!!」

　アディラの抗議にアレンも困りながら反論する。

「しかしですね、あんまり王族の方々になれなれしい口をきくと、いろいろな方にお叱りを受けるのですよ」

　アレンの反論にアディラは再び尋ねる。

「ということは、アレン様はなれなれしい口調で話すとお叱りを受けるので、昔のように呼ぶのをためらわれていると言うことですか？」

　アディラの問いにアレンは頷く。アレンが頷いたのを見てからアディラは心の中で笑う。自分の中で考えていた通りに事が運んでいることに嬉しくなったのだ。もちろんそれを表情に出すような事はしない。

　アディラは、アレンがアインベルク家を継いでからも何も変わらないと信じていたのに、アディラに対して急に他人行儀になったのだ。

　ただ、これはアレンにしてみれば爵位を継いだ以上、公人となったのだから『公私の別』をきちんとすべきという考えからの対応であったのだ。また、自分がアディラになれなれしい口をきけば、アディラが侮られるという事になる可能性があったためにアレンは、アディラに他人行儀になったのだ。

　もちろん、アディラとて王女であり『公私の別』を付けるべきというのは頭では分かっており、アレンが自分を守るための行動であることも頭では理解している。しかし、どうしても感情が納得しないのだ。アレンが『王女殿下』と他人行儀で自分を呼べば呼ぶほど寂しさを感じてしまうのだ。

「王女殿下、『公私の別』を付けるのは当たり前でございます。それ以上は単なる我が侭となります」

　アレンの言葉は徹底して正論である。アレンはこの正論で乗り切ろうと思っていたのだが、アディラはアレンの『公私の別』という言葉を聞いた時に『まってました』という表情を見せた。

（アレンお兄ちゃん、その言葉を待ってたのよ♪）

　アディラは心の中で走り出しそうな程浮かれていた。危うく『チェックメイト!!』と叫んでしまうところだったが、何とかアディラは自重する。

　アディラのその表情を見たときに、アレンに『何か失敗をしたのか？』という不安が生まれる。今までの会話を振り返っても、何も失敗はしていない。完全に正論を言っていたはずだ。

（……しまった!!）

　突然、アレンの中に芽生えた不安が急速に芽吹くと一気に成長し花開く。アレンは自らの失敗を悟ったのだ。訂正するためアレンが口を開くよりも先にアディラが話し出した。

「アレン様は『公私の別』を付けるとおっしゃいましたよね？」

　アディラの言葉にアレンは小さく返事をする。もはや、この流れを止めることは出来ないのは明らかだった。

「…………はい」

　アレンの短い言葉はもはや敗北を悟った捕虜のような響きがある。

「ということは、公私の『公』である時と『私』の時とでは態度を変えるということですよね？」

　対してアディラの表情は勝利を完全に確信したものだった。要するに幸せに充ち満ちた笑顔だったのだ。

「……はい」

　もはやアレンは『はい』しか発する事が出来ない。

「でしたら、『私』の場では私をアディラと呼ぶということですよね？」

　そしてアディラは目的の最終地点に到達した言葉をアレンに発する。

「いや……そういうわけでは…………」

　アレンの抵抗はアディラのギロッという睨みによって日を浴びた霜のように消えていく。愛くるしいアディラにしては珍しい目であるが、アディラにここで引くという選択肢は存在しないために珍しい目を向けたのだ。

「……はい、私的な場ではアディラと呼ばせていただきます」

　アレンはアディラに完全に屈した形となった。

「わかっていただき嬉しいです、アレン様♪」

　アディラが最高の笑顔をアレンに向けると朗らかに言う。

「ところで、ここは私的な場なのですが……アレンお兄ちゃんはどう思います？」

　アディラの言葉にアレンはただ頷くしか出来なかった。こうして意外と早くアディラはアレンにアディラと呼ばせる事に成功したのだった。
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　タタタタタタッ……バン!!

　アディラは、王城の自室に飛び込むとそのまま自分のベッドにダイブする。

　ボフン!!

　柔らかいマットがアディラの体を受け止める。当然ケガなどは一切無いのだが、あまり行儀の面で好ましい行動ではない。礼儀作法を教える者が見れば今までの自分の教育は何だったのかと思うところだろう。

　アレンとの茶会を終えたアディラは、アレンを見送った後、すぐに自分の部屋に駆け込んだのだ。その際に自室までの道のりで口元を隠していたのは、ついつい口元が緩んでしまうからだった。

　ベッドの上でアディラはクッションを胸に抱くと転げ回った。

「ぐへへへへへへ～～～」

　アディラの口から王女とは思えない残念な声が発せられる。

（やったぁぁぁぁぁ♪　アレンお兄ちゃんとの距離を取り戻せたわ♪）

　アディラの心の中には嬉しさしかない。

　男爵家を継いでからアレンは、公私の区別なくアディラの事を『王女殿下』と呼ぶようになったのだ。いくら昔のようにアディラと呼んで欲しいと頼んでも頑として聞かなかったのだ。

　その頑固なアレンに今日『アディラ』と呼ばせる事に成功したのだ。この事実はアディラにとって勝利以外の何物でもなかったのである。

　アディラはアレンの性格を熟知している。アレンの行動原理の一つに論理的な思考を好むというものがある。別の言い方をすれば理屈っぽいともいえる。

　なら、理屈で『アディラ』と呼ばせるようにすればいいのだと考えたアディラは、作戦を練った。その作戦がアレンに、何とか『公私の別』というキーワードを使わせるというものであった。

　あとは先ほどの会話の流れに持っていくことで認めさせたというわけだ。

「まだよ!!　アディラ!!　この程度で満足しちゃダメ!!」

　アディラは決意のほどを宣言する。アディラにとってアレンと幼馴染みの関係に戻るのは最終的な目的ではないのだ。

「お兄ちゃんの隣の席に私が座るのが、私の目指すゴールよ!!」

　そう、アディラの最終的な目的はアレンの妻の座に就くことだ。普通に考えればアディラは王族であり、アレンは男爵だ。身分の差から結婚することはまずあり得ない。だが、アレンはただの男爵などではなく、アインベルク家の当主である。

　父ジュラスの言葉からアインベルク家への重要度は当然理解している。そこからアレンの妻となる事も十分可能であるとアディラは考えていたのだ。

　今のところ、アディラはアレンの周囲に女性の影を感じていなかった。アレンはアインベルク家の当主でありアンデッドに関わる家として女性に忌避きひされている。だが、それは単にアレンの魅力が知られていないという事に過ぎない。

　他の女性がアレンの魅力に気付く前に、アディラはさっさとアレンの妻の座に座るつもりだったのだ。

「いいのお兄ちゃん……私、お兄ちゃんが私のことどう思っているか知りたい」

　突然、アディラがクッションを抱えながら話し出す。

「ああアディラ……もう俺は、自分に嘘をつくことはできない」

「お兄ちゃん……。まさか……そんな……」

「ああ、俺はアディラ、お前を誰よりも愛している」

「アレンお兄ちゃん……嬉しい」

「アディラ……」

　アディラはベッドで悶えながら、一人二役でアレンからの告白を熱演している。はたから見ると、なんか残念な王女様であった。

　そんな寸劇から一転…………

「ぐへへへへへへへ♪」

　アディラは奇声を発しながらベッドの上を転がり始めた。絶対に人に見せられない状況である。

　だがアディラはこの時まだ、フィアーネの存在を知らなかった。
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　アレンが退出した後、軍務卿ヘムルート＝ヴァン＝レオルディア侯は、軍務卿の執務室に戻り執務を再開していると、入室してきた者がいた。

　軍務卿の執務室に入室してきたのは、甥のパオロ＝ヨアヒム＝グレーブナーだ。

　パオロは士官学校を優秀な成績で卒業した将来有望な若手士官である。だがレオルディア侯から見て、少々身分に拘る傾向がある。軍という組織は血筋よりも実力がものをいう組織であると考えているレオルディア侯からしてみれば、パオロの考えは望ましいものではない。

　だが、彼はまだ二四歳という若輩者だ。これからその考えを矯正していく必要があると、レオルディア侯爵は自らの責任においてそれを戒めようとしているところであった。

　そんな叔父と甥が軍務卿の執務室で、会話を始める。最初は当たり障りのない会話であったが、パオロから控え室でのアレンとのやりとりを聞かされた時に、レオルディア侯の雰囲気が変わる。

　パオロは謁見の控え室においてアレンに侮辱された事に憤慨していたために、パオロは叔父の雰囲気が剣呑なものに変わった事に対して気付くのが遅れた。

「墓守風情が陛下に謁見を申し出るばかりか、我ら一族に楯突くとは!!　まして当代の墓守は、先代からろくな躾けを受けてはおらぬのでしょうな。まったく度しがたい事です」

　この時になってレオルディア侯の放つ雰囲気の剣呑さにパオロは気付く。パオロは、自分の報告によって叔父の怒りがアレンに向かっていると思うと、さらに得意になって話を続けようとする。だが、次にレオルディア侯から放たれた怒号はパオロにとって意外なものであった。

「何ということをしでかしたのだ！！！！　この馬鹿者が！！！！！」

　レオルディア侯の怒号は執務室の空気を揺らす。軍務卿として国軍の頂点に立つ叔父の怒号に、若輩のパオロは腰が砕けそうになった。パオロはなんとか踏みとどまると叔父に疑問を呈する。

「叔父上…………、一体何をそこまでお怒りになられているのです？」

　パオロは顔を青くしながらレオルディア侯に尋ねる。

「何をだと!?　貴様はよりにもよってアインベルク卿を侮辱したのだぞ!!　何故そのような事をしたのだ！！！！」

　レオルディア侯の怒りはまったく収まっていないようで、パオロを見る目には殺意に似たものが宿っている。

「お、お待ちください!!　先に私を侮辱したのはあの墓守でございます」

　パオロはこのままではレオルディアの怒りをまともに受ける事になると思って、自己保身のため反論する。だが、レオルディア侯はあっさりとパオロの反論を粉砕する。

「嘘をつくな!!　アインベルク卿は決して自分から他者を侮辱するような事はせぬ!!　大方貴様がアインベルク卿に絡んだのであろう。アインベルク卿を侮辱するためにユーノス殿を引き合いにしたのであろう!!」

　レオルディア侯は事の次第をきちんと察していた。大方、パオロがアレンに難癖を付け、それを無視したために父ユーノスを引き合いに出し辱めようとしたと判断していたのだ。

「年端もゆかぬ少年に絡み、故人となった父を使って侮辱するとは!!　見下げ果てたクズめが！！！！」

　レオルディア侯の怒号はパオロが経験した事のないものである。確かにレオルディア侯は厳しい所はあるが、厳しさの中にパオロは愛情を感じていた。だが、今のレオルディア侯のパオロを見る目はとてつもなく厳しいものだった。

「パオロよ、アインベルク卿はお前に数字を言わなかったか？」

　パオロはレオルディア侯の質問の意味がわからず沈黙する。

（叔父上は何を聞きたいのだ？　確かにあの時、あの小僧はあと五二回とかいったが……）

「言ったか、言わなかったのかどちらだ!!」

　答えないパオロに向かってレオルディアは怒鳴りつける。

「あと……ご、五二回と言いました」

　唾を飲み込みながらパオロはようやくそれだけを口にする。

「あと……五二回……」

　パオロからもたらされた数字を聞きレオルディア侯は呻く。

「あの……叔父上、あの墓守が言った数字には何の意味があるのですか？」

　パオロは恐る恐る尋ねる。あの墓守の小僧の何を叔父が気にしているか知らないが、このまま聞かないという選択肢はパオロにはない。

「アインベルク卿のあの数は、カウントダウンだ」

　レオルディア侯の口にパオロは困惑しながら尋ねる。

「一体、何のカウントダウンなのですか？」

　パオロの疑問にレオルディア侯は重々しく答える。軍に出動命令を出すにしてもここまで重々しくはならないほどに。

「悪意に対して『譲歩する』カウントダウンだ」

「譲歩？」

　レオルディア侯の言葉の意図が把握出来なかったパオロは、つい鸚鵡おうむ返しに尋ねてしまう。

「お前は、アインベルク卿が侮辱に対して、何の反応も示さないことを不思議に思わないのか？」

「いえ、ただ単に上の身分の者に対して反抗することができないだけと思っております」

「だろうな、アインベルク卿という男を正しく把握しておれば、侮辱など決してできぬ」

　レオルディア侯の声に含まれる失望の成分が増す。それはパオロに大きな動揺をもたらすが、それよりも叔父がアインベルク家について何を知っているかの方が気になっていた。

「パオロ……アインベルク卿のカウントダウンはゼロになればこれ以上堪えない。容赦なく潰すという意思表示だ」

　レオルディア侯の言葉にパオロは呆然となる。そして、その意味するところを確かめるためにレオルディア侯に尋ねる。

「は？　容赦なく潰す？　奴の爵位はたかだか男爵で仕事は墓守。領地もなく、政治権力もまったくない。そのような者に何が出来るというのですか？」

　パオロの疑問は至極当然だった。多くの者達にとってアインベルク家の認識とはその程度のものだったのだ。

「ふむ。頼もしいな、パオロよ」

　舌打ちを堪えるような声にパオロの動揺は強まる。

「お前は、アインベルク卿と戦って勝てるというわけだな」

　レオルディア侯爵の嘲るような言い方に反発を覚える。自分とて武官として厳しい訓練を課し、魔物との実戦も経験している。その自分が墓守の小僧如きに後れを取ると思われるのは屈辱この上なかった。

「叔父上は、あの程度の小僧に私が負けると思っているのですか？」

　叔父への反発が恐れを上回り、パオロはレオルディア侯へ反論する。だが、その反論は次のレオルディア侯の言葉にあっさりと消滅する。

「魔族とリッチ三体を一人で斃すような男に勝てるとは、パオロも腕を上げたものだな」

（え？　叔父上は何と言った？　あの小僧が一人で魔族とリッチ三体を葬った？　そんな事の出来る人間が存在するはずないではないか……他国の『勇者』と呼ばれる者であれば可能なのだろうが……あの小僧は『勇者』並みの実力を持っているとでも言うのか？）

　レオルディア侯にもたらされた情報にパオロは驚愕する。リッチ三体を斃すには、一体に五〇〇人必要と考えて一五〇〇人は必要だ。そこに魔族まで加われば一体どれ程の戦力を投入せねばならないのか考えただけで頭が痛いぐらいだ。

「……まさか、あの小僧は出来るとでもいうのですか？」

「もちろんだ、しかも片手間にやってのける男だ」

　パオロの言葉は否定して欲しいという願いが音となったものであったが、あっさりとレオルディア侯にその願いはまたも粉々に砕かれる。

「そんなバカな！！！！　そんな事出来るわけがない!!　しかも片手間ですと？」

　パオロはもたらされた情報に混乱し、レオルディア侯に喚く。

「実際に昨夜、アインベルク卿は国営墓地に現れた魔族とリッチ三体を斃している」

　だが、パオロの喚きは新たな情報により終焉を迎える。

「……パオロ、アインベルク卿を討つのに一体どれ程の戦力が必要なのだろうな？」

　一言も発しないパオロに対し、レオルディア侯爵はさらに続ける。

「儂は国軍全てを挙げて当たらねばならんと思っている」

　レオルディア侯の言葉にパオロはもはや言葉を発する事も出来ない。沈黙するパオロを無視してレオルディア侯は話を続ける。それは吐き捨てるような口調だった。

「信じぬなら信じぬでも良いぞ。私は事実を言っているに過ぎん。犬が竜より大きいと信じるのもお前の自由というものだ」

　淡々と述べる叔父の言葉にパオロは絶句する。しばらく二人の間には沈黙が流れる。そしてパオロは静かにレオルディア侯に尋ねる。

「叔父上、あの小僧がそこまでの力を持っているのなら、なぜ力を持って侮辱する者をすぐに殺さないのですか？」

　パオロにとって、そこが引っかかっていた。力があるならなぜ振るわない？　侮辱されてまで行使しないのはおかしい。行使しないのではなく出来ないのではないかという思いがパオロに強まる。

「それは、アインベルク卿が爵位を継ぐのに国王陛下に対して出した条件のためだ」

「あの小僧から恐れ多くも陛下へ条件ですと？」

　爵位を継ぐにあたり、許しをもらう立場のアレンが陛下へ条件を出したというのだ。もし、その話が事実ならばアレンは爵位を継ぎたくなかったということになる。それならばむしろ国王がアインベルク家をつなぎ止めようとしたということになるのだ。

　その疑問にレオルディア侯は静かに答える。

「アインベルク卿は、爵位を継ぐ前に陛下と謁見すると、爵位の返上を申し出たのだ」

「爵位を返上ですと？」

「そう……アインベルク家の風当たりの強さはわかっておるな」

　それは周知の事であった。何しろパオロ自身がアインベルク家を見下しているのだ。アンデッドに関わる家と呼び、ほとんどの貴族がアインベルク家を蔑んでいた。

「アインベルク卿にしてみれば貴族達に蔓延するそんな空気を許すことは出来ないだろう。アインベルク家の国家への貢献は計り知れぬのに蔑まれる空気など……」

　レオルディア侯の声に苦いものが満ちている。レオルディア侯が、何も知らない貴族達の行動を許しがたく思っているのは明らかであった。

「しかし、ではそこまで貢献しているのというのなら何故、爵位を上げないのです？」

　パオロは蔑まれないように国がアインベルク家を引き立てればそれで解決すると考えたのだ。それをしないのは国家の怠慢ではないかという思いだ。

「もちろん、公爵位を打診したことは数知れぬ。だが当のアインベルク家がそれを拒否するのだ」

「なぜ……そんなことを…………」

「分からぬ……だが、アインベルク家の当主が代替わりするたびに公爵位を与えようとするが、歴代当主はみな拒否しておる。当然、当代のアレンティス＝アインベルクも公爵位を拒絶しておる」

　レオルディア侯の言葉にパオロは絶句するしかなかった。人臣として栄華を極める事も可能というのに、それを拒絶するのは貴族社会の常識ではあり得ないのだ。

「それでは、我が国はアインベルク家をつなぎ止めるために、あの小僧に条件を出させて男爵家を継いでもらったというわけですか？」

「半分は当たりでもう半分ははずれだ。つなぎ止めると言うところは正解だが、男爵家を継いで欲しかったのではない。墓守を継いでもらいたかったのだ」

「墓守？」

　レオルディア侯の言葉がパオロには引っかかった。ローエンベルク国営墓地には自分達のあずかり知らぬ事情があることが察せられたのだ。

「あのローエンベルク国営墓地を管理する墓守は、アインベルク家以外には不可能なのだ」

「何か特別な理由があるのですか？　アインベルク家以外に出来ない理由が」

「単純に実力の問題だ。この国のほとんどの者は気付いておらぬがアインベルク家が墓守を辞めてしまえば、常にローエンベルク国営墓地には一個師団を常駐せねばなるまい」

　レオルディア侯の言葉はあまりにも荒唐無稽こうとうむけいだった。もし、これまでの話が本当ならアインベルク家の者は人知を越えた化け物ということになる。

「話を戻すぞ、アインベルク卿は陛下に理不尽な嘲りや蔑みは一〇〇回まで見逃す、それ以上は我慢しないという条件を出した。アインベルク卿の我慢しないとは、相手を潰す事と儂は見ておるが確かな事は分からぬ」

　結局の所、一〇〇回目になるとアインベルク家がどのような行動をとるのか、現段階では正確な所はわからないというわけである。そしてそれ故に不気味だった。人知を越えた怪物がどのような行動に出るかわからないというのは恐ろしすぎる。

「そして、今日、お前が一つカウントを進めたというわけだ。国王陛下、宰相殿、儂の三人はアインベルク卿をつなぎ止めるために理不尽な嘲り、蔑みを極力排除しておる。にも関わらずお前が我らの努力を無駄にしたのだ」

　レオルディア侯はパオロをギロリと睨みつける

（叔父上は戦略的にもあの小僧の存在は重要だと考えているのだ。だが、今までの話からあの小僧は危険人物中の危険人物とも言える。なぜ処分しない？）

　パオロはアレンを排除しようとしない事に違和感を覚える。確かにアインベルク家を失うのは国にとって相当な痛手なのだろうが、野放しにしておく方がよほど危険ではないのかと考えたのだ。

「叔父上、一つ質問がございます」

「なんだ？」

「あの小僧は危険人物中の危険人物と見ることも出来ます。暗殺という手段もあるのではないですか？」

「暗殺？　では暗殺が失敗した場合にアインベルク卿はどう動く？」

「え？」

「自分を殺そうとするのは当然の事ながら貴族の誰かと考えるだろう。そして貴族を皆殺しにすると決断し行動したらどうなる？」

「まさか……」

「アインベルク卿の為人では可能性は低いがやるかもしれぬ。そしてそう結論付けた場合には、実際にやり遂げるだけの力を持っている」

　レオルディア侯が自分の言葉を本気で信じている事をパオロは感じた。

「何故お前らが、わざわざ竜を怒らせようとしているのか儂には不思議でならぬ。表立ってアインベルク卿を庇えば逆効果になると思い、陰ながら庇ってきたのが徒となったわ」

　レオルディア侯は甥を睨みつける。

「そして、パオロよ……貴様の身分に拘るあまり本質を見抜けぬ愚かさをこのまま放っておく訳にはいかんな……」

　レオルディア侯の言葉にパオロはゴクリと喉を鳴らす。とんでもない事態が自分の身に起ころうとしている事をパオロは感じたのだ。

「軍はあくまで実力によって評価されるべきだ。パオロよ、貴様の日頃の言動に、身分が下の者を見下す傾向があったのは気付いておったが……」

　レオルディア侯の言葉は静かだった。そして静か故にパオロの嫌な予感は留まることなく自分の中から湧き起こってきていた。

「今回の件で今までのような生ぬるいやり方では、お前の矯正は叶わぬと思い知った」

　レオルディア侯はニヤリと嗤う。パオロはこの嗤いには見覚えがあった。肉食獣が獲物を見て舌なめずりをしている嗤いとそっくりだったのだ。

　パオロは喉をならし叔父に許しを乞おうとして口を開こうとするが、それより先にレオルディア侯の口から決定的な一声が発せられる。

「貴様を一から鍛え直す!!　儂自ら指導してくれる!!」

　レオルディア侯の言葉を聞いて、パオロの表情から希望の類が一切抜け落ちた。かつての叔父にしごかれた辛い記憶が蘇ったのだ。




　その後、一から鍛え直されたパオロは身分によって相手を見るのを止め、公明正大な士官としてローエンシア軍部で尊敬を集めることになる。

　アレンとの喧嘩が一人の傲慢な士官を本当に優秀な士官に変えたのだ。後にパオロはアレンに控え室での無礼を心より謝罪する。アレンもそれを受け入れるとパオロはアレンの良き理解者のひとりとなるのであるが、それはまだ未来の話であった。
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　アインベルク家に来客があった。

　来客者は三人だ。それぞれセオドア＝スペイラ、クライブ＝ジース、リー＝カッフェンと名乗った近衛騎士団に所属する近衛騎士だという話だった。

　セオドアは近衛騎士団の第四大隊の隊長であり、爵位も伯爵というエリート中のエリートのようだ。年齢は三四歳でその鍛えられた体躯からは一切の妥協というものが感じられない。いかにもエリート軍人といった風貌だ。

　クライブ、リーの二人はセオドアより若く二〇代後半といった感じであったが、二人もエリート軍人といった風貌である。近衛騎士となるのだから、実力的にも家柄的にも申し分ないのだろう。

　近衛騎士団の主な任務は王族の護衛である。そのために実力は並みの騎士よりも頭一つ抜けていると考えて良い。また王族の側に仕えるために教養、礼儀作法もかなりの水準が求められる。

　また近衛騎士団に入団するためには、入団試験を受けて合格するしかない。そして受験資格に身分の制限はなかった。だが、騎士としての能力に加え、教養、礼儀作法の項目があるために平民の合格者は少ないという現実があった。

　アレンは来訪の目的を伺うために、キャサリンにお茶の用意を頼むと客室に案内する。

　一般的に貴族が客を主人自ら案内することはありえないのだが、あいにく、今はロムが所用のために出かけており、キャサリンにお茶の用意を頼んでしまった以上、他に案内する者がいないためにアレンが案内する事になったのだ。

　客室に通し、着席を促して、しばらくするとキャサリンがお茶の用意を終える。キャサリンが退出するとセオドアが口を開いた。

「今日は、アインベルク卿の力を借りたいと思い、伺いました」

　セオドアの口調にも視線にも、アレンへの嘲りや蔑みは感じられない。また、クライブとリーの視線も同様であり、むしろ敬意すら感じる。アレンにとってかなり意外な事である。アレンに対して非好意的な視線を向ける者が多数派である。そのため、近衛騎士というエリートがアレンに好意的な視線を向ける事が意外だったのだ。

「実は我が隊の若手をアインベルク卿の墓地管理に同行させていただきたいのです」

「同行ですか？　それは構わないのですが、理由をお伺いできますか」

　予想外の申し出にアレンは困惑する。近衛騎士のようなエリート中のエリートが墓地の見回りに参加するというのが不可解だったのだ。

　アレンの困惑を感じたセオドアは話を続ける。

「ご存じの通り、近衛騎士団への入団試験は非常に難関です」

「はい、存じております」

　セオドアの言葉通り近衛騎士団の入団試験の難易度は非常に高い。王族の護衛に関わるのだから当然と言えば当然であった。しかも入団試験に身分を問わないために、毎回入団希望者の数も膨大なものになり、身分を問わないことが、難易度を上げるのに一役買っているのだ。

「新しく入団した者の中には、自分は選ばれた人間と妙に他者を見下すような者がいるのです」

　クライブもリーもセオドアの言葉に頷く。

「特に今回の入団者の幾人にその意識の顕著な者がおりまして。そこでアインベルク卿の仕事に同行させたいのです」

（要するに近衛騎士の鼻っ柱を折ってくれということなんだろうけど、なんで墓地の見回り？）

　セオドアの言葉にアレンは不思議に思う。新人の鼻っ柱を折るのならば近衛騎士団でも十分にできるだろう。実際にそれだけの人材が揃っている事をアレンは知っていたのだ。

「不思議にお思いでしょうが、これは、私達の経験から来ることなのです」

　アレンの困惑の表情を見てリーが告げると、残りの二人も頷いた。

「実は恥ずかしながら私も入団したばかりの頃は有頂天になっておりました。自分の力に自惚れており他の騎士団や兵士達を見下していたのです」

　リーは己の新人時代の頃の失敗を思い出したようである。

「そこで、お父上のユーノス様の見回りへの同行を上司から命じられました。最初はたかが墓守ごときと、ユーノス様を侮っておりましたが、同行してみて、その力量に感嘆しました」

　リーの言葉から亡き父の事を聞かされた時にアレンは納得する。アレンの記憶にある父ユーノスの実力は凄まじいものであった。リーの言葉にセオドアとクライブも口を開く。

「ああ、俺も見惚れた」

「あそこまで、実力差があると嫉妬の念も起きなかったな」

「むしろ、嫉妬出来るぐらいの実力があればと思ったものです」

　三人は、かつて見た父ユーノスの実力を思いだし憧れの表情を浮かべる。それから、三人は心を入れ替え、ユーノスに少しでも近づくために必死に研鑽を積んだらしい。研鑽を積み続けた三人はいつの間にか近衛騎士団の中でも指折りの実力者となったとのことだった。

「自分よりも遥かに上の世界を見せつけることが、何よりも必要なのです」

「どうぞ、よろしくお願いします」

「本来であれば騎士団が行うべき事ですが、圧倒的という言葉すら生ぬるい程の上の世界を見せられるのはアインベルク家の方しかいないのです」

　ここまで年上の騎士達に丁寧に申し込まれるとアレンも嫌とは言えない。

「分かりました。そのような事情があるのでしたら喜んでやらせていただきましょう」

　アレンの了承の言葉に三者ともほっとした様子であった。

　同行日は三日後。こうしてアレンの日課の墓地の見回りに同行者が決まったのだ。
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　ローエンベルク国営墓地の門の前でアレンは同行者を待っている。今夜が見回りに新人の近衛騎士達が同行する日だったのだ。

　程なくして、近衛騎士のクライブに連れられた四人の騎士が現れる。クライブはアレンに挨拶をすると同行者の四人の騎士を紹介する。

　まず紹介されたのはウォルター＝ローカス。年齢は二一歳だ。身長も高く、短く刈り込んだ髪型、鋭い目が優秀な騎士であることを思わせる。

　二人目はロバート＝ゼイル。二一歳でメガネをかけた風貌は騎士というよりも魔術師といった感じである。しかし近衛騎士になるという事を考えれば体術、剣術共に凡庸なわけがない。

　三人目はヴォルグ＝マーキスという、前の二人よりも一回り体の大きい騎士だ。大剣を背負っており、体格と武器から力で押していく戦闘スタイルだと思われる。ちなみに年齢はこちらも二一歳との事だ。

　最後の四人目にはアレンも驚く。なぜなら最後の四人目は女性だったためだ。それも見目麗しい美少女。名前をヴィアンカ＝アーグバーン。今年で一八歳になる。彼女の事はアレンも知っていた。弱冠一八歳で近衛騎士団に入団を許可された新進気鋭の騎士として王都では有名だったからだ。

　ただアレンが知っていたのは名前だけだった。そのためアレンはヴィアンカの事を筋骨たくましい大女と想像していたのだ。

　だが実際のヴィアンカは髪こそ短いが、可愛らしい顔つきの美少女である。身長も女性としては高い部類に入るが、体型は女性らしく、一見、近衛騎士というよりも社交界でダンスをする方が似合っている感じだった。

　紹介を受けたアレンも簡単な挨拶を四人に行う。

「初めまして、アレンティス＝アインベルクです。今夜はよろしくお願いします」

　アレンの挨拶に四人は頭を下げる。アレンの挨拶が終わった所でクライブが四人に向けて言葉を発する。

「よいか、これより貴様ら四人はローエンベルク国営墓地に入る。知っての通りアインベルク卿がこの墓地の管理者だ。貴様ら四人はアインベルク卿の指揮下に入り墓地の見回りをしてもらう。アインベルク卿の命令は上官のものと心得よ!!」

「「「「はっ!!」」」」

　四人が声を揃えクライブの命令に答える。その様子には一分の隙も無く近衛騎士の実力の高さを窺わせる。

（さすがに近衛騎士だな、いちいち動作が絵になる）

　アレンは近衛騎士の動作に感心する。

「アインベルク卿、それではこの四人をお願いいたします」

「分かりました。クライブさん、ご期待に添えるように頑張ります」

　クライブはアレンに四人を託すと王城へと戻っていく。

　今回の目的は四人の鼻っ柱を折り、近衛騎士団以外の者への上から目線を改めさせる事である。そのためにはクライブの目が全く届かない状況を作った方が良いとの事だったので、墓地敷地に入るのはアレンと四人だけということになったのである。

　クライブの姿が見えなくなると途端に四人の雰囲気が変わる。当たり前だが四人からはアレンに対しての敬意など微塵も感じられない。その雰囲気の変化に、アレンは笑いをこらえる。

（なるほど、これは確かに重症だな。近衛騎士団至上主義か……。それにしてもこの人達に他者をここまで見下せるほどの実力があるかどうかをまず確かめてみるか）

　アレンはまずは近衛騎士達の実力を見ることに決めると墓地の扉を開けて中に入る。

　敷地内に入るとすぐにウォルターがアレンに話しかける。その口調ははっきり言って刺々しいものであり、アレンはこの後の話の内容が愉快なもので無いことを察する。

「アインベルク卿、よろしいか？」

「はい、なんでしょうか」

「先程はクライブ殿の手前でしたので口にはしませんでしたが、私はアインベルク卿の指示に従うつもりは毛頭ありません」

　ウォルターの話はアレンの予想の範囲内である。

「そうですか」

　そのためだろう。アレンの声は一切の怒りも感じさせない非常に簡潔なものだ。そのアレンの返答にウォルターは気分を害したようだ。

「我らは誇りある近衛騎士団に所属している者……墓守の命令を聞くいわれはありませんのでな」

　明らかに見下した表情でウォルターが告げる。他の同行者の顔もウォルターの意見に賛成のようだ。

（ぶん殴った方が手っ取り早いかな……）

　アレンは心の中でそう思うが何とか踏み留まる。力で押さえつけるのは簡単だが、セオドア達の頼みを踏みにじるのは気が引けたからだ。

「ウォルター殿の考えは分かりました。それでは、他のお三方の考えもウォルター殿と同じかお伺いしたい」

　やけにすっきりした声で、アレンが他の三人に視線を移し、答えを聞いた。

「まずは、ロバート殿は、いかがですか？」

「私もウォルターと同様です。アインベルク卿は、近衛騎士ではありませんからな」

　ロバートはアレンへそう返す。アレンはロバートの返答には答えずに次のヴォルグに同様の質問を行う。

「それではヴォルグ殿は？」

「私もです。近衛騎士でない事を差し引いてもアインベルク卿は年齢的にも我らよりも下。命令を受けるつもりはありません」

　ヴォルグの返答も先の二人とまったく変わらない。アレンは失望した素振りも見せずに最後のヴィアンカへ質問する。

「では、最後にヴィアンカ殿は？」

「近衛騎士たる私が、軍人でもないアインベルク卿の命令を受けるのは御免被ります」

　ヴィアンカの答えも同様であり、アレンの指示を受けるのは拒否するという事である。アレンは妙に晴れ晴れとした口調で返答する。

「そうですか。じゃあ、あなた方は帰っていただいて結構です」

　アレンの言葉は四人にとって予想外であった。四人はてっきりアレンが怒り、そこで「勝負」という流れに持っていけると思っていたのだが、完全に当てが外れたのだ。

　アレンはそれだけ告げると四人を放ってスタスタと歩き出した。

「「「「お待ちください、アインベルク卿!!」」」」

　四人は慌ててアレンを呼び止めるが、アレンはそれにまったく取り合う事なくスタスタと歩いて行く。四人がアレンの前に立ちふさがるとアレンはようやく止まる。

「なんですか？」

　アレンが四人に対し心底面倒くさそうに話す。その声と表情に四人は不快感を刺激されたのだが、ここで怒りだしてしまえば意味が無いのでぐっと我慢する。

「帰れとはどういう意味でしょう？」

　ロバートがアレンに意図を尋ねる。他の三人の表情からも困惑が見て取れる。アレンがまったく四人の話に取り合わず、話を打ち切ったからだ。

　元々、四人とも上司からの命令で墓地に来ている以上、帰れるわけがないのだ。このまま帰らされでもしたら上司からの評価が下がるのは間違いない。上昇志向の強い彼らにとって好ましいとは言えない。

　彼らは、アレンに「指図を受けるつもりはない」と挑発することで、任務の主導権を握ろうと考えていたのだ。だがアレンはあっさりと四人の思惑を越えた返答をしてきた。

「そのままの意味ですよ。この墓地の敷地内では、私の判断が何よりも優先される。にも関わらず、あなた方は私の命令を受けるつもりはないとの事ですから帰れと言っているのです。何か不可解な事でもありますか？」

　アレンの言葉は完全な正論であった。アレンはこのローエンベルク国営墓地の管理者だ。その管理者の命令に従わないというのだから退去を命じられるのは当たり前であった。

　アレンは例え、国王、宰相、軍務卿であってもこのローエンベルク国営墓地においてはアレンの指示に従ってもらうつもりであった。もちろん、その三人はそれを了承できる度量があるため、その点は何の心配もしていない。

　そもそも今回の件は、近衛騎士団のセオドアが持ってきた話である。またクライブもアレンの指示に従うことを四人に命じていた。そんな中で、アレンの命令には従わないので『帰された』などというのは、四人にとって致命傷になりかねない失態となる。

　後で命令を聞かなかったことをアレンが上司に泣きついたところで、アレンの能力の欠如を示すことになるために、アレンは泣き寝入りするしかないとふんだのだ。

　アレンは四人の思惑をそう読むと、四人が一番困るであろう選択を取ったのだ。

「しかし、今回の件はスペイラ大隊長自らの依頼のはず、それを…………」

　ヴォルグがアレンに抗議の声をあげる。アレンの対応を無責任と断ずることで取り消させようとしたのだ。

「私の立場がまずくなるとでも？　あなた方ごときに心配される必要はありません。そもそも、スペイラ大隊長殿の依頼を受けたのは、スペイラ殿をはじめとするお三方が、年下である私に対しても礼を尽くした丁寧な依頼であったからこそです」

　アレンはヴォルグの抗議を一蹴する。そして一呼吸置いてアレンはさらに続けた。

「そもそも帰されて立場がまずくなるのは、そちらでしょう？　私の立場がまずくなるといって撤回させようというのは卑怯というものです」

　アレンの言葉にヴォルグは、いや四人は何も発する事が出来ない。帰されて立場がまずくなるのをアレンが知っている以上、アレンが引くことは決して無い。

『どうすれば良いか判りますよね？』というアレンの言外の声を四人は確かに聞いていた。その事を察した四人は歯ぎしりする。だが、客観的に見て傷が大きいのは四人の方であるのは事実であるし、非があるのも四人の方なのだ。とするとここは四人が折れるしか無いのだ。

「申し訳ありませんでした」

「大変失礼をいたしました」

「お許しください」

「申し訳ありませんでした。なんとか同行をお許しください」

　苦虫を百匹以上噛んだような表情で四人は謝罪する。表情と声からまったく誠意が感じられないと拒絶しても良いのだが、これ以上の会話は無駄であるために、アレンは謝罪を受け入れる。

「よいでしょう。謝罪を受け入れます。同行は許しますが指示に従わない場合は、即刻退去してもらいます。そして次はありません」

　アレンの言葉に四人からはほっとした空気が流れる。しかし放たれる雰囲気に、刺々しさがなくなった訳ではない。四人は有利な状況を作るどころか、当初より立場を悪くしてしまうという結果を持って見回りに同行することになったのだ。
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　アレンと四人の騎士達は見回りを再開するが当然ながら一行の雰囲気は最悪だった。

　アレンは背後から刺々しい視線が突き刺さるのを感じていたが、表面上は何も堪えた様子はない。

　それから一〇分ほど経った頃、アレンがアンデッドを発見する。

　スケルトンが三体だ。スケルトン達は発生して間もないようで辺りをきょろきょろと見回している。発生したばかりのアンデッドは周囲をキョロキョロと見渡す事がよくあったのだ。アレンは生者を探していると思っている。

『アンデッドは生者を憎む』。

　それが一般的に言われていることであったがアレンの解釈は少しばかり異なる。アレンの解釈では『生者を求める』だ。アンデッドが生者を求めるのは、自らが失った生命のきらめきを取り戻したいがためとアレンは考えていたのだ。

　まぁ、アレンの解釈が常識と異なろうが、アンデッドが生者を襲うという事に変わりがないのだから、こちらとしては滅ぼすという手段をとるしかないのだ。

　アレンは四人の実力を確かめる必要からスケルトンの三体のうち、一体を四人にまかせ、自分が二体のスケルトンを斃すことにする。その旨を伝えると四人の近衛騎士達は明らかに不満そうであった。

　スケルトンは、アンデッドの中でも最弱と言われる。実際に四人は他の場所で発生したスケルトンを何度も斃していたのだ。しかも、一人で数体のスケルトンを一度に相手にして危なげなく勝利をおさめてきたのだ。

　スケルトンというアンデッドは四人にとって駆除の対象であり、一方的に狩られるだけの存在だった。

　そんなスケルトン一体に四人で当たれとアレンは言う。これは四人にとって侮辱以外の何ものでもなかったのだ。しかし、ここで四人は異議を唱えることは出来なかった。

　先程のアレンとのやりとりから、今度こそアレンは四人を追い返すことだろう。

「あなた達四人は、向かって右端のスケルトンを斃してください」

「……わかりました」

「油断しないでくださいね」

　アレンの指示にウォルターは不機嫌極まる声で応じる。スケルトン如きに油断したから何だというのだと思っているのは明白であったが、アレンはいちいち取り合うのも面倒と思い何も言わなかった。

　近衛騎士達にしてみれば「どこまで我々を舐めるつもりだ」という怒りしかなかったのだが、アレンは別に近衛騎士を辱めようという意図は全くなかったのだ。

　いつものアレンなら見つけた瞬間に走り出してスケルトンを屠るのだが、今夜はそうするわけにはいかないので、ゆったりとスケルトンへ向かって歩き出した。四人の近衛騎士達もアレンに続けて歩き出す。

　数歩進んだところでスケルトンもアレン達に気付いたらしく、何かに操られたような歩き方でこちらに向かってきた。アレンは剣を抜くと戦闘態勢に入る。四人もそれぞれ武器を構えるとスケルトンに向かっていく。

　ウォルターとロバートは片手剣と盾、ヴォルグは両手剣、ヴィアンカは長剣だ。全員とも剣に何らかの魔法が施されている。通常の剣とは明らかに違う。近衛騎士の装備はやはり他の騎士団よりも優遇されているらしい。

　アレン達とスケルトン達の距離が徐々に縮まってくる。距離が三メートルを切った時、ウォルターは一気に間を詰めるとスケルトンに斬りかかった。

　その斬撃は速度、威力ともに一流の騎士のそれである。あっさりと切り捨てることをウォルターも他の三人も予想した。スケルトンは左腕を上げると振り下ろされるウォルターの斬撃を防ごうとする。ウォルターはガードした左腕ごとスケルトンを斬り捨てるつもりだった。

　しかし…………

　ガギィィン!!

　ウォルターの剣は、スケルトンの左腕を斬り落とすことが出来なかったのだ。スケルトンの腕はまるで金属のように固くウォルターの剣を受け止めたのだ。

　あまりにも予想外の結果にウォルターは驚愕の表情を浮かべる。その驚愕にスケルトンは一切構わずに右腕を振りかぶると、ウォルターに殴りかかった。スケルトンの拳は中々の速度で放たれたが、ウォルターは盾でスケルトンの拳を受け止める。

　はずだった……

　ガゴォォォォ!!

　スケルトンの殴打がウォルターの盾に当たった瞬間、凄まじい音が周囲に響く。ウォルターはスケルトンの拳を受け止める事は出来ずに後方に吹き飛ばされた。吹き飛ばされたウォルターの盾は一撃でひしゃげており、スケルトンの拳の威力の凄まじさを知らしめていた。

　ウォルターが吹き飛ばされた事に三人の近衛騎士は驚愕する。そしてこの時になって近衛騎士達はアレンの油断しないようという念押しの理由を理解したのである。あれは、気にくわない我々への侮辱ではなく、純粋な警告だったということを近衛騎士達は悟ったのだ。

　ヴィアンカはアレンに視線を移す。

（このスケルトンは異常だ。アインベルク卿は一人で大丈夫なの？）

　ヴィアンカはスケルトンの強さを目の当たりにした事により、一人で二体のアンデッドを相手にするということに危険を覚えたのだ。

　しかし、すぐにヴィアンカは驚愕する事になった。アレンはスケルトンの一体を袈裟切りして胸の位置にある核を斬り裂いた。核を斬り裂かれたスケルトンが体を維持することが出来なくなりガラガラと崩れ始める。スケルトンが崩れ去る僅かな時間の間にもう一体のスケルトンの胸に剣を突き立てていた。

　二体のスケルトンは崩れ去ると、アレンは剣を一振りして鞘に収めると、近衛騎士達に視線を移す。

（まさかアインベルク卿は、私達に異常なスケルトンを押しつけ自分は通常のを斃したの？）

　ヴィアンカがそう反射的に思ってしまうほど、あっさりとアレンはスケルトンを屠ったのだ。

「ヴィアンカ!!　いくぞ!!」

　ロバートがヴィアンカに声をかける。彼らもこのスケルトンが強敵だということを感じ、吹き飛ばされたウォルターも立ち上がり戦列に復帰したことで四人で連携して斃すことにしたのだ。

「ヴォルグは右に回り込め!!　ヴィアンカは後ろだ。俺とウォルターは前で叩くぞ」

「わかった」

「わかったわ」

　四人はロバートの作戦通り、スケルトンを取り囲んだ。盾を持つロバートとウォルターが攻撃を引きうけ、ヴォルグとヴィアンカが仕留めるという作戦を立てたのだ。

「いくぞ!!」

「「「おお!!」」」

　ウォルターのかけ声と共に四人がスケルトンに襲いかかった。

　スケルトンの拳がロバートに向かって放たれる。ロバートはそれを躱すとスケルトンの胸骨に向けて斬撃を繰り出した。

　ギィィィィン!!

　だが、ロバートの剣はスケルトンの胸骨を断つことが出来なかった。

「くっ!!」

　ロバートの口から悔しそうな声が漏れる。スケルトン如きの骨を断つ事が出来なかった事に自分で落胆したのだろう。

　その光景を見ていたアレンは失望していた。スケルトンの骨を断つ事が出来ないなど情けないとしか思えなかったのだ。

（あそこまで自信たっぷりだったというのに……スケルトン程度も一太刀で斃せないのか？　よくこれで他者を見下せるものだ）

　アレンは心の中で失望の声を上げている。

　ヴォルグも両手剣を振り下ろして腕を切断しようとしたが、スケルトンの腕を切断する事はできなかった。

　だが、スケルトンの両腕が塞がったのを見て、ヴィアンカが長剣を振るいスケルトンの頸部を切り落とそうと斬撃を放った。

　しかし、ヴィアンカの斬撃もスケルトンの首を斬り落とすことは出来ない。ロバート、ウォルターも剣を振るい、何とかスケルトンの骨を切断しようとするが、どうしても断つ事が出来なかった。

　そこにスケルトンが反撃に出る。スケルトン自体の動きがそれほど速くないために、近衛騎士達からすれば攻撃を避けるのは容易だった。だが、自分たちの攻撃も当たるには当たるのだがダメージを与えている様子は全く見られない。

　このまま時間が経てば近衛騎士達の動きが鈍り、そのうちスケルトンの攻撃を受ける危険性は増す一方であった。何しろアンデッドであるスケルトンは疲労、恐怖、痛みを感じることは無いために長期戦になればなるほど生者は不利なのだ。

（四人でスケルトン一体も斃せないのか？　近衛騎士団では一体どんな訓練をしているんだ）

　アレンは近衛騎士達の戦いぶりに苛立ちが募るばかりだ。まだ見回りは始まったばかりなのに最初の段階でこんなに時間を取られると後に響くのだ。

（何だ、その斬撃は!!　そんな雑な斬撃では斬れるわけないじゃないか!!　はぁ？　今絶好のチャンスだったろうがなんで、足を狙わないんだ!?）

　アレンは心の中で近衛騎士達の戦いぶりに駄目出しをし続けている。

（息が上がり始めている……これ以上は危険だな）

　やがて近衛騎士達の息が上がり始めるのを見てから、アレンはこれ以上は危険と判断するとスケルトンを自分で片づけることにした。

　アレンは決断すると、近衛騎士達とスケルトンの戦いの中に入っていく。アレンは剣やスケルトンの攻撃が入り乱れる中を何でもないように入り込むとスケルトンの前に立つ。

　アレンは剣を抜くと同時にスケルトンの右脇から左鎖骨まで斬り裂いた。アレンの剣が途中にあった核を切断すると、スケルトンは黒い靄をまき散らしながら崩れ去る。

　四人の騎士達はこの一瞬の出来事に呆然とする。今、自分の目の前で行われた事が信じられなかったのだ。自分たちがあれほど手こずり、攻撃が一切効かなかったスケルトンを、アレンはただ剣を一振りしただけで斃してしまったのだ。

（アインベルク卿は私達に異常なスケルトンを押しつけたわけじゃなかったの……）

　その事に気付いたときにヴィアンカは愕然とした。アレンと自分たちとの実力差を思い知らされたのだ。

　アレンは近衛騎士達に呆れた様な視線を向けつつ言う。

「次、行きますよ」

　アレンは一言だけ言うと四人の返事を待つこと無く踵を返すと歩き出した。遅れて、四人はアレンを追って歩き出す。

　四人はアレンの背中を見ながら今見たアレンの実力の片鱗について思いを巡らしていた。

（何なんだ、あいつは…………）

（あり得ない…………俺たちが四人がかりで斃せなかったスケルトンをたった一太刀で）

（あの剣に秘密があるんだ。あの剣は一体…………）

（さっきの一太刀…………いや、その前にアインベルク卿はいつスケルトンの間合いに入ったの？）

　その内容を理解できないと考える者、武器の性能に秘密があると考える者、アレンの技量についてとそれぞれであったが共通している事はスケルトンをあっさりと葬った先程の戦いについてであった。

「あの、アインベルク卿……」

　そこにヴィアンカがアレンに声をかける。

「なんです？」

　だがアレンの声はそっけない。その声にヴィアンカはたじろぐが、どうしても聞いておかねばならぬ事だったためにここで引くわけにはいかなかったのだ。

「さっきのスケルトンは、いつもこの墓地で発生するのですか？」

「しますよ」

　またもそっけない返答であった。実の所、アレンはこの近衛騎士達のあまりの弱さに落胆しており返答がつっけんどんになってしまったのだ。

「なぜ、スケルトンがあんなに強いんですか？　我々の斬撃で断つことができないスケルトンなんか異常です!!」

　ヴィアンカの言葉にアレンは呆れたかのように返答する。

「はぁ？　あなたは何を言っているんですか？　スケルトンが強いわけないでしょう」

「え？」

　アレンの返答にヴィアンカが呆けた声を出す。アレンはその声を無視すると更に続ける。

「あなた方が弱すぎるんですよ」

　アレンの指摘は四人の近衛騎士に計り知れないショックを与えた。四人は近衛騎士としての誇りがあり、弱いという評価を受けた事は一度もない。そのためにヴィアンカはつい反論する。

「私達は近衛騎士です。その我々が弱いはずがありません」

「何言ってんです？　私がいつ近衛騎士が弱いと言いました？」

「え？」

「さっきも言ったでしょう。私は『あなた方』が弱すぎると言ったんです」

　アレンの指摘に四人は言葉を返す事が出来なかった。先程、自分達が四人がかりで斃せなかったスケルトンをあっさりと斃してしまったアレンに反論することが出来ない。さらにアレンの口から辛辣な意見が紡がれる。

「大体、あなた達の技量は稚拙すぎる。動きは無駄だらけで全くまとまっていない。その程度の実力でよく他人を見下せるものですね」

　不機嫌の極致といったアレンの声に四人は何も返す事が出来ない。

（く…………何も言い返せない……）

（俺は弱い……）

（確かに……見下せるような実力は……俺にはない）

（アインベルク卿から見れば、私の技量なんて稚拙すぎると言われても仕方がない……）

　四人はもはやアレンの目をまともに見ることが出来ない。自分達の取ってきた態度がひどく恥ずかしく思えてきたのだ。

「出ましたよ」

　アレンがそう言って指を差した。四人はアレンの指し示した先を見ると、スケルトンが徘徊している。

　今度のスケルトンは先程のものと異なり手に武器を持っている。自然発生したスケルトンの中には時折、武装した者が表れる。その武装は瘴気や怨念により形成されたものであり、核が破壊されれば塵と消えてしまう。

　そんな武器を持つスケルトンのことをスケルトンウォリアー、スケルトンソードマン等と呼ぶ。持つ武器の種類によって呼び方が変わるのだ。今回のスケルトンの武装は、剣を持つ者が二体、戦槌を持つ者が三体だ。つまり、スケルトンソードマンが二体、スケルトンウォリアーが三体というわけだ。

（スケルトンすら倒せなかったのだから、これは絶対無理だな。ケガをされたり、死なれたりしたら面倒だ。この四人は戦わせないようにしよう）

　アレンはそう判断すると四人に向け言い放った。

「あいつらは私が戦いますから、あなた達は手を出さないようにしてください」

　アレンのこの言葉にヴィアンカが言葉を発する。

「そんな、アインベルク卿、私も戦います」

「邪魔です」

　ヴィアンカの申し出を一言でアレンは切り捨てた。もう少し言い方があるようなものであるが、もはや彼らを足手まといのカテゴリーに入れているアレンとしては、態度が冷淡になるのは仕方のない事であった。

　アレンは、出来ない、能力が低いという事で、見下すことはしない。そのアレンが他人を見下すのは、能力と人格がダブルコンボで低いときのみだ。現時点でアレンの四人の評価は『実力が全くないくせに、権力を盾に他人を見下すクズ』という最低レベルだった。

　もはや、四人を相手にするのも馬鹿らしいといった風にアレンは四人を無視して、スケルトン達へ向け歩き出す。

　スケルトンも自分達に向かってくるアレンを見つけると武器を構え向かってくる。スケルトンに関わらずアンデッドには基本的に知性というものは存在しない。それはいわば生者を襲うというアンデッドの本能に基づいた行動だった。

　スケルトンソードマンの二体はアレンに斬りかかってきた。右側は突きを、左側は剣を振りかぶる。

　アレンはスケルトンソードマンの剣を下がって躱すような事はせず、剣を振りかぶったソードマンの懐に踏み込むと、左手で振りかぶった剣の腕を止め同時に剣で核を貫いた。核を貫かれたソードマンの核から黒い靄が流れ出るとソードマンの一体は崩れ落ちた。

　踏み込んだことで突きを躱された形になったもう一体のソードマンを、アレンは体を回転させ背中から切りつける。アレンの剣はソードマンの背中から入り込み胸部にある核をそのまま斬り裂く。

　ソードマン二体はあっさりとアレンによって斬り伏せられたのだ。

　アレンは残りの三体のスケルトンウォリアーへ対峙する。

　一体目のスケルトンウォリアーは戦槌を振りかぶるが、アレンは先程と同じように振りかぶった事で空いた懐に潜り込むと核をひと突きする。核を貫かれたスケルトンウォリアーが崩れ落ちる。

　次のスケルトンウォリアーが渾身の力を込めて一撃を放つが、アレンはこれもあっさりと躱すとスケルトンウォリアーの腕を掴んだ。

　その瞬間に恐るべき事が起こる。スケルトンウォリアーが一回転したのだ。アレンに捕まれた瞬間にまるで自分から飛ぶように一回転するとそのまま地面にスケルトンウォリアーは頭から突っ込む。アレンは容赦なくスケルトンウォリアーの胸を踏み抜き核を踏みつぶした。核を踏みつぶされたスケルトンウォリアーは二度と立ち上がる事なくそのまま崩れ去る。

　最後の一体に対してアレンは上段から一気に剣を振り下ろした。スケルトンウォリアーは戦槌で受け止めようとしたが、アレンの剣は戦槌ごとスケルトンウォリアーの頭蓋骨から胸部にある核、そして腰まで一気に斬り落とした。スケルトンウォリアーは真っ二つに両断され地面に崩れ落ちる。

　まったく危なげなくアレンは五体のスケルトン達を斬り伏せた。先程のスケルトン一体に苦戦した自分達とは雲泥の差である事を四人は思い知らされる。

（す……すごい…………）

（一体、アインベルク卿は何をしたのだ？）

（俺達は武器を使ってもスケルトンの骨を断つ事が出来なかったのに、一体のスケルトンをアインベルク卿は踏み砕いた……）

（なぜ、握っただけであのスケルトンは一回転したの？　あんな投げ技見たことない……）

　四人はアレンの技量にすっかり魅了されていた。アレンの戦いの一部始終を目撃したときに、斬撃、状況に合わせての間合いの取り方、体捌き、不可思議な投げと明らかに自分たちとは次元の違う技量に魅せられたのだ。

　同時にこれほどの技量を持っているのなら我々への態度も納得できるというものだった。自分達こそが最初にアレンを見下したのだ。はるか格下に見下されれば、それは愉快ではないだろう。

　そして自分を見下す近衛騎士がどれほどの実力かを見てみれば、スケルトン一体すら斃す事の出来ないレベルだったのだ。アレンが自分たちを役立たずと定めるのも当たり前であり、その事に考えが至った四人は自分のやったことをひたすら恥じ入ったのだった。

　アレンの目から見れば四人の近衛騎士は弱すぎたのだが、これは四人が弱いというよりもアレンの基準がおかしいのだ。

　なぜなら、このローエンベルク国営墓地は瘴気が他の場所より遥かに濃いため、ここで発生するアンデッドは他の地域で発生する者よりも遥かに強いのだ。

　アレンのアンデッドの基準は、国営墓地で発生するアンデッドであるために他のアンデッドよりも遥かに高い。四人がかりでスケルトンを倒せなかった事で、アレンは一気に四人の評価を最低レベルに引き下げたのだが、ある意味、アレンの基準が高すぎた事による誤解であったのだ。

「あ……あの…………アインベルク卿」

　ヴィアンカがおずおずとアレンに声をかける。

「なんですか？」

　アレンの氷点下の視線を受けてヴィアンカは気圧される。しかし、どうしても聞きたいことがあるためにヴィアンカは勇気を振り絞ってアレンに尋ねる。

「先ほど、スケルトンの一体を投げ飛ばしましたね」

「それが何か？」

「スケルトンが自分で飛んだように見えましたが、あれは一体…………」

　ヴィアンカはアレンがスケルトンの腕を掴んだ瞬間に自らスケルトンウォリアーが飛んだように見えた事が不思議でならなかったのだ。

「重心を崩して投げただけです。驚くようなことではないでしょう？」

「え？　アインベルク卿はただスケルトンの腕を握っただけですよね。それなのにどうやって重心を崩したんですか？」

　アレンの説明にヴィアンカはすっかり興奮して話し始める。

「口で説明するのは難しいですね」

「そ…………それでは、後日教えていただけませんか!!」

「え??」

「お願いします!!」

　ヴィアンカの思いがけない言葉に今度はアレンが戸惑う。だがそれで終わりでは無かった。他の三人もヴィアンカ同様にアレンに頼み込んだのだ。

「私にも是非!!」

「私にも!!」

「私にもお願いします!!」

　四人の申し出にアレンは困惑する。先ほどまでの敵意は四人からはまったく感じられない。あまりの急激な変化にアレンは困惑するばかりだった。

（なんだ？　この四人の目に先程までの敵意がない。どうなっている？）

　四人の目に敵意、嘲り、蔑みなどの負の感情は一切感じられない。四人とも敬意のこもった目をアレンに向けているのだ。普段アレンに向けられる視線には敵意、蔑みの込められたものが圧倒的に多い。そのためにアレンは四人がアレンに向けている視線に慣れていないのだ。

『ウォォォォォォ！！！！！！！！！』

　そこに獣のような雄叫びが聞こえた。

　雄叫びの聞こえた方向を見ると巨大な剣を持った剣闘士のような格好をしたようなアンデッドがこちらに向けて駆けてくるのが見える。

　アンデッドの狂戦士である【死の狂戦士デスバーサーカー】であった。




『ウオォォォォォ！！！！』

　現れた死の狂戦士デスバーサーカーはスケルトンではない。その体を構成するのは瘴気だ。身長は二メートルを超え、筋肉は盛り上がっており異常な発達を見せている。

　右手には刀身一メートルを超える分厚い剣を持ち、斬るというよりも重量を活かして叩きつぶす事を目的として製作されたかのようだ。鎧は簡素なものであったが分厚い筋肉と併せて相当な防御力があることが考えられる。

　死の狂戦士デスバーサーカーを見て、四人の近衛騎士はガチガチと歯が鳴っている。先程のスケルトンなどとは明らかに違う、死を予感させる凶悪なオーラを周囲に放ちながら駆けてくる死の狂戦士デスバーサーカーに対して、本能的な恐怖が刺激されたのだ。

（いくらなんでも……アインベルク卿であってもこんな化け物は……）

　ヴィアンカがそう思ってアレンを見ると、アレンは当たり前のように剣を抜くと死の狂戦士デスバーサーカーに向け歩き出す。四人はアレンが一切の気負いを出さずに歩いて行くのを見て驚愕する。

（こんな化物相手なのに、アインベルク卿に動揺は一切見られない……）

（まさか、この化物に勝てるというのか……）

（……まさか一人でやるつもりか？）

（せめて、助太刀を……）

　四人は動くどころか声を発することも出来なかった。その間にもアレンは死の狂戦士デスバーサーカーに近づいていく。両者の間に奇妙な間まが生まれているのを四人は感じていた。両者の間にはこれから殺し合いを行う様なピリピリとした緊張感は一切無い。ただ両者ともやるべき事をやるだけという雰囲気だったのだ。アレンはアンデッドの駆除、死の狂戦士デスバーサーカーは生者の殺害だ。

　四人は固唾を飲んでアレンと死の狂戦士デスバーサーカーを見ている。あと一歩でお互いの間合いに入るのを見て四人はそれぞれ喉をならした。

　アレンが突如動く。一瞬で死の狂戦士デスバーサーカーの懐に潜り込むと剣を横に薙いだ。

　シュパァァァァァ！！！！！！

　アレンの剣が死の狂戦士デスバーサーカーの胴を薙ぐとその傷口から瘴気が舞い散る。しかし、その傷口は一瞬で塞がると死の狂戦士デスバーサーカーは、剣を振りアレンの頭に大剣を振り下ろした。凄まじい斬撃であったが、アレンは難なく躱すと距離をとり死の狂戦士デスバーサーカーと再び対峙する。

　四人はアレンと死の狂戦士デスバーサーカーの攻防に見惚れていた。

（何だ？　今の攻防は……ほとんど見えなかった……）

（あの巨体であの動き……だが、アインベルク卿はそれすら上回る動きだった）

（信じられん……なぜあんな動きが出来るのだ）

（すごい……私とほとんど年も変わらないのに、どうやってあんな強さを……）

　両者の対峙はアレンの動きによって破られた。死の狂戦士デスバーサーカーはアレンの動きに合わせ剣を構える。

　アレンは死の狂戦士デスバーサーカーに構わず突っ込むと凄まじい斬撃を放つ。

　キィィィィィィン!!

　両者の剣が激しく接触すると澄んだ音が周囲に響く。アレンは打ち付けた剣を引くような事はせずにそのまま振り抜いた。

　するとアレンよりも遥かに巨体な死の狂戦士デスバーサーカーが大きく体勢を崩したのだ。

「そ、そんなバカな……」

　ヴォルグの口から信じられないものを見たという声が漏れる。膂力に自信のあるヴォルグであったが死の狂戦士デスバーサーカーの体勢を崩す事が出来るとはとても思えない。

　体勢を崩された死の狂戦士デスバーサーカーが体勢を立て直そうとするわずかな隙を見逃すような事をアレンはしない。アレンはその場で一回転すると死の狂戦士デスバーサーカーの剣を持つ右腕を肘から切断した。

　死の狂戦士デスバーサーカーの腕が、剣を持ったまま地面に落ちる。落ちた剣と腕が塵となって間もなく消滅すると、アレンは次の瞬間に横蹴りを放った。アレンの横蹴りがまともに死の狂戦士デスバーサーカーの腹に決まり、死の狂戦士デスバーサーカーは二メートル程の距離を吹き飛ばされ地面に着地する。

「すごい……」

　今度はロバートがアレンと死の狂戦士デスバーサーカーの戦いを見て、簡潔な感想を述べた。いや述べたというよりも洩れたというのがより正確なのかも知れない。他の三人も声こそ洩れていないが同様の感想だった。

　死の狂戦士デスバーサーカーはすぐに体勢を立て直す。アンデッドである死の狂戦士デスバーサーカーには痛覚も疲労もない。そのためアレンが右腕を斬り落とそうが、強烈な蹴りを見舞おうがダメージを受けた様には見えなかった。

　すると死の狂戦士デスバーサーカーの斬り落とされた腕が再生する。再生した腕には剣が握られており、先程のダメージは完全になくなったようである。

「再生した……」

「そ、そんな……」

　四人は死の狂戦士デスバーサーカーの腕の再生に大いに動揺したようだ。アレンが超人的な戦闘力を発揮し死の狂戦士デスバーサーカーにダメージを与えたと思っていたのにそうではないと思い知らされたからだ。

　しかし、戦っているアレンにとって腕の再生は想定内というよりも当たり前の事だ。それがわかっているために一切の動揺はない。

（やっぱりこのタイプは面倒くさいな）

　アレンは心の中で呟くと死の狂戦士デスバーサーカーとの間合いを一瞬で詰める。

　間合いに踏み込んだアレンは突きを放つ。腹に放たれた突きを死の狂戦士デスバーサーカーは身をよじって躱す。突きは最短距離で対象者に放たれるため、最速の技の一つと呼んでも差し支えない。その一方で攻撃の面が小さいために躱しやすいという弱点もある。

　アレンの突きは躱された事により大きな隙を生じさせてしまったと言えるだろう。

　……通常であれば、だ。

　アレンの突きは二段構えになっている。すなわち突きを躱されれば即座に横に剣を薙ぐようにしているのだ。そして今回の突きも躱されたからといってそれで終わりではない。アレンはそのまま剣を横に薙ぎ、再び死の狂戦士デスバーサーカーの胴を斬り裂いたのだ。

　斬り裂かれた死の狂戦士デスバーサーカーの胴からまたも瘴気が舞い散るが、先程同様に一瞬で傷口が塞がる。だが、ここからが先程と同じでは無かった。アレンにとって胴を薙ぐのは次の斬撃の予備動作にすぎない。アレンは前進し死の狂戦士デスバーサーカーの脇をすり抜ける。

　そしてすり抜け様に右脇から剣を入れると、そのまま左肩まで一気に斬り落とした。死の狂戦士デスバーサーカーの左肩から右脇までの箇所が斬り落とされる。斬り落とされた部位には頭部、右腕が含まれており、斬り落とされた部位は地面に落ちる僅かの間に塵となって消滅した。

「「「「やった!!」」」」

　アレンが死の狂戦士デスバーサーカーの首を刎ね飛ばした事で決着がついたと思った四人はほぼ同時に喜びの声を上げる。

　しかし、アレンはまったく警戒を解かない。まだ終わっていないことを知っているのだ。死の狂戦士デスバーサーカーの右腕、頭部が瞬く間に再生すると、アレンに向かって剣を振りかざし斬撃を放つ。

　だが、アレンは動じること無く死の狂戦士デスバーサーカーの剣を受け流すとそのまま手首を斬り落とした。またも死の狂戦士デスバーサーカーは剣を持ったまま地面に落ちる。

（やっぱり面倒くさいな……）

　アレンは心の中でぼやきながら死の狂戦士デスバーサーカーに斬撃を見舞う。手を斬り落とし、そのまま膝を断つとその場で一回転し死の狂戦士デスバーサーカーの首を斬り落とした。

　アレンの一連の動きには一切の隙というものが存在しない。手を斬り落とす。膝を断つ、首を一回転した斬撃で斬り落とす、というように一つ一つの技を三回放つというよりも。手を斬り、膝を切り、一回転して首を刎ねるというように一つの技に繋げることで隙を作らないようにしているのだ。

　死の狂戦士デスバーサーカーはそれぞれの部位を再生させると、再びアレンに斬りかかってくる。

（そろそろ…………終わらせるか）

　アレンは心の中で頃合いだと判断し、死の狂戦士デスバーサーカーにトドメを刺そうと決心する。アレンにしてみれば既定路線であり、まったく狙い通りに事が進んでいるのだが、見ている四人はそうではないようだ。

　四人は何度も再生する死の狂戦士デスバーサーカーに絶望した表情を浮かべている。何度斬っても再生する死の狂戦士デスバーサーカーは、四人にとって絶望するには十分すぎるアンデッドだったのだ。

　死の狂戦士デスバーサーカーが、剣を上段から振り下ろす。アレンは凄まじい速度で死の狂戦士デスバーサーカーの脇をすり抜け様に横薙ぎの一閃を放ち、背後に回り込むと、背後から死の狂戦士デスバーサーカーを貫く。

　アレンの剣は背中から入り死の狂戦士デスバーサーカーの胸部から突き出している。死の狂戦士デスバーサーカーが苦悶の表情を浮かべるのを四人は目撃する。その苦悶の表情も崩れていき、死の狂戦士デスバーサーカーは塵となって崩れ去った。

　四人ともその光景を呆然と見ている。首を刎ねても再生する死の狂戦士デスバーサーカーが胸を貫かれたからといって消滅したのが信じられなかったのだ。

　我に返ったヴィアンカがアレンに問いかける。

「アインベルク卿、教えてください。一体何をされたのですか?!」

「何をとは？」

　ヴィアンカの質問の意図を図りかねたアレンは戸惑いながら返答する。そこに他の三人も我に返るとアレンに質問を発する。

「首を刎ねても死なない死の狂戦士デスバーサーカーを斃したではありませんか!!」

「そうです!!　首、両腕、両足を切断してもすぐに再生するような不死身の化け物を斃したではありませんか!!」

「その剣に秘密があるのですか？　アンデッドを消滅させるための特別な秘密があるのですか？」

　四人の剣幕にアレンは戸惑う。

「「「「教えてください!!」」」」

　四人は声を揃えてアレンに懇願する。その様子を見てアレンは正直困っていた。別に特別な事をしているわけではなく、アレンは当たり前の方法でデスバーサーカーを斃しただけなのだ。特別な秘術によって斃したと思われるのはアレンにとって居心地の悪いものだった。

「え～と、落ち着いてください、別に特別な事などしていません」

　アレンが四人に死の狂戦士デスバーサーカーを斃した攻略法を語った。

　アレンの語った方法とはこういう事であった。

　アンデッドを斃す方法はただ一つであり核を破壊することだ。それは死の狂戦士デスバーサーカーとて例外ではない。

　死の狂戦士デスバーサーカーは瘴気によって体が形成されている。その瘴気は核から供給されているのだ。そのために、体を切断したところで核から瘴気が放出され、それが切断された部位を再生する。核から切り離された部位は瘴気の供給が無くなることで消滅することになるのだ。

　しかし、核に貯蔵されている瘴気は有限であり、再生すればするほど核に貯蔵された瘴気は消費される。見た目は再生したように見えても実際は瘴気を消費することで弱っていたわけである。

　アレンは死の狂戦士デスバーサーカーの各部位を切断していく事で着実にダメージを与えていったのだ。瘴気を消耗した最後の段階ではアレンはもはや勝利を確信していたぐらいである。

　アレンにとって特別な事でも何でもなく『弱らせてトドメを刺した』という至極まっとうな方法だった。

　説明を聞いた四人は目を丸くする。確かに弱らせてからトドメを刺すというのは正攻法と言える。

　だが、その相手は死の狂戦士デスバーサーカーだ。普通は弱らせる前に死の狂戦士デスバーサーカーの凶刃の餌食となる未来しか見えない。

　アレンは死の狂戦士デスバーサーカーとの戦いで終始圧倒していた。まったく危なげなく淡々と削りトドメを刺したのだ。

「え？」

　話を聞き終えたヴィアンカがアレンに向かって騎士の礼をとり跪く。アレンはヴィアンカの行動に面食らい呆けた声を出した。ヴィアンカの行動はあまりにも予想外だったのだ。

「どうか、私、ヴィアンカ＝アーグバーンを弟子にしてください!!」

「は？」

　さらにヴィアンカの口から予想外の言葉が発せられ、アレンはまたも芸の無い返答しか出来ない。

「今までのご無礼、お許しください!!　どうか私を弟子に!!」

　ヴィアンカの懇願にアレンの困惑が強まったが、さらに残りの三人の行動もアレンの困惑に拍車をかけた。

「どうか!!　私も弟子にしてください!!」

「アインベルク卿!!　どうか私にご指導賜りたく!!」

「私も弟子の末席に加えていただきたく存じます!!」

　四人の表情は真剣そのものであり、アレンをからかっているようにはまったく見えない。それ故にアレンは戸惑った。最初の「お前の命令なんぞ聞かない」宣言からこの変わり様だ。

「し、しかし、あなた方は年上でしかも近衛騎士です。私の元で修行する時間があるのですか？」

　さすがに年上を弟子にするというのは抵抗があったので、その事を伝えて弟子を思いとどまらせようとする。また近衛騎士の仕事に支障が出るというのはやはり問題だとアレンは思ったのだ。

　ところが四人の返答にアレンはまたしても面食らってしまう。

「それでは、私は近衛騎士を辞めます!!」

「私もです!!」

「アインベルク卿のご指導を受けられるとあらば、近衛騎士を辞める事に迷いはありません!!」

「近衛騎士ではアインベルク卿の弟子にはなれないというのなら、近衛騎士の地位こそ無用です!!」

　四人はあっさりと近衛騎士の座を捨てると断言したのだ。その思い切りの良さは四人の真剣さを表すものであった。

　元々、この国の騎士は強さを求める傾向が強い。四人が近衛騎士を目指したのも名誉欲が無かったとは言えない。だが騎士の本能として強さを求める欲求があるのも事実であったのだ。

　若くして近衛騎士となった彼らは、増長し名誉欲の方が強くなってしまったが、今回の武の結晶ともいうべきアレンの強さに、強さを求める本能が大いに刺激され名誉欲を心の中から追い出してしまったのだ。要するに四人はアレンに憧れてしまったわけである。

「アインベルク卿、我々は身の程を弁えず、傲り高ぶっておりました。しかしアインベルク卿の実力を知ってしまった以上、先程までの自分の無知さを恥じるばかりです。どうか、この無知なる私めを指導していただけませんでしょうか」

　ウォルターが頭を下げる。その様子を見て、残りの三人もほぼ同様に跪きながら頭をたれた。

　年上の騎士達にこうまで丁寧に頭を下げられると、アレンも無下には出来ない。

　本来、アレンは礼儀正しい青年であり、他者に対しては敬意をもって接するというのが彼の本来の姿である。アレンが無礼な対応をするのは、アレンと大事な者へ無礼を働いた報復の意味合いが強い。要はアレンに無礼な態度をとる報復のためにやっているのであって、自分から無礼を働くような事は決して無い。

　この四人は先ほどの無礼を心から謝罪している。ならばアレンもこの四人の評価を改めるのはアレンにとって当然すぎる事だった。

「弟子入りの件は、条件付きで認めましょう」

　アレンの言葉は四人に天啓のように響く。あとはその条件をクリアすれば弟子になる事が出来るのだ。

「その条件とは？」

　ロバートの声には、確かな決意が含まれている。

「あなた方の技量です。先程のあなた方の戦いぶりでは話になりません」

　アレンの言葉に四人は頷く。どう考えてもアレンと自分達では技量に差がありすぎるのだ。

「これから一ヶ月で強くなってください。一ヶ月後にその成長具合を見て、弟子にするかを決めたいと思います」

　アレンの言葉に四人は殴られたかのような衝撃を受ける。

　アレンが提示した期間はわずか一ヶ月しかない。それは四人にとって短すぎる期間だ。現時点での四人の技量はまったく合格点に、いや試験を受ける段階ですら無いのだ。にも関わらずアレンを納得させる技量をたった一ヶ月で身につけなければならないのだ。

　どれほどの鍛錬が必要か四人には想像も付かない。だが、泣き言を言っている時間は無い。やらねばならないのだ。

「「「「やります!!」」」」

　四人は迷うことなく答える。

「それでは、一ヶ月後にアインベルク家で試験を行うという事でよろしいですね」

「「「「はい!!」」」」

　四人は声を揃えて答える。

「それでは、見回りを続けます」

「「「「はい!!」」」」

　アレン達は、その後墓地の見回りを行うが、その日はアンデッドが発生する事なく無事に見回りを終えたのであった。

　アレンは弟子入り候補を得るという思いもよらない結果で今日の日課を終えた。





[image: ]






　国営墓地の見回りの次の日、ヴィアンカは日も昇らぬうちに起き出す。

　いつもヴィアンカが起き出す時間よりも二時間ほど早い。目的はもちろん修練のためだ。アレンの元に弟子入りするために納得させるような技量を身につけるのに、ヴィアンカは騎士団で行われる訓練だけでは満足できずに自分で時間を作り修練を課していたのだ。

　すでに二週間、一日も休むこと無くヴィアンカは修練を行う。そして、厳しい修練を行う事になったのはヴィアンカだけでなく、他の三人も同様だった。

　手早く準備をするとヴィアンカは家を出る。ヴィアンカは現在、実家を出てから部屋を借りて一人暮らしをしている。そのため、家事などをすべて行ってから休むためにかなり大変な生活をしているのだが、不思議とヴィアンカには疲れがなかった。

　修練場に着くとすでに三人は集まって準備運動をしている。

「遅れてごめんなさい」

　ヴィアンカが謝ると三人は笑う。

　元々、四人はお互いにアインベルク邸に派遣される前はそれほど仲が良いわけでは無かったのだ。もちろん、悪いというわけでは無かったのだが、せいぜい職場の同僚という意識しか無く、食事を一緒にするなどと言う事も全くなかった。

　ウォルターとヴォルグは既婚者で家庭があるのだが、新妻達は二人が朝早く出かけるのにまったく不満はない。それというのもこの生活を続けて二週間で二人は妻に対する感謝の念を包み隠さず表現するようになった。

　今までは妻が夫を支えるのは当然の事と思っていたのだが、自分がこれほど修練に集中できるのは妻が身の回りの事をしてくれているからであり、それがどれだけ恵まれている事なのかを理解したのだ。いつもの家事に加え、夜明け前に修練に出かける夫のために朝早く弁当を作ってくれる姿勢に対し二人は感謝してもしきれなかった。

　またロバートは未婚であったが幼馴染みの婚約者と来年結婚予定だ。ロバートも婚約者に対して感謝の気持ちを表すようになり、二人の絆はどんどん深まっていっている。

　ちなみにヴィアンカは未婚で、しかも婚約者どころか恋人すらいない。ヴィアンカは美人なために声をかけてくる者はいるのだが恋愛にまで発展しないのだ。

　現在の四人の関係は知人、友人を越えて戦友の域まで達していると言って良かった。

「ああ、全員揃ったし始めようか」

　ウォルターが言うと全員、訓練用の木剣を取り出し素振りを始める。四人は一ヶ月という期間で新しい技術の習得をすることを放棄するとひたすら基礎訓練にいそしんでいた。

　基礎を徹底的に鍛え直すこと……これが四人の出した答えだった。意識して基礎訓練にいそしむうちに四人はある事に気付く。

　何に気付いたかというと、じっくりと基礎訓練を行うと今までよりも遥かに疲れたのだ。たとえば素振り一〇〇回の基礎訓練にしても、これまではただ木剣を一〇〇回振っていただけだった。いわば素振りをするというのは技量を上げるための手段であったのに、いつの間にか目的となっていたのだ。

　四人はその事に気付くと一回一回の素振りを念入りに行うようになっていた。僅か一〇〇回の素振りに一時間半をかけるようになり、同僚達には呆れられたのだが、四人はそんな声はまったく気にすることなく時間をかけて素振りを行った。

「う～む……みんな、おかしいところはないか？」

　ヴォルグが三人に声をかけて素振りを行う。三人は手を止めてヴォルグの素振りに対して意見を言う。四人で修練を積むようになってこういう類のやりとりが圧倒的に増えた。

「軸がぶれてるぞ」

「ああ、そろそろ疲れが出始めたといったところだな」

「私も二人の意見と同じだけど、ヴォルグは何か気にかかるところがあったの？」

　三人の言葉にヴォルグは首を傾げる。

「いや……それがわからないんだ。何かしっくりこないという感じなんだけど……」

　ヴォルグの言葉に三人は頷く。三人も少しずつだが素振りをしていてしっくりこないという事を感じるようになってきたのだ。

「ああ、俺もそう感じる事がある」

「俺もだ」

「私もよ」

　三人の返答にヴォルグも安心したような表情を浮かべる。四人はアレンの斬撃と自分達の斬撃が違うという事に気付いていた。だが、その違いが自分達にはどうしても理解できなかったのだ。

　そして、それが四人をたまらなく不安にさせ、再び集中した基礎修練に駆り立てるのであった。
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　アレンとの見回りから一ヶ月が経過した。今日はあの四人の弟子入り試験の日である。

　アインベルク邸にやってきた四人は、一様に緊張した表情を浮かべてアレンを見つめていた。

　アレンは四人に試験の内容を告げる。

「試験の内容を伝えます。ここに控えるアインベルク家の家令であるロム＝ロータスと立ち会ってもらいます」

　アレンがそう言うと、傍らに立っていた初老の紳士が一歩前に進み出て見事な一礼を四人に向ける。

「ロム＝ロータスでございます。本日は精一杯勤めさせていただきます」

　ロムの挨拶に一切の威圧感は感じられない。しかし、四人は揃ってロムに気圧されていた。目の前の初老の紳士が底知れない実力者である事を察したのだ。

「あと、ロムに勝つことが合格の条件ではありません。ロムとの戦いでみなさんの実力を見て、合否を出したいと思います」

「「「「分かりました!!」」」」

　四人は声を揃えてアレンに返答する。四人は、この試験の相手であるロムの実力をアレンの言葉からほぼ正確に理解した。アレンは『勝つこと』が条件ではないといった。逆に言えば、アレンは四人がロムに勝つことは出来ないと思っているのだ。

　しかし、四人はアレンのこの言葉を侮辱と捉えない。むしろ一目見たときの底知れない実力を感じた、自分達の感覚が正しかった事が証明されたという思いだった。

「ではロム、頼むよ」

「はい、承知いたしました」

　アレンの言葉にロムは静かに答える。

「それでは、皆様方始めましょう」

「では、誰から……」

「四人まとめてで結構ですよ」

　ロムは何でもないとばかりに告げる。この初老の家令が自分たちが近衛騎士であることを知らないわけがない。ということは近衛騎士四人を同時に相手にする実力が自分にあると確信した上での言葉ということだ。

　その事を察すると四人に緊張が走る。
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　四人は訓練用の木剣と盾を構えるとロムの周囲に散る。アレンやロムの目からは四人の動きには無駄、隙があったのだが、それでも一ヶ月前とは明らかに違う動きである事にアレンは気付いた。

「では……」

　そう言うとロムは動く。右側にいたウォルターとの距離を一瞬で詰めると、ウォルターの盾を内側からはじく。するとウォルターの顎が丸見えになる。ロムはその隙を見逃すことなく左掌で顎を打ち抜いた。ロムの左掌打をまともに受けたウォルターはあっさりと意識を手放すとそのまま倒れ込む。

（ウォルターが……そんな）

（この人も化け物か!!）

（何、今の動き……あり得ない）

　三人はウォルターがあっさりとやられた事に動揺するが、動揺を表に出すこと無くロムに襲いかかった。

　ロバートとヴィアンカがロムを前後から挟み撃ちにして攻撃を放つ。だがロムは二人に対処するのでは無く、横にいるヴォルグとの間合いを潰しにかかる。その動きにロバートとヴィアンカはロムを見失ってしまう。二人の目にはロムが煙のように消えたようにしか見えなかったのだ。

　一瞬後にはロバートとヴィアンカも見失ったロムを視界に捉えるが、その時には体勢を崩したヴォルグの鳩尾に拳がめり込んでいた。ヴォルグは糸の切れた人形のように倒れ込む。

（二人があっさりと……）

　この短時間にウォルターとヴォルグが敗れた事に残りの二人は戦慄する。自分達とは次元の違う実力者であることを思い知らされるが、二人にはここで降参という選択肢は無かった。

　ロバートはロムに向かい木剣を振り下ろす。速度といい鋭さといい、一ヶ月前とは雲泥の差であるが、ロムはその手をあっさりと掴む。

（え？）

　ロバートはロムに腕を掴まれた瞬間に一回転して地面に落ちる。地面に落ちるまでの短すぎる時間に、ロバートは突然視界が乱高下したのを感じるが、それが何なのか認識できない。受け身を取り損ねたロバートは頭に強い衝撃を感じてすぐに意識を手放した。

（あ、あれは……アインベルク卿の……）

　ロムの投げ技を見てヴィアンカはゴクリと喉をならした。一ヶ月前にアレンがスケルトンを投げ飛ばした不可思議な投げ技をロムが使用したのだ。

　ヴィアンカの戦慄が解ける間もなく、ロムは間合いを詰め、左手をヴィアンカの前にかざした。その瞬間、衝撃がヴィアンカを襲う。膝から力が抜けヴィアンカは気絶した。

「アレン様、終わりました」

　ロムは息一つ乱すことなく四人を制するとアレンに終了を告げた。




「ありがとう。ロム、四人を介抱してやってくれ。それから四人が目を覚ましたら執務室に来るように伝えて欲しい」

「かしこまりました」

　アレンはそういうと執務室に向かう。ロムは気絶した四人を介抱し始めるのであった。

　介抱され目が覚めた四人は、自分が置かれた状況を即座に理解し項垂れていた。

　一ヶ月間、死ぬ気で訓練したのに、ロムという家令になんら抵抗出来なかったのだ。せめて、もう少し抵抗できていればアインベルク卿にアピールできたかもしれない。しかし試験はすでに終わっていたのだ。

　その事に気付いた四人を後悔の念が襲う。

　何故自分は、日頃の訓練を真剣にやらなかったのか……。

　何故自分は、基礎を疎かにしてきたのか……。

　何故自分は、時間を無駄にしてきたのか……。

　何故何故何故……そんな思いが四人の心を占めている。自分が無駄にした時間の大きさを理解した四人はさらに項垂れる。

「皆様、アレン様がお呼びでございます」

　ロムが四人に声をかける。四人は正直、不合格を言い渡されると思い心が重くなったが、それでも行かなくてはならないと、重い足取りのままアレンの執務室へ向かった。

　執務室に入った四人を迎えたアレンの顔には、意外にも満足そうな表情が浮かんでいた。

　その顔を見た時に四人は、アレンの満足そうな表情から期待半分、不安半分の気持ちになった。期待は合格したことを喜んでくれているという考えから、不安はアレンが自分達を嫌っており、不合格になった事を喜んでいるという考えからだ。

　普通に考えればアレンがそこまで意地の悪いことをするはずは無いのだが、試験でまったく良いところを見せることが出来なかった四人としてみれば、そう考えるのも無理もない事であった。

「弟子入りを認めます」

　そこにアレンから四人の最も欲しかった言葉が発せられる。アレンの言葉の意味を理解しても、戸惑いがあまりにも大きく四人はアレンに疑問を呈する。

「え？　しかし、我々はそちらの方に為す術もなく……」

　ウォルターの言葉にアレンはにこやかに返答する。

「ロムに負けたのは恥ずべき事ではありません。実は私に体術を仕込んだのはロムなんですよ。現在でも、私は無手ならばロムに三本のうち一本しか取れません。ロムは徒手空拳では、私以上の実力者なんですよ」

「え…………」

　アレンの言葉に四人は絶句する。強いというのは当然察して、体験もしたのだがまさかアレンと同程度の実力者とは思ってもみなかったのだ。同時に自分達四人をあしらった実力は全く本気でなかった事を知る。しかし、四人には同時に疑問が生じる。自分達はまったく実力を付けたことをアピール出来なかったのに、どうして合格できたのだろうかという疑問である。

「しかしアインベルク卿、なぜ我々は合格できたのですか。成長の度合いを何一つ見せることは出来なかったというのに……」

　ロバートはアレンに疑問を投げかける。そして、それは他の三人の声の代弁でもあった。

「いえ、あなた方は一ヶ月前よりもはるかに強くなっています」

　それに対してアレンは断言した。その事に四人は首を傾げる。

「一ヶ月前のあなた方なら、ロムがまとめて戦うと言ったときに怒り狂ったでしょう。もしくは侮辱されたと感じたはずです。ところが、今回はそういう怒りを表に出さず戦いました。一ヶ月前には見られなかった進歩といえます」

　続けて告げられるアレンの言葉に四人は黙って聞き入る。

「よって成長を認め、弟子入りを認めたというわけです」

　アレンの言葉に四人はようやく合格したという実感が湧き出てくる。

「……ありがとうございます」

「ありがとうございます」

「……ひっく……ありがとうございます」

「うう……良かった……弟子入りを許してもらえて……」

　アレンに成長したと認めてもらった事が、四人には嬉しかった。今まで無駄にした時間を取り戻すためにも頑張らなければならない。偉大なる自分たちの師匠に近づくためにも、今まで以上の修練を積まなくてはならないと自然と思えた。

「ロム、この四人にお前の技術を仕込んであげて欲しい。少なくとも墓地の見回りに連れて行けるぐらいの技量に仕上げて欲しい」

「承知しました。アレン様」

　恭しくロムがアレンに礼をする。

「さて、あなた方は私の弟子という事になるけど、それと同時にロムの弟子という事にもなります」

「「「「はい!!」」」」

　アレンの言葉に四人は一斉に返事をする。アレンという師だけではなく、ロムという師も得ることが出来た事に四人は嬉しさしか無い。

「ロムも私の体術の師である事を考えると、あなた達は弟弟子、妹弟子ということにもなります」

「「「「はい!!」」」」

「修練中は、私はあなた達に敬語は使いません。しかし、修練以外の時間では年上であるあなた方に敬語を使う事にしますけどそれで良いですか？」

　アレンの言葉に四人は戸惑う。むしろ修練以外の時間も敬語など必要は無いと考えていたのだ。

「年上の方に敬語を使わず話すというのは私が辛いので、ご理解くださいますか」

　アレンがここまで言った以上、四人も折れざるを得ない。

「「「「わかりました」」」」

　アレンは四人の返事を受けてさらに続ける。

「それからセオドアさんにはあなた達の弟子入りはすでに許可をもらってありますので、近衛騎士の任務に支障がないように上手く調整してください」

　このアレンの言葉に四人は驚く。すでに許可をもらっていると言う事は、アレンは自分達の努力を知っていたと言う事に他ならない。その事に気付いた時、四人の心に嬉しさが湧き起こった。

「「「「はい!!」」」」

「最後に私の事は『アレン先生』、ロムの事は『ロム先生』と呼んでください」

　アレンの言葉に四人は頷く。

　こうして、アレンに弟子が四人生まれた。

　アレンには墓地管理の仕事に加え、弟子育成の仕事が加えられることになったのだった。
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　バン!!

　凄まじい勢いで扉が開け放たれる。開け放たれると同時に部屋に飛び込んでくる人影があった。

　部屋の主であるローエンシア王国国王のジュラス＝ローエンは、あまりにも想定外の出来事に驚いたようだった。

「お父様!!　答えてください!!」

　国王の私室に怒鳴り込んだ不届き者は、ジュラス王の愛娘であるアディラ＝フィン＝ローエンである。普段のアディラはその可愛らしい容姿と朗らかな人柄で、国王の私室に怒鳴り込むような事は決してしない。

　彼女を知る者はアディラがそのような行動をとるなど完全に想定外の事だった。

　ジュラス王はアディラがここまで興奮している理由に思い至らず戸惑っている。いや、アディラがここまで突飛な行動をとるのはアレンに関する事しかないのだが、アレンが何かしたという話は一切掴んでいないので戸惑っていたのだ。

「ど…………どうしたアディラ？　そんなに慌てて…………」

　ジュラスの姿に普段の名君という雰囲気は一切無く、ただ娘の奇行に戸惑う父親のものであった。

「どうしたも、ないです!!　お父様、フィアーネというのは誰なんです!!」

　アディラの口から出たフィアーネという人物の名前にジュラスは聞き覚えがあった。

「フィアーネ？　……ああ、ひょっとしてアレンの友人のフィアーネ嬢か？」

　記憶の引き出しから、ジュラス王は引っ張り出した名前を愛娘に告げる。

「そうです!!　そのフィアーネという方のことです!!」

　ジュラス王の言葉にアディラのボルテージはさらに上がる。その様子にジュラスの顔は引きつっていた。

　国王として数多くの困難に立ち向かい、それらを退けてきた稀代の名君が明らかに愛娘の剣幕に狼狽していたのだ。

「アレンお兄ちゃんとそのフィアーネさんはどんな関係なんですか!!」

「落ち着けアディラ」

「これが落ち着いていられますか!!　アレンお兄ちゃんの周りに女の子がいるなんて！」

　アディラのボルテージは上限知らずで上がっていく。だが、次の瞬間にはアディラの表情は一気に絶望そのものに変わる。

「ま……まさか、その女性はアレンお兄ちゃんの……恋人？」

「お……おい、アディラ……」

「そんな、まさか、すでにあんな事を……ふぇ～ん」

　自分の想像により、アディラの目から涙が溢れ出し、子どものように泣き始めた。

　怒り狂っていたと思えば次はいきなり泣き始めたアディラに対してジュラスの戸惑いは強まる一方だった。

　アディラは幼い頃から我が侭を決して言わず、王族としての意識を常に持っていた。そのアディラがここまで情緒不安定になるとは、ジュラス王にとって想定外のことであった。

「落ち着け、アレンとフィアーネ嬢は恋人同士ではないぞ」

「え？」

　ジュラス王の言葉を聞いたアディラは一瞬で涙を止めると顔を上げる。

「本当だ、前に報告文書にフィアーネ嬢の名前が出ていて聞いてみたのだが、恋人ではないと主張していたぞ」

　ジュラス王の言葉を聞き、アディラは一瞬で笑顔になった。しかし、それも一瞬であり再び不安げな表情を浮かべる。

「お父様、その話はいつの事です？」

「確か……三ヶ月ぐらい前だったな」

「三ヶ月も前なんですか!!　お父様、なぜその時に私に教えてくれなかったんですか!!　その間にアレンお兄ちゃんとそのフィアーネさんが恋人になってたらどうするんですか!!」

　再び感情を爆発させたアディラに、ジュラスはすっかり及び腰になってしまう。

「まさかお前がここまでアレンに懸想していたとは……」

「う、べ……別にアレンお兄ちゃんとは……その……」

　父親に冷静に言われたことで、自分の今までの言動が常軌を逸していたことに思い至り、アディラはしどろもどろになった。その様子をジュラスは微笑ましく思う。

「アディラ、正直に答えなさい」

「は……はい、お父様」

「お前は私がアレン以外の者に嫁げと言えばどうする？」

「自害します」

　ジュラスの問いにアディラは即答する。もちろん、アディラも王族の立場を十分に理解した上での返答であった。王族という存在は個人的な事情よりも国のことを優先しなければならない。

　だが、アディラはそれを理解してなお、アレン以外の者に嫁ぐのはどうしても嫌だったのだ。どうしても避けられないというのなら自害して果ててしまおうと思っているのは本心からの事である。

「それなら、アレンなら良いということだな？」

「もちろんです!!　アレンお兄ちゃん以外の方に嫁ぎたくありません」

　その答えを聞いてジュラス王は笑う。王族の娘なら生まれたときから婚約者がいるのも珍しくない。アディラは現在一五歳、普通であればとっくに婚約者が決まってなければおかしい年齢だ。

　実際に、アディラには結婚話は掃いて捨てるほど持ち込まれている。他国の王太子、公爵家の令息などそれこそ呆れるほどだ。だが、ジュラスはそれをすべて断ってきた。アディラの気持ちにうすうす気付いていたからである。そして今日、アディラの気持ちを確信した。

　そして、この恋は父親として娘の幸せを求める点で嬉しいし、国王としても国益にかなうものであった。アディラがアレンと結婚すれば、ローエンシア王国につなぎ止めることが出来るのだ。

　となるとむしろアディラの恋を邪魔するという選択肢はジュラスにはない。

「ではアディラ、改めて確認することがある」

「はい、なんでしょう」

「お前とアレンは恋仲か？」

「いえ……残念ですがアレンお兄ちゃんと恋仲ではありません」

　ジュラス王の問いかけにアディラは残念そうに返答する。

「そうか、それではまずアディラ、お前はアレンと恋仲になれ」

「もちろん、そのつもりです!!」

　次いで言われたジュラスの言葉にアディラは即答する。この段階でジュラスがアレンとアディラの仲を応援してくれている事を察する。

「でも、お父様一つ確認させていただきたいことがあります」

　そこにアディラがジュラス王に尋ねる。アディラの言葉をジュラスは静かに待つ。

「その、なぜ国王としての権力を使わないのです？　王家と男爵家の力関係から言えば、断ることは出来ないはずです」

　アディラの質問だが本当の所はアディラもわかっている。だが、わかってもなお聞かずには居られなかったのだ。

「簡単なことだ。アレンに権力を背景に意思を変えさせることは決して出来ん。もし無理を通そうとすれば、あの男は間違いなく国を出奔する。それはお前も分かっているだろう？」

　ジュラス王の返答にアディラは頷く。完全にジュラスの意見はアディラと同じだったのだ。

「確かにアレンお兄ちゃんならそうしますね」

「だからこそ、アレンを射止めるにはお前自身の魅力で勝負しなければならんのだ」

　ジュラスの言葉にアディラは頷く。

（その通りだ、アレンお兄ちゃんは絶対に権力に屈することはない。誰よりも貴族らしくないのに、貴族よりも誇り高いのがアレンお兄ちゃんなのよ）

「お父様!!　私、アレンお兄ちゃんの心を必ず掴んで見せます!!」

　アディラの目に闘志にも似た炎が宿る。アディラの恋路の最大の障壁であった父親を超えたことで、アディラの決意は完全に固まった。

（よ～し!!　アレンお兄ちゃんの隣に座るのは私よ!!　負けないわよフィアーネさん!!）

　アディラはまだ見ぬフィアーネに心の中で宣戦布告を行った。
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　その日は天気が良く風も暖かであり、アレンはアインベルク邸でのんびり過ごしていた。アレンはのどかな日に自室で読書にいそしむというのが好きだった。

「うん……今日は平和だ。キャサリンが淹れてくれたお茶と茶菓子を楽しみながら読書……贅沢な一日だ」

　アレンの口から穏やかな一日を喜ぶ声が漏れる。ところが、この平和は突然終わりを告げた。

　バン!!

　自室のドアが破壊されるかのように、荒々しく開け放たれたのだ。あまりの事にアレンは呆然としてしまう。

「私よ!!」

　扉を開け放った人物は、そう高らかに宣言する。アレンの自室に襲来したのは、トゥルーヴァンパイアのフィアーネ＝エイス＝ジャスベインである。

　相変わらず黙って立っていれば美少女である。光沢を持つ銀髪にルビーの輝きを持つ神秘的な瞳、整った顔、抜群のプロポーションと容姿に文句の付け所は一切無いのだが、人の話を全く聞かない所と、勢い余って物を破壊する所と、残念な思考を持つ所という欠点が、容姿のプラス点を時にはゼロどころかマイナスにしている。

「お前さ……、一応聞いておきたいけど行儀悪いとか言われたことない？」

　アレンの口から何かを諦めたかのような声が発せられる。

「昔はお父様達に言われてたけど、最近は言われなくなったわ。マナーを完璧に身につけたという事ね」

　対してフィアーネは、アレンに会えて嬉しいのか弾んだ声である。アレンもフィアーネと話すのが、決して嫌だというわけでは無い。勢い余って物を壊さなければフィアーネは素晴らしい少女なのだ。

「家族がサジを投げただけだろ」

「違うわよ、私のマナーが完璧になったのよ」

「じゃあ、その完璧なマナーを常に発揮できるようにしてくれないか」

「してるじゃない？」

　アレンのツッコみに対し、フィアーネはさも不思議そうに返答する。その妙に自信たっぷりな言葉にアレンは小さくため息をつく。

（いい加減こいつを外に出すのは、ジャスベイン家にとってマイナスにならないか？　もうちょっと、フィアーネの家族は頑張るべきではないのだろうか…………）

　アレンはフィアーネの家族に対して心の中で文句を言う。一度フィアーネの両親に会ったが、やっぱりフィアーネの両親らしく中々ぶっ飛んだ方達であった。兄のジュスティスもぶっ飛んでいたのだから、この性格はジャスベイン家の家風なのだろう。

「で？　お前何しに来たの？　前に昼間来いと言ったら、イメージを守るために夜に来るとか言ってなかった？」

「そうなのよ、確かに夜に登場するのがヴァンパイアのあるべき姿なんだけど、よく考えたら、別にヴァンパイアと人間の姿形に違いはないんだから、イメージを崩すこともないと思ったわけ」

　アレンの皮肉に対して、フィアーネは自信たっぷりに持論を展開する。その態度はいっそ潔いと褒めるべきなのか、それとも節操が無いと責めるべきなのかアレンには判断がつかない。まぁ責めたところでフィアーネはサラリと聞き流すだろうから、どっちみち意味が無い事には変わりない。

「なるほどね……まぁ言いたいことはあるけど後にするわ。で、何しに来たの？」

「これよ!!」

　アレンの問いかけにフィアーネは、空間に右手を突っ込み、一本の剣を取り出した。

　これはフィアーネの空間魔術である。フィアーネの空間魔術はジャスベイン家の倉庫に繋がっており、容量の問題はあるものの、剣程度の容量ならば、何の問題も無く出し入れすることが出来るのだ。

　フィアーネは取り出した剣を鞘から抜き放つとアレンに見せる。その剣は一メートルを超える長剣で、剣の中心に直径二センチほどの穴が六つ等間隔に空いていた。刀身の色は黒であり、その黒も黒曜石のように輝くような黒ではなく、血が変色したようなどす黒い黒であった。一目見て、何かしら曰く付きの剣であることが窺える。

「なんか、不気味だな」

「まぁね、これって魔剣だもん」

　フィアーネの言う『魔剣』とは、何かしら特別な能力が施された剣の事である。その能力の範囲は広く、炎や雷を纏った剣もあれば、斬った者を呪うものなどもあり幅広い。フィアーネが持って来たこの魔剣もその毒々しい刀身から、あまり健全ではない力が宿っている感じがする。

「魔剣か～。また縁起でもないものを……」

「まぁ、そう言わないでよ、これは『魔剣ヴェルシス』よ、アレンも聞いたことあるんじゃない？」

「魔剣ヴェルシスってあの魔剣ヴェルシスか？」

「そう、あの魔剣ヴェルシスよ」

　フィアーネの言う魔剣ヴェルシスは、斬った者の生命力を吸い取り己のものにする力を持つという魔剣である。

　そのような力を持つ能力には当然ながら副作用があり、この魔剣の使用者は精神に異常をきたし、血を求め虐殺を行ってしまうという例が過去に多々あったのだ。

　色々なおとぎ話に登場するため、ローエンシア王国でも有名な魔剣の一本であった。

「そんな縁起の悪いものを持ってくるなよ」

　アレンの口からフィアーネに文句が発せられる。実際に精神に異常を来す魔剣など持ってこられれば文句の一つも言いたくなるというものである。

「まぁそう言わないでよ、この剣ずっと昔からうちの倉庫で眠っていたんだけど、お父様に頼んで譲ってもらったの」

「おいおい、なんでお前が魔剣を欲しがるんだ？　お前、剣術は性に合わないとか言ってたろ」

　フィアーネの言葉にアレンは疑問を呈する。フィアーネの無手での戦闘力はアレンを上回る。アレンも凄まじい実力者ではあるが、フィアーネには及ばないと思っていた。

「まぁ、私も剣術は嗜み程度なんだけど、試してみたいことがあるのよ」

「試してみたいこと？」

　フィアーネの返答の『試してみたい』という単語にアレンは食いつく。アレンは性格的に色々と試すという事を好む研究者気質の所があるのだ。アレンの食いつきにフィアーネは満足そうに語り始める。

「うん、この魔剣って斬った者の生命力を、自分のものにするっていう魔剣でしょ。アンデッドを斬ってみたらどうなるか試してみたいのよ」

「ほう……」

　フィアーネの言葉にアレンは興味深いという表情を浮かべる。

「常識的に考えて、アンデッドを斬ったところで生命力が無い以上、何の効果も無いと思うんだけど……一度試してみたいのよ」

「なるほど、確かに常識的に考えれば意味がないだろうけど、アンデッドだって擬似的な生命なのだから、吸い取れるかもしれないな」

　アレンの言葉に完全に気を良くしたフィアーネは、嬉しそうに言葉を続ける。

「でしょ！　そういうわけで実験につきあって欲しいの♪」

「よし、面白そうだ。今夜さっそく実験してみよう」

「ありがとう。今夜が楽しみ♪」

　アレンの賛同が余程嬉しかったのだろう。フィアーネの顔は笑顔に彩られる。

（うん、相変わらず見惚れる笑顔だな）

　フィアーネの笑顔にアレンは少し心が躍るのを感じる。フィアーネのような美少女の笑顔を見て不快になるような感性では無いアレンは、当たり前の様に見惚れていたのだ。

（まぁ、魔剣を使ってアンデッドと戦うだけだから、そんな変な事にはならないだろ……）

　アレンはそう考えると今夜の実験が楽しみになっていた。

　だが……

　後にアレンは、この実験を軽く考えていたことを後悔することになる。
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　夜になり、アレンとフィアーネは日課の墓地の見回りに出発する。

　フィアーネは機嫌良さそうにアレンの隣を歩いている。執事のロムが食事を勧めてくれたおかげで、アレンと一緒に夕食をとれた事と、キャサリンの料理が非常に美味しかった事が、機嫌の良い理由である。

　フィアーネはアレンの腕に抱きついてくる。アレンはフィアーネの柔らかい感触を腕に感じると顔を赤くした。

「おい、フィアーネ離れろよ」

　アレンはテレのために、ややつっけんどんな言い方になったのだが、フィアーネ自身は意に介すること無くそのまましがみついている。

「ふっふふ～、アレンたらテレないで良いのよ♪　墓地に入ったら離れるからそれまでは良いじゃない」

　フィアーネの言葉にアレンは困る。フィアーネのような美少女に抱きつかれるのは、初心なアレンにとってかなりハードルが高いのだ。かといってフィアーネは、基本的に人の苦言を自分好みに脳内で変換するので、説得は一苦労なのだ。

（まぁ…………墓地外でアンデッドは基本発生しないから良いか）

　アレンはそう判断すると、フィアーネにしがみつかれたまま国営墓地まで歩く事になったのである。

　国営墓地の門を開け、いよいよ墓地に入る段階になってフィアーネはアレンから離れる。フィアーネは、何だかんだ言ってＴＰＯを弁えるのだ。国営墓地はアレンにとって仕事場だ。しかもアンデッドが徘徊するような危険極まる場所であり、そこで油断などは一切しないのだ。

　それはフィアーネも同様であり、二人の実力が凄まじく高くても油断をすれば危険である事を理解している以上、決して油断することはない。

「フィアーネ、俺の話をまずよく聞いてくれ」

　そこにアレンがフィアーネに注意事項を伝えるために口を開く。先日の教師達の厳しい指導により、アレンはフィアーネとうまく協力する方向に方針を変更したのだ。その事を伝えようと思ったのだが、フィアーネの脳内では別の化学変化が起こったらしい。

「愛の告白ね♪　もちろん私の返事はイエスよ♪」

　フィアーネはものすごく良い笑顔でアレンに返事をする。ちなみにアレンは愛の告白をするなんて事は一言も言ってないどころか、雰囲気の欠片も出していない。

　しかし、フィアーネの中では何故かアレンの愛の告白となっていたのだ。残念令嬢の面目躍如と言ったところだ。

「子どもは二人は欲しいな♪　男の子と女の子の一人ずつ♪　きゃ～アレンのエッチ～♪」

　フィアーネの妄想が長くなりそうだったので、アレンはフィアーネの目を覚まさせるためにデコピンを放った。ベチィ!!　という音が鳴り響いた事からも、容赦というものを忘れていたことが分かる。

「痛いじゃない!!　私はか弱い女の子なのよ!!」

　あまりにも過激なアレンの行動にフィアーネは抗議の声を上げる。

「すまない、あんまりムカついたものだから……つい。女の子にやるレベルじゃなかったな。ああ、それから、お前はか弱くはないぞ」

　流石に女の子にやるような威力では無かったため、アレンはフィアーネに謝罪する。誠意ある謝罪かと言われれば微妙なのだが、一応謝罪をしたことに違いはない。

「どういう愛情表現よ、アレンたら好きな子を虐めたくなる小さな子どもみたいね」

「もう一発いっとくか…………」

　フィアーネの斜め上の解釈に、アレンはもう一発やっておくべきと判断するとデコピンの素振りを始める。

　ビュン!!　ビュン!!

　アレンのデコピンの素振りからは、剣を振り回しているような音が発生している。さすがに威力が大きすぎると判断したのか、フィアーネはしおらしく答える。

「ゴメン、本当に痛かったから、で何？」

　しおらしく答えるフィアーネにアレンは素振りを止めると、「頼むぞ」という感情を込めた視線をフィアーネに送る。

「ああ、お前が戦うといつも墓地の施設が壊れるんだ。だから施設を壊さないように戦ってくれ」

「…………大丈夫よ」

「なんだ？　その微妙な間は？　それからこっち向け!!　俺の目を見て大丈夫と言え!!」

　フィアーネの態度にアレンは不安を刺激され、念押しする必要性にかられる。

「ダイジョウブデスヨ」

　フィアーネの次の『大丈夫ですよ』はとんでもない棒読みであり、アレンは自分の考えが正しかった事を確信する。

「なんだ、その棒読みは!!　いいか、とにかく施設を壊すなよ!!」

「わかったわ。壊さないよう頑張るわよ」

　物を壊さないように頑張らなくては駄目だというのも中々変な話ではあるが、とりあえず物を壊さないように意識付けさせることに成功したと思い、アレンはとりあえずここはこれで納得すべきだろうと考える。

　注意喚起は終わり、アレンとフィアーネは墓地の見回りを始める。アレンとしてはかなり不安だったのだが、このまま行くしか無いのだ。

　見回りを始めてしばらくすると、アレンはスケルトンソードマン、スケルトンが二体ずつ徘徊しているのを発見する。スケルトン達はキョロキョロと周囲を見回しており、どうやら生者を探しているようであった。

「フィアーネいたぞ」

　アレンの言葉にフィアーネは頷く。

「うん、アレン、さっそく実験開始よ!!」

「おう!!」

　アレンとフィアーネは四体のアンデッドに向け歩き出す。アレンは前回と違い、じっくりとアンデッドに対処するつもりだったのだ。なにしろ今回はフィアーネの実験とアレンがフィアーネへ指示するための練習の場だったからだ。

　アレンとフィアーネは歩きながらそれぞれ剣を抜き放った。アレンはいつもの剣であり、フィアーネはもちろん魔剣ヴェルシスである。

　アンデット達四体は、悠然と歩いてくるアレン達と対照的にガチャガチャと駆けてくる。

　まずフィアーネが動き、間合いを一瞬で詰める。その技量に対しアレンは素直に賞賛した。

　フィアーネの動きはただ速く動くという身体能力だけでは無い。視線、呼吸、意識によって極限まで動きの無駄を無くし相手に悟らせないのだ。並みの、いや一角の実力者であってもいつの間にか懐に入られ気付く間もなく打ち倒されてしまうだろう。

　フィアーネは無手での戦闘を得意としているが、今回は剣である。嗜たしなむ程度という本人の申告だったが、剣を振るわれたスケルトンは体ごと核を切断されて塵に帰る。これで嗜みというのだから驚きである。

　一体のスケルトンを斬り伏せてから、フィアーネはしっくりこないような表情を浮かべる。アレンはその表情に内心首を傾げるが、フィアーネは残り三体のスケルトン達をそれぞれ一振りで斬り伏せた。

　最後の一体のスケルトンはフィアーネの斬撃を防ごうとしたがフィアーネの剣は関係ないとばかりにそのまま剣ごとスケルトンを両断する。四体のスケルトン達は瞬く間にフィアーネに斬り伏せられ消滅した。

　フィアーネの表情に一体目のスケルトンを斬り伏せたときのような「あれ？」という表情が浮かんだ。アレンはその事が気になったのでフィアーネに尋ねる。

「どうしたフィアーネ？　何か違和感があるのか？」

「う～ん、違和感があるというかないというか……」

　フィアーネにしては珍しい反応だった。フィアーネは質問には、はっきりと答えるタイプだ。ある、ない、分からないというように断言する事がほとんどなので、今回のフィアーネの返答は珍しかったのだ。

「珍しいな、フィアーネにしては煮え切らない返答だな」

　アレンの言葉にフィアーネももどかしさを感じているようで話を続ける。

「まぁね。なんか違和感があるのよね。何かが入ってくるような感覚もあるんだけどね」

「それって、危ないんじゃないのか？」

「ひょっとしたら、瘴気を吸収しているのかもしれないけど、例えて言えば、呼吸をすると空気が自分の中に入ってくるじゃない。でも、それで苦しくもならないし気持ちよくもならないでしょう。そんな感覚なのよ」

　フィアーネは自分の感じている感覚を説明しようとするが、うまく説明できないようだ。アレンもまだ実験は始まったばかりという事で検証の必要性を感じると、フィアーネに次に行くことを進める。

「とりあえず、他のアンデットを斃してみよう。実験を進めるぞ」

「うん、まぁ気分が悪くなるというわけじゃないしね」

　アレンの言葉にフィアーネは頷くと、実験を進めるために二人は歩き出した。

『キュェェェェェェェ！！！！』

　見回りを続ける二人の前に今度は死霊レイスが現れる。苦悶の表情を浮かべながら生者に呪詛の言葉を吐きかける死霊レイスは、気味の悪いアンデッドである事は間違いない。

　アレンは見慣れているが、見慣れていない者であれば根源的な恐怖心を刺激されることにより、腰を抜かしてもおかしくないアンデッドだ。

　フィアーネもアレン同様にまったく恐怖した様子も無く、テクテクと死霊レイスの元に歩き出す。死霊レイスが無造作に近付いてくるフィアーネに呪詛の言葉を投げ掛けようと口を開いた瞬間、フィアーネの剣が一閃され、死霊レイスの口の中にあった核を斬り裂いた。

　死霊レイスは声を上げることも出来ずに塵となって消え去る。死霊レイスを斬り伏せたフィアーネはアレンに振り返ると実験結果を報告する。

「今度は何も感じなかったわ」

「吸収した瘴気の量が少なすぎたのかもな」

　フィアーネの言葉にアレンがそう答える。

「フィアーネ…………」

「ええ、わかってるわ。実験のしがいのあるアンデッドよね」

　アレンとフィアーネは頷き合うと気配を発しているアンデッドの元に駆け出す。アレンとフィアーネがアンデッドの気配をほぼ同時に察知し、そのアンデッドを駆逐するために駆け出したのだ。

「いた」

「よし、あれなら今までより、少しは吸収できる瘴気の量が多いわね」

　アレンとフィアーネの視線の先には『リッチ』と呼ばれるアンデッドがいる。アレンとフィアーネにとっては毎晩のように斃しているアンデッドであり、特筆するようなアンデッドでは無い。

　ただそれはアレンとフィアーネの感想であり、一般的には『リッチ』はそのように軽く見られるようなアンデッドでは決して無かった。強力な魔法を使う死の魔法使いであり、集まった瘴気に生前魔法の素養のあった者の負の感情が混ざり合って生まれたアンデッドである。

『リッチ』に出会った多くの者は、逃走を前提に作戦を考え決行する。それでも逃げ切れる可能性は三割に満たない。『リッチ』とはそれほどのアンデッドなのだ。

　その『リッチ』を前にしてもアレンとフィアーネは一切の恐れをもっていない。呑気に実験について意見を話しているぐらいだ。

「フィアーネ、今度はリッチの魔法を剣で受けてみたらどうだ？」

「どういうこと？」

「うん、その剣は生命力を吸収するわけだろ、生命力をエネルギーと捉えると魔法もエネルギーだろ？　だったら、吸収するかなと思ったわけだ」

「そう捉えれば、確かにあり得る話だけど、この魔剣で魔法を受けても吸収はされないのよ」

「試したの？」

「私が試したわけじゃないけどね。魔剣の持ち主が魔法を受けた時に防ぎきれずに死んじゃったって例があるのよ」

「そうか、防ぎきれなかったということは、魔法を吸収しないか、しきれないかという事だな、でも、リッチ如きの使う魔法なら吸収しきれるんじゃないのか？」

「それが、その時魔法を放ったのもリッチなのよ」

「なんだ、じゃあ実験済みというわけだな」

　アレンとフィアーネの会話には危機感というものが完全に欠如している。だが、アレンとフィアーネは意見を交わしながらもリッチの行動から注意を逸らすような事はしない。油断しているように見えて肝心なところは押さえているのだ。

　リッチは魔術の詠唱を始める。リッチは詠唱を手早く終えると、二人に向けて【火球ファイヤーボール】を放ってきた。

　この【火球ファイヤーボール】という魔術は文字通り、火球を放つという攻撃魔術である。火球は着弾したら大抵爆発し、周囲に火を撒き散らすという魔術だ。

　その【火球ファイヤーボール】がアレンとフィアーネに向け放たれたのだ。アレンもフィアーネも危なげなく放たれた十数個の火球を躱す。地面に着弾した火球は火を撒き散らすが、アレンとフィアーネはそれに巻き込まれるような間抜けな事はしない。

　初撃を躱されたリッチは次に召喚を行う。空間に魔法陣が浮かび上がり、そこからスケルトン達が現れる。手にはそれぞれ剣や斧、槌を持っているスケルトンソードマン、スケルトンウォリアーと呼ばれる者達だった。数は八体であり、普通に考えれば決死の覚悟で戦うべき状況なのだが、アレン達はまったくそんな様子を見せること無く歩き出す。

　アレン達が呑気に向かってくるのを見て、スケルトン達は二人に襲いかかった。アレンが剣を抜き、スケルトン達を斃そうと踏み出そうとするのをフィアーネが手で制止すると、スケルトン達を迎え撃った。

　フィアーネは向かってくるスケルトンに魔剣を振るう。まともにフィアーネの斬撃を受けたスケルトンは真っ二つに両断される。フィアーネは止まること無く他のスケルトン達に容赦なく剣を振るう。一振りごとにスケルトンが両断され、剣を八回振ることでスケルトン達はすべて土に還った。

『人間にしてはやるではないか』

　リッチは、嘲るような声をフィアーネに発する。リッチには自我のあるタイプが発生する事があり、このリッチはそのタイプであった。

　リッチの嘲るような声にアレンとフィアーネの不快感が刺激されると、表情にダイレクトに出した。リッチはアレン達の不快気な表情を、恐怖の表情と捉えたのかも知れない。

『ふん、そう怯えるな。せめてもの情けとして一瞬で消滅させてやろう』

　リッチのあくまでも二人を格下として扱う声に、アレンとフィアーネの不快感はさらに高まる。先程、初撃を難なく躱され、その後に召喚したスケルトン達があっさりと斬り伏せられたというのにこの言い分である。

　アレン達からすれば、この段階で警戒しないような危機感の無い無能に、なぜ見下されなければならないのか不思議でしょうがない。

「フィアーネ……実験があるのはわかってるけど、こいつぶっ飛ばして良いか？」

「気持ちは分かるけど、スケルトンやグールとかよりも瘴気が多いんだから、実験材料としては惜しいわ」

「じゃあ、早く実験してくれ……こいつの声を聞いてると正直な……」

「そうね、さっさと実験しちゃいましょう」

　二人の会話は当然の事ながらリッチの耳にも入っている。当然ながらリッチは不快感を刺激されたようだ。口を開き憤怒の声を上げる。

『人間如きが、図に……』

　リッチは憤怒の声をあげようとするが、最後まで発することが出来なかった。フィアーネが魔剣ヴェルシスを投擲し、リッチの顔面に突き刺さったからだ。

　リッチは魔術で障壁を張っていたのだが、すさまじい威力で投擲された魔剣ヴェルシスは、その防御陣をまるで紙のように貫いたのだ。魔剣が顔面に突き刺さったのを確認したフィアーネは、一瞬で間合いを詰めると、魔剣の柄を掴み力任せに振り下ろす。振り下ろした魔剣の先には、リッチの核がありそのまま核を断った。

　リッチは自分の身に何が起こったかを理解する間もなくガラガラと崩れ去った。崩れ去るリッチに目を向ける事無く、アレンはフィアーネに先程の実験の結果を尋ねる。

「フィアーネ、どうだ？　なんか感じたか？」

「う～ん、なんか微妙なのよね。あるような……ないような……」

　フィアーネの返答も先ほどと一緒で煮え切らない。その様子にアレンが提案する。

「そうだ、フィアーネ今度は俺がやってみるよ」

「アレンが？」

「ひょっとしたら、吸血鬼だから効果が感じられないのかもしれない。人間だったら効果が感じられるかもしれないだろ」

「そうね、その可能性はあるわね。でもこの魔剣って所有者が狂う事があるんでしょ？　一応、アレンは人間だし大丈夫かしら」

　アレンの提案にフィアーネは賛同するが、一抹の不安を感じているようだ。自分が魔剣を振るっている時に何も影響を感じる事は無かったのだが、人間であるアレンが魔剣の影響を受ける可能性を考慮したのである。

「一応って……俺はずっと人間なんだがな……。まぁ、それはさておき二、三体アンデットを狩るぐらいだから問題ないんじゃないか」

「そうね、狂うぐらいの時間持つわけじゃないわね。試してみましょう」

　フィアーネからアレンに魔剣ヴェルシスが手渡される。アレンが魔剣ヴェルシスを握った瞬間、アレンの頭の中に声が聞こえた。脳内に直接響いた声は聞いたことのない男のものだ。

『ふははは!!　我は魔剣ヴェルシス!!　貴様の体もらい受ける!!』

　その声を聞いた時、アレンは柄から血で染めたようなどす黒い鎖が自分の体に巻き付くのを見た。

　フィアーネに動揺した様子が感じられないところを見ると、アレンの見た幻影なのかも知れない。

「な……」

　だが、鎖はアレンに巻き付き、アレンの自由を奪ったのだ。




　魔剣ヴェルシスの柄から鎖が現れアレンの体に巻き付く。アレンを拘束した鎖は姿を消していくが、アレンの拘束は解かれていない。アレンは自分の体が乗っ取られた事に気づく。意識はしっかりしているのだが、体はアレンの意思に反して全く言う事を聞かない。

（油断した……俺としたことが……とほほ）

　アレンは心の中で自分の迂闊さを悔やむ。魔剣ヴェルシスを握ったフィアーネがいつもと変わらぬ様子だったので、危険はないと思っていたのだが、どうやらこの魔剣はフィアーネではなくアレンをターゲットにしていたらしい。

「アレン？　どうしたの？」

　魔剣ヴェルシスを手にした瞬間に動かなくなったアレンに対して、フィアーネは訝しがる。どうやら魔剣から発生した鎖は、フィアーネには見えなかったようだった。

（フィアーネ、俺から離れろ!!）

　アレンは叫ぼうとしたがそれは声にならない。そしてアレンの口から本人の意思とは違う言葉が発せられる。

「ふははは!!　悪いな娘!!　この体は俺の支配下にある」

　アレンの口から本人のものではない言葉が飛び出すと同時に、アレンがフィアーネに襲いかかる。アレンはフィアーネに横薙ぎの剣閃を放つ。速度、鋭さ、間違いなく一級品の斬撃であったが、フィアーネは難なく躱した。

　そして、今の斬撃がアレンの斬撃でない事に気付くと、アレンに、いやアレンの中にいる何者かに声をかける。

「アレンじゃ無いわね……あなたは誰？」

　フィアーネの言葉にアレンは嘲るような声を出す。

「ふはは、我は魔剣ヴェルシスよ。この体は我がもらい受けたというわけだ」

「アレンの魂はどうしたの!?」

「こいつの魂は拘束している。まぁ人間如きでは我の魂の拘束から逃れることは決して出来んがな」

　魔剣の言葉にフィアーネは辛そうな表情を浮かべる。

「そんな……アレンの中から出ていって!!」

「ははは、出ていくわけはなかろう」

　フィアーネの訴えに魔剣はせせら笑う。普通だったら絶望感がフィアーネに押し寄せるのだろうが、フィアーネの目には絶望では無く『絶対に助ける』という決意が漲っているのをアレンは感じる。アレンはその目を見た瞬間、反射的に自分の取り巻く状況が加速度的に悪くなっていくのを感じていた。

（やばいな、フィアーネの事だ……この流れだと絶対に戦う流れだよな。それはどう考えてもシャレにならん）

　アレンはそう判断するとすかさず、精神拘束を解除する術式を展開しだす。魔剣ヴェルシスの精神拘束はかなり強力なために術式の完成にはそれなりの時間がかかる。

（フィアーネ……頼むから……戦うような事だけはしないでくれよ）

　アレンは心の中でフィアーネがアレンを取り押さえるという選択をしないことを祈る。

　だが……フィアーネが次に発した言葉はアレンの希望を打ち砕くものだった。「それなら力尽くで追い出してやるわ!!」

　フィアーネの宣戦布告はアレンにとって最も聞きたくなかった言葉だ。アレンとフィアーネの実力は間違いなく伯仲はくちゅうしている。だがそれはアレンが全能力を余すことなく使いこなした結果である。魔剣がアレンの体を使ったところで、アレンの全能力を使いこなすことなど不可能なのは当然だ。

　つまり、アレンの体を使う魔剣ヴェルシスではフィアーネに勝つことは出来ないのだ。しかも先程のフィアーネの決意を込めた目と『力尽く』という言葉から、アレンはフィアーネにボッコボコにされるという嫌すぎる未来しか感じる事は出来ない。

　しかもすでに、アレンは精神拘束の解除の術式を自分で組み立て始めている所だ。要するに時間があれば自分で解除できるのである。にも関わらずフィアーネに殴られるというのはどう考えても割に合わない。

（フィアーネ!!　落ち着いて!!　この程度の拘束は自分で解除す…………）

　アレンの心の叫びは当然ながらフィアーネには届かない。フィアーネはアレンが苦しんでいると判断しており、一刻も早くアレンを解放しようと開戦のゴングを自ら鳴らす。

　次の瞬間、フィアーネが瞬間移動したかのような動きでアレンとの距離を一瞬で詰めると右拳をアレンの顔面に向け放った。まるで音を置き去りにしたような凄まじい速度で放たれた一撃だ。

　アレンはかろうじてその拳を躱すが、そのまま立て続けにフィアーネは左の中段突き、右の打ち上げ突きを放った。アレンはその連撃を何とか躱す事に成功する。さすがに反撃する余裕はなく。一旦フィアーネから距離をとった。

　必殺の連撃を躱されたフィアーネは驚嘆すると、アレンに向け言い放つ。

「やるわね。さすがはアレンの体ね。今の連撃を躱せるのは片手で数えるぐらいしかいないのに……」

　フィアーネの表情にさらに決意の程が増すのをアレンは感じる。フィアーネが俄然やる気になっているのは、アレンにとって地獄の始まりにしか思えない。

「……この体は本当に素晴らしいな。これだけの身体能力があれば、ここで貴様を切り捨てるのも簡単だろうな」

　アレンのそんな思いを無視するように、魔剣ヴェルシスはアレンの口を使って余裕の言葉を発する。魔剣ヴェルシスのこの空気を読まない発言にアレンは突っ込みを入れる。

（今どう考えてもギリギリだったろうが!!　お前はアホか!!　いいか、フィアーネをこれ以上刺激すんな!!　フィアーネの本気があんなもんなわけないだろ!!）

　今の攻防は常人なら、全く見切ることも出来ずに終わっていたことだろう。それだけのフィアーネの攻撃だったのだ。だがアレンはあの程度の攻撃はフィアーネにとって肩慣らしであることを知っている。

　ところが、魔剣ヴェルシスは今の攻防でフィアーネを斬り捨てることは容易だと判断したのだ。これは、魔剣ヴェルシスとフィアーネの実力に大きな隔たりがあることを示していた。

　アレンはその事に気付いており、魔剣ヴェルシスを怒鳴りつけたのだ。

（おい!!　ナマクラ!!　さっさと俺の拘束を解け!!　殺されるぞ!!）

　アレンは続けて魔剣ヴェルシスに対して忠告する。アレンとすれば親切な忠告のつもりだったのだが、魔剣ヴェルシスはそう受け取らなかったようだ。どうやら駆け引きと判断したようだ。

「ふん、まだ意識があるとはな」

　アレンの口から出た魔剣ヴェルシスの言葉にフィアーネは反応する。

「まさか、アレンの意識はあるの？」

「ふん、この男は必死に抵抗している。無駄な足掻きだ」

「そう、アレン、待っててね。今助けてあげる」

　魔剣ヴェルシスの言葉に、フィアーネのやる気が天井知らずに上がっていく。そしてそれはアレンが最も避けたい状況に向かう流れに拍車をかけていることを思い知らせた。

（違うだろ!!　ナマクラ!!　俺は抵抗してるんじゃなく警告してんだろうが!!）

　アレンの言葉に魔剣ヴェルシスはさらに嘲りの声を発する。

「ふん、人間如きが調子に乗りおって……まぁいい、貴様の愛する女を貴様自身の手で斬り殺してやるわ」

　魔剣ヴェルシスがアレンの体を使い笑う。アレンはまったく話を聞かない魔剣ヴェルシスに『てめぇこそ調子に乗ってんじゃねえぞ』と怒りを上げようとするが、フィアーネの姿を見てゲンナリとしてしまう。

　フィアーネは先程の魔剣ヴェルシスの『愛する女』というフレーズに、先程の闘争心に加え乙女心が全開になっていたのだ。

「やっぱり、アレンは私の事を愛していたのね。もう～素直じゃないんだから♪」

　フィアーネは、両手を頬にあててクネクネと惚気だしていたのだ。アレンは精神をごっそり削られるのを感じているが、このままだとまずい状況がどんどん重なっていくような気持ちになる。

（それは、こいつの勘違いだ!!　おい、ナマクラ!!　お前いい加減にしろよ!!）

　アレンは魔剣ヴェルシスに心の底から悪態をつく。

「いいわ、アレンちょっと待っていて！　今あなたを取り戻すわ!!」

　フィアーネは決意に満ちた声を発する。完全にアレンを助けるためにその持てる力を存分に振るうつもりなのだ。

「ふん、出来るのか？　この男がどうなってもいいのか？」

　魔剣ヴェルシスの声にはフィアーネへの嘲りがある。『やれるものならやってみろ』とでも言いたげだ。だがアレンはこの手の挑発がフィアーネには逆効果である事を知っている。

（アホ!!　フィアーネを刺激すんな!!　その手のセリフはフィアーネには逆効果だ!!）

　アレンは魔剣ヴェルシスだけに聞こえる声で抗議を行う。だが、アレンの言葉を魔剣ヴェルシスはささやかな抵抗と見ているためにまともに取り合わない。むしろ、アレンが無駄な抵抗をしているとせせら笑っているようだった。

　魔剣ヴェルシスとは反対にアレンは、事態の悪化が着々と進んでいることに焦り始める。

（まずい、早く術式を構成しないと…………）

　アレンがそう思い術式の構成に集中しようとしたその時、フィアーネが行動を起こした。

　フィアーネは右手に魔力を集中しナイフを作り出す。そのナイフは刃の部分のみというシンプル極まりないものであるが、逆にそれが機能美の極致のような印象を与える。

　フィアーネはアレンに向けてナイフを投擲する。すさまじい速度で投擲されたナイフはアレンの眉間、喉、腹に向けて放たれる。

　アレンの体は、投擲されたナイフを体を捻り躱すが、すぐさま苦痛の表情を浮かべる。投擲されたナイフを躱したと思った瞬間に、フィアーネはすぐさまナイフを作ると、間髪入れずに再び投擲したのだ。次に狙った箇所は右足であり、フィアーネのナイフは深々とアレンの右足に突き刺さった。

「ぐ……貴様、正気か!!　この男を助けるのではなかったのか？」

　アレンの体を乗っ取った事でアレンの体と感覚を共有したのだろうか、魔剣ヴェルシスは苦痛にうめく。

（おい！　ナマクラ!!　お前はアホなのか？　間抜けなのか？　上半身へ攻撃し意識をそらし、下半身へ間髪入れず攻撃を加えるなんざ常識だろうが!!　しかも痛覚があることをばらすなんざ、それは絶対ばらしちゃいけない情報だぞ!!）

「だまれ!!」

　アレンの抗議というよりも、ダメ出しに魔剣ヴェルシスは激高した。

「アレンも戦っているのね!!　もうちょっと待っていてね。今助け出してあげるわ!!」

　アレンの体から発せられた魔剣ヴェルシスの言葉にフィアーネは勘違いしたらしい。フィアーネのやる気に満ちた声と決意は、アレンの背筋を凍らせるには十分過ぎるものだ。

（おい!!　ナマクラ!!　早く逃げろ!!　フィアーネにボコられる未来しか見えん!!）

　アレンは魔剣ヴェルシスに対しアドバイスを送るのだが、どうやら魔剣は逃げるつもりがないようだ。

　アレンの顔に嫌らしい嗤みが浮かぶ。すると、アレンの首筋に魔剣ヴェルシスが当てられる。どうやらまともな戦いではフィアーネに勝つのが難しいと判断した魔剣ヴェルシスは、アレンの体を人質にとることで状況を打破しようと考えているらしい。

「抵抗すれば、この男の首を刎ねるぞ」

　アレンの口から予想通りの言葉が発せられた。

　魔剣ヴェルシスの言葉は限りなく予想の範囲内であるが、それに対するフィアーネの行動は魔剣の想像の遙か彼方であった。

　フィアーネは言葉を聞いた瞬間に圧縮した魔力を放ったのだ。圧縮された魔力は凄まじい速度でアレンの足下に着弾すると爆発を起こした。あまりの行動に魔剣ヴェルシスは咄嗟に反応出来なかった。そしてつい魔剣ヴェルシスをアレンの首から離してしまったのだ。

（アホ!!　今の攻撃は意識を逸らさせるのが目的なんだよ。フィアーネから目を離すな!!）

　アレンは魔剣ヴェルシスのお粗末すぎる対応に呆れてしまい、ついついアドバイスを送ってしまう。

　フィアーネの攻撃により、あろうことか魔剣ヴェルシスはフィアーネから注意を逸らしてしまった。注意を逸らしたのはほんの一瞬だったのだが、その一瞬でフィアーネには十分だったのだ。

　フィアーネは一瞬でアレンの懐に入ると、右拳をアレンの顔面に向けて放った。まず躱せない一撃だったのだが、アレンの左腕が上がりフィアーネの右拳を防ぐ。実はこれは魔剣ヴェルシスがやったことではなく、混乱の影響で一瞬だけ精神拘束が緩んだことによりアレンが左腕を動かしたのだ。

「やるじゃない……魔剣如きが……」

　フィアーネの口から魔剣への賛辞が送られる。見る者の目を奪うようなフィアーネの美しい表情であったが、あいにくアレンには猛獣の舌なめずりにしか見えない。

　フィアーネは次の瞬間に魔剣ヴェルシスの刀身を素手で掴んだ。魔力でガードしているのだろう。魔剣を素手で掴んだというのにフィアーネの手には傷一つ付いていない。

（まずい……捕まった……）

　魔剣はアレンの体を使い、フィアーネの手から逃れようとするが、押しても引いてもびくともしない。

　フィアーネはニヤリと嗤う。これほどの美少女の笑顔なのだから、ニコリという表現こそがふさわしいはずなのだが、この時のフィアーネの笑顔はどう見てもニヤリという表現こそがふさわしかった。

　フィアーネは魔剣を掴んだまま、予備動作無しで右拳を繰り出す。魔剣はその動きに対応出来ずに、拳をまともに顔面に受けた。その衝撃によりアレンの頭部がのけ反ると、フィアーネはそのまま手刀を肩に振り下ろした。

　フィアーネはそのまま掴んでいた魔剣を後ろに引っ張ると、アレンの体は前に体勢を崩す。フィアーネはそのまま魔剣から手を離すと、腕をアレンの首に絡め、そのまま投げ飛ばした。

　首に受けた衝撃のため、アレンは受け身もとれずに地面に叩きつけられる。本来のアレンであれば、受け身くらいはとれたのだろうが、魔剣ヴェルシスがアレンの体を使っているために対応が出来なかったのだ。

　フィアーネは倒れ込んだアレンの胸元に足を振り下ろした。

　ドゴォォォォォォ!!

　凄まじい音が墓地に鳴り響く。何とかアレンの体はフィアーネの一撃を躱す事に成功するが、踏み抜いた音の凄まじさにアレンは半ば呆然としていた。どう考えてもアレンに恨みがなければ放たないレベルの攻撃だったからだ。

（おいおい……フィアーネもう少し手加減しろよ……死んじゃうだろ……）

　アレンはこの状況でフィアーネの猛攻をこれ以上避けるのは不可能である事は火を見るより明らかだった。

（おい!!　ナマクラ!!　もう無理だ……さっさと拘束を解け!!　命だけは助けてやるから……）

　アレンは無駄だとわかってはいるのだが、一縷の望みをかけて魔剣ヴェルシスに投降を呼びかける。

「黙れ!!　こんなことがあっていい訳がない!!」

　またも予想通りの魔剣ヴェルシスの反応だった。そして、この魔剣ヴェルシスの憤怒の声は魔剣ヴェルシス自身が追い詰められている事に他ならない。

　フィアーネはその様子に、またもニヤリと嗤う。その顔を見た時にアレンは決着が近いことを悟った。ここでいう決着とはアレンがフルボッコにされるという事を意味している。アレンにとって、それだけはどうしても避けたい結末であった。

（フィアーネ、ちょ!!　タンマ!!　拘束は自分で解くから時間をくれ!!）

　アレンの叫びは当然ながらフィアーネには届かない。だが、魔剣ヴェルシスがかなり歪曲してフィアーネに伝えてしまう。

「ふざけるな!!　人間如きが我の拘束を解けるわけ無いだろうが!!」

　アレンにとって最も伝えて欲しかった『時間をくれ』というフレーズはフィアーネに伝わらず、アレンが足掻いているという印象だけをフィアーネに与えてしまったのだ。

「アレン……自分で拘束を解こうとしているのね。でも大丈夫よ。もうすぐ助けてあげるから」

（いや、自分でやるから大丈夫だ!!）

　フィアーネの決意の籠もった声にアレンは心から叫ぶ。

　アレンが組み立てていた精神拘束解除の術式は、ほんの一～二分で完成するのだ。アレンにとっての不幸はフィアーネが相手だったこと、そして魔剣ヴェルシスの戦闘技術があまりにも稚拙であった事だった。

（おい!!　ナマクラ!!　アンデットを召喚して時間を稼げ!!）

　フィアーネの圧迫感が増す中で、アレンは時間を稼ぐ事を提案するが、魔剣ヴェルシスはその願いを聞き遂げることはなかった。その理由はただ一つ、フィアーネがとどめを刺すために行動を開始したからだ。

（待てぇぇぇぇぇぇ!!　フィアーネせめてあと三〇秒!!）

　アレンの体がフィアーネに横薙ぎの一閃を放つ。だが、その斬撃には威力も速度も全くない。フィアーネはその斬撃を難なく躱すとアレンの左膝に左足を乗せ、そのまま右膝を回し蹴りの要領で側頭部に叩き込んだ。

　まったく淀みなく放たれた側頭部の膝蹴りに、アレンの意識は急速に奪われる。そして意識が完全に途切れようとした時にアレンの術式が完成し、魔剣ヴェルシスの精神拘束を自らの力で解いたのだった。

（あと、三〇秒…………）

　アレンは気絶する前に自分の間の悪さを呪い、意識を手放したのだった。





[image: ]






「……フィアーネ？」

　アレンが意識を取り戻すと、フィアーネがアレンを優しげな表情で見下ろしていた。

（こいつって……本当に綺麗な顔してるよな……）

　アレンはフィアーネの優しげな表情に見惚れると、ついつい頬が緩んだ。

（……フィアーネの顔がここにあるということは、俺の顔をフィアーネは覗き込んでいるという訳か……？）

　アレンは自分がフィアーネに伸された事を思いだし、地面に横たわっているところをフィアーネが覗き込んでいるのだと結論づけた。

（しかし……それにしては頭の所が妙に心地良いな……）

　アレンは、自分の頭が何かとてつもなく気持ちの良いものの上にのせられているように感じていた。

「アレン、大丈夫？」

　フィアーネは、アレンが目を覚ました事に気付くと、嬉しそうにそして誇らしそうに笑う。アレンにはその笑顔が『褒めて褒めて!!』と子犬がねだっているように感じられた。

「ああ、大丈夫だ。迷惑かけたなフィアーネ」

　アレンが起き上がろうとするとフィアーネが残念そうな表情を浮かべる。

（ん？　何でフィアーネは残念そうな顔をしてるんだ？）

　アレンはこの段階になってようやく自分の置かれている状況に気付く。アレンは気絶している間中、ずっとフィアーネに膝枕されていたのだ。

　膝枕されていたことに気付いたアレンは、顔を真っ赤にすると急いで起き上がる。正直な所、アレンはフィアーネの膝枕をもっと堪能していたかったのだが、気恥ずかしいのと何かしら厄介な事になるのではという思いが、幸せな状況を手放す決心をさせたのだ。

「アレン、もう大丈夫よ♪」

「……ああ、そのようだな、ありがとうフィアーネ」

　アレンの言葉にフィアーネは嬉しそうに微笑む。本当のところを言えば、魔剣ヴェルシスの精神拘束は自力で解いていたために、アレンが気絶したのもケガしたのもフィアーネの手によるものなのだ。しかし、その原因を作ったのはアレン自身なので、そこは黙っておくことにした。

　起き上がったアレンは、ケガが治っていることに気付いた。どうやらフィアーネが治癒術をかけてくれていたらしい。フィアーネは何でもかんでも破壊する破壊神のような少女なのだが治癒魔術も使えるのだ。しかも、かなりの腕前であり、四肢の欠損や目、歯の再生すら行える程の腕前である。

「それで、フィアーネ、あのナマクラは？」

「ああ、そこにあるわよ」

　指し示した方向を見ると魔剣ヴェルシスが転がっていた。気のせいかもしれないが、なんか居心地悪そうだ。魔剣ヴェルシスにしてみれば、捕虜となった兵士のような気分なのかもしれない。
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「アレン、この剣どうする？」

「どうって？」

「何だかんだ言って、この剣って悪さしたじゃない。折っちゃう？」

　フィアーネの「折る」という言葉に魔剣ヴェルシスからビクッ！　と震えた気配がする。フィアーネの言葉は魔剣ヴェルシスにとって死刑宣告以外の何ものでもない。

　魔剣ヴェルシスにとっては、フィアーネは冷酷無比な検察官であり、判決を下す役目の裁判官はアレンといった所だろう。

（う～ん、持ち主を精神的に拘束し、体を乗っ取るというのは、極悪な能力だよな）

　アレンは歩き出し、魔剣ヴェルシスに手を伸ばす。

「おい、ナマクラ」

　アレンは無造作に魔剣を掴んだ。するとその瞬間に嘲るような声が再びアレンの頭の中に響いたのだ。

『バカめが!!　もう一度、貴様を乗っ取ってやるわ!!』

　魔剣ヴェルシスがアレンを再び乗っ取ろうと再び鎖を発生させる。しかし、アレンは発生させた鎖をあっさりと引きちぎった。魔剣ヴェルシスの発生させた鎖は魔剣ヴェルシスを掴んだものにしか見えない。魔剣ヴェルシスが手にした者を乗っ取るためのイメージなのだ。

『バカな!!　なぜ……乗っ取れない……？』

　アレンが鎖をあっさり引きちぎった事に魔剣ヴェルシスの声から嘲りの色が急速に無くなっていき、驚愕から恐怖に変わっていく。意識を乗っ取ることが出来なければ、魔剣は所有者に対し何も出来ないのだ。言わば完全に生殺与奪せいさつよだつを握られたことになる。

「二度も精神拘束されるわけ無いだろ？　お前ってやっぱりナマクラだよな」

　アレンの呆れた様な声が発せられる。

　そもそも、アレンが精神拘束を受けたのは、不意をつかれたからだ。『来る』と分かっていれば対抗も出来るのだ。ただ、いくら不意をつかれたからと言っても精神支配を受けたのはアレンにとって恥ずべき事であり反省をしていた。アレンはフィアーネの方を向くと淡々と言う。

「フィアーネ、お前さっき折る？　と聞いてきたよな」

「うん、こんな性格の悪い魔剣ならいらないわ」

「しかも反省もなく、また俺を乗っ取りにきやがった」

「また？　性格だけじゃなく頭も悪いのね」

　アレンの言葉を受けてフィアーネの口から呆れたような声が発せられる。さすがにこの状況でもう一度アレンを乗っ取ろうとするのは、無謀を通り越してアホの行動だとフィアーネは思ったのだ。

「ああ、性格が悪い、頭も悪い、おまけにアンデッドには、ほとんど特殊効果は期待できない。どこまでも役に立たない剣だな」

　アレンの冷たすぎる言葉に魔剣ヴェルシスは露骨に怯えた声を出す。

『ひぃぃ、お願いします。助けてください』

　かなり哀れさを感じさせる声であったが、アレンの心にまったく憐れみの心は生まれなかった。

「お前を助けるメリットが何もないんだよな」

　どこまでも淡々と述べるアレンに、魔剣ヴェルシスの声がさらに恐怖にゆがむ。

『お願いします。二度とあなた様方に逆らいません』

「逆らわないのは大前提だろ？　それよりもお前を助けるメリットを言えよ」

『はい！　私をお使いください。あなた様方なら私を使うに相応しいお方達です』

　魔剣ヴェルシスのこの言葉にアレンの怒りのボルテージは一気に上がった。アレンはこのセリフを聞いた瞬間に魔剣から手を離した。手から離れた魔剣は重力に引かれて地面に落ちると、次の瞬間にアレンは魔剣を踏みつける。

「相応しい？　ずいぶんと偉そうな言葉だな。頭が悪いのは分かっているから失望はしないが、自分の立場を把握するぐらいの頭は必要だと思うぞ？」

　アレンの言葉にフィアーネが尋ねる。

「アレン、この剣は何て言ったの？」

「ああ、このナマクラは俺たちが自分の主に相応しいとほざきやがった」

「この状況で、上から目線とはね。もういいわ、溶鉱炉に投げ込みましょう」

　アレンの返答にフィアーネはさらに呆れると、完全に見切りを付けたようだった。

『ひぃぃぃ!!　お願いします。上から目線なんてそんなつもりではなかったんです』

「面倒くさいな。溶鉱炉でいいか」

　魔剣は大慌てで命乞いを始める。だが、その命乞いに対してもアレンの冷たい言葉が発せられ魔剣ヴェルシスはさらに慌てる。

『お許しください!!　お許しください!!　あなた様方に永遠の忠誠を誓います!!』

「いや、お前ごときの忠誠なんぞいらん」

　どこまでも冷淡なアレンの言葉に、魔剣がもし人間であったならば真っ青になりガクガクと震えている事だろう。それでも命（？）がかかっているのだ。魔剣は震えながらも早口にまくし立てる。

『私は役に立ちます!!　確かにアンデッドには私の力は効果がありませんが、生き物であれば例外なく効果が発揮されます!!　それから魔剣同士は引き合うという特性がございます。私を手元に置いていただければ、あなた様方の役に立つ魔剣が手に入るかもしれません!!』

　魔剣ヴェルシスの言葉の『魔剣同士が引き合う』という言葉にアレンは反応する。

「……」

「どうしたの、アレン？」

　無言になったアレンをフィアーネが不思議そうに見やると何があったか尋ねる。

「いや、こいつ今な、魔剣同士は引き合うから役立つ魔剣が手に入るかもしれないと言ったんだ」

「へ～それはちょっとおいしいわね」

「まぁ、でも助かりたいがための出任せだろう。溶鉱炉行きは決定だな」

　アレンの言葉に魔剣は必死になって言葉を続ける

『お待ちください!!　本当なんです!!　魔剣同士は引き合うんです!!　嘘ではございません!!』

　魔剣の弁明は、剣に触れていないフィアーネには届かないために、フィアーネから容赦なく否定の言葉がかけられる。

「まぁ、アレンの言った通り出任せね。結構な時間、うちの倉庫にあったけど魔剣が新しく手に入った事は無かったわ」

　フィアーネの言葉にまたも魔剣ヴェルシスは慌てて反論する。

『それはあなた様の家で使用されず保管されていたためでございます。使用していただくことで魔剣は魔力を放ち、引き合うのでございます』

　魔剣ヴェルシスの反論に、アレンは一応話の筋が通っていることを認める。

「一応、話の筋は通っているな」

　アレンの言葉にフィアーネが尋ねる。

「その魔剣はなんて言ったの？」

「使用することで魔力を放ち魔剣は引き合うってさ」

　アレンの言葉にフィアーネは考え込む。

「じゃあ、溶鉱炉行きは無しにする？」

「そうだな、お試し期間として三ヶ月だな」

「お試し期間？」

「ああ、こいつの言葉が本当か嘘かは三ヶ月の間に本当に魔剣がくるかどうかで決まるわけだ」

　アレンの言葉に魔剣ヴェルシスの声は恐怖に満ちている。

『つまり、三ヶ月で魔剣が現れなければ？』

　魔剣ヴェルシスはゴクリと喉をならしたかのように恐る恐るアレンに尋ねる。

「お前は溶鉱炉行きだ」

　アレンの淡々とした言葉に、魔剣ヴェルシスは震える声で返答する。

『そんな……しかし魔剣が現れてもあなた様が手に入れることができるかは……』

　その震える声に対するアレンの声には、呆れきった響きがあった。

「何勘違いしている？」

『……勘違い……ですか？』

　アレンの言葉に魔剣ヴェルシスは戸惑いの声を上げる。

「そうだ、俺は魔剣が現れるかどうかを確認するだけ、もっと言えばお前がウソを言っていないかの確認をするだけだ。おまえが助かりたいがために俺たちを欺そうというのなら、その報いをくれてやるだけだ」

　魔剣はアレンの言葉に息を飲む。そしてその言葉が本気であり、本気でアレンが溶鉱炉に投げ込むつもりである事を確信した。

「もっとも、俺はお前の言葉がウソであって欲しいとすら思っている」

『何故です？』

「遠慮無くお前を溶鉱炉に投げ込むことが出来るからな」

　もはや魔剣ヴェルシスは一言も発することが出来ない。魔剣ヴェルシスは助かりたいがために出任せを言ったわけではない。だが、三ヶ月以内に現れる保証などどこにもないのだ。しかし、現れなければ自分が溶鉱炉に投げ込まれることになる。魔剣ヴェルシスにとってこの三ヶ月は精神をすり減らす期間になるのは間違いなかった。

「じゃあ、アレンがこの剣を持つべきね」

　話がまとまったとフィアーネがアレンに話を振ってきた。

「なんで？　いらんぞ、こんなナマクラ」

「でも、私だったら毎日剣を使うわけじゃないし、アレンだったら毎日使うでしょ」

「でも、これってお前の家の物だろ。俺が持っていていいのか？」

　先程まで勝手に溶鉱炉に投げ込もうとしていたのに、矛盾した事をアレンは言う。

「別にいいわよ。いらないしアレンにあげるわ」

「こんなナマクラいらんのだが……まぁしょうがないか……おいナマクラ」

『はい、なんでございましょう』

　アレンの問いかけに、おどおどとした様子で魔剣ヴェルシスは答える。

「俺がお前を使うことにする。もし、他人を乗っ取れば、そこでお前は終了だ。ヤスリをかけて少しずつお前を粉にして、その後に溶鉱炉に投げ込んでやる」

　アレンの言葉は魔剣ヴェルシスにとってまったく脅しに聞こえなかった。もし、今後他人を乗っ取れば間違いなくこの二人は自分を粉にして溶鉱炉に投げ込むことだろう。

『ひぃぃぃ、絶対にやりません!!』

　心底怯えた声が魔剣ヴェルシスから発せられる。

（とりあえず溶鉱炉行きは三ヶ月待ってやるか……ロム達に注意をしておかなくちゃな）

　こうして、アレンは魔剣ヴェルシスの所有者となったのである。
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　キィン、キィン!!

　凄まじい剣戟けんげきの音が周囲に響いている。戦っているのは一七～八の少女と四〇代半ばの男性だ。

　少女の髪方はショートカット、ぱっちりとした目、スッと通った鼻、愛らしい唇と誰もが振り返るような美少女である。だが、少女はその美貌とはまったく別の方向で注目を浴びることだろう。

　少女の剣術があまりにも並み外れたものだったからだ。少女の両手に握られた双剣は普通の剣よりもやや短い。少女はその双剣を縦横無尽に扱い、男性と凄まじい剣戟を展開しているのだ。

　対する男性の剣は、一般的な剣士が扱う剣よりも僅かに長い長剣であった。男性は少女の斬撃を巧みに躱すと、手にした長剣で反撃する。その斬撃は鋭く、並みの兵士ならば一合も撃ち合うことが不可能である事は明らかであった。

「く…………」

　要所要所で繰り出される男性の斬撃に、少女の口から舌打ちにも似た感嘆の声が漏れる。

　男性の突きが少女に放たれるが、少女はそれをかろうじて躱すと、逆手に持った双剣の一本で男性の腕の付け根に斬撃を放った。

　キィィィン!!

　男性は少女の斬撃を凄まじい速度で剣を引き受け止めた。この攻防だけでも凡庸な剣士では一生かけても到達し得ない域に少女と男性が達している事がわかる。

　剣の一本を受け止められた少女は、そのままもう一方の剣で男性の長剣に引っかけると体を回転させる勢いを利用して剣を弾く。それは少女が懐に飛び込む事を可能にするスペースを作り上げる。

　少女は回転したまま逆手に持った剣を男性の脇腹に突き込もうとするが、男性は少女の肘を押さえ、それ以上剣を突き込むことを許さない。男性が弾かれた剣の柄で少女の首を打とうとした所に予想外の事が起こる。

　少女の肩口から双剣が回転して飛び出してきたのだ。少女が手首を返す動きで肩越しに投擲したのだ。これには男性も虚を突かれたようで慌てて仰け反ってしまった。

　少女は投擲すると同時に回転すると、男性の足に剣を押し当てる。少女がその気ならば男性の左足は切断されていただろう。

　男性はふっと笑うと降参のジェスチャーをする。

「参った」

　次いで放たれる男性の降参の言葉に少女も微笑む。

「ふぅ～父さんももう少し手加減してくれても良いんじゃない？」

　少女の言葉に父さんと言われた男性は苦笑いする。手加減などしてしまえば立ち所にこの少女に敗れるのがわかっていたからだ。

「いや、お前相手に手加減なんか出来るわけないだろう」

　父の言葉に少女は微笑む。

「さて、レミア」

「はい」

「お前はもう俺よりも強くなった。我が家の悲願をお前に託す事になる」

　レミアと呼ばれた少女は力強く頷く。自分の家の悲願を自分が果たす事に対してレミアはまったく疎ましく思っていない。むしろ望むところだったのだ。

「わかってる。私はそのために修練を積んできたのよ」

「すまんな……お前にも普通の娘のような人生を歩ませてやりたかったが……」

　父が申し訳なさそうにレミアに話す。

「そう？　私は幸せよ。確かに姉さんのような生き方も良いと思うけど私は自分の生き方が好きよ」

　レミアには四つ上のシンシアという姉が一人居るが、姉はすでに結婚し子どもが一人いて現在は二人目を妊娠中である。姉もまたレミアと同等の実力を持っていたのだが、結婚をしたことで家の悲願を託すことが出来なくなったのだ。

　姉は現在、夫と共にレミアの家に住んでいる。夫は腕の良い鍛冶職人であり、レミアの使っている双剣は義理の兄に贈られたもの。レミアの家に伝わるミスリル製の武器をレミア用に打ち直したものだった。

「あ、そうだ。当代の相手の名前を教えてちょうだい」

　レミアが父親に尋ねると父は口を開く。

「確か、アレンティス＝アインベルクと言ったはずだ」

　父親の言葉の返答にレミアは確かめるように頷いた。

「アレンティス＝アインベルク……か、どんな相手かな」

　レミアの呟きはあまりにも小さく、その声は父親の耳には届かなかった。
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　アレンは日課の墓の見回りに向かう途中、声が聞こえた事で立ち止まる。その声は喧嘩の真っ最中のようであり、穏やかな話し合いという感じではない。

　普段のアレンであれば足を止める事はなかったかもしれないが、怒鳴り合う声の片方が女性のものであったためにアレンは足を止めたのだ。

　何かしらのもめ事が起こっているのなら、女性が不利である事は十分ありえることだ。また、こういう場合の基本のパターンとしては、男が女に絡み、それを女が厳しく拒絶した事に対して腹を立てた男性がヒートアップしたというのがお決まりである。

　アレンはその事に思い至ると揉めている声の方向に向かって歩き出す。しばらくすると揉めている二人の姿が目に入る。

　一人は女性、いや女性と言うよりも少女といった年齢だ。アレンの目には自分と同年代の少女であるように見える。黒髪、黒目の少女で髪は短く、顔の造詣は非常に整っている少女だった。またスタイルも良く、出るべき箇所は存在を十分に主張し、出るべきでない箇所は主張を全くしていない。

（フィアーネ並みの美人だな……）

　アレンは心の中で少女の容姿をそう評価し、友人のトゥルーヴァンパイアの事を思い出す。あの残念な公爵令嬢は容姿の面でいえばケチの付け所のない美少女なのだ。ちなみにアディラも美少女なのだが、フィアーネとは趣が違うので、少女の引き合いには出なかったのだ。

　少女は、革鎧と普通の剣よりも少々短い剣を二本腰に差している。身なりからすると冒険者か傭兵のようであった。

　一方で男の方は、いかにも『暴力の世界で生きています』といった風貌の男である。男はスキンヘッド、頬に傷が走っている。身なりは少女と大差なく、これまた皮鎧と背中に盾と剣を背負っている。そんな男女が怒鳴り合っていたのだ。

　両者はどうやらすでに完全に出来上がっているようで、平和的な解決は不可能である事が途中から見たアレンにも十分に察する事が出来る。

「いい加減にしてよ!!　私は目的があるの。あんたの助けなんて必要ないって言ってるでしょ!!　言葉でわからないならこいつで決めるしかないわよ？」

　少女がポンポンと自分の腰に差している剣をたたく。その意図は単純明快であり、どうやら最終段階まで来ているようだった。

「ほう……いい度胸だ。おとなしく股を開いてりゃ、ケガしねえで済んだのによ」

　男は下品な事を下品な声と口調で言う。どうやら男の方は下品が服を着ているような人物らしい。今の言葉を聞いただけでアレンの心情は少女の味方の方に一気に傾く。というよりも美少女と厳つい下品な男、男であるアレンがどちらを味方したいと思うか悩むまでも無かった。

「な……なんで、私があんたなんかに股を開かなくちゃなんないのよ!!」

　少女の方は、男の言葉に我慢の限界を超えたらしい。少女は腰に差した双剣を抜き放った。少女が剣を抜いた事で男は下卑た嗤顔えがおを浮かべると、背中に差した剣を抜き放った。

（あらら、しょうがないな……）

　アレンは少女と男がそれぞれ剣を抜いたのを確認すると男に味方することを決定した。

　それからのアレンの動きに迷いは一切無い。二人に声をかけることもなく、静かに動き出す。

「ふん、てめぇのような生意気な女は俺が躾けてやるからな。覚悟しろよ」

　男はニヤニヤと嫌らしい嗤い顔を浮かべて舐めるように少女を見ている。少女はその視線に生理的嫌悪を持ったようで目を細めた。

　そこにアレンが何の前触れもなく現れる。その事に少女は驚きの顔を見せた。

　アレンが男の首筋に手刀を入れるとあっさり男は気絶する。力が抜けて倒れ込むときにアレンも少女も男を助けるような事はしなかったので、男は『ゴン』という音を周囲に響かせ気絶した。

（……この人……出来る）

　少女はアレンの身のこなし、気配、立ち方から凄まじい実力者である事を察する。これほどの実力者が相手なら警戒するのも当然だった。

　少女はアレンに向かってやや詰問調で尋ねる。

「何？　あんた、私を助けたつもり？」

　聞きようによっては少女はアレンに喧嘩を売っているようなものなのだが、アレンは特段気にした様子もなく返答する。それが少女には強者の余裕のように感じられる。

「ああ、『助けたつもり』というよりも『助けた』だな」

　アレンの返答に少女は訝しがる。あの程度の男に助太刀が必要だと思われた事が、少女にとって侮辱に等しかったのだ。その思いがあったからだろう、少女の声に刺々しさが増した。

「誰が助けてくれって頼んだ？」

　少女の問いかけにアレンは苦笑しながら答える。

「勘違いしないで欲しいな。俺が助けたのは君じゃないよ。こいつだ」

　アレンが指差したのは、気絶している男である。アレンの答えに少女は戸惑ったような表情を浮かべると、アレンがさらに続ける。

「君とこいつが戦えば確実に君が勝っていた。というよりも勝負にすらならなかったろうよ。君がもし躊躇いなく人を殺せる人だったとしたらこの男は死んでいた」

　アレンの言葉に少女は納得したようだ。放つ雰囲気がかなり柔らかいものになる。

「なるほどね。それで『助けた』というわけね」

「ああ、まぁ君にしてみれば邪魔されたわけだから面白くないかもな」

「ふふふ、そこまで言われればもう怒れないわ」

「なんとか、納得してくれたようだな。あんまり弱い者イジメはしないでくれよ」

「わかったわ」

　少女はアレンが自分を見くびっていたわけでない事に納得すると、屈託無く笑い始めた。先程までの険しい表情も美しいと称して問題無かったが、今の屈託なく笑う姿は妙に馴染んでおり、こちらが本来の彼女なのだろうとアレンは推測する。

（さっきとは違って可愛いな。やっぱり女の子の魅力は笑顔だよな）

　アレンがそう思っている所に少女が自己紹介をしてきた。アレンは彼女の言葉に耳を傾ける。

「ああ、私はレミア、駆け出しだけど冒険者をしているの」

「駆け出し？　意外だな」

　アレンが意外と言ったのは、先程のレミアの体の使い方、隙のなさから駆け出しとは到底思えなかったからだ。どう考えても手練れという印象しかなかったのだ。

「意外？　なんで？」

　アレンの言葉にレミアが尋ねる。

「いや、君の体の使い方は相当の修練をしたものだと思ったからさ」

「なるほどね。私は確かに駆け出しだけど、結構修行期間が長かったのよ。それでだと思うわ。さて今度はそっちの番よ。あなたの名前も聞かせて」

　レミアの言葉にアレンは頷く。この段階でレミアに名を告げる事は当然の流れだったからだ。

「俺はアレンティス＝アインベルク。アレンって呼ばれているからそう呼んで欲しい」

　アレンが名乗るとレミアは驚愕の表情を浮かべる。レミアのその様子にアレンは訝しむ。どう考えても自分の名前に反応を示したからだ。

「レミア、俺の名前に気にかかる事があるのか？」

「アレン、あなたがアインベルク男爵なの？」

「ああ、その通りだ」

「そう……私は運がいいわ。王都に来てあっさりと会えるなんて……」

「ということはレミア、お前は俺に会いに来たのか？」

　アレンの言葉にレミアは頷く。レミアは力のこもった目でアレンを真っ直ぐに見ると力強く言う。

「その通りよ、アレン。いえ、アレンティス＝アインベルク卿、このレミア＝ワールタインと勝負してほしい!!」

「は？」

　レミアの口から放たれた勝負の申し込みにアレンは流石に戸惑う。いきなり勝負と言われても『はい、そうですか』と答えるわけにはいかないのだ。

「勝負？」

　アレンはレミアの申し出に対し鸚鵡返しで答えていた。アレンにしてみれば『なぜ自分がいきなりレミアに勝負を申し込まれなければならないのか』という至極まっとうな疑問が形となって口から出ただけだ。

「あ、ごめんなさい。いきなりすぎて困らせてしまったわね」

　レミアは礼儀正しくアレンの疑問に答える。とてもさっきまで猛々しい言葉で男と罵り合っていた少女と同一人物には思えない。

「順を追って説明させてもらうわ」

「ああ」

「私の家のワールタイン家とアレンの家のアインベルク家とは、少々因縁があるのよ」

「因縁？」

「ええ、といっても曾祖父の世代の因縁なの」

（俺の曾祖父はレミアの曾祖父に何をしたのだろう？）

　レミアの言葉にアレンは不安になる。因縁の内容次第によっては関係が血なまぐさいものになってしまうからだ。

「誤解しないで欲しいのは、恨みとかそういった類の事じゃないわ」

　だが、レミアの口から恨み云々が否定された事にアレンは安堵の息を漏らす。レミアのような美少女にいきなり恨み辛みをぶつけられるのは、アレンであっても御免被りたかったのだ。

「実は私の曾祖父がアレンの曾祖父と戦ったらしいのよ。といっても殺し合いとかいう血なまぐさいものじゃなくて純粋な腕比べだったみたいよ」

「それで、結果は？」

「アレンの曾祖父が勝ったらしいわ。そこで、うちの曾祖父が再戦を約束して修行に入ったわけ」

「なるほど……でもなんで曾孫の君が来るの？　再戦を約束したのは曾祖父ちゃんなんだろ？」

「それが、曾祖父は再戦の約束を果たすことなく、病で亡くなったらしいの」

「それはそれは……」

　アレンはレミアの曾祖父の無念を思うと心が痛む。約束を果たせずに朽ちるというのはさぞかし無念だっただろう。

「曾祖父は臨終の場でお祖父様にアインベルクとの戦いを受け継ぐように頼んだの」

「なるほど、それでレミアが曾祖父ちゃんの思いを受け継いで俺と戦いに来たというわけか」

「そういうこと、あなたにとっては迷惑な話だろうけど、受けて欲しい」

「…………」

　無言のアレンの反応から不安げな表情をレミアは浮かべる。アレンにしてみればそんな曾祖父の世代の因縁をふっかけられて迷惑な話だと思われても仕方がない。断られるという不安がよぎったのだ。

　だが、アレンの発した言葉は断りの言葉では無かった。

「ん～。聞いていた話と違うな」

「聞いていた話？」

「ああ、うちにも再戦の約束を果たしにいずれ勝負を挑んでくる者が来るから、その時は受けて立つべしと父上が俺に言っていた事があるんだ」

「それは、私の事でしょ？」

　アレンの言葉を受けてレミアがほぼ反射的に答える。アレンの話は状況的にレミアの事に他ならないはずだ。しかし、アレンは違うというのが不思議だった。

「ああ、話は繋がっているんだけど、その家の名前はベルノヴァと聞いてたんだ」

「ベルノヴァは、私の曾祖父の名前よ。ベルノヴァ＝ワールタインというのよ」

「え？　そうなんだ」

「多分、世代が変わるうちにベルノヴァの名前だけが残りそちらが家の名前として伝わったのね」

「なるほどね。それなら不服はないよ」

　レミアの言葉を聞いてアレンは納得したようで、快くレミアの勝負を受ける事にする。

「ありがとう、アレン」

「良いって、多分、うちの曾祖父ちゃんはレミアの曾祖父ちゃんとの再戦を楽しみにしてたんだと思うよ。じゃないと俺にまで話が伝わるわけ無いからな」

　アレンは心からそう思う。本当に再戦を楽しみにしていたのでなければ、この話が世代を超えて伝わることは決して無いはずだ。それが伝わっていると言う事は、アインベルク家にとってレミアの曾祖父という存在が決して軽いものでは無かったことの証拠なのだ。

　アレンの言葉を聞いてレミアは嬉しそうに微笑む。独りよがりであったとすればあまりにもワールタイン家は惨めすぎる。だが、アレンの言葉により今までの努力が報われた気がしたのだ。

「でも、すまないが、俺はこれから仕事なんだ。勝負は後日改めてにしてもらいたいんだけど」

「確かに、アレンの都合もあるでしょうし、もっともな事ね」

「レミアの都合の良い日に合わせるから」

「うん、ありがとう。ところでこんな時間から仕事なの？」

「ああ、アインベルク家は国営墓地の管理を任されている。これから日課の見回りさ」

「ふ～ん……そうだ！　アレンその見回りって私もついていっちゃ駄目？」

　レミアの申し出にアレンは考える。何しろ国営墓地の見回りでは、ほぼ例外なくアンデッドとの戦闘になるのだ。並みのアンデッドにレミアが後れをとるとは思えないが、手の内をアレンにさらしてしまう可能性がある。その事を伝えるのは礼儀であると思い、アレンはレミアに話す事にする。

「レミア、一緒に来ることは構わないんだけど、伝えておくべき事がある」

「なに？」

「国営墓地では、ほぼ例外なくアンデッドが発生するんだ。レミアが後れをとるとは思えないけど自分の手の内を俺に知られる事になる。それでも一緒に行くかい？」

「う～ん、手の内を知られるのは確かにまずいけど、逆にアレンの手の内を探ることもできるわ。となると条件は一緒だし連れてってちょうだい」

　レミアの言葉にアレンは頷く。確かにレミアの手の内だけでなくアレンの手の内もさらすことになるため、条件は一緒である事に思い至ったのだ。




　そのまま、アレンはレミアと一緒に国営墓地に入る。

　アレンとレミアは国営墓地に入ると周囲を警戒しながら進む。レミアの様子を窺うとそれほど緊張しているようには見えない。自分の実力に裏付けされた自信が恐怖心を乗り越えさせているのだろう。

「早速出たな…………」

　アレンがいきなりアンデッドを発見すると剣を抜く。レミアがアレンの視線の先を見ると、デスナイトとリッチが連れ立って歩いている。

「あれって、デスナイトとリッチじゃない？」

　レミアの問いかけにアレンは頷く。デスナイトもリッチもこの国営墓地においては珍しいアンデッドではない。

「ああ、この国営墓地では当たり前の様に発生するアンデッドだな」

「へ～そうなんだ。という事は毎晩のようにアレンはあんなアンデッドを斃してるって事？」

「まぁ、そういうことだな」

　アレンの返答にレミアは感心したような表情を浮かべる。一方でアレンもレミアの高い戦闘力を垣間見た気がした。デスナイト、リッチという強力なアンデッドを見てもレミアにまったく恐れる様子が見えない。

　レミアの話からデスナイト、リッチという存在がどのようなものか知らないわけではない。ということはレミアはデスナイト、リッチというアンデッドの力を知ってなお恐れていないのだ。これだけでもレミアの高い実力がわかるというものだった。

「レミア、とりあえず……デスナイトとリッチのどっちを引き受ける？」

　アレンの言葉にレミアは少し考える様子を見せる。そしてすぐに結論が出たのかアレンに向けて自分の選択を伝える。

「そうね……デスナイトにするわ。アレンにはリッチを任せるという事で良い？」

「わかった。それじゃあ、俺がリッチを始末するからデスナイトは任せるよ」

「うん、まかせて」

　アレンとレミアはそれぞれの役割を決めるとそれぞれ動く。

　アレンはリッチへ、レミアはデスナイトへと役割に応じた動きをとる。

　アレンはリッチに向かって駆け出す。アレンとレミアに気付いたリッチとデスナイトはすぐに臨戦態勢をとった。アレンが駆け出すとほぼ同時にレミアもデスナイトに向け駆け出した。

　リッチが詠唱を始める。右手の人差し指と中指がアレンに向けられていることに気付いているがアレンは構わず突っ込む。すると詠唱を終えたリッチはアレンに向けて【雷撃ライトニング】の魔術を放つ。

　ビシィィィィィィ!!

　リッチの指先から雷撃が放たれるが、アレンはそれを難なく躱した。もちろんアレンの動きが雷撃よりも速いという訳ではない。アレンはリッチの動き、詠唱の進み具合、魔力の流れなどから【雷撃ライトニング】が放たれるよりも速く回避行動に出ていたために難なく躱す事が出来たのだ。

　初撃を躱されたリッチは再び詠唱を始めようとしたが、当然ながらアレンは二撃目を許すような事はしない。二撃目の詠唱を始めようとしたときには、アレンはすでにリッチとの距離を完全に潰している。

　アレンは剣を振るうと、リッチの右肩から左脇まで何の引っかかりを生じることなく斬り落とした。その際に核も斬り裂いておりリッチは消滅する。

　リッチを消滅させたアレンは、レミアとデスナイトとの戦いを見るために視線を動かすと、レミアがデスナイトの首と右腕を斬り落とし、そのまま回転し心臓の位置にある核を貫いたのが目に入る。

（あの双剣、思った以上にやっかいだ。全く別の動きをしているのに斬撃自体の威力は変わらない）

　レミアの双剣が振るわれる姿を見て、アレンはレミアの剣術が凄まじいものであることを確認する。

（アレンは雷撃が放たれる前にすでに回避行動を取っていた……。アレンの洞察力は本当に凄いわ。そしてリッチを一太刀で斬り伏せるという腕前……これがアインベルクなのね）

　一方でレミアもアレンの技量に感嘆していた。

　アレンとレミアは、互いを強敵と認め合い見回りを終える事になった。国営墓地の敷地から出たアレンはレミアに言葉をかける。

「それじゃあ、レミア、勝負の日の細かい打ち合わせをしたいから、明日うちに来てくれるか？」

「分かったわ。明日お伺いさせてもらうわね。でも貴族の屋敷に行くのにこんな格好で行ったら家の人に追い払われないかしら」

「大丈夫さ、話は通しておくし、家の人といっても家令のロムとメイドのキャサリンの二人しか居ないし、その二人も身なりで追い払うなんて失礼な事はしないさ。というよりもレミアの格好は別におかしいわけじゃないだろ」

「そう、ありがとう。じゃあ明日お伺いするわね」

　決闘の日の打ち合わせというのもおかしな話だが、アレンもレミアもお互いに卑怯な事はしないという奇妙な信頼があった。

　僅かの時間であったがアレンとレミアは信頼関係を構築していたのだった。
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　次の日、一〇時頃にアインベルク邸にレミアがやってくると、アレンとレミアは決闘の細部を詰める。決闘の日時は三日後、場所はアインベルク家の修練場、立会人はフィアーネとなったが、アレンは決まった事に対して『これでいいのか？』と不安になった。アレンにとって都合が良すぎる取り決めだったからだ。決闘の日時はともかく、場所はアレンの庭、立会人はアレンの友人である。

　アレンはレミアにその事を尋ねたが、レミアはあっさりと「もちろん、構わない」と返答した。自分の実力に自信があるのは勿論だろうが、レミアはこの勝負を楽しんでいるようだった。

　アレン自身もレミアの実力を高く評価していたために、決闘の日が楽しみであった。
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　そして、三日後……。ついに決闘の日を迎える。

　アインベルク邸の修練場にアレン、フィアーネ、レミアが立っている。アレンはいつも見回りの時に身につけている黒を基調とした服装に、黒いコートを身につけている。そして魔剣ヴェルシスと長剣、投擲用のナイフを一〇本、分銅鎖を準備している。

　それに対してレミアは二本の剣と革鎧という最初に出会った装備そのままであった。もちろん、お互いに手の内を完全にさらすわけがないので、切り札的なものも当然用意していることはお互いに想定していた。

　ちなみにフィアーネは、いつもの通りの黒を基調としたドレスでところどころにフリルがあしらわれているものに身を包んでいる。いつもと違うのは長い銀髪を夜会巻きと呼ばれる髪型にしていることだろう。

　アレンがその事について『どうして夜会巻き？』と尋ねたところ、『そりゃ立会人だからね♪』とよく分からない返答を受けた。

　対峙するアレンとレミアの間に、フィアーネが立つと決闘の条件について確認する。

「それでは今回の決闘について確認を行います」

　フィアーネが二人に条件の最終確認を行う。フィアーネは何だかんだ言って、やる時は真面目にやる少女なのだ。

「条件は三つ。一つ、決着は、相手が戦闘不能となること、もしくは敗北を認めた時。

　二つ、武器は今この場に用意したものであること。三つ、魔術の使用は認める。但しローエンシア国法に則り、禁術に指定されたものは使用禁止とする。以上三つの条件でこの決闘は行われます。双方、異存はありませんか？」

　フィアーネが決闘のルールを確認すると二人に異存がないかを確認する。

「ない」

「ありません」

　フィアーネの問いかけにアレンとレミアは即座に答える。

　公正を期すためにアインベルク邸の修練場はこの三日間、レミアの立ち入りを自由にしていた。修練場に罠を仕掛けるのも、それを知っていて見逃すのもお互いの技術の範囲内であり、三日間をどのように過ごすかは本人達の自由というものであった。

　実際にレミアは何度も修練場に足を運んでいる。罠を仕掛けることはアレンもレミアも卑怯という認識ではない。アレンもレミアも戦いとは生存競争の一つであり、勝つために最善の方法として罠を仕掛けるというのは至極当然というものであった。

　アレンもレミアも正々堂々と戦う事を好んだが、その正々堂々の基準が他者に比べて著しく異なっていることは否定できない。言い方を変えれば、両者は似た者同士であると言って良いだろう。

「それでは、双方異存なしとしてこれより決闘を開始する……始め!!」

　フィアーネは双方の意思を確認すると決闘の開始を宣言する。アレンとレミアの世代を超えた決闘が始まったのだ。

　アレンとレミアはそれぞれ剣を抜くと構えをとったが、お互いに動かない。お互いに隙を探していたのだ。

（見事だな……一切隙が無い）

　アレンはレミアに一分の隙も見出すことが出来ずに心の中で賛辞を送る。

（く……これがアインベルク……想像していたよりも遥かに強い）

　一方でレミアもアレンに対峙し、その底知れぬ実力に感嘆していた。

　互いに墓地の見回りを行い、ある程度の実力は把握したつもりだったが、仲間として見るのと敵として対峙するのとでは威圧感がまるで違うのだ。

　両者はお互いに視線を外さない。一瞬の油断が即決着に結びついても不思議ではないために視線を外すことは出来ない。

　そこにアレンが先手を打つ。といっても実際に動いたのではなくレミアに殺気を飛ばすというものだった。

　アレンほどの実力者が殺気を放てば、通常の相手ならば何かしらの反応を示す。だが、レミアはアレンの殺気に一切反応を示さない。レミアはアレンの殺気を攻撃のためのブラフである事を見抜くと一切の反応を消したのだ。

（やはり……この程度の揺さぶりでは駄目か……）

　アレンは殺気によってレミアの隙を突こうという戦術をあっさりと放棄する。このままレミアに殺気や意識で揺さぶりをかけても意味が無い事を悟った以上、拘るべきではないのだ。

　アレンは次の手を打つことにすると、死霊術でスケルトンソードマンを六体形成した。

　死霊術は瘴気によってアンデットを形成する魔術で、アインベルク家の得意な術である。当然、アレンはこのスケルトンソードマンではレミアにダメージを与えることなど到底出来ないことは理解しているが敢えて行った。

　アレンによって形成されたスケルトンソードマンがレミアに襲いかかる。レミアは右手の剣を順手に、左手の剣を逆手に持ち、左半身を前に構えると、スケルトンソードマンを迎え撃つ。

　そして次の瞬間、レミアは一瞬でスケルトンソードマンを六体斬り伏せた。凡庸な使い手では何が起こったか全くわからないだろう。それほどの剣速だった。

　アレンがスケルトンソードマンを形成し、襲わせたのはレミアの隙を作るためだったのだが、レミアがスケルトンソードマンを一瞬で斬り伏せた時に全く隙を見せなかった。

　いや、隙はあったのだが、それはレミアがわざと作った誘いの罠だったのだ。アレンはその事を見抜いたためにレミアに斬りかかることをしなかったのだ。

（隙を作ろうとした初手がまったく活かせなかったどころか、逆に利用されるとは……）

　アレンはレミアの隙を生じさせるどころか、逆に誘い込まれるという罠に使われた事に賞賛と共に舌打ちしたい気分であった。

（あわよくばと思ったけど乗ってこなかったわね。この程度の駆け引きじゃ、形勢は動かないわね）

　レミアはわざと作った隙は決して下手な呼び水ではないと自負していたため、それが見抜かれた事に心の中で舌打ちしていた。

「ねぇ、アレンちょっと聞いて良いかしら？」

「なんだ？」

　事態の変化を狙いレミアが話しかける。アレンもレミアの意図を察したが、会話を通して事態を動かそうと話に乗ることにした。

「私はさっき明らかな隙を作ったんだけど、気付いた上で……」

　レミアは話の途中で動くとアレンの懐に飛び込んだ。レミアはそのまま腹、胸、喉に右手の剣で三段突きを放つ。凄まじい速度の三段突きであるがアレンはそれを難なく躱した。レミアの三段突きは速度こそ凄まじいものであったがただ身体能力のみの突きであり、来るとわかっている以上、アレンならば躱すのは容易だった。

　アレンは右側に体を動かしレミアの三段突きを躱した。しかし、それはレミアの本命ではない。レミアの本命は左手の逆手に持った剣でアレンの右足を切りつける事だった。

　キィィィィン!!

　アレンは魔剣ヴェルシスでレミアの剣を受け止める。だが、レミアの本命はまだ終わりではなかった。今度はレミアの右手に握られた剣がアレンの首をめがけて振るわれたのだ。

「くっ!!」

　間一髪でアレンはレミアの剣を躱すと間合いをとり、再びレミアと対峙した。

（動きが想像以上に速い……おかげで話の途中で攻撃するなんてベタな手段に後れを取ったな……）

　アレンの背中に冷たい汗が流れる。レミアの斬撃はアレンをして命の危険性を感じるようなものであったのだ。

「様子見はこれぐらいにして、そろそろ本番と行きましょう」

　レミアはそう告げると足下に魔法陣を展開した。

（あれは、身体能力を向上させる……）

　アレンはレミアが発動しようとした魔術が何かを看破する。レミアの発動した魔術は、発動まで一〇秒程度かかるものである。

　アレンは発動までのタイムラグを突くために動く。一瞬で距離を詰めレミアに斬撃を放とうとする。

（な…………）

　だが、レミアの展開した魔術は身体能力を向上させるものでは無かった。発動した魔術は強烈な光を発する目眩ましの魔法だったのだ。

　レミアは身体能力向上の魔法陣であると偽装することでアレンを誘い込んだのだ。身体能力向上を阻止するため、間合いを不用意に詰めたアレンは目眩ましの術にかかってしまったのだ。

（しまった…………くそ……）

　アレンは目が眩んだ瞬間に左に跳んだ。視力回復までの数瞬の時間を稼ぐために間合いを取ろうとしたのだ。だが、相手はレミア。レミアほどの実力者を相手に数瞬の時間を稼ぐというのは困難極まりない。

　レミアはアレンをすかさず追撃する。アレンの視力はレミアが追いつくまでにかろうじて回復したのだが、アレンはこの数瞬の間にレミアに戦いの主導権を握られた事を察した。

　縦横無尽にレミアの剣がアレンを襲う。アレンはレミアから放たれる斬撃を脅威的な体術でなんとか躱し続けているが、それは敗北を先延ばしにしているに過ぎない。

（まずい……押し切られる）

　アレンの背中に冷たい汗が流れ始める。レミアの斬撃は、途切れることなくアレンを襲う。普通、どんな連続技でも永遠に繰り出すことは不可能だ。相手との間合い、自分の体勢からいつか攻撃を繰り出すことが出来なくなるようになるのだ。

　そのはずなのに、レミアの攻撃は切れ間無くアレンを襲う。アレンはレミアのこの連続技が闇雲に繰り出しているのではなく、何らかの法則性に従って繰り出されていることに気付く。

（術理がまったくわからん……。反撃しようにもまったく隙が無い……ここで使わされるとは……）

　アレンはレミアのこの連撃を躱しきることも反撃することも不可能と思い、非常手段を使う事にする。いや正確に言えば『使う』のではなく『使わされた』とアレンは認識している。アレンは追い詰められた事に対して苦々しく思う。だが、それはレミアの高い戦闘技術と組み立て方に対する賞賛の裏返しであった。

　アレンは、この三日間で修練場にいくつか罠を仕掛けていた。罠と言っても殺傷能力のあるものや相手の魔力、身体能力を封じるものでは無かった。そんなものを巧妙に仕掛けてもレミアは必ず看破するだろうと思っていたアレンは、逆に戦闘に関係ない罠をしかけておいたのだ。

　ジャ～～～～～～ン!!　ジャジャン!!

　突如、修練場に大音量でオーケストラの演奏が流れ出した。このあまりにも予想外の出来事にレミアの攻撃が止まる。この隙にアレンはすかさず間合いをとり、やっと一息つくことに成功した。

　このオーケストラの演奏こそがアレンの仕掛けた罠だったのだ。発動条件はアレンが『追い詰められること』。アレンが自分で追い詰められたと感じた時に自動で発動するようになっていたのだ。

　達人になればなるほど相手の気を読む。その研ぎ澄まされた感覚は戦闘に関することであればありえない程の高性能なレーダーとなる。だが、あまりにも戦闘に関する高性能なレーダーは、『それ以外』を見落とす事もあるのだ。

　戦いの場においてオーケストラの演奏というものは、まさしく『それ以外』のものであり、レミアは一瞬ではあるが音楽に意識がそれてしまったのだ。だが、アレンにとっては、その一瞬こそが崩れた形勢を取り戻すために欲しかった一瞬だったのだ。

　アレンはこの罠を最終段階で使うつもりだったのだが、思いがけずレミアに追い詰められた事で早い段階で使わされたのだった。

「まさか、オーケストラの演奏が流れるとはね。盲点だったわ」

　レミアは感心したように笑いかける。実際、戦闘技術を磨きに磨いてきたレミアにとって、オーケストラの音楽が流れるなどという事は完全に予想外だったのだ。

「卑怯とか言って罵らないんだな？」

　アレンのこの問いかけにレミアは気分を害したようだった。

「勝つために最善の準備を行うのは当たり前よ。あなたはそんな事も私が弁えていないと思っていたの？　それこそ侮辱だわ」

「すまないな。そんなつもりじゃなかったんだ」

　アレンが素直に謝罪したことで意外そうな表情をレミアは浮かべる。

「意外ね、私が気分を害したのだから、そこを突くというという方向に持って行くかと思ってたんだけど……」

「その、方法も考えたんだけど、それが利用される事もあるからな」

　アレンの返答にレミアは微笑む。この会話でさえ、両者にとっては駆け引きの材料だったのだ。アレンとレミアはお互いに会話を通して、自分の有利な状況を作り上げようとしていたのだ。

（……あの手で行くか……）

　アレンは会話を切り上げるとレミアとの間合いを詰め、二段突きを放つ。

　アレンの二段突きをレミアは苦も無く左手の剣で受け流すと、次の瞬間にレミアは右手の剣でアレンの手首を狙った。すると今度はアレンがその剣を受け流した。

　ここで、レミアにとって予想外の事が起こる。なんとアレンが剣を落としたのだ。

　レミアはアレンの手から落ちる剣に一瞬目をやる。またも戦闘においてあり得ないアレンの行動にレミアは翻弄される。

　アレンは剣を落としたのではない『離した』のだ。剣が落ちるという事実を『狙った』アレンと想定外であったレミアでは次の行動に出るまでに一瞬の差が生じた。

　アレンはレミアの右手を掴むとレミアの体勢を崩し、次の瞬間に右手を首に引っかけ投げ飛ばした。

「くっ……」

　アレンは地面に叩きつけられたレミアを組み伏せた。

（よし…………ん？）

　アレンは目論見通りレミアを組み伏せることに成功したと思ったが、レミアの左手に剣が握られてない事に気付いた。

（レミアの左手の剣はどこに行った？……ぐっ!!）

　アレンがレミアの左手の剣の行方を探そうとしたその時、アレンの背に衝撃があった。レミアの左手に握られていた剣がアレンの背中に直撃したのだ。運良くアレンの背に当たったのは柄の部分であったためにそれほどのダメージはなかったが、アレンの意識を逸らすには十分な出来事だった。

　レミアはアレンの拘束が緩んだ瞬間に動く。アレンの首に手をかけると肩を回転させアレンを引き離した。引き離されたアレンはレミアから四メートルほどの距離を転がり、その勢いを利用して立ち上がった。

　立ち上がったアレンはレミアの剣が落ちているのを見て事情を察する。レミアはアレンに投げ飛ばされるまでの僅かな時間に左手の剣を垂直に投げていたのだ。そのまま剣は重力に引かれ落下し、アレンの背に落ちたというわけだった。

「ち……」

　立ち上がったアレンは、レミアに向かって投擲用のナイフを放つ。レミアは剣で払う事も出来ず転がってナイフを避けた。

　開いた距離をアレンは詰める。その途中で予備の剣を抜き放つとレミアに向かって振り下ろした。

　キィィィィィン!!

　レミアはアレンの斬撃を剣で受けると、金属同士を打ち付けた澄んだ音が修練場に響いた。

　アレンの振り下ろした剣をレミアは受け止める事に成功していたが、彼女は座り込んでおり、アレンの形勢が有利なのは明らかだった。

「降参する気はあるか？」

　アレンの問いかけに、レミアは小さく頷く。このレミアの頷きにアレンは戸惑う。レミアがここで降参するとは思っていなかったからだ。

　その瞬間、レミアが煙の様に消える。そして次の瞬間にアレンの右一〇メートル程の距離にレミアが現れた。

「いつ、転移魔術を使った？」

　アレンは動揺を隠しながらレミアに尋ねる。アレンはレミアが消えた理由を転移魔術を使ったと推測したのだ。だが、転移魔術には段取りがあり、アレンは一切その段取りに気付かなかったのだ。

「あなたのオーケストラと一緒よ」

　レミアの答えは抽象的だった。アレンの先程の罠同様という事は修練場にレミアも仕掛けていたという事だろうかとアレンは推測する。だが当然ながらアレンも修練場をチェックしており、痕跡を探しに探したけど見つけることは出来なかったのだ。

「ちゃんと修練場を事前にチェックしてたんだけど見つからなかったな」

「そりゃそうよ、仕掛けていたのは修練場でなく、あなた自身なんだから」

　レミアの言葉にアレンが困惑する。ここで尋ねるとそこを突かれる危険性があるのだが、アレンはどうしても聞かずにはいられなかったのだ。

「どういうことだ？　そんな隙はなかったはずだし、俺自身にかけられれば流石に気付くぞ」

「ふふ、いつかけたのかしらね♪」

　レミアは嬉しそうに笑う。どうやらアレンを出し抜いたのが嬉しいらしい。そう言われて、アレンは自分の体をチェックするが何も感じられない。自分にかけられたという罠は一度きりの使い捨てと判断したのだが、念のためにコートを脱ぎ捨てておく。

　アレンのコートには魔術による防御効果の術式が組み込まれており、並みの鎧より防御力があるのだが、レミアから何かしらの術を仕込まれた可能性がある以上、身につけるのは危険と判断したのだ。

「まぁ一回こっきりの使い捨てタイプの罠らしいな」

「ふふ、どうかしらね」

「まぁ、答えは、戦いが終わったら教えてもらうか」

「そうね、戦いが終わったら答えを教えるわね」

　お互いの実力が伯仲しているからだろうか。アレンとレミアの体力は急速に失われている。いや、それにも増して消耗してるのは精神力だった。一瞬たりとも気が抜けない相手と対峙している以上、自分が思っている以上に消耗しているのだ。

　アレンはお互いの体力の消耗度合いから、決着が近いことを感じていた。

　アレンはこの戦いの締めとしてアレンの得意技である『陰かげ斬きり』で幕を引くつもりだったのだ。

（さぁて……この技は初見であれば決まるはずだ……。万全の状態なら躱せるかも知れないが、今の消耗したレミアならいける）

　アレンはそう結論づけると動くきっかけを探す。

（……雰囲気が変わったわね……どうやら最後の攻撃に移るつもりね。私が消耗するように仕向けていたと言う事かしら？）

　一方でレミアもアレンの覚悟を感じると心の中で身構える。右手に持った剣をアレンに向ける。

「じゃあ、答えが知りたいからこの戦いを終わらせようか」

「そうね、楽しい戦いだけどこれ以上長引くとアレンの方が有利だからね」

「体力面の事を言ってるなら、そんな心配は無用だと思うぞ」

　アレンの言葉にレミアも微笑む。戦闘中でありながらアレンは目が奪われそうになるほどレミアの微笑みは美しかった。アレンは心の中で頭を振ると再び集中し直す。

　アレンとレミアは互いに間合いを少しずつ詰める。間合いが詰まる度に緊張感は嫌が応にも高まっていく。

　そして、アレンが動く。一瞬で間合いを潰すと、アレンは剣を上段から一気に振り下ろす。まるで雷が天から落ちるかのような凄まじい斬撃だったが、レミアはアレンの剣を打ち払った。

　キィィィィィン!!

　澄んだ音が鳴り止む前にレミアも反撃に転じる。レミアはアレンの懐に飛び込むと剣を突き立てる。斬撃を放った後の硬直を狙われたアレンであったが、アレンは何とか躱す事に成功する。

　レミアの剣を躱したアレンは、今度はレミアの首筋に二段付きを放ち、レミアがそれを躱した次の瞬間に剣を横に払った。レミアは驚異的な身体速度でアレンの横薙ぎの一閃をしゃがんで躱した。

（な…………）

　アレンの中で完璧なタイミングで放たれた一閃が躱されたことに驚きの感情が発せられた。突きとは全く軌道の違う攻撃を間髪入れずに放ったにも関わらず、レミアは躱したのだ。アレンはレミアならこの攻撃を凌ぐと思っていたのだが、それは剣で防ぐという事を想定していた。ところがレミアは躱したのだ。これはアレンに大きな隙が出来た事を意味する。

　レミアはしゃがむ際にアレンの腹部に斬撃を放っていた。レミアの斬撃も完璧なタイミングで放たれており、通常ならば腹を斬り裂かれていた事だろう。ところがアレンは瞬間的に身をよじることで、薄皮一枚斬られたが躱す事に成功したのだ。

（そんな……これを躱すの!?）

　今度はレミアが驚く。アレンは横薙ぎの一閃を放ち終える前に放たれた斬撃だったにもかかわらず躱したのだ。動作の途中に新たな動作を加えるなどと言うのは人間業ではない。

（ここだ!!）

　レミアの斬撃を躱したアレンはここが絶好の機会であると結論づける。その絶好の機会とは『陰斬り』を放つ機会の事だ。

　レミアはこの一連の攻防に集中している。アレンもその事に気付いていた。この技は対象者が集中すればするだけ決まる確率が上がる。そして、剣を受け止めざるを得ない状況で放つのがベストだ。

　すなわちレミアが斬撃を放ちきった所、しかもしゃがんだ瞬間。

　そして、ついにその瞬間が訪れる。

　アレンは上段から剣を振り下ろした。すさまじい速度で振り下ろされるアレンの袈裟斬りを受け止めようと、立ち上がったレミアは自分の前に剣を掲げた。

　本来であれば剣同士を撃ち合わせる澄んだ金属音が響くはずである。だが、金属音は鳴らなかった。アレンの剣はレミアの剣を『すり抜け』、レミアの首のギリギリのところで止まっていたのだ。

　この事にレミアは声も出ない。あまりにも不可解な出来事だった。だがレミアは自分が敗れた事を悟ると素直にアレンに向けて告げる。

「参った……」

　その言葉を受けて、立会人のフィアーネが右手を掲げ宣言する。

「そこまで!!　この勝負、アレンティス＝アインベルクの勝ちとする」
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　フィアーネの宣言が終わり、レミアが剣を引くと、ようやくアレンも剣をレミアの首元から離した。
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「すごい、勝負だったわね」

　フィアーネがアレンとレミアの戦いを称える。

　一方のアレンとレミアは疲労困憊といった風に座り込んでいた。お互いに想像以上に体力と精神力を消耗していたらしい。

　勝負という緊張状態が解かれた事で疲労が一気に襲ってきたのだ。

「ところでアレン、最後の私の剣をすり抜けたあの技は何？」

　レミアがアレンに勝負を決した技の説明を求める。

「ああ、あれは俺の切り札の一つである『陰斬り』って技だ」

「陰斬り……」

　アレンの返答にレミアは小さく呟く。『陰斬り』は決して派手な技ではない。それどころか非常に地味な技と言って良いだろう。斬撃の途中に剣の軌道を変え、斬りつけるというレベルを問わなければ誰でも出来る地味なものだ。

　しかし、アレンのそれはそれらとは一線を画す。アレンは剣閃の速度を全く損なわず剣の軌道を変えて防御の内側に滑り込ませることで、受けた方は剣がすり抜けたように感じるのだ。

　加えて、アレンの動きには一切の淀みがないために、よりすり抜けたという印象が強くなる。

　相手が集中すると効果が上がるのも、この技が相手の虚をつく技だからである。また相手が受け止めるような状況で使うのも、防御の方向に意識を持っていくためである。

　アレンはゆっくりと剣を振りながら、レミアに『陰斬り』の説明を行う。本来、技の術理を外に漏らすのは避けるべきなのだが、アレンはこの時レミアなら構わないという意識を持っていたのだ。

「なるほど、単純な術理だけどそれだけに使いこなすには相当な修練が必要ね」

「確かに……私は剣は使わないけど拳でも応用できそうね」

　技の説明を終えると、レミアとフィアーネは感嘆の声を上げる。

「じゃあ、俺の技のネタばらしはこれぐらいにして、レミアは転移魔術のネタばらしを頼む」

　アレンは自分の技の説明が終わったということで、今度はレミアに転移魔術の使用についての説明を求める事にした。

「転移魔術によって移動したのは分かってるわね？」

「ああ、問題は術が発動した手順がわからん」

　レミアの問いかけにアレンは素直に答える。

　転移魔術による空間転移を行う際には、当然ながら行き先を指定しなければならない。通常、転移魔術を使用するには、まず魔法陣を展開し、行き先を指定、そして発動させ実際に転移という流れになる。

　だが、レミアが先程使った転移魔術は魔法陣も展開してないし、行き先も指定していなかったのだ。諸々の手順をすっ飛ばしていきなり転移したのだ。

「レミアはあの時、俺のオーケストラと同じと言ったな」

「うん」

「あれは予め仕込んでいたという意味だと思ったんだが、それで大丈夫か？」

「うん」

「俺は修練場をチェックしていたがその痕跡は一切無かった。そしてレミアはあの時、俺に仕掛けたと言っていたがそんな気配も一切無かった」

　アレンは不思議そうに言う。前もって仕掛けていたというのならアレンとて流石に気付くというものだ。

「アレンに組み敷かれて、上に投げた剣が当たった時に仕掛けたのよ」

「じゃあ、あの時は攻撃ではなく、術の仕掛けだったというわけか」

「うん、考えていた以上に上手くいって、術を使わないで脱出できたのよ」

　レミアにしてみれば、刃の部分が当たってもよし、刃以外のところがあたっても結果的に危機を脱せられるから良しと考えていたようだ。

「いつ仕掛けたかは分かった。戦闘に集中していたから気付かなかったのも納得した。でも魔法陣の展開と行き先指定の答えはまだ分からん」

「あなたに仕掛けたのは、行き先指定の術式よ。単純に仕掛けた対象から半径一〇メートルの地点にランダムに指定されるわ」

「なるほど」

「ちなみに魔法陣は私の鎧の内側に書かれているのよ」

　魔法陣の展開はすでに準備されていたというわけだ。加えて行き先指定もここと正確に指定したわけでなくランダムに行っていたというわけだ。レミアはさらに続ける。

「あとは発動条件を満たし転移したというわけ。発動条件はあなたが私に降参を促し私が頷く事よ」

「なんでそんな発動条件にしたんだ？　もし、俺がレミアに降参を促さなかったらどうするつもりだったんだ？」

　アレンはレミアに尋ねる。レミアの言った条件ではアレンが降参を促さなかったらそのまま勝負がついてしまった事だろう。

「何となくだけど、アレンは試合では降参を促すタイプと勝手に思ってたのよ」

「？」

「アレンって基本紳士な対応をとるじゃない」

「え、そうか？」

　レミアの言葉にアレンはフィアーネに目をやると、フィアーネも満面の笑顔で頷いた。

「私がそう考えたのは、まずこの決闘を受けてくれた事、そして一緒に墓地の見回りに行って技を見せてくれた事、三日間の準備期間で私にも修練場の立ち入りを自由にしたことの三つからよ」

　レミアにしてみればそこまで紳士な対応をするアレンが降参を促さないはずはないと結論づけたわけだ。

「なるほどな……レミアの中で厳しい発動条件であっても大丈夫という確信があったわけか」

「そういう事よ。そしてだからこそ魔力の流れなども一切感じ取れないってわけ。これで私の種明かしは終わり。納得した？」

「ああ、納得した」

　レミアの言葉にアレンは頷く。

　アレンは勝負に関して聞くべき事はすべて聞いたということで、レミアにこれからの事を尋ねる事にした。

「レミアはこれからどうする？」

「う～ん、とりあえず、一度実家に帰って報告するわ」

「その後は？」

「もう一回、修行のやり直しかな。それか冒険者として修行するかな」

　レミアの言葉を聞いてアレンが切り出す。

「よければ、アインベルク家で雇いたいんだけど」

「私を？」

　アレンの申し出にレミアは驚いたような声を出す。そんなに悪い印象を与えたつもりはなかったがそれでも雇うというところまで信用されているとは思っていなかったのだ。

　だがアレンは雇うと言ってくれたのだ。これはレミアを信用してくれていると判断するには十分な理由になるだろう。レミアはそう思うと嬉しくなり頬が緩みそうになる。

「ああ、レミアの実力はすさまじく高い。そんな人材を放っておく程、俺は呑気じゃない」

「う～ん、確かに墓地の見回りで相当なレベルのアンデッドが出たわね」

「ああ、正直なところ、あの程度のアンデッドじゃレミアにとっては物足りないだろうけど、どうだい？」

「まぁ、修行をし直すという事から考えれば、墓地に発生するアンデッド以上のレベルに遭遇することはあまりないわね。いいわ、アインベルク家に雇われることにする」

「おお、それは良かった。よろしくなレミア」

「こっちこそ、よろしくねアレン♪」

　アレンもレミアもお互いに微笑む。そこにフィアーネがアレンに声をかける。

「ちょっとアレン、あなたは付き合いの長い私を雇うなんて事、今まで一度も言ったことないじゃない!!　なんでこの子はスカウトして私はしないのよ!!」

「お前はジャスベイン家の令嬢だろうが、そんな事するわけにはいかんだろ」

　アレンの返答はこの上ない正論だった。公爵家の令嬢を男爵家が雇い入れるなどと言う事があるわけないのだ。たとえそれがフィアーネのような残念令嬢であってもだ。

「む～～～すっごく納得いかないわ。私もアレンにスカウトされたい!!」

「もう、面倒だからこの話はここまでな」

　アレンは強引に話を締めくくった。フィアーネは不満顔、レミアは苦笑を浮かべている。

「ところでアレン？　そちらのフィアーネさんってアレンの恋人なの？」

　二人のやり取りを見ていたレミアが突然二人の関係性を聞いてきた。

「いや、フィアーネは恋人じゃないよ」

「その通り!!　私はアレンの恋人よ!!　婚約者よ!!　いえ、もはや妻よ!!」

　レミアの質問にアレンとフィアーネはまったく真逆の答えを言う。この答えこそが二人の関係を表しているようにレミアには思われる。

「とりあえず、フィアーネさんの片思いってことね」

　レミアの言葉にフィアーネは頬を膨らませながら抗議する。

「違うわよ!!　私とアレンはもはや夫婦よ!!　長年連れ添った老夫婦の境地なのよ!!」

　頬を膨らませレミアに抗議するフィアーネは非常に可愛らしい。いつもの美貌に加え、子どもっぽい表情がフィアーネの魅力を増しているようだった。

「フィアーネ……それ何かおかしい……」

　フィアーネに見惚れるアレンであったが、フィアーネの抗議の方向があまりにも違うのでアレンは小さく指摘するが、フィアーネはあっさりとアレンの指摘を聞き流した。

「まぁ、いいわ。そうそうじゃあ、私はアレンの恋人に立候補するわ」

「へ？」

「だって、私に勝つぐらいの腕前の男なんかに出会えるチャンスなんて滅多にないもの」

　レミアの宣言にアレンはついて行けない。なぜいきなりこういう話になったのだろうか。そしてレミアの宣言に、フィアーネは俄然やる気になっていた。

「つまり、レミアさんは私へ宣戦布告するというわけね」

「その通りよ！　フィアーネさん、アレンの恋人の座は私がいただくわ!!」

「レミアさんって面白い人ね。私に勝てるなんて思わないでね」

　二人はライバル宣言からどんどん話が進んでいく。もはやアレンは完全に置いてけぼりだ。

　呆然とするアレンを放っておいてフィアーネとレミアの二人は、きゃいきゃいとはしゃいでいた。どうもアレンを巡ってドロドロの戦いをするという感じではなく、友達同士がじゃれ合っているようにしか見えなかった。

（まぁ…………良いか）

　アレンは胸中で呟く。

　フィアーネとレミアはどうやら波長が合うらしく良い友人になれそうだった。
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　レミアとの決闘から一〇日ほど経ったある日。

　レミアは一度報告のために実家に帰っていった。経過を報告した後、また戻ってくるとのことであった。

　レミアの実家は、王都から乗合馬車を使って一〇日かかると言っていたので、そろそろ実家の方に着いた事だろう。

　アレンがそんな事を考えていたある日、ロムがアレンの執務室に招待状を届けにきた。

　アレンは一七歳といっても男爵家の当主であり、ローエンベルク国営墓地の墓守という役職に就いている以上、当然ながら仕事を行う。その仕事が一段落ついたところで、ロムが招待状が届いたことを告げ、アレンに渡したのだ。

　渡された招待状につけられた封蝋から、差出人は『ローエン家』すなわち王族であることが分かった。

　アレンは嫌な予感がしたのだが、無視するわけにもいかないので招待状を開いて中を確認すると、内容は夜会の招待状だった。

　アレンは基本、夜会などに参加しない。夜は墓地の見回りがあるという理由で招待を断っていたのだ。といってもアレンに招待状が届くことは極めて稀であり、届いた招待状もアレンへの嫌がらせのために出したものであることをアレンは知っていた。

　元来、貴族は王族主催の晩餐会を欠席することは出来ない。しかし、アレンは墓地の管理を理由にして三回に一回は断っていたのである。今回の招待状には『非常事態以外は参加する事』と明記されており、非常事態が起こった場合は報告文書を上げる旨もこれまた明記されていた。

「なぁ、なんとかして行かないで済む方法はないかな？」

　アレンは無理を承知でロムに助け船を求める。手渡された招待状に目を通したロムは首を横に振りアレンの目をまっすぐ見つめると自らの意見を告げる。

「この内容では断るのは不可能かと思います。陛下はどうやら今回の夜会にアレン様を何が何でも招待するつもりのご様子です」

「やっぱ、無理か……」

　アレンはロムの言葉を受けてため息交じりに呟く。招待状の内容から断るのは不可能であると思っていたのでアレンは諦めることにする。王族主催ということは貴族達も大勢来るのだろうから、アレンはそれだけで憂鬱になる。

　アレンにとって貴族との会話ほど不愉快になることはない。あの回りくどい言い回し、自分の趣味とは対極にある美意識、一切共感できない自慢話の長いこと長いこと、おまけにアインベルク家に対する蔑みなど愉快な事など何一つ無いのだ。

　アレンにとって夜会に出るというのは、墓地の見回りなどより遥かに憂鬱な出来事なのだ。

　夜会の日付は今日から一ヶ月後……。

　これから、一ヶ月間で何かしら事件でも起こって中止になって欲しいとアレンは思わずにいられなかった。
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「お父様～♪　失礼します♪」

　誰が聞いてもご機嫌といった感じの声で、アディラがジュラスの私室へ入る。

「どうした、アディラ。ずいぶんとご機嫌ではないか」

「うふふ♪　分かります♪　アレンお兄ちゃんが今度の夜会に参加すると聞きました」

　今にも踊り出しそうなアディラの様子にジュラスは苦笑する。今回の夜会の目的はアレンとアディラの仲を進展させるのが開催目的だ。アレンは三回に一回は夜会を断るために、前回の夜会を欠席した時のアディラの落胆の大きさは凄まじいものだった。

　ジュラスとしても愛娘のアディラの落ち込む姿はあまり見たいものでは無い。

「よいかアディラ」

「はい♪　お父様、なんでしょう？」

「うむ、アレンが来るのははっきり言って珍しい」

「その通りです。お父様」

「機会は限られている。分かるな？」

　ジュラスの言葉にアディラは首肯する。アレンが王族主催の夜会であっても参加するのは珍しかった。実際に前回の夜会は、墓地の見回りにかこつけて欠席していたのだ。

「駄目なら、次頑張ろう……。などという甘い考えは持ってはいまいな？」

　ジュラスの言葉にアディラは頷く。アディラにしてみればアレンと会う機会は限られており、その少ない機会を逃すわけにはいかないのだ。しかも、今回上手くいかなければ、次の機会がいつくるかもわからないのだ。

（確かにそうだわ!!　今回の晩餐会を逃せば、次はいつチャンスが来るかわからない……）

　その事に思い至ったアディラの目に確かな決意が宿る。先程のフワフワとした感じはもうない。

「今回でアレンの心を射止めるつもりで望むのだぞ、アディラ!!」

「はい!!　お父様!!　全力でアレンお兄ちゃんの心を射止めます!!」

「うむ、その意気だ!!　アディラ。この一ヶ月、アレンの心を射止めるために自分を磨きに磨くのだ!!」

「はい!!」

（待っててねアレンお兄ちゃん!!　この一ヶ月で自分を磨きに磨いてアレンお兄ちゃんの心を射止めてみせるわ!!）

　アディラは心の中で宣言するのであった。
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　アレンの弟子の一人である近衛騎士のウォルターは驚いていた。

　近衛騎士達の技術が稚拙である事に……。

　アレンの弟子の一人である近衛騎士のロバートは驚いていた。

　近衛騎士達の剣の遅さに……。

　アレンの弟子の一人である近衛騎士のヴォルグは驚いていた。

　近衛騎士達の戦いにおける心構えの甘さに……。

　アレンの弟子の一人である近衛騎士のヴィアンカは絶望していた。

　アレンとロムどころかキャサリンにまであしらわれる自分たち四人の弱さに……。




　アレンに弟子入りした四人はロムに稽古をつけてもらっており、メキメキと実力を上げていた。それは間違いない。実際に近衛騎士の訓練で、同期や先輩の騎士達と模擬戦を行っても、危なげなく勝利を収めるようになった。

　元々四人は近衛騎士の新人の中でトップクラスの実力があったが、圧勝するほど実力の差は開いていなかった。だがアレンに弟子入りし、ロムに稽古をつけてもらうようになってから、あっという間に他の近衛騎士達を置き去りにしてしまったのだ。

　アレンやロムの使う戦闘技術は、これまで自分たちが使っていた技術とは全く違う技術体系だった。

　その技術を仕込まれていくうちに、未熟ながらも使用できるようになっていき、それらの技術を使えない騎士達を圧倒するようになっていった。

　青銅製の剣しか持たない相手に、鋼鉄製の剣で戦っているようなもので、一方的な戦いになっていた。

　それほどの実力を持つに至った四人であったが、驕るという気持ちとはほど遠かった。何しろ、自分達を指導してくれているアレンやロムという存在が強すぎて自分達が驕るような気持ちには一切なれなかったのである。

　ロムだけでなく、妻のキャサリンにも四人は稽古をつけてもらったのだが、まったく相手にならなかった。

　アレンの友人（本人は『妻よ!!』と喚いていたが）であるフィアーネにも、これまた全く相手にならなかった。

　アレンに至っては、殺気（あくまで訓練レベル）を向けられただけで全く動けなくなった。

　要するにアレンの関係者が強すぎたのだ。

　だが、四人は心が折れるような事はなく。アレンやロムが誇れるような弟子になるべく日々精進していた。時間を見つけてはロムに稽古をつけてもらいにアインベルク家を訪れているのだ。

「「ロム先生、今日もよろしくお願いします」」

　ロバートとヴォルグがロムにお辞儀をする。ウォルターとヴィアンカは仕事のため今日はアインベルク家に来る事が出来ないのだ。

　ロバートとヴォルグがアインベルク家に稽古に行くことを聞き、ウォルターとヴィアンカはものすごく羨ましがっていた。




「はい、それではお二方、今日もよろしくお願いします」

　年配のロムは物腰が柔らかく、教え方も丁寧で、甘さと優しさの区別もしっかりとつけられる最高レベルの教師である。

「さて、それでは私の拳を躱してもらいます」

「「はい」」

　内容はいつもの訓練である。だが、二人の気持ちに緩みは無い。むしろ『今日こそは!!』という気迫がみなぎっていた。

　この訓練は非常に単純なもので、ロムが拳を放ち、ロバート達がそれを躱すというシンプルなものだった。

　この訓練を受けて二ヶ月以上経つが、今まで四人ともタダの一度も成功していない。四人はいつもロムの拳を避けようとしているのだが、気がつけばいつも鼻先にロムの拳があった。ロムが寸止めしてくれなければ、四人の顔の形は大きく変貌していたことだろう。

　横から見ていると、決してロムの拳は目で追えないというものでは無い。実際にロムの拳よりも、速く拳を打ち出せる近衛騎士はいるのだ。だが不思議な事に、速く動いているはずの近衛騎士の拳を四人は躱す事は出来るのに、ロムの拳を躱す事は出来ていなかった。

　ロムは構えることなく、そのままの姿勢でロバートに対峙する。

（ロム先生の動きを……見逃すことない……よ）

　ロバートは一瞬たりともロムから目を逸らしていないにもかかわらず、気がつくとロムの拳はロバートの鼻先で止まっていた。

「続けていきますよ」

　ロムがもう一度ロバートに声をかけるとロバートは頷いた。

　何度もロムの拳が振るわれるが、それをロバートは躱す事が出来ない。

　だが……ついに、ロバートがロムの拳に反応した。ロムの拳が鼻先に寸止めされる前に、ロバートは動きロムの拳を躱したのだ。

　呆然とするロバートに対して、ロムはニコリと微笑むとロバートに優しく告げる。

「ロバート様、よく躱されましたね」

「は……はい!!」

　ロムの言葉にロバートの目に涙がたまる。自分が強くなっている、成長しているという実感が出てきたのだ。

　その様子を見て、ロムはヴォルグに視線を移すと微笑み、声をかける。

「ヴォルグ様も、実は出来るのですよ」

「え？」

「ふふ、ではやってみましょうか」

　ロムはそう言うと今度はヴォルグの前に立つ。そして同じように拳をヴォルグに向けて放つ。

　ヴォルグはロムの拳を躱そうとするが、今までと同じように気がついた時にはロムの拳は、ヴォルグの鼻先で止まっていたのだ。ロムは再び拳を突き出す。しかし、今度もヴォルグは躱せなかった。

　ヴォルグの心に、自分には出来ないのではないかという劣等感にも似た思いが生まれる。だが、ロムはそんなヴォルグの劣等感に構わずに再び拳を放った。

　またも躱せない……。

　そして、ロムは再び放つ。

（……あ、来る……!!）

　突如、ヴォルグはロムが拳を放つ瞬間がわかり、ロムの拳が寸止めされる前にヴォルグは躱していた。

　それを見て、ロムはまたもニコリと微笑むとヴォルグに向けて言う。

「これで、もう出来るようになりましたよ」

「でも、一回だけでは……」

「そんなことはありませんよ。一回出来たのですから、もう出来るようになっているのですよ」

　人間とは不思議なもので今まで出来なかった事であっても、練習に練習を重ねていけば出来るようになる瞬間が必ずやってくるようになっているのだ。そして一度、その瞬間が訪れればずっと出来るようになる。一度泳げるようになれば、ずっと泳げるようになるのと同じ理屈である。

　ロバートとヴォルグもその瞬間が来ただけの事である。ロムはその事を知っていたのだ。

「あなた方は出来るようになったのですから、次も出来るはずです」

「「はい!!」」

「さて、それではもう一度やってみましょうか、ロバート様から行きますよ」

　ロムが言うと、ロバートは緊張の面持ちでロムの前に立つ。先程と同じようにロムはロバートに拳を突き出す。

（来る!!）

　ロバートはロムの拳をあっさりと躱したのだ。

「納得いただけましたか？」

「は、はい!!」

　ロムの言葉にロバートは嬉しそうに返答する。

「それでは、次はヴォルグ様です」

　ロムはロバート同様に、ヴォルグにも拳を突き出す。ヴォルグもロバート同様にあっさりと躱した。

「私が拳を放つ瞬間がわかったのではないですか？」

　ロムの問いかけにヴォルグは頷く。それを見てロムは微笑むと言葉を続ける。

「後の二人もすぐに出来るようになるでしょうね。いえ、もう出来るようになっているかもしれませんね」

　ロムの声には四人の成長を喜ぶ声があった。

　後日、ウォルターとヴィアンカもロムの拳を躱す事に成功する。四人は自分達が成長していることを自覚すると、より一層修練に励むようになった。
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「お前など生まれなければ良かったんだ!!」

　男の心ない言葉が容赦なく十代前半の少女に叩きつけられる。少女は目から涙をこぼす。周囲の者達は少女の涙を見ても、可哀想という表情を浮かべることはない。むしろ、その少女を見る目には恐怖が宿っている。

　その少女は赤い髪に愛らしい顔立ちで、美少女に分類されるような少女だ。だが、少女を見る者達はまるで化け物を見るような視線を向けている。

「お父さん……ヒック」

　少女は心ない言葉を投げ掛ける男にすがりつこうとするが、男はその手を乱暴に振り払う。乱暴に振り払われた事で少女は尻餅をつく。

「お母さん……お姉ちゃん……」

　少女は泣きながら父の隣に立つ妙齢の女性と一四～五の少女にすがりつこうとするが、やはり激しく拒絶される。

「触らないで!!」

「ヒッ……こないで……」

　激しく拒絶された少女の目からは涙が流れる。

「お兄ちゃん……おじいちゃん、おばあちゃん……」

　次いで少女は涙を流しながら他の家族を見るが、その家族の目にも激しい拒絶があった。その目を見た少女は、ふらりと立ち上がると家族を残してその場から立ち去ろうとする。家族は少女を止める事はない。

　すでに少女の目に涙はない。三年前のある日から、家族は少女を恐怖の目で見るようになった。最初はただ怖がるだけだったが、最近は恐怖を紛らわすために少女に暴力を振るうようになってきていた。

　そして、今日……父親から決定的な言葉が叩きつけられたのだ。

（もう……無理だ……この人達と私はもう家族じゃないんだ……）

　少女はそう思うとある決心をした。その決心とはこの家を出ることだった。

　少女は扉を開ける。この三年間、過ごした自室だ。少女は身につけているワンピースを脱ぎ、旅装に身を固める。

　そして、部屋の隅に置かれていた一本の長剣を手に取ると腰に差す。

　手早く準備を終えた少女は振り返らず部屋を出る。部屋を出たときに母親が廊下に立っているのが見えた。

「フィリシア……その格好……」

　母親は呆然と呟く。少女が家を出ることをその外見から察したのだろう。少女は母親の表情に安堵の感情が含まれているのを察する。

（そんなに出て行くのが嬉しいのね……）

　少女は母親の横をスルリとすり抜け、歩き出す。

「待ちなさい!!　フィリシア!!」

　母親が少女に声をかけるが、少女は一切歩みを止める事無く歩いて行く。母親の声を聞いて家族が集まってくる。

「フィリシア……」

「……どこにいくつもりだ？」

　姉と兄が声をかけるが、少女は全く見向きもせずに歩き出す。

　父親、祖父母はフィリシアに声をかけるような事はしない。気まずそうに視線を逸らすだけだ。

　少女は家族を見ることも、ましてや一言声をかけることも無く玄関の扉を開ける。そして、振り返ることなく闇の中に消えていった。




「……嫌な夢ね」

　少女は起き抜けに独りごちる。少女は家を出たときの夢を見ていたのだ。

「もう四年も前なのにね……」

　少女のその言葉は苦笑いと共に紡がれる。

「王都が近いからかしら……こんな夢を見るのは……」

　少女が立ち上がると、身につけていた全身鎧フルプレートがガチャガチャと音を立てる。少女は手早く荷物をまとめると長剣を腰に差し出発した。

　目指すは王都フェルネルにいるという魔剣の所有者のもとだ。

（魔剣の所有者なら……ひょっとしたら……）

　少女は祈るような気持ちで歩き出す。あと一時間程歩けば王都に入る事が可能だ。少女はある理由のため王都で宿を取ることを断念し、郊外で野宿をしていたのだ。

　すれ違い様、少女を見た者達が例外なく身を震わせ、恐怖の表情を浮かべた。

（……はぁ、やっぱりか……）

　少女は居心地の悪さを感じながら、うつむいて冒険者ギルドまでの道を歩く。人とぶつからないように細心の注意を払っていたためにぶつかることはない。いや、むしろ少女が進めば人が道を空けていくのだ。

　少女にはそれがとてつもなく悲しかった。
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　ローエンシア王国の王都フェルネルに冒険者ギルドと呼ばれる組織がある。冒険者は、言葉通り冒険を生業としている者達の事だ。

　未知のダンジョンに挑むもの、未開の土地を冒険するもの、魔物を狩る者など、その仕事は千差万別である。

　当然の事ながら冒険者という職業は命がけの職業であり、命を落とす者も後を絶たない。また生活のために冒険者を止める者も多かった。

　そこで、冒険者の互助会として冒険者ギルドが立ち上げられ、冒険者の生活について一定の便宜が図られるようになったのだ。その便宜とは仕事の斡旋あっせんである。

　冒険者の仕事の一つに魔物討伐があるが、魔物は野獣と一緒で生き物を襲う。人間も生き物である以上、襲われる対象となっており、自分たちの生活が脅かされないよう魔物を倒すために冒険者を雇ったりするのだ。

　冒険者ギルドではそんな仕事を斡旋することで、冒険者に生活の糧を与えると共に人の生活を守っているのだ。

　王都にある冒険者ギルドは規模、レベル共に、ローエンシア王国のトップクラスである。そこに所属している冒険者達も当然一流の冒険者揃いである。しかし、そんな一流の冒険者達が恐怖の表情を浮かべていた。

　その理由は一人の少女である。その少女が冒険者ギルドに入ってきた瞬間にギルドにいた冒険者達は凍り付いたのだ。

　一目見ただけで冒険者達を凍り付かせた少女の容姿は美しいの一言だ。赤い髪と茶色の瞳、秀麗な目鼻立ち、目は少々垂れ目だが、それが少女に愛嬌のある美人という印象を与えていた。

　女性の平均をわずかに上回る身長に、程良く自己主張する女性らしい胸、くびれのある腰と、男性の視線を集める抜群のプロポーションは文句の付け所がない。

　普通に考えれば、この少女の容姿では劣情をもたれることはあっても、恐怖をもたれることは決してない。だが彼女を見る者の目には、恐怖が色濃く浮かんでいるのだ。

　フェルネルの冒険者ギルドは水を打ったかのような静けさに包まれている。そんな空気の中、少女は受付嬢に話しかける。受付嬢は顔面蒼白となり、歯をガチガチとならしながら必死に応対する。

「ご、ご用件は？」

　妙に上ずった声で受付嬢は少女にかろうじて問いかける。

「この王都に魔剣があると聞いたんです。そのことについて教えていただけませんか？」

　少女は丁寧な声で受付の女性に問いかけた。
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　王都フェルネルにあるアインベルク邸の一室で、主人のアレンティス＝アインベルクが、魔剣ヴェルシスを手に取り声をかける。

　別にアレンはセンチメンタルな気分で魔剣に話しかけているわけではない。単純に伝えるべき事があったために声をかけたのだ。

「おい、ナマクラ」

　その証拠にアレンの発する言葉には、心情的にも内容的にも、魔剣に対する親愛の情はまったく感じられない。まるで意地の悪い看守が、囚人を番号で呼ぶような感じだった。

『主様、何でしょう!!』

　一方で魔剣の声は完全に屈服した者が出す声だ。魔剣にしてみればこの新しい主は、自分の精神を拘束し、体を乗っ取るという能力が一切通用しないのだ。自分の能力が全く通じないという事は、完全に生殺与奪を握られているということだ。

　それでも、自分を価値ある魔剣と認め大切にしてくれるというのなら、魔剣もここまで恐れたりはしないのだが、この主は売れば一財産を作れるような自分を、溶鉱炉に投げ込む事に一切戸惑いがないのだ。

　そんな人物を前に無礼な口を利くほど魔剣は愚かではなかった。

「そろそろ、あの約束から二ヶ月だ。あと一ヶ月程度で魔剣が現れなければ、お前の身に何が起こるか理解しているだろうな？」

　アレンの言葉に魔剣は身震いしつつ返答する。ここで忠誠心を疑われるようなことにでもなればそれこそ身の破滅だ。

『勿論です!!　主様を謀るような事は、この魔剣ヴェルシス二度と行いません!!』

　魔剣の忠誠アピールは必死だったのだが、あいにくアレンの心には何も響かなかったらしい。アレンは冷たく言い放つ。

「いや、別に謀ってくれても構わんぞ？　すぐに溶鉱炉に持って行けるのだからな」

『ひぃぃぃ、なにとぞお慈悲を!!』

　アレンの魔剣ヴェルシスへの扱いは非道くなっていく一方だった。




　アインベルク邸のサロンで、フィアーネとレミアが優雅にチェスに興じているのを、アレンは眺めている。美少女同士がチェスに興じる姿は非常に絵になっており、アレンも眼福ものの光景に楽しそうである。

　アレンの仕事が一段落したところに、フィアーネがレミアを伴って遊びに来たのだ。

　レミアは一週間前に実家から戻ってきて、アレンの下で墓地管理の仕事に就くことが正式に決まっていた。

　仕事上、レミアはアレンの部下という形になったのだ。だが、アレンはレミアを墓地管理時には部下として扱ったが、それ以外の時間は友人として扱っている。

　レミア自身もそのあたりの区別はつけており、仕事中はアレンの部下、それ以外の時間はアレンの友人として接していた。

　フィアーネもレミアを友人としてみなしているらしく、ことあるごとにレミアの家に遊びに行ったり、二人で買い物に出かけたりしていた。

　ちなみにレミアの家は、アレンの屋敷の近くの一軒家である。貸家だが、墓地管理の仕事の給金で十分に賄うことの出来る家賃だった。よく言えば味のある、身も蓋もない言い方をすればボロい家だったのだが、レミアは不自由を感じている様子はない。

　墓地管理の給金は平均的な労働者の約二倍なので、余程の贅沢をしなければ生活に困ることはないのだ。

「う～レミア～、ちょっと待って～」

「だめよ、フィアーネ、待ったは三回までと言ったでしょ」

「レミアのけち～」

　チェスに興じるフィアーネがレミアに懇願している。懇願の内容からどうやらフィアーネの方が旗色が悪い事をアレンは察するが、フィアーネを笑う気にはならなかった。なぜならアレンがレミアとチェスに興じたときに、アレンはあっさりと敗れてしまったからだ。フィアーネが弱いのではなくレミアが強すぎたと言えるだろう。

　そんな二人のチェスの様子を見ている所に、ロムがやって来てアレンに来客を告げてきた。珍しくロムが狼狽えているようでアレンは訝しむ。

　ロムは常に柔和な態度を崩すことはないのに、今日のロムは何かしら恐ろしい者を見たかのように狼狽えているのである。それはアレンにとって珍しい事だったのだ。

「どうした、ロム、ずいぶんと狼狽えているようだが？」

「申し訳ありません、アレン様、お見苦しい所を……」

　ロムの様子に、フィアーネもレミアもチェスの手を止めて首を傾げる。二人もアレンほどではないが、ロムの為人をそれなりに把握していたため、ロムの今の挙動がいつものロムに似つかわしくないものであることはわかった。

「ロム、お前の狼狽えようから思うに、来客はよほど怪しい奴なのだな？」

「いえ、それが見た目は可憐なお嬢様なのですが、どうしてか彼女を見ると震えが来るのです」

「「「？」」」

　ロムの返答に三人が困惑する。ロムほどの強者が震えるというのは、余程の相手である事が容易に想像がつく。レミアもロムが近衛騎士達に稽古を付けるのを見て、その底知れない実力を知っているのだ。

「そうか……実際にその客に会ってみよう。応接間に通してくれ」

「承知しました」

「それから、フィアーネもレミアも同席してもらえるか？　ロムが震えるほどの相手だ。いざとなったら三人で取り押さえたい」

「いいわよ」

「了解」

　アレンの言葉にフィアーネとレミアも頷く。アレンは自分の実力に自信を持ってはいるが過信はしていなかった。自分よりも強い者は必ず存在する事を想定しており、油断など一切しない。それがアレンの基本原則であり、矜持だったのだ。




　ロムが客人を案内しに出て行くと同時に、三人も応接間へ向かう。

　応接間で待っていると応接間の扉がノックされる。アレンは来室を促すと、応接間の扉が開いた。

（あの娘こか、綺麗な……え？）

　ロムの後ろに立つ少女を見て、すぐにアレンに恐怖心が巻き起こった。見た目はロムの言った通りの可憐な美少女なのだが、見た瞬間に恐怖心が湧き出てくる事にアレンは大いに戸惑う。ちらりとレミアに目線を移すと、レミアも同じ気持ちなのか戸惑っているようだった。ただフィアーネだけは平然としているところを見ると、フィアーネは恐怖心を感じていないのだろう。

　案内された少女はアレン達の対面に座る。アレンは不躾にならないように少女を観察してみる。赤い髪は後ろでまとめられており、茶色の瞳は何の感情も映していない。その整った秀麗な顔立ちに少し垂れた目が、愛嬌ある美人という印象を与えている。

　身につけているのは黒い全身鎧フルプレートで、かなりの重さのはずなのだが、彼女の歩行には重さというものを感じさせない。それほど可憐な美少女なのに、この一見無骨な黒い全身鎧フルプレートは馴染んでいた。

（うん……やっぱりすごく綺麗な娘こだよな……でもなんでこんな綺麗な娘こなのにこんなに怖いんだろう？）

　アレンは容姿的に全く問題はないのに、自分の心にある恐怖心が本当に不思議だった。

　アレンがそんな事を考えていると少女が口を開く。容姿の美しさに相応しい優しく、美しい声だ。

「アインベルク卿、私の名はフィリシア＝メルネスと言います」

　フィリシアと名乗ったその少女は礼儀正しく一礼する。自己紹介を受けてアレン達も挨拶を返す。

「ああ、はい……私はアレンティス＝アインベルクです。こちらは私の友人達です」

「フィアーネ＝エイス＝ジャスベインよ。一応いっとくけど私は人間ではなくトゥルーヴァンパイアよ」

「私はレミア＝ワールタインです」

　フィアーネの口から出た『トゥルーヴァンパイア』という言葉にフィリシアは驚いたようだ。

「真祖……ひょっとしたら……本当に」

　フィリシアがブツブツと呟き、そして意を決したようにアレンに向けて告げた。

「アインベルク卿、お願いがあります。私を助けてください」

　フィリシアはそう言うと、すごい勢いで頭を下げた。

　いきなり深々と頭を下げた少女にアレンは戸惑う。いや、フィアーネもレミアもロムもアレン同様に戸惑いの表情を浮かべていた。

「フィリシアさん、とりあえず頭を上げてください」

　アレンが戸惑った理由は、初対面の礼儀正しいこの少女を自分が恐れており、その相手が突然、『助けてくれ』と懇願したためだ。

「みなさん、私が怖いでしょう？」

　フィリシアは頭を上げるとアレン達に問いかける。

　フィリシアの言葉にアレン達は思わず頷いた。フィリシアの問いはアレン達も不思議に思っていたことだ。フィリシアは可憐な美少女で言動も決して粗暴なものではない。にも関わらず、ここまで恐怖心を持ってしまうのはなにかしらの理由がある事がわかる。

　フィアーネは恐怖感を感じてはいないようなのだが、アレンは『こいつは何かが欠如してるからな』とかなり失礼な事を考えていた。

「失礼な事を考えないでよ」

　アレンの考えを見透かしたように、フィアーネはいきなりアレンの頭をペシッとはたく。

「なぜわかった？」

　頭をはたかれた事に対してアレンは抗議を行うのではなく、失礼な事を考えていた事を肯定する言葉をフィアーネに告げていた。

「何となくよ。不愉快な波動を感じたの」

　フィアーネの言葉にアレンは謝罪する。失礼な事を考えていたのは事実であるし、ここで反論しても話が一向に進まないからだ。そしてフィリシアの方を向いて、質問に答える事にする。

「確かにあなたの言うとおり、不思議な事にあなたを見ていると恐怖を感じる」

　アレンが正直なところを口にする。もう少し婉曲して告げるべきかと思ったが、自分で言い出したのだから、言葉を飾っても仕方がないと思い正直に告げる事にしたのだ。

「……そうですよね。でも、これには理由があるんです」

　アレンの返答にフィリシアは辛そうな表情を浮かべる。その表情を見てもう少し言葉を選ぶべきだったとアレンは反省するが、今は理由を聞くべきと思い話を促すことにする。

「その理由とは？」

　アレンの問いかけに、フィリシアは腰に差した剣を抜くと机の上に置いた。

「原因はこの剣です」

　机の上に置かれた剣は美しい長剣だった。全員の目が机の上に置かれた長剣に注がれる。その長剣の刀身部分はまるで黒曜石のように美しく輝いており、鍔元には宝玉が埋め込まれている。まるで美術品のような美しい剣だ。

　アレンは剣からフィリシアに視線を移すと問いかける。

「この剣が俺達があなたを恐れる原因なのですか？」

「はい、この剣は『魔剣セティス』、恐怖を力にする魔剣なんです」

「「「魔剣!?」」」

　フィリシアの魔剣という言葉に、アレン達は驚きの表情を浮かべる。レミアは純粋に驚いたようであったが、アレンとフィアーネは『あのナマクラ、助かりたいがために嘘をついていたわけじゃなかったんだ』というアイコンタクトを相互に交わしていた。

　アレンとフィアーネの様子を見たフィリシアは、疑っていると感じたのか話を続ける。

「お疑いでしょうけど、本当なんです」

　フィリシアの言葉にアレン達は慌てて疑っていないことをアピールする。

「いや、疑ってはいませんよ。むしろ、あのナマクラの話が本当だったんだと思っただけです」

「は？」

　アレンの返答にフィリシアは呆けた返答をする。アレンの返答の意図を図りかねたからである。その事を察したアレンはフィリシアに話を促す。

「いや、こちらの話ですので後で説明しますね。まずはそちらの話を聞かせてください」

「はい、この魔剣の呪いのために、私は周囲の人達から恐怖されるようになってしまったのです」

「魔剣の呪いか……」

（恐怖で敵を縛るか、使い方次第で有利に戦いを進めることが出来るな）

アレンは即座にそう考える。フィリシアの持つ魔剣セティスの能力は、一見地味な能力だが、戦いにおいて相手の思考を恐怖で縛るというのはなかなか極悪な能力であると言える。
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　だが、戦いにおいては確かに良い能力と言えるが、それ以外の社会生活においては弊害がありすぎる能力だ。

　社会生活において、恐怖を与える存在に自分から近づこうとする人間などほとんどいないだろうし、もしいたとしても、良からぬ事を考える可能性が十分にある。また、人間は恐怖を与える存在について排除する方向に向かうこともあるだろう。

　話を聞き、アレン達はフィリシアが呪われてから今までどのような苦渋を味わったかを考えると同情してしまう。実際にフィリシアの話では、恐怖に我を忘れた人々に襲われたことも一度や二度ではないという話だった。

　そこでフィリシアがアレンに尋ねてきた。その声には縋るような響きがあった。

「アインベルク卿、あなたは魔剣を所有しているという話ですよね」

「はい、確かに魔剣を持っています」

「魔剣には何らかの呪いがかけられているはず。そんな魔剣をアインベルク卿が所有しているのは、アインベルク卿が魔剣の呪いを解いたからだと思ったのです」

　フィリシアの言葉でアレンは、フィリシアが自分に会いに来た理由を理解した。フィリシアはどのように魔剣の呪いを解いたのか、その理由を聞きに来たのだ。

「呪いを解いた方法を聞きたいというわけですね？」

「はい、ご迷惑でしょうがお願いします。もう何年も私は人に怖がられ続けています」

　フィリシアの目から涙がこぼれ始める。自分を見る恐怖に満ちた目は、フィリシアの心に傷を与えているのは事実だった。その涙を見てアレン達は、何とかしてあげたいという気持ちになる。アレン達は基本的に困った人を見捨てる事が出来ない質なので、何とかしてあげたかったのだ。

「う～ん、何とかしてあげたいが、私の場合は呪いを解いたというよりも、屈服させただけですので、果たして参考になるかどうか」

「……屈服ですか？」

　アレンの言葉にフィリシアは首を傾げる。魔剣を屈服と言われても、どうすれば良いか見当もつかなかったのだ。

「はい、私の持っている魔剣ヴェルシスは精神を拘束し、体を自由に操るという剣だったんです」

「その呪いをどうやって解いたんですか？」

「ここにいるフィアーネにボコられました」

「は？」

「止めてよ、アレン。私がとんでもない女に思われるじゃない!!」

「いや、事実だろ」

　実際に精神拘束を解いたのはアレンなのだが、ボコられたのも事実だった。いずれにせよ、一度精神拘束を解いた後に、もう一度魔剣が乗っ取ろうとしたのを対処したことで、魔剣ヴェルシスは白旗を上げたのだ。

「あなたの魔剣の呪いを解く方法を、こいつが知っているかもしれませんね」

　アレンはそう言うと魔剣ヴェルシスを抜き放って問いかける。

「おい、ナマクラ」

　アレンの問いかけに、魔剣ヴェルシスは忠誠心溢れる声で答える。だが、その声はアレンにしか聞こえていない。

『はい!!　主様なんでございましょう!!』

「お前の言うとおり魔剣の持ち主が会いに来た。どうやらお前の言ったことはウソではなかったようだな」

『はい、もちろんです。それで、私の今後は……』

　生存を勝ち取るために魔剣ヴェルシスは、ビクビクとしながらアレンに問いかける。

「まぁウソじゃなかったからな。溶鉱炉行きは無しにしてやる」

『ありがとうございます!!』

　魔剣ヴェルシスは心からの礼をアレンに伝える。アレンが主人になってから今まで、いつ溶鉱炉に投げ込まれるかビクビクしていたのだ。

「お前が助かったのも彼女が俺に会いに来てくれたからだ。そうだな？」

　アレンは思いきり恩着せがましい表現で魔剣ヴェルシスに語りかける。

『はい!!　勿論でございます!!　私が溶鉱炉に行かないで済んだのは、彼女のおかげでございます』

「うむ、よく分かってるな。では、彼女にかけられた呪いの解き方を教えろ」

『それは主様のお言葉といえども言うわけにはゆきません』

　魔剣ヴェルシスはここで難色を示した。魔剣達の間では、呪いの解き方を漏らすというのは裏切り行為に等しいものなのかも知れない。魔剣ヴェルシスははっきりと拒絶の意思を示したのだ。

「は？　良い度胸だな？　お前……」

　アレンの口から紡ぎ出される声が一気に低くなるが、魔剣ヴェルシスは必死に抵抗する。

『たとえ主様の命令といえども言うわけには……』

　魔剣ヴェルシスがまたも拒絶の意思をアレンに伝えようとすると、アレンが口を開く。

「ロム、すまないがキャサリンから戦槌を借りてきてくれ」

『その方法は、ヘシオスを使用することです!!』

　アレンの苛烈な意思を感じた魔剣ヴェルシスは慌てて告げる。アレンの指示は自分をへし折るための準備である事は明白だった。魔剣ヴェルシスは、アレンの言葉が脅しではなく本気である事を本能で察したのだ。

「最初っから言えよな、で、ヘシオスって何だ？」

『強大な魔力を宿した魔石です』

「その魔石で呪いは消えるのか？」

『はい、魔剣の呪いを打ち消すには、ヘシオスを使用した解呪の儀式が必要です』

　アレンは魔剣との会話の内容をフィアーネ達に伝える。魔剣の話では、呪いを解くにはヘシオスという魔石を手に入れ、その魔石使って解呪の儀式を行う必要があるとのことであった。

「ヘシオスか……まずはそれを探さなくては話にならんか……」

　アレンの言葉にフィアーネが反応する。しかも想像以上に都合の良い言葉だった。

「あるわよ、ヘシオス」

　フィアーネの言葉に全員の視線がフィアーネに集まった。

　アレン達はその魔石を探すことから始めなければならないと考えていたのだが、フィアーネの口からあっさりと魔石の行方がもたらされたのだ。

　フィリシアはこの急展開にまったくついて来れていないようだった。あまりにも展開が急すぎたためだろう。

「フィアーネ、ヘシオスを持っているのか？」

　アレンがフィアーネに問いかける。

「正確には、お兄様が持ってるの。う～ん……でも、持ってるって言えるのかな？」

　フィアーネの返答はいまいち要領を得ない。その言い回しにアレン達も首を傾げる。

「持ってるって言えるか分からないって、ずいぶんと微妙な表現だな」

「う～ん、ヘシオスって魔石を確かにお兄様は持ってるのよ。でも今手元にあるかどうか分からないってこと」

「使ったか、売ったかしちゃったのか？」

「ちょっと違うわ。作ったダンジョンの中に保管しているってことよ」

　フィアーネの兄ジュスティス＝ルアフ＝ジャスベインの趣味はダンジョン作りだ。最初は子どもが秘密基地を作って遊ぶような規模だったらしいが、成長するにつれダンジョンの規模もどんどん大きくなっていったようだ。

　そんなジュスティスの作ったダンジョンの一つにヘシオスが保管されていた事を、フィアーネは思い出したのだ。

　ジュスティスは作ったダンジョンには基本的に誰でも入れるようにしている。しかも、その中に置かれている宝物は、自由に持っていって良いという事にしている。当然、宝物の価値が高くなるに比例してダンジョンの難易度も上がるという話だった。

「……やっぱりお前のお兄さんだけあって、どこかぶっ飛んでんだよな……あの人も」

　アレンはジュスティスの顔を思い浮かべながらフィアーネに言う。性格的に少々抜けているところはあるのだが、それを補って余りあるほどの高い実力を持っているのだ。初めはアレンも常識人と思っていたが、何度か話しているうちに色々ぶっ飛んでいる所をジュスティスが見せ始めたのだ。

「う～ん、アレンがどう思っているかは後で話し合うとして、お兄様は普段は常識人だけど、ダンジョンの事になると途端に人が変わるわよ」

　フィアーネが静かにため息をつく。フィアーネはジュスティスの事を信頼しているが、ダンジョン作りの趣味については、正直ついて行けてないのだ。

「まぁ、それは置いておいて、フィアーネ、お兄さんにヘシオスを譲ってもらうように頼めない？」

　レミアがフィアーネに尋ねる。フィリシアも同様の視線をフィアーネに向ける。

「まぁ、貰うことは出来るでしょうけど……面倒くさい事になるのは間違いないわね……」

　フィアーネの声にうんざりという感情がこもる。本当に面倒くさい事になるという確信がフィアーネにはあったのだ。

「どうする、フィリシアさん？　ものすごく面倒くさい事になるけど、それでもヘシオスが欲しい？」

「は、はい、何が何でもヘシオスが欲しいです」

　フィリシアは強い決意でフィアーネに答える。まぁ彼女にしてみれば呪いを解ける可能性があるのだから引くことは決してないだろう。

「分かったわ……アレンは？」

「まぁ、この流れで断ることはできないな。俺も協力するよ」

「ありがとうございます!!　アインベルク卿」

　フィリシアがすごい勢いで頭を下げる。その姿は真剣で礼儀正しかったのだが、それでもアレンは恐怖心を感じていた。呪いのためである事は百も承知だが、それはどうしようもなかったのだ。

「フィリシアさん、アインベルク卿はちょっとよそよそしすぎるから、アレンと呼んで欲しいんだけど……」

　アレンの言葉にフィリシアは僅かに頬を染める。フィリシアが頬を染める姿は、たとえ呪いのために恐怖感を感じていても、見惚れる程に美しいものだった。

「さすがに呼び捨ては恥ずかしいです。せめてアレンさんと呼ばせてください」

　フィリシアの言葉にアレンは微笑みながら頷く。アレンの微笑みにフィリシアはさらに頬を赤く染める。魔剣に呪われてから笑顔を向けられる事は皆無だったフィリシアにとって、笑顔を向けられるという事自体が嬉しかったのだ。

　たとえ相手が恐怖心を感じていたとしてもだ。アレンがフィリシアを気遣って笑顔を向けた事はフィリシアも当然気付いている。しかし、その気遣いを他の人達は一切してくれなかったのだ。それこそ家族すらだ。

「うん」

「では、皆さんもどうかフィリシアと呼んで欲しいのですが……」

　フィリシアの申し出にアレン達は即座に了解する。そしてすかさず、フィアーネとレミアも声を上げる。

「それじゃあフィリシア、私の事はレミアって呼んでね」

「私もフィアーネって呼んで欲しいな」

「はい、わかりました。よろしくお願いします」

　フィリシアもすぐさま了承し、女性陣同士は呼び捨てでいくことになったようだった。その様子を見てアレンは微笑む。今のフィリシアに必要なのは友人であるとアレンは思っていたので、フィアーネ、レミアの態度は非常にありがたい事だった。

　これからアレン達は、フィアーネの兄であるジュスティスに会って、ヘシオスを譲ってもらうように頼む必要がある。

　ローエンシア王国の隣国である吸血鬼達の国エジンベート王国。この国は鉱物資源が豊富である事に加え、吸血鬼の有する強大な魔力により魔法技術が発展している。

　エジンベート王国とローエンシア王国は友好関係にあり経済交流はもとより、相互に留学生を送るなどしていた。吸血鬼に対して偏見を持つ者、人間を見下す者がいないとは言えないが、少なくとも国同士は友好関係にあったのである。

　フィアーネの兄であるジュスティスは、ジャスベイン領にある屋敷で領主代理として執務を行っているために、まずはエジンベートにまで赴く必要があった。

「それで、フィアーネ、そのヘシオスのあるダンジョンはどこにあるんだ？」

「お兄様に聞いてみないと確かな事は分からないわ。とりあえずお兄様に会いましょう」

「そうだな、エジンベート王国まで馬車で三週間……か。どう考えても夜会の出席は不可能だな。うん残念だ」

　アレンは夜会を欠席するために、エジンベート王国に馬車で行くつもりだった。残念と言いながら、その声には活力が満ちておりものすごく嬉しそうである。

　ところがそこにロムがでかすぎる釘を刺した。

「アレン様、フィアーネ様の転移魔術でジャスベイン家に行けば、三週間も絶対にかかりません。そういう無意味な計画はおやめください」

　フィアーネも同様の事をいう。

「ロムさんの言う通りよ、アレン。なんでわざわざ三週間もかけて実家に戻らないといけないのよ。大体あなたも転移魔術使えるんだから、あなただけでもいけるわよ」

「いや、せっかく……チャンスなんだから……」

「アレン様、三日で終わらせてくださいますようお願いいたします」

　アレンの言い訳がましい言葉は、ロムが頭を下げる事で打ち切られる。頭を下げているのはロムであるはずなのに、アレンは気分的に土下座をさせられている気分だった。

「はい……三日で終わらせます」

　アレンの返答にロムは満足そうに頷く。アレンは三日でヘシオスを手に入れることが決定したのだった。
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「というわけでお兄様、ヘシオスのあるダンジョンの場所を教えてください!!」

　フィアーネはジャスベイン家にあるジュスティスの執務室の扉を開け放つと、開口一番ジュスティスに言い放った。

　事情の分からないジュスティスにしてみれば『この妹は何言ってるんだ？』といった感じだろう。

「……フィアーネ、何が〝というわけ〟なんだ？」

　フィアーネの兄ジュスティス＝ルアフ＝ジャスベインは、額に手をやりながら呻くように言葉を紡ぎ出した。秀麗な顔に苦渋の表情が浮かんでおり、またうちの妹がバカな事を言い始めたという感じなのだろう。

　アレンはフィアーネの暴挙をフィアーネの後ろでやや呆然と眺めて、心の中でジュスティスに謝罪していた。

「お兄様……説明が面倒なので省略したまでです。それなのにご理解いただけないなんて……残念です」

　フィアーネはジュスティスの要領の悪さを責めるかのように言い放った。だが、常識的に考えてジュスティスは何も悪い事はしていない。本来ならいきなりこのような傍若無人な言葉を投げ掛けられれば、怒り出しても何ら不思議ではない。しかし、ジュスティスは寛大なのか、諦めているのか怒り出すような事はしなかった。ジュスティスが小さくため息を漏らしたところから後者の可能性は高いとアレンは考えていた。

「フィアーネ……お前、いくらなんでも無茶が過ぎるだろ……。ジュスティスさん、実はこちらのフィリシアの呪いを解くのにヘシオスという魔石がどうしても必要なので、譲っていただければと思いまして、こうしてやってきた次第です」

　見かねたアレンがジュスティスに告げる。アレンの簡潔な説明にジュスティスは納得したようだった。

「アレン君の頼みだから構わないと言いたいところだが、無料ただというわけにはいかんな」

　ジュスティスの言葉に反応したのはフィリシアだ。

「もちろん、貴重な魔石でしょうから、無料ただとはいいません。それ相応の額を支払います。お願いします。譲ってください」

　懇願するフィリシアの言葉であったが、ジュスティスの言葉は素っ気なかった。その事にアレンは僅かながら違和感を感じる。アレンの見たところ、ジュスティスは困っている人を見過ごすことの出来ないタイプだ。フィリシアの心からの懇願に対しここまで素っ気ない態度をとるような事はしないはずだ。

「残念だが、お金なんぞでヘシオスを渡すつもりはない。君たちには対価として払ってもらうものがある」

　ジュスティスはニヤリと笑いながらアレン達に告げる。

（ん？　ジュスティスさんのこの笑顔……なんか渡りに船と言わんばかりの表情をしているな……何を俺達にさせるつもりだ？）

　アレンはジュスティスの言葉と態度から自分達に何かさせるつもりである事を察する。

「フィリシア嬢と言ったね。君一人の体では残念ながらヘシオスの価値には及ばない。そこでだ、フィアーネ、アレン君、ともう一人の君の四人で体を差し出してもらおう」

　ジュスティスの提案にアレンとレミアは息をのんだ。体の提供という不穏な言葉にも驚いたが、自分の妹にまでも体を差し出せというのは、許容範囲を超えているようにアレンには思われた。

　アレンが抗議の声を上げようとした時に、フィアーネが先に口を開く。

「はぁ～お兄様、面倒だけどそれで良いわ」

　フィアーネの返答を聞いて、アレン達は耳を疑った。すかさずアレンがフィアーネに詰問する。

「待て、フィアーネ、お前、自分が何を言っているのか分かっているのか？」

　アレンは声が上げる。『体を差し出す』というフレーズの意味するところが、性的な意味合いであろうが、マッドサイエンティスト的な意味合いであろうが、そんな事が許されて良いわけが無いとアレンは考えたのだ。

「ジュスティスさん、体を差し出すのは俺だけでは駄目ですか？　何も実の妹のフィアーネに体を差し出せとは、いくら何でも……。それにレミアとフィリシアも勘弁していただけませんか」

「アレン君、君が妹やそちらの少女達をかばうような男である事は嬉しいが、体を差し出してもらうのは君たち四人全員というのが私の条件だ。私はこの件について一切譲るつもりはないよ」

　ジュスティスの意思を変えることは、言葉、声の調子、醸し出す雰囲気などから、不可能である事をアレン達は察した。

「アレン……お兄様は絶対にこの条件を曲げないわよ。この条件をのまなければ絶対にヘシオスの事を教えないわ」

　フィアーネの言葉の意味はアレンも十分に理解している。ヘシオスをどうしても手に入れる必要がある以上、せめて何をさせられるのかをアレンは考えてみる。

（フィアーネは、『やる』と言ったな。ということは性的な事はまずない。ジュスティスさんが言った妹を大事にしてくれているのは『嬉しい』という言葉から、命に関わるような危険も無い。となると問題はフィアーネの『面倒だけど』という言葉だ）

　アレンがそう考えていると、フィアーネとジュスティスが話を進めていく。

「で、お兄様、今回はチームとして？　それとも個人？」

「もちろん、個人だ」

「ちなみに何枚？」

「一人あたり五枚でいいよ。破格だろ？」

「……五枚って結構な量よね」

　美麗な兄妹同士が意味不明な問答をしている。アレン達は置いてけぼりをくらった気分だった。

（何枚？　結構な量？）

　アレン達の戸惑いを余所に兄妹の話はさらに進んでいく。

「確かに破格と言えば破格だけど、あれって本当に面倒なのよ」

「ふふふ……まさかお前から話を持ってきてくれるなんてな。しかもアレン君だけじゃなく、他に二人も連れてきてくれるなんてな。本当にでかしたぞ、フィアーネ」

「ふっふふ～♪　お兄様、あなたの妹は決して残念なんかじゃないのよ」

「あの～お二人は何のお話をしてるんです？」

　フィアーネとジュスティスの会話に、レミアがおずおずと二人の話に割って入る。

「「何って」」

　レミアの問いに、美麗な兄と妹が声を揃えて言う。そしてその答えはアレン達がまったく予想していなかったものであった。

「「ダンジョンの感想文よ」だよ」

　二人の返答にアレン達は動きが止まる。二人の言った意味が、アレン達の理解の範疇を超えていたのだ。しばらくの沈黙の後にアレン、レミア、フィリシアの三人は声を揃えて一言だけ言葉をようやく発する。

「「「……は？」」」

　三人の呆けた声が室内に響いた。

　アレン達にしてみれば、貴重な魔石であるヘシオスを譲る条件が感想文というのは、理解が追いつかなくても仕方の無い事だ。そのために呆けた返答をしたからといって、あざ笑うのは酷というものだろう。

「感想文って何？」

　アレンは何とかフィアーネに感想文の事を尋ねることに成功する。

「え？　アレンって感想文知らないの？」

　アレンの質問にフィアーネは驚いたように言う。その言葉の調子からアレンの無知を驚く響きがある事をアレンは感じる。

「いい？　感想文っていうのはね。例えば何かしらの経験イタっ!!」

　言葉の途中でアレンはフィアーネの頭をはたく。ペシッという音からもそれほど威力は無い事がわかるのだが、フィアーネは頭をさすりながらアレンに抗議の目を向ける。

「感想文ぐらいは知ってる。問題なのはそこじゃない。何故ここで感想文の話が出るのか理解できないから聞いてるんだ」

「もう、アレンったら相変わらずの過激な愛情表現ね♪　でも女の子には優しく触れないと駄目よ♪」

　フィアーネは片目をつぶり口元に指をたて微笑む。非常に絵になる仕草であり、フィアーネの容姿がずば抜けている事を再確認させてくれるが、今のアレンにとっては癪に障る表情である事は間違いない。

　アレンはフィアーネのこめかみに無言で拳を当てるとぐりぐりと押していく。

「いたたたたたた!!　ちょ、ちょっとアレン本当に痛いから、調子に乗ってごめんなさい」

　アレンの過激な抗議にフィアーネは屈する。アレンはそれを察したところで手を離した。フィアーネはこめかみをさすりながらアレンに言う。

「お兄様の趣味がダンジョン作り……これは良いわよね？」

「ああ」

「お兄様はダンジョン作りに本当に凝っていて、常に新しい仕掛け、難易度の上昇に余念が無いのよ」

　フィアーネの説明にアレンがジュスティスに視線を移すと、ジュスティスは満足気に頷いている。

「さらなるダンジョンの向上には、実際にダンジョンを攻略した人に感想を聞くのが一番と考えているのよ」

「…………」

「そこで、並みの冒険者では立ち入ることのできないほどの超難易度のダンジョンを私達に攻略してもらい、その感想文を提出させようとお兄様は思っているのよ」

　フィアーネの説明はあまりにも斜め上のものであり、アレンは心の中でよろめいた。

　自分の趣味のために、妹を並みの冒険者では立ち入ることの出来ないダンジョンに送り込もうというジャスベイン家の感覚に、正直アレンは頭を抱える思いだった。

「やりましょう!!　アレン、フィアーネ、フィリシア」

　そこにレミアが妙に興奮した声を上げる。その目と表情に、爛々と野望という名の炎が宿っているのをアレンは見た。

「え？　レミア……何、そのテンション？」

　アレンはレミアのテンションに若干引きつつ、おずおずと尋ねる。アレンにしてみればレミアの新たな一面を見た感じだった。

「何言っているのよアレン!!　ダンジョンよ？　未知のダンジョンよ！　あなたなんでここで燃え上がらないの!?」

「そうか!!　わかってくれるか!!　そうだよな……やっぱりダンジョンは燃えるよな!!」

「ええ、作成者の意図を読み、仕掛けられた罠を越えて謎を解く……最高だわ!!」

「そうそう、ダンジョンの醍醐味はそこだよね。難易度が上がれば上がるほど踏破した時の感動はひとしおだ!!」

「まったくその通りだわ。ジュスティスさん、あなたの作った自慢のダンジョンはこのレミア＝ワールタインが全力を持って攻略させてもらうわ!!」

「ふむ、レミア嬢、私のダンジョンはそんじょそこらのダンジョンとは違うぞ」

「ふふふ～♪」

「ははは～♪」

　レミアとジュスティスとの間でダンジョン談義が盛り上がってしまっている。ダンジョン作成を趣味に持つ者と、ダンジョン探索が好きな者の組み合わせだから上手く話が合うのだろう。

　アレン、フィアーネ、フィリシアはこの二人のダンジョン談義をやや呆然と聞いている。

　一通り談義が終わり、ジュスティスがアレンに視線を移すと口を開く。

「ふふふ……ヘシオスが置かれているダンジョンは私の自信作だ。みんなで協力してぜひダンジョンを踏破してみてくれ」

「あ、はい」

　アレンは気圧されたかのように頷く。この手の趣味人の話を否定などしようものならば面倒な事になるのは確実だった。ここでアレンがふと思いついたことを告げる。

「ジュスティスさんが作ったダンジョンって、基本誰でも入れるんですよね？」

「そうだよ、挑戦は自由だよ」

「それなら、そのダンジョンを勝手に俺達が攻略してしまえば、感想文の提出は無しということにならないですか？」

　挑戦が自由という事なら、アレン達が勝手にダンジョンを攻略してしまえば、感想文などという面倒な事をしなくても良いのでは無いかと考えたのだ。この疑問に対して、ジュスティスは余裕の表情で答える。

「確かにその通りだけど、私が作ったダンジョンは約一〇〇ある。いちいち全部、攻略するかい？　確かに難易度が高すぎて挑戦者が出ていないダンジョンは限られているけど、それでも二〇はあるよ……それでもやるかい？」

　ジュスティスはここまで言って、一端言葉を句切り尋ねる。その顔はものすごく黒い笑顔だ。

「……感想文を書くので、ピンポイントでお願いします……」

「うんうん、その思い切りの良さ、君は本当に気持ちの良い男だな」

　ジュスティスがアレンを褒め称えるが、アレンの心は晴れない。どうも掌の上で転がされているようにアレンは感じていたのだ。

「それでは、フィアーネ、アレン君、レミア君、フィリシア君の四人でダンジョンを攻略してもらおう」

「一応ですが、攻略のヒントとか注意点とかあります？」

「いや～さすがにそれを教えちゃ、ダンジョン作成の向上は見込めないからね。ノーヒントでいかせてもらうね」

「ですよね……」

　さすがにそこまで甘くないようで、アレンはため息をつきそうになる。

　こうしてアレン達はダンジョンに挑むことになったのだが、その代償が感想文の提出という、いまいち緊張感に欠ける事になり『何だかな……』という感情を振り払うことが出来なかった。

　なお、レミアは……。

「よ～し!!　頑張るわよ!!」

　と妙に気合いの入った声を上げていた。
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　ジュスティスからダンジョンの座標を教えてもらったアレン達は、転移魔術でダンジョンの入り口に転移する。

　一応、ダンジョンに入るというので、携帯食料、水、補助武器、ロープなどの必要最低限度の準備をジャスベイン家からしてもらった。

　その準備のために、数時間をかけたために日は大分傾いている。場合によってはダンジョン内で泊まることになるかもしれないのだが、四人の装備は良くてピクニックといった程度である。

　冒険者から見れば、アレン達の準備は『え？　舐めてる？』ととられかねないのだが、殊戦闘に至ればアレン、フィアーネ、レミアの実力から言えば問題はないだろう。フィリシアの戦闘力は未知数であるのだが、立ち居振る舞いから相当な実力者である事が窺えているために、他の三人も問題なしと考えていたのだ。

　ちなみに、アレン、レミアのフィリシアに対する恐怖心は、精神の沈静化をもたらす術式の組み込まれた腕輪を身につけることで抑えていた。

　ダンジョンの入り口は、ジャスベイン領の北側にあるオリオイ山にあった数百年前の鉱山の跡地を利用したものであるらしい。

　ジュスティスは、そういう朽ち果てたものを利用するのが好きなようで、国内にある鉱山跡、朽ち果てた廃屋などを利用してダンジョンを作っているという話だった。

　ヘシオスが収められたダンジョンのマップ、罠の有無、魔物の種類などに関して何一つジュスティスは教えてくれなかった。それなりに価値のある物が賞品となっているのだから、ヒントは一切出さないという方針らしい。

　どんなに常識人に見えても、やはりフィアーネの兄である。一筋縄ではいかないようだ。

「まぁ、とにかくダンジョンに入ろうか」

　アレンの提案にフィアーネ、レミア、フィリシアが同意する。本来、日が傾き始めた時間なのだから野営するなりして、明朝ダンジョンに入るのが良さそうなものだが、ダンジョン内はどうせ暗いだろうから、昼に入ろうが、夜に入ろうが大差ないというアレンの提案に全員が同意したのだ。

　また、夜という時間帯はトゥルーヴァンパイアであるフィアーネにとって、都合の良い時間帯という事もあった。何だかんだ言って、夜のヴァンパイアは昼間よりも活動的なのは否定できない事実だったのだ。

「アレン、レミア、フィリシア」

　ダンジョンに入ろうとしたところで、フィアーネが思い出したかのように三人に呼びかける。

「どうした？」

「今のうちに言っておくけど、ダンジョンにある罠や魔物などはそれなりの危険があるわよ」

「それなりってどれくらい？」

「普通に高レベルの冒険者が命を落とすわ」

「……」

　フィアーネからもたらされた情報にアレンは沈黙する。

（ジュスティスさんはそんな危険な所に実の妹を送り出したのか……ジャスベイン家の方々はやはりぶっ飛んでいるな……）

　アレンは頭を抱えそうになるのを何とか堪える。アレンの心の葛藤をフィアーネは察したのだろうが、表面上は何も言わなかった。

「アレン達はエリック＝マーフィンという冒険者を知ってる？」

「ああ、確かダンジョン攻略を専門に行っている冒険者だったな。三～四年前に亡くなったって……まさか……」

「そう、そのまさかよ。お兄様の上級ダンジョンに挑戦して彼は亡くなったわ」

　エリック＝マーフィンは、ダンジョン攻略を専門に行う冒険者で、攻略したダンジョンは一〇〇を優に超えるというすご腕の『ミスリル』クラスの冒険者だった。

　冒険者はその功績や実力に応じて階級がある。下から『スチール』『ブロンズ』『シルバー』『ゴールド』『プラチナ』『ミスリル』『オリハルコン』『ガヴォルム』であり、ミスリルは上から三番目の階級だ。

　ローエンシア王国の冒険者の登録者数は約三〇〇〇人、その中でもミスリル以上の階級の冒険者は四〇人程度だ。割合で言えばわずか一・三％であり、これだけでもミスリルになれるのはほんの一握りである事がわかる。

　ほとんどの冒険者は冒険者稼業を『シルバー』で終わる。『ゴールド』になれれば一流の冒険者、『プラチナ』なら超一流、ミスリル以上は完全に人外扱いの実力だ。

　エリック＝マーフィンは実力的に人外扱いされるようなレベルの冒険者だったのにも関わらず、ジュスティスのダンジョンで命を落としたというのだ。

「フィアーネ……、これから入るダンジョンはエリック＝マーフィンが命を落としたダンジョンと同レベルなのか？」

「たしか、それよりは難易度が落ちるはずよ。お兄様の話だとそのダンジョンに置かれていた宝物は『オリハルコン』だったはずだから」

「…………」

「お兄様のダンジョンは置かれている宝物で難易度が変わるのよ。さすがにヘシオスは、オリハルコンよりは価値が下がるでしょう」

「なるほどな」

　フィアーネの言葉にアレンは頷く。もたらされた新情報は決して軽く見て良いものでは無かった。

「みんな油断するなよ。細心の注意を払っていこう」

　アレンの言葉に三人は頷くとアレン達はダンジョンに足を踏み入れた。

　ダンジョンの通路は幅三メートル、高さ三メートルほどの広さであり、舗装されている。どうやら舗装の方はジュスティスが私費を投じて行ったらしい。

　また、等間隔に発光する石が設置されており、松明などの明かりを自分で持つ必要はないようだ。

　金と実行力のある人物が趣味に入れ込むと、このようになるのだという見本だった。

　レミア、アレン、フィリシア、フィアーネの順番で進むことになった。レミアが先頭なのは、ダンジョン攻略の経験があることが理由だった。

　レミアのクラスは『ブロンズ』という話である。実力とクラスの乖離が甚だしいのだが、レミアは駆け出しなので仕方の無い事だった。

　レミアはダンジョンに入ってすぐに入り口付近に転移の術式を施し始めた。このダンジョンは外部との境目に転移魔術を阻害する結界が張られており、ダイレクトに外に転移魔術で脱出することが出来ず、入ることも出来ないようになっているというジュスティスからの話だった。その話を聞いたときにアレンは『無駄に手が込んでいる』と反射的に思ったが口に出すような事はしなかった。

　レミアはもしもの時のために、入り口付近に転移魔術の拠点を設けることにしたのだ。

「これで良し。行きましょう」

　レミアが拠点設置を終え、三人に先に進むことを提案すると、アレン達は頷き進み始める。

　通路は一直線である。もともと廃坑を利用したダンジョンという話なので、入り口付近から入り組んでいるということはなさそうだった。

　しばらく進むと道が二つに分かれている。そのまま真っ直ぐの道と右に進む道の二択だった。

「さて、どっちに行く？」

　レミアは振り返ると三人に聞く。

「う～ん、どっちだろ？」

「わかりませんね」

「フィアーネ、お兄さんの性格からどっちが正解っぽいか分からない？」

　レミアがフィアーネに尋ねる。妹であるフィアーネならば正解を導き出せるという期待があったのだ。だが、フィアーネの表情は渋い。

「う～ん、さすがに分からないわ。お兄様ったら趣味になったら人が変わるし、いつも通りの感覚で作ったのかも分からないし」

「それもそうね……さすがに無茶な事聞いたわね」

　レミアも無茶な事を聞いたなと、反省の表情を浮かべる。四人とも答えを知らない以上、正解など導き出せるものでは無い。となると虱潰しに行くしかないのだ。

「とりあえずさ、右から行こうか」

　アレンの提案に三人は頷く。歩き出す前にレミアが分岐点に転移の拠点を作り始める。もし間違っていた場合には、転移魔術ですぐに戻ることが出来るという状況にしたのだ。

　右の道に入り五〇メートルほど進むと、扉があるのが目に入る。

「俺が開けてみるから、みんなは下がってくれ」

　アレンがそう言うとドアノブに手をかける。アレンが開けることを進み出たのは罠があった場合に三人を巻き込まないようにするためだ。

　ガチャガチャ…………。

「あれ？　鍵がかかってるな」

　アレンの言葉通り、扉には鍵がかかっているらしく開かなかった。それを見てレミアが進みでる。

「アレン、私が鍵を開けてみるわ」

　レミアが双剣の鞘についている金具を取り外し鍵穴に突っ込むと、カチャカチャと作業を始める。いわゆるピッキングと呼ばれる行為だ。

　カチャン…………。

　レミアのピッキングは上手くいったようで、鍵の開いた音がアレン達の耳にも届く。ところが鍵穴が開いた瞬間に扉に魔法陣が浮かび上がる。浮かび上がった魔法陣はすぐに消え去ったが、何かしらの効果が発生した事は容易に想像できる。

「レミア、俺が開けるからちょっと下がってて」

　再びアレンが進み出てドアノブに手をかける。だが、今度はドアノブが一向に回らない。

「どうやらさっきの魔法陣は扉の封印の魔術だったようだな」

「はぁ……お兄様ったら性格悪すぎるわ……」

「何言ってるのよ。これぐらいは想定しておかなくちゃ」

「困りましたね。どうやって先に進みましょう」

　封印された扉の前で四人はため息をつく。するとフィアーネが威勢の良い言葉を発する。

「よし、私に任せて!!」

　フィアーネはそう言うと右拳に魔力を集中する。その段階でアレンはフィアーネが実力行使という名の破壊行為を行うつもりである事を察するとすかさず動く。フィアーネが振りかぶったところで、背後に回ったアレンがフィアーネを拘束する。

「ふぇ、ちょ、ちょっとアレンこんな所で、みんな見てる……」

　フィアーネは頬を染めてアレンに言う。

　アレンとすれば拘束しただけだったのだが、フィアーネにしてみればアレンに後ろから抱きしめられているような感じになっているため勘違いしたのだ。

「何勘違いしてるんだよ。破壊行為を止めただけだ」

「う～」

「いいか、お前がこの扉を破った場合に封印が爆発して俺達が生き埋めになったらどうするんだ」

「そんな事……あるような、ないような……」

　フィアーネはアレンの指摘の正しさを認めたらしく、バツが悪そうにアレンから目を逸らした。とりあえず危機は去ったとしてアレンはフィアーネの拘束を解いた。フィアーネは一瞬にも満たない時間ではあったが不満そうな表情を浮かべた。

　命の危険が去ったことを確認したアレンはフィアーネに尋ねる。

「フィアーネ、この扉の封印を解けるか？」

「う～ん、術式がわかんないから時間がかかるわね。レミアは？」

「私、封印解除は苦手なのよ。フィリシアは？」

「すみません、この術式はものすごく複雑で……私には無理ですね」

「じゃあ、アレンがんばってね」

　フィアーネがさも当然のようにアレンに丸投げする。アレン自身、面倒くさそうな術式だったので、解除は別の人にやってもらおうと思っていたのだが、結局回り回ってアレンが解除することになった。

　アレンは、短くため息をつくと封印解除に取りかかることにした。

（うわぁ……この術式……めちゃくちゃ面倒くさいやつじゃないか……）

　封印の解除に取りかかったアレンは、封印の術式の複雑さに内心ため息をついた。しかし、アレンが解除しない限り先には進めないので頑張ることにする。

（え～と、この術式をまず解除して……）

　アレンが封印の術式と格闘を始めると、フィアーネがアレンに声をかける。

「アレン、まだ～」

　フィアーネの空気を読まない催促に、アレンは抗議の声をフィアーネに上げる。

「うっさい、気が散るだろ」

「もうアレンたら、相変わらずのツンデレさんね♪」

「何度も言ってるだろ、お前に対してデレはねぇよ」

　フィアーネのツンデレ認定にごっそりと精神力を削られてしまう。フィアーネとの会話という障害を乗り越え、一〇分程でアレンは封印の術式を解くことに成功する。

（まったく……こいつはこの残念な所がなければ言うことないのに……）

　アレンは心の中でフィアーネの残念ぶりを嘆きながら扉を開ける。

「「「「…………」」」」

　扉を開けたアレン達は沈黙する。なぜなら扉を開けた先は壁だったからだ。呆然と佇む四人の間に何とも言えない空気が流れる。

「おい……フィアーネ……」

「何？　アレン……言いたいことは予想つくけど……」

「これはいくら何でも……」

「あんなに綺麗な方なのに……ここまで腹黒いなんて……」

　四人は沈黙からこの場にいないジュスティスの話題へと移っていく。四人とも静かな語り口であったが、これは単なる助走期間であることを全員が知っていた。そして本格的に走り始めた時にジュスティスへの不満が爆発する。

「何？　何なの、あの人!!　こんな面倒くさい術式解かせて、その結果扉の向こうはただの壁ときたもんだ!!　あり得ないだろ!!」

「お兄様、いくらなんでもこれは性格が歪みすぎよ!!　リルカーラ様に言いつけてやる!!」

「こんな意地の悪い罠って滅多にないわよ!!」

「何なんですかあの人は!!」

　四人はこの場にいないジュスティスに一頻り文句を言い終わると、レミアの転移魔術で先ほどの分岐点に戻る。

　妙に徒労感を感じたが、ここで立ち止まる事は出来ないので先に進むことにする。

　分岐点に戻った四人は、もう一本の道を真っ直ぐ進んだ。すると今度はＴ字路にさしかかった。レミアが転移魔術の拠点を設置し終えると、右から探索する事にする。

　四〇メートルぐらい進んでいくとその道は行き止まりだった。

「はずれか、戻ろう」

　アレンの言葉に三人が頷く。振り返って戻ろうとレミアが転移魔術を展開しようとしたその時、地面に魔法陣が浮かび上がった。

「魔法陣……何かの罠か？」

　アレンが呟いた瞬間に魔法陣が発動し、魔法陣の中からアンデッドが姿を見せる。現れたアンデッドは巨大な剣と盾、そして体躯を持つ異形の騎士だ。アレン達にとってはおなじみのアンデッドのデスナイトだった。

「やれやれ……」

　アレンの口からため息が漏れる。デスナイトを目の前にして恐怖の叫びではなくため息が生じるのは、アレン達だからである。普通デスナイトは出会ってしまえば、そこで終わりと言われるほどの強力なアンデッドなのだ。

「デスナイト…………」

　フィリシアの声にも恐怖の感情は含まれていない。つまりフィリシアはデスナイトを相手に恐怖を持つレベルでは無いと言う事だ。

『グォォォォォォォォォォ！！！！！』

　デスナイトは盾を構えると雄叫びを上げてアレン達に突撃してくる。アレンが剣に手をかけた時にはフィアーネはすでに突進していた。

　ほとんど一瞬でデスナイトの元にフィアーネはたどり着くと、デスナイトの大剣を握った手に拳を放つ。

　バァァァァン!!

　フィアーネの一撃によりデスナイトの手はあっさりと砕け、手にしていた大剣は霧散してしてまう。

　フィアーネはそのまま回転すると、肘をデスナイトの胸に叩き込む。この肘打ちにデスナイトは吹っ飛び地面を転がる。二メートルを遥かに超える巨体が、美の結晶と称されてもおかしくない美少女に吹き飛ばされるという光景はかなりシュールである。

　デスナイトはすぐに起き上がり、吹き飛ばされた右手と大剣を再生させると、先程と同じように盾を構え再び突進してきた。

　そして、フィアーネが拳を再び構えた瞬間にフィアーネの横をすり抜ける黒い影があった。その影はもちろんアレンだ。アレンは一瞬でフィアーネの位置に移動すると、そのまま追い越し、デスナイトと対峙する。

　デスナイトの大剣が振るわれるが、アレンはまったく臆することなく間合いを詰めると、その斬撃をあっさりと躱す。躱す際にアレンの剣の一閃が、デスナイトの右腕を肩から斬り飛ばした。肩を斬り飛ばしたアレンは、返す刀でデスナイトの右足を膝の裏から斬り飛ばすと、デスナイトはバランスを崩し地面に倒れ込んだ。

　そこにレミアが走り込むと、倒れ込んだデスナイトに双剣の一本を突き立てる。もちろん突き立てた位置にはデスナイトの核があり、核を貫かれたデスナイトは苦悶の表情を浮かべ塵となって消滅する。

「ふ～む……このダンジョンの難易度はかなり高いな」

「そうね。普通だったらここでデスナイトに殺されちゃうわよね」

「お兄様もここまで作り込まないで欲しいわ」

「しかも、わざわざ灯りが行き止まりに届かない作りになってるから、先に何かあるように思わせるようになってる」

「確かに分岐点からせいぜい四～五〇メートルぐらいしかないから、灯りがあればこっちに来ないわよね」

　デスナイトを難なく斃したアレン達は、ダンジョンについての意見を交わし始める。アレン達だからこそ、デスナイトを問題無く排除できたのだが、並みの冒険者であればここで終わっていた事は間違いない。

　逃げようにも先は行き止まりであるために戦うしかないのだ。だがデスナイト相手に戦闘をしたとして勝算がある者など、それこそ『ミスリル』クラスの冒険者の実力が必要だろう。チームワーク次第で『ゴールド』クラスでもいけるかも知れないが、いずれにせよ高い実力が必要と言える。

「みなさん、強いんですね」

　フィリシアがアレン達三人に声をかける。

「まぁ、いつもの相手だからね。でもフィリシアもデスナイトなら問題無く斃せるだろう？」

　アレンの言葉にフィリシアは頷く。確かにフィリシアは、デスナイトを斃した事は一度や二度では無い。だが、あそこまで圧倒することなど出来ないだろう。

（それにしても……三人とも息がぴったりだったわ……きっとお互いの事をよくわかってるのね……羨ましいな）

　フィリシアは三人の信頼関係を羨ましく思う。魔剣によって呪われた自分には、決して手に入れる事は出来ないものだと思っていたのだ。

「さて、行こうか」

　アレンが歩き出すと、一行は分岐点に向かって歩き出す。転移魔術の拠点を設けてみたが、それほどの距離ではないし歩いた方が早いという考えからであった。

　分岐点まで戻るとそのままもう一つの道を進み始める。一〇〇メートルほど進むと今度は扉があった。今度は鍵も魔術による封印もされておらず、四人は扉を開け先に進んだ。

　アレン達四人が扉の先に進むと、そこは二〇メートル四方の正方形の部屋だった。部屋の中心に魔法陣が描かれている。

「アレン……あの魔法陣は召喚術のものよ」

　レミアの声に緊張が走る。

　何しろ召喚術なら、何が召喚されるかこちらからはまったく分からないのだ。手に負えないレベルの召喚だと困るのである。

　その時、魔法陣が光り出す。どうやらこの部屋に誰かが入ると召喚術が展開されるというものだったようだ。

　魔法陣から現れたのは一体のアンデッド。そのアンデッドは骨格のみで構成されているが、その骨格は奇妙な形をしていた。下半身は馬のような動物のものだが、足は六本であり純粋な馬でないことは確実だ。上半身は人間の上半身のものであった。

「【寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルド】か……ジュスティスさんも珍しいアンデッドを配置したな」

　アレンの口から苦笑と共にアンデッドの名が語られる。

　寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは、その名が示すとおり、異なる生物の骨格を組み合わせて構成した複合獣キマイラのアンデッド版というのが、最もたとえとしては的確なのかも知れない。

　発生は自然発生も人為的なものも、どちらの理由も考えられる。またこの寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドが厄介なのは、構成している骨格によって全く別物になるのだ。

　今回は、下半身が馬に似た骨格をしているタイプだが、構成する骨格の中に鳥が含まれていれば空を飛ぶことすら出来るのだ。

「とりあえず、片付けるか」

　アレンがそう言うと、四人はそれぞれ戦闘態勢を整える。そして次の瞬間にアレンが先陣を切った。続いてフィアーネ、レミア、フィリシアの順番で続く。

　寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは、右手に瘴気を集めると、瞬く間に瘴気の塊は全長二メートル五〇㎝程の斧槍ハルバートに変わる。斧槍ハルバートを手にした寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドはアレン達に向け突進する。

　先陣を切ったアレンは、突進してくる寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドをさっと躱すと同時に足下に向け斬撃を放とうと構える。

　しかし、手にした斧槍ハルバートがアレンに振り下ろされた事で、アレンは斬撃を断念すると、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの斧槍ハルバートを受け流した。

　フィアーネ、レミア、フィリシアもそれぞれ散会し、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドを取り囲むような形になった。

　すると、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの体を瘴気が覆い始めたのだ。骨格しかなかった体を瘴気が覆い肉体を形成していく。下半身の動物の部位は六本足の馬を思わせる動物のものに、上半身の人間を思わせていた部位は鎧を纏った姿に、頭部の髑髏には瘴気は覆っていなかったが兜を被っていた。

「アレン、これは？」

　レミアの質問にアレンは首を傾げながら返答する。

「寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの中でも珍しいタイプだな。瘴気で体を形成するのは俺も初めて見るな」

　アレンの言葉に三人は警戒を強める。アンデッドの専門家であるアレンが見た事が無いというアンデッドに、緊張せずにはいられなかったのだ。

「ジュスティスさんが配置した際に何かしら細工したか、突然変異したかのどちらかだな」

　アレンの言葉にフィアーネが尋ねる。

「それで斃し方は？」

　フィアーネがアレンに尋ねる。

「簡単だ。アンデッドの斃し方は、核を破壊する事さ」

　フィアーネの言葉にアレンはあっさりと答える。本当にいつもの墓地での様子と変わりない。その言葉を受けてフィアーネとレミアは顔を綻ばせた。

（アレンさんの言葉にフィアーネもレミアも明らかに安心したようね……）

　フィリシアはどことなく羨ましそうな、切なそうな視線を三人に向けるのであった。
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「でぇやぁぁぁぁぁぁ！！！！」

　レミアが叫びながら寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドに向け駆け出した。寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドはレミアを迎え撃つべく、レミアの方向に体を向けると、突進しようと足を踏み出す。

　だが……寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは走り出すどころか次の一歩を踏み出すことが出来なかった。

　向かってくるレミアを見たことで死角となった瞬間に、フィリシアが動いたのだ。レミアに勝るとも劣らない踏み込みで一瞬にして距離を詰めると、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの背中に斬撃を放った。

　ザシュ……

　フィリシアの斬撃に背中を斬られた寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは、フィリシアを睨みつけると斧槍ハルバートを振り回し、フィリシアの首を狙う。フィリシアはその一撃をさっと躱すと、再び斬撃を繰り出す。

　キィィィィン!!

　フィリシアの魔剣セティスと寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの斧槍ハルバートがぶつかり合い澄んだ音が室内に響く。

　ところがその剣戟は突如中断される。フィアーネが寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドを殴りつけ吹き飛ばしたからだ。

　フィアーネに殴り飛ばされた寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは壁にぶつかって止まった。

「やるわね。フィリシア」

「かなりの腕前と思っていたけど、想定していた以上の腕前ね」

「ああ、これほどの腕前とは嬉しい誤算だ。フィリシア、頼りにさせてもらうぞ」

　アレン達がフィリシアの腕前を口々に賞賛する。その事がフィリシアは嬉しかったのだろう。照れたように微笑んだ。

（う……やっぱりフィリシアのような美人が微笑むと破壊力抜群だな）

　アレンはフィリシアの微笑みにしばし目を奪われる。フィリシアのような美人が微笑えば見とれる者は後を絶たないだろう。

　アレン達の賞賛は、決して社交辞令的なものではない。実際にアレン達はフィリシアの剣の腕前も高く評価したのだが、それ以上に評価したのは戦い方だった。

　レミアがわざわざ雄叫びを上げて寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドに斬りかかったのは、囮の側面が強かったのだ。すなわち寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの注意を引きつけることで隙を作り、そこを突くというのがレミアの立てた作戦だったのだ。

　もちろん、その事を事前に話し合った事はない。普段のレミアならば、わざわざ雄叫びを上げて突っ込むような事はしない。にもかかわらずそれをしたという事は、隙を作るからそこを突いてくれという事に他ならないのだ。アレンとフィアーネは、レミアの意図をすぐさま読み取り行動に移そうとしたが、フィリシアも動いた。

　これはフィリシアの戦い方が応用の利かないものではなく、実戦で鍛えられたものが根本にあることを意味した。

　そして、これはアンデッドという生者の理から外れた者達を相手にするアレンにとって、最も重視することだったのだ。

「フィリシア、レミアは寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの左側から回り込んでくれ、俺は正面から行く」

「わかったわ」

「わかりました」

　アレンの指示にレミアとフィリシアは頷くと左側に移動を開始する。そこにまだ指示をもらっていないフィアーネがアレンに声をかける。

「ねぇ、アレン。私はどうするの？」

「フィアーネには、とどめを刺してもらうから待機しておいてくれ」

「わかったわ」

　アレンの言葉にフィアーネは納得したようで一歩後ろに下がる。

「行くぞ!!」

　アレンが号令を下すとアレン、レミア、フィリシアが寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドに向かって一斉に駆け出す。

　寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは斧槍ハルバートを掲げると一歩進み出る。アレンは跳躍し、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの頭部に斬撃を放った。その斬撃を寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは斧槍で受け止めると、着地したアレンの頭に斧槍ハルバートの一撃を振り下ろす。

　アレンはその一撃を紙一重で躱すと、回転し斬撃を放つ。

　キィィィィン!!

　アレンの斬撃を寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは斧槍ハルバートの柄で受け止めると、石突きでアレンの喉元を突いてきた。

　目まぐるしく攻守が入れ替わり、アレンと寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの間には無数の火花が飛び散る。

　そこにレミアとフィリシアが躍り込んだ。通常であればアレンと寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの激しい剣戟の中に入り込むことに躊躇するのは間違いないのだが、レミアとフィリシアは全く躊躇せずに、剣と斧槍ハルバートが入り乱れる中に躍り込んだのだ。

　レミアの双剣が寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの振るった斧槍ハルバートを受け止め、挟み込むことで固定する。そして、次の瞬間にフィリシアの剣が振るわれると寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの右腕を肩口から斬り落とした。

　レミアとフィリシアは一切の殺気、気配を発しておらず、寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドはその接近に気付かなかったのだ。

　斬り落とされた右腕は、床に落ちると構成していた瘴気が塵となって消え去り、あとには骨だけが残る。そして、丸腰となった寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの心臓の位置にある核に、アレンの剣が刺し込まれた。

　アレンは核を貫いた感触を剣を通じて感じ、決着がついた事を察した。核を破壊された以上、アンデッドとしての活動は終わったのだ。すぐに寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドは崩れ去り、後には骨だけが残っていたがその骨もすぐに塵となって消え失せる。

「ふう」

　アレンが寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの消滅を確認するとレミアとフィリシアに向け言葉をかける。

「レミア、フィリシア、ありがとう。おかげで助かったよ」

「うん、上手くいったわね」

「レミアがアンデッドの腕を固定してくれたから簡単でした」

「どちらにしても、二人がいてくれたおかげで助かったのは事実だよ」

　アレン達三人が和気藹々と話しているところにフィアーネが抗議の声を上げる。

「ちょっと、アレン、とどめは私の役目じゃなかったの？」

　フィアーネの抗議にアレンは困った様な顔をする。

「いや、二人がこれ以上無い隙を作ってくれたからさ。そこを突かないのは逆に二人に悪いなと思ったんだよ」

　アレンの言葉にフィアーネも沈黙する。確かにあの状況で二人が作った隙を見逃すような事をすれば本末転倒だ。

「う～、確かにそうだけど……私だけ仲間はずれみたいじゃない。私だってみんなと協力してあのアンデッドを斃したかったの!!」

　フィアーネの抗議にアレン達は苦笑いを浮かべる。三人が息のあった戦いを展開したために、そこに参加してなかった事が寂しかったのだろう。

「まぁそう言うな。頼りになる仲間がいてくれて、俺がどれだけ助かってることか」

「そうそう、フィアーネを仲間はずれなんてするわけ無いでしょ。私達もフィアーネの事を頼りになる仲間って思ってるわよ」

（今……みんな……仲間って……）

　アレン達の仲間という言葉に、フィリシアは嬉しさが心の中に芽生えるのを感じていた。それはずっと前に枯れ果てたと思っていたが、まだタネが残っていた事をフィリシアは悟った。

　アレン達の掛け合いを見ながらフィリシアの顔には自然と笑顔が浮かんでいた。
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　寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドとの戦闘を終え、話が一段落したところで四人はあたりを見渡す。

　部屋の真っ正面と右側に扉があり、四人はまず真っ正面の扉を開けて通路を出る。

　真っ直ぐに通路を進むと、一〇〇メートルほど進んだところで行き止まりだったので、通路を戻りもう一つの扉を開けて中を進むと、こちらは三〇メートル程進んだ先に扉があった。

　四人が扉を開けると、そこには十数個の宝箱が置かれていた。部屋の壁には棚があり、そこにも宝箱が置かれている。この宝箱の数から見るに、この部屋はどうやら宝物庫のようだった。

「フィアーネ、お前はヘシオスを見たことがあるか？」

「うん、あるわよ。なかなかの魔力を放ってるから、アレンも見れば分かるわよ」

「そうか、とりあえずここにある宝物の中身を確認しよう。ひょっとしたらヘシオスがあるかもしれないからな」

「う～ん……ない気がするけど一応探そうか」

　フィアーネのつぶやきは気になったが、一応念のためということで探しはじめる。

「手分けして探そう」

「うん」

「わかったわ」

「わかりました」

　四人は宝箱を開けてヘシオスを探し始めるが、宝箱に入っていたのは金貨、銀貨、宝石などであり、ヘシオスと思われる魔石は見つからなかった。アレン達の目的はヘシオスだけなので、それらの宝物には一切手を触れていない。

　フィアーネにしてみれば兄の物をかすめ取るほど落ちぶれていないという感情から、アレン、レミア、フィリシアにしてみれば、ジャスベイン家の財物をかすめ取るようで、後味が悪いという事で手を付けなかった。

　ジュスティスは、ダンジョンで見つけた物は気にせず持っていってくれとの事だったのだが、だからと言って『はい、そうですか』と言うわけにはいかないのだ。

　アレン達はすべての宝箱を調べ終わったのだが、ヘシオスを見つける事は出来なかった。どうやらこの部屋にはヘシオスはないようだった。

「ん～、見つからないな。魔石の放つ魔力も感じられない……」

「確かに、この部屋には魔力を放つものもないようね」

「とりあえず出ましょうか」

　フィリシアの問いに三人は頷くと、宝物庫を後にする。宝物庫を出たところで、レミアが転移魔術を展開させると、アレン達の視界がぼやっと歪み、次の瞬間四人はダンジョンの入り口に立っていた。

「さて……」

　アレンがさも困った風に言葉を発する。

「とりあえず行けるところの探索は終わったわけだけど……」

「行き詰まったわね……」

「そうね……」

「隠し扉かなんかあるんじゃないですか？」

　フィリシアの隠し扉という言葉に全員が考え込む。このダンジョンにヘシオスがある事は確かなのだ。考えられる事といえば、何かしらの仕掛けがあることぐらいだ。

（まぁ確かに隠し扉とかあるんだろうな……でもどこだろう……？）

　アレンはフィアーネに尋ねてみる事にする。

「フィアーネ、お前ってさ、何回かジュスティスさんのダンジョン攻略したことあるんだろ？」

「うん」

「ジュスティスさんはどんな隠し扉を作る？　なんか癖みたいなの思いつかないか？」

「う～ん……お兄様は罠とか仕掛けを単体で仕掛けるというよりも組み合わせるのが好きね。癖と言えばそれが癖かな」

　フィアーネの言葉を受けて、アレンは次にレミアに声をかける。

「なるほど……レミア、ダンジョン攻略の経験から、隠し扉のありそうな位置はわかる？」

「ゴメンね……私は二つしかダンジョンを攻略したことは無いの。そのダンジョンには、隠し扉なんて無かったから私の経験はあてにならないわ」

　レミアの返答にアレンはフィリシアに視線を移す。

「そっか……フィリシアは？」

「私はダンジョン攻略の経験がないんです」

「う～ん……となると、みんなで考えて進むしかないな」

「そうね」

　結局ダンジョン攻略の経験がほとんどない素人同然の四人では、意見を出し合って進むしかないのだ。

「とりあえず、状況を整理しよう」

「うん」

「そうね」

「はい」

　アレンの声に三人が応え、入り口で会議が始まる。アレンが司会役としてまずは話し始める。こういうのはまず誰かが口火を切る必要があるのだ。

「まずは、とりあえず行けるところは全部行った。一応宝物庫らしきものは見つけたが、ヘシオスは無かった。ここまではいいか？」

「「「うん」」」

「で、ジュスティスさんの仕掛けの癖は、単体よりも組み合わせが多い」

「「「うん」」」

「ジュスティスさんは、ダンジョンの難易度をもっと上げたい」

「ねぇアレン、お兄様の性格って今関係あるの？」

　そこで、フィアーネの疑問の声が上がる。もっともな意見ではあるのだが、ダンジョン攻略の素人しかこの場にいない以上、考えるネタは多ければ多いほど良いのだ。

「ああ、あると思う。戦いだってパワー、スピード、技に注目しがちだけど、色、重さ、臭い、話術とかも重要な要素だろ」

「確かにね、パワー、スピードだけじゃないもんね」

「そういうこと。考えるネタは多ければ多いほどいいよ」

「それもそうね」

　アレンの返答にフィアーネは納得し、会議はさらに進んでいく。

「ジュスティスさんにとって、ダンジョン攻略の条件は何だと思う？」

「う～ん、やっぱり一番奥にある宝物を得ることじゃないの？」

　アレンのこの質問に答えたのはレミアだ。

「……だよな。レミアの言うとおり、ジュスティスさんにとってダンジョンを攻略されるというのは、そういうことだよ」

「今回のダンジョンの攻略はヘシオスを手に入れる事よね……」

「レミアの言うとおり、このダンジョン攻略の目的はヘシオスを手に入れることだ。だが、このダンジョンの本当のお宝が『ヘシオス』だということを俺たちは知っているが、他の冒険者は知らないよな」

　アレンのこの言葉に全員が頷く。確かにこのダンジョンにヘシオスがあることを知っている者はほとんどいないだろう。これは他の挑戦者よりもはるかに有利な条件である事は間違いない。

「確かにさっきの宝物庫にあった大量の宝を手に入れれば、ほとんどの冒険者はそこで帰るわね。それにその前の寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドとの戦闘は、ほとんどの人が乗り越えられないと思うし」

　レミアの意見を聞いて、フィリシアが声を発する。

「それでは、宝物庫の宝物自体が罠と言えませんか？」

　フィリシアの言葉にレミアが反応する。

「そうか!!　普通ならあの宝物を見て、これで終わりと思って帰るわね。あの宝物はヘシオスという本当の宝を隠すための罠という事ね」

「あれ……ということは……」

　レミアの言葉を聞いてフィアーネが何かしら思いついたような言葉を発する。アレン達の視線がフィアーネに集まると、フィアーネは三人に向けて自分の考えを話す。

「ねぇ、私思ったんだけど、フィリシアとレミアの考えが正しければ、お兄様は終わったと思わせた先に隠すという事にならないかしら？」

「え？」

「ん？」

「……？」

　フィアーネの問いかけに、アレン達も自分の中に何かしら引っかかるものを感じた。もし、ジュスティスの罠が攻略者の終わった、達成したという心理をつくタイプのものであった場合、今までの探索とは違った面が見えてくる。

　ここで調べるべき候補は二箇所だ。

「調べ直すべき所は二箇所……近い方から行こうか」

　アレンの言葉に三人は頷くと、レミアが転移魔術を展開し、再びアレン達は転移した。

　空間転移によって四人が転移したのは初めの分岐点である。あの右側の扉の奥の壁の向こうに、隠し通路があるとアレンは考えたわけだ。

「さて……この壁の向こうに通じる通路があるかな」

「とにかく、みんなでこの周辺を探してみましょう」

「そうね」

「分かりました」

　フィアーネの提案通り、周辺の壁を全員で調べ始める。

　コンコン…………

　コンコン…………

　コンコン…………

　コンコン…………

　壁を叩きその音で異常を察知しようとしていたのだが、今のところ特段おかしいところは見つからない。

「ん？」

　するとアレンが小さく声を上げる。

「見つけたのアレン？」

「いや……ここに術式が仕掛けられてる」

　アレンの指し示した場所は、扉の蝶つがいの場所だ。魔力はほとんど感じられないほど微量なものであり、よほど気を付けないと気付かないものであった。先程気付かなかったのは、苦労して開けた扉の向こうがただの壁であった事に対する怒りから見逃してしまっていたのだ。

「解除してみるか？」

「ちなみにどんな効果がある術式なの？」

「う～ん、俺の見たことのない術式だ。みんなは？」

「私も見たことない」

「私も」

「これは、何かの偽装の術式ではないでしょうか？」

　フィアーネもレミアも見覚えのない術式であると言うが、フィリシアは偽装の術式の可能性である事を告げる。

「偽装か……何を偽装しているかどうか分からんが、解除してみるか」

「そうね……このままじゃ手詰まりだもんね。でも出来るの？」

「いや、面倒だから壊してしまおう」

　アレンはそう言うと、剣を抜き放ち術式に剣を突き刺した。するとパリンとガラスが割れるような音がして術式は消え去る。

　術式が消え去ったことにより、四人は周囲を見渡し変化を探ったが、別段何も見つからなかった。

「何も変化はないな……」

「でも偽装の術式があったんだから、絶対に何か変化しているはずよ」

「ちなみにフィリシア、偽装ってどんな偽装する事ができるの？」

「結構、偽装できる物は多かったはずです……色、形、臭い、音……」

　フィリシアの言葉に四人がほぼ同時に声を上げる。

「「「「音だ」」」」

　見事なまでに四人の声が揃う。

「アレン、その壁の音を確認して」

「ああ」

　レミアの言葉通り、アレンが扉の向こうの壁を叩いて音を確認する。

　コンコン…………

「どう？」

「当たりだ。この向こうは空洞だ。どうやら通路っぽいな」

　アレンの言葉に、四人の顔に喜びの表情が浮かぶ。どうやらこれで先に進めそうであった。

「フィアーネ、この壁を壊してくれ」

「分かったわ」

　フィアーネは壁に右手を添え、気合いを込めると壁が砕け散った。いわゆる『寸打ち』という密着した状態で放つ打撃だった。

　砕け散った壁の向こうに四人が進むと、そこには一〇メートル四方の空間があった。空間には三つの魔法陣があり、稼働しているようだ。

「転移の魔法陣ね」

　レミアが魔法陣の術式から転移の魔法陣である事を他の三人に伝える。

　ここで問題なのは、この転移先がどこに通じているかという事だった。転移した先でいきなり命に関わる罠が仕掛けられていればシャレにならない。

（カナリアを使うか……）

　鉱山労働者は坑道に入るときにカナリアを籠にいれて連れて行く。人間よりも先に有毒ガスを察知して危険を知らせてくれるカナリアは一種の警報装置として重宝されていたのだ。ここから冒険者達の間では、召喚した魔獣達を放ち安全を確認することを「カナリアを使う」などと表現していたのだ。

　アレンは死霊術でスケルトンを作成する。スケルトンは最弱クラスのアンデッドであり、このスケルトンが消滅させられれば、アレンにはわかるようになっているのだ。

　三体のスケルトンはそれぞれの魔法陣に向かうと、魔法陣が作動しスケルトンの姿が消える。無事に転移したらしい。もし、転移先でスケルトンが消滅してしまえば、何かしらの危険性があるということに他ならない。アレンはスケルトンをカナリアに使い、転移先の危険を探ろうとしたのだ。

「どう、アレン？」

「うん三体ともまだ存在している」

「とりあえず、大丈夫というわけね」

「少なくとも、槍が飛んでくるとかの罠はなさそうだな。だが、転移先に毒ガスが充満している可能性はあるからな。みんな一応、いつでも結界を張れるように準備をしておいてくれ」

「わかったわ」

　アレンの言葉に全員が頷く。

「それで、どの魔法陣に入るんですか？」

「それが……どれでも良さそうなんだ」

「「「？」」」

「三体のスケルトンの転移場所は一緒の空間だ。というよりも同じ魔法陣から出たみたいなんだ」

「「「は？」」」

　アレンの言葉に三人の呆けた声が響いた。この魔法陣は入り口は三つだが、出口は同じだったのだ。スケルトンはそれぞれの魔法陣から転移したが、みな同じ魔法陣に転移していた。

「じゃあ、何のために三つも魔法陣を？」

「フィアーネ……本当は分かってるんだろ……」

　アレンの言葉にフィアーネは嫌そうに頷く。

「うん……」

　フィアーネの言葉にレミアとフィリシアは首を傾げる。

「何？　何のためなの？」

「多分……嫌がらせ……」

　フィアーネはその言葉を吐くと、げっそりと何かが削られたように項垂れる。三人の沈黙がフィアーネをさらに落ち込ませる。

「……と、とにかく、転移しよう」

「そ、そうね」

「行きましょう」

　アレン達は沈黙を打ち破るようにそれだけ言うと、魔法陣に飛び込む事にした。転移が終わるとアレンの召喚したスケルトン三体がうろついていた。転移先の空間は先ほどの広さと同じくらいの部屋だった。

　アレンは手をパンと打ち鳴らしてスケルトン三体を消滅させる。死霊術によって作成されたアンデッドは、術者の魔力の供給により仮初めの命を与えられている。アレンが手を打ち鳴らした行為は、その魔力の供給を絶つ合図であり、供給を無くした以上、もはや存在する事は出来ないのだ。

　真正面の扉を開けて通路を進むとまた扉が見えた。そして、その扉を開けると一際広い空間に出る。

「待ってたよ」

　扉を開けたアレン達を迎えた声に、四人の動きが止まった。その声の主を四人は知っていたのだ。

　そう……。

　声の主はジュスティスだ。ジュスティスは本当に無駄に良い笑顔を四人に向けて来ていた。本来であれば見惚れるような美しい笑顔のはずなのだが、疑問点が多すぎてアレン達はしばし呆然としていた。

「え～と、ジュスティスさん……何してるんです？」

　アレンは困惑気味にジュスティスに尋ねる。それに対するジュスティスの声は朗らかで、楽しさを隠しきれないといった感じだった。

「いや～、つい来ちゃったよ」

　ジュスティスの言葉はまったくアレンの質問に答えていない。アレンが聞きたかったのは「どうしてここにいるのか？」という理由であり、その答えが「つい来ちゃったよ」では話にならない。フィアーネが天を仰ぎながら、何かを振り払うように兄に言葉をかける。

「……お兄様、うすうすは感じていましたけど……」

「なんだいフィアーネ？」

「お兄様は……バカなんですか？」

「おいおい、兄をつかまえてバカとは……フィアーネ、兄は悲しいぞ」

　まったく堪えていないジュスティスの返答だった。アレンはもう一度ジュスティスがここにいる理由を尋ねることにする。

「ジュスティスさん、どうしてここにいるんですか？」

「ふむ、もっともな質問だね、アレン君」

　ジュスティスの返答に『あぁ…………この人やっぱりフィアーネのお兄さんだわ』という思いがアレンの心に浮かんでくる。

　ジャスベイン家の令息、令嬢は一般常識をたやすく放り投げるという特技を持っている事を再確認した。

「最後の試練に挑む君たちを見たいと思ってここまで来たというわけさ」

　ジュスティスの言葉の最後という言葉に全員の顔が明るくなる。

「最後？　ということは、次の試練をクリアすれば攻略完了というわけですね」

「そうなるね」

「それでは早速、最後の試練に挑むことにしますね」

「お兄様、それでは最後の試練とは何か教えてください」

「いや、大した事じゃないよ。単純にラスボスと戦って勝つ。それだけだよ」

　ジュスティスの最後の試練の内容にアレン達は少々気が楽になる。アレン達は自分達の戦闘力なら大抵の相手に後れをとるとは思えなかったので、最後の試練についてもかなり自信があったのだ。

「ふふふ……それではみんな、ラスボスの登場だ。頑張ってくれたまえ」

　ジュスティスの声に四人は戦闘態勢をとる。アレンは一歩進み出て三人の前に立つ。

「ラスボスはミスリルゴーレムだよ」

　ジュスティスはそう言うと魔法陣を起動させる。光の中から身長二メートルほどの全身鎧フルプレートが現れた。

（その名の通り、ミスリル製のゴーレムというわけか）

　アレンがその巨体の全身鎧フルプレートを見て警戒を強めていく。他の三人も警戒を強めているようで、室内の空気は時間が経つにつれ張りつめていく。

　ミスリルは魔力を貯める魔法金属であり、注いだ魔力量によって硬度が増す。当然希少な金属であり、剣一本製作するだけで、ちょっとした一財産になる程のものだ。ジュスティスはその希少な金属でゴーレムを作ったというのだから、その財力には正直驚かされる。

　アレンはこれほどの量のミスリルを使用したゴーレムを製作すれば、制作費が一体どれほどになるのか、ぜひ聞いてみたいところであった。

「それでは、ミスリルゴーレムよ、侵入者と戦え!!」

　ジュスティスの声に応じるように、ミスリルゴーレムの兜の目の部分があやしい光を放ち、手にした大剣を構える。

「来るぞ……」

　アレンの言葉に三人は頷くと、全員が戦闘態勢をとった。

　ミスリルゴーレムが攻撃を開始する。その巨体に似つかわしくない動きで攻撃をしかけたのだ。

「あれ？　なんでこっちを狙うんだ？」

　ゴーレムの振り下ろされた大剣を難なく避けたジュスティスが首を傾げる。そう、ミスリルゴーレムはアレン達ではなく、ジュスティスに襲いかかったのだ。アレン達は当然、自分達に向かってくるだろうと思っていたために、この事態に呆然としていた。

　ミスリルゴーレムの動きはかなり速い。動きも洗練されており、アレンが戦うとしても少なくとも一太刀で終わるような簡単な相手ではなさそうだ。

　ジュスティスに襲いかかったミスリルゴーレムは大剣を振り下ろし、すぐに横に薙ぎ、突きを放った。凄まじい連撃であるが、ジュスティスは両手に魔力を集中させて強化すると、ミスリルゴーレムの大剣を腕で打ち払う。

「こっちじゃなくて、あっちだってば!!」

　ジュスティスがアレン達を指差してミスリルゴーレムに命令するが、ジュスティスの言葉を完全に無視してミスリルゴーレムは攻撃を続けている。

「フィアーネ……一体どうなってるの？」

「わかんない……どうしてお兄様を襲ってるのかしら？」

「……助けなくて良いのでしょうか？」

　女性陣の声は困惑気味だ。この状況はあまりにも想定外だったために、困惑するのも当然だった。

「ああ……ひょっとして……」

　アレンの呟きにフィアーネが反応する。

「アレン、何か思い当たる事があったの？」

「……多分だけど、いや……まさかそんな間抜けな事……」

「え？」

　アレンは自分の思いついた可能性をフィアーネ達に告げる。

「多分、ジュスティスさんはあのゴーレムに登録し忘れたんだと思う」

「何を？」

「……自分がミスリルゴーレムの主人だということ」

「「「…………」」」

　アレンの声に、三人は沈黙する。

　フィアーネはもはや何も言えず、目を閉じて天を仰いでいる。

　レミアとフィリシアは、その光景を気まずそうに眺めていた。さすがにかける言葉が見つからないと言った感じなのだろう。

（空気が重い……この空気、どうしてくれるんだよ……ジュスティスさん……）

　アレンは心の中でジュスティスに向けため息をつく。

　このミスリルゴーレムは、おそらく奥の扉に一番近い敵から攻撃するようになっていたのだろう。ジュスティスがミスリルゴーレムに自分が主人であることを登録し忘れたために、ミスリルゴーレムの中ではジュスティスも敵という扱いになったのだ。

　そしてゴーレムを起動した時、扉に一番近かったのはジュスティスだったために、攻撃を仕掛けたというわけだった。

「うおりゃあああ！！！！！」

　ドゴン!!　という音が辺り一面に響き、ミスリルゴーレムが吹っ飛び壁に激突すると動かなくなる。

　ジュスティスがミスリルゴーレムを殴り飛ばしたのだ。その一撃は凄まじいの一言であり、拳を受けた箇所は負荷に耐えきれなかったようで、ミスリルが突き破られていた。

　ミスリルの板をひしゃげさせるだけでも凄まじい一撃なのに、ジュスティスの拳はミスリルを貫いたのだ。

「す、すごい……」

　アレンがミスリルゴーレムを一撃で粉々にしたジュスティスの強さに感嘆の声を上げる。レミア、フィリシアもアレン同様に感嘆しているようだ。ただ一人フィアーネはため息をついているが、アレン達は気持ちを察し、何も言わない事にする。

「まったく、なんでいきなり私を狙ったんだ？　私の命を誰かが狙ったと見るべきか？」

　ジュスティスの言葉に、アレンはため息交じりに返答する。別の表現をすれば突っ込みを入れたとも言える。

「いや……多分違うと思いますよ」

「アレン君、ミスリルゴーレムが狂った理由が君には分かるのかね!?」

（狂ってるのは、あんたの頭だ!!）

　ジュスティスの言葉に、心の中でアレンは叫ぶ。だが、いくらなんでもそんな事は言えないので、アレンは苦笑いを浮かべる。
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「ジュスティスさん、一応聞いておきますが……あのミスリルゴーレムの制作者はジュスティスさんですか？」

「いや、友人の錬金術師に製作してもらったんだ。……まさか、あいつか!!」

「……いえ、そのご友人の錬金術師は、ミスリルゴーレムを渡す時になんか注意しませんでしたか？」

「う～ん、そういえば何か言ってたな。あんまり聞いてなかったが」

（ジャスベイン家の家訓に人の話を聞いちゃ駄目とかあるのか？　まったくこの兄妹は……）

　アレンはジュスティスの返答にため息を吐きたくなるのをぐっと堪える。ここで指摘しても仕方がないのだ。

「その注意の中に主人を登録する項目があったはずです。ちなみにジュスティスさんは、自分が主人であるとゴーレムに登録しましたか？」

　アレンの質問にジュスティスは首を傾げる。しばらく考え口を開く。

「いや、してないな。そういえばあいつ、俺の名前をなんたらかんたら言ってたな」

「……」

「それにしても、失敗したな……。まぁとりあえず君たち、これでこのダンジョンは攻略したということでいいよ」

　やけにあっさりとジュスティスはダンジョン攻略達成を宣言する。

「それでは、ヘシオスをもらいますね」

　最後のラスボスは斃していないのだが、今回の目的はヘシオスを手に入れる事なので、アレンはそこは割り切る。レミアは何か釈然としていないようだが、ここは飲み込んでもらおう。

「ああ、はいこれ」

　ジュスティスは、拳大の珠をアレンに手渡した。珠は大理石のような滑らかな手触りで、すさまじい魔力を放っている。

　フィアーネに視線を移すと、頷いているところを見るとヘシオスであることは間違いないようだ。

　しかし、疑問があった。その疑問とは、なぜここでジュスティスがヘシオスを手渡すのかという事だ。

「え～と、ジュスティスさん……なぜここにヘシオスがあるんです？」

「いや、ミスリルゴーレムを斃せば、もう何も仕掛けないからダンジョンクリアなんだ。だから、時間短縮で私が持ってきたんだ」

　あっけらかんとした口調で、ジュスティスはアレンの質問に答える。

「ジュスティスさん……」

　そこにレミアが地を這うような声でジュスティスに声をかける。その声は爆発前の火山を思わせる。

「何やってんですかぁぁぁぁ！！！！！」

　そして、感情を爆発させるレミアにその場にいる全員が呆然となった。

「ダンジョン攻略の一番おいしいところをどうして全部あなたが持っていくんですか!!」

「え……あ、はい」

「ラスボスもあなたが斃しちゃいましたし、ダンジョンクリアの証拠のヘシオスもあなたがここにもって来ちゃうし、私がどんなにダンジョンクリアの瞬間を待ち望んだと思っているんですか!!　確かにアレン、フィアーネ、フィリシアというメンバーを見れば、ミスリルゴーレムだって問題無く斃せたと思いますよ!!　でも、でもですね!!　それでも締めは自分たちの力でやりたいじゃないですか!!　それをここにヘシオスを持ってくるとか、ないわ!!　あり得ないわ!!　今までの私達の苦労が全部消えた瞬間ですよ！！！！　ねぇみんなもそう思うでしょう!?」

　興奮状態のレミアの問いかけにアレン、フィアーネ、フィリシアもすごい勢いで首を縦に振る。

　正直、アレンもフィアーネもフィリシアもダンジョン攻略にそれほど熱心ではなかったので、ここにジュスティスがヘシオスを持ってきたことに対しても、それほど不満を持っていなかったのだが、レミアの剣幕に誰もその事は言えなかった。

「その……何かすみません」

　レミアの剣幕に押されてか、ジュスティスもつい謝罪を口にする。

「謝れば良いってもんじゃないですよ！！！！　大体です……もがっ!!」

　長くなりそうなので、アレンがレミアの口を押さえ、む～む～と暴れるレミアをフィアーネが後ろから羽交い締めにする。フィリシアはその様子を苦笑いして眺めている。

「お兄様、とにかく一度ダンジョンを出ましょう」

「そ、そうだな」

「む～む～」

「ジュスティスさん、転移魔術をお願いできますか？」

「とりあえず、戻ろうか」

　ジュスティスが転移魔術を展開すると視界がぐにゃりと歪み、視界が戻った時、ジャスベイン家の庭先にアレン達五人は立っていた。

　空はとっくに暗くなっており、かなりの時間が経っていたことをアレン達は察する。

　こうして、ダンジョン攻略は終わりを告げた。最後は何かおかしな事になったのだが、目的のヘシオスが手に入ったのだから良しとすべきだなと、アレンは心の中で思ったのだった。
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　アレン達一行は、その晩はジャスベイン家に泊めてもらった。

　さすがに疲れていたのだろうか、それぞれ用意してくれた寝室でアレン、レミア、フィリシアは泥のように眠り、目が覚めたときにはすでに朝と昼の境界線といった時間帯だった。

　目が覚めたアレンは、ジャスベイン家の食堂に向かう。ジャスベイン家の食堂はアインベルク家の食堂などとは比較にならないほどの広さと豪華な作りである。

「おはようアレン」

「おはようございます」

　アレンが食堂に入ってきた時に、フィアーネとフィリシアがすでに食事をとっており、アレンに気付くとにこやかに挨拶をしてきた。

（う～ん……二人ともただ食事をとっているというだけなのに……優雅だな）

　アレンは二人の食事を見ながらそう思う。ただ食事をとっているだけなのにアレンにとっては目の保養以外の何ものでもない。まぁフィアーネの方は色々と残念な所はあるのだが、少なくとも目に見えない部分なので問題はないのだ。

「おはよう二人とも、レミアは？」

「まだ寝てるわよ」

「あ、そうなの」

「それでアレン、今日これからなんだけど」

「うん」

「まずはフィリシアの解呪の儀式を行おうと思うの」

「それはいいけど、儀式ってどうやるの？」

「ああ、その辺のことは大丈夫よ。お兄様が昨日のうちに、解呪の儀式を行える呪術師の方に話をつけてくれていたらしいから」

「それは手回しが良いな」

「まぁね、お兄様はダンジョンが絡まなければとても出来る方よ」

「なるほどね。ところでフィリシア」

「は、はい」

「呪いが解けたら君はどうするの？」

「まだ、何も考えていません」

「実家に帰るとか？」

「いえ、実家には戻りません」

　アレンの質問にフィリシアは、静かにだがはっきりと否定の言葉を言う。はっきりとした否定の言葉に、アレンとフィアーネは顔を見合わせる。

「なぜ？　呪いが解けたら実家に戻ることだって出来るだろう」

「私が呪われてから家にいた期間は三年間です。そこでもう私と家族の関係は完全に壊れてしまったんですよ。呪いが解けたから、はい元通りというわけにはいかないんです」

　フィリシアにとって、家にいた三年間は本当に地獄だった。両親、兄、妹、そして使用人達にも恐怖の対象として見られ、陰口をたたかれ、時には暴力も振るわれた。

　特に両親の『お前など生まれなければよかったのだ』という罵声は、フィリシアの心をえぐった。

　この罵声により、フィリシアと家族の関係は決定的に壊れたとフィリシアは思っている。たとえ、呪いが原因としても吐かれた言葉は事実だ。今さら家族の下に顔を出す気などないし、向こうもそれを望んではいないだろう。

「そうか、なら都合がいい」

　アレンはフィリシアにゆっくりと告げる。

「俺の所に来ないか？」

「「え？」」

　フィアーネとフィリシアが驚きの声を上げ、朝食の用意をしてくれていたメイド達がびっくりしたように目を見開く。

「え、え、あ、はい」

　顔を真っ赤にしてフィリシアが頷く。その表情を見てアレンは首を傾げる。

「ちょっと!!　アレン、私というものがいながらフィリシアにプロポーズするなんて、何考えているの!!」

　そこにフィアーネがアレンに抗議の声を上げる。

「お前……何言ってんだ!?」

　アレンは戸惑いに満ちた声でフィアーネに答える。アレンがフィリシアに言った『俺の所にこないか』は、アレンにとって単なるヘッドハンティングのつもりだったのに、なぜ結婚云々の話になるのかが理解できなかったのだ。

「だって、『俺の所にこないか』なんて、プロポーズ以外に考えられないじゃない!!　……はっ!!　まさか……アレンってそんなケダモノだったの……いいわ、それがアレンの望むことなら……」

　アレンはフィアーネの指摘により、自分の言葉が誤解を与えた可能性に思い至った。確かに『俺の所に来ないか』というフレーズはプロポーズとして捉えられてもおかしくないものだ。だが、そんな勘違いをするものがフィアーネ以外に存在するのか？　と思い、アレンはフィリシアに視線を移す。

　フィリシアはアレンと目が合うと、顔を真っ赤にして目を逸らした。その態度は嫌と言うよりも恥ずかしいという思いからの態度のようにアレンには思われる。

（あ……確実に誤解してる……まさかこの部屋にいる全員が……）

　アレンは周囲のメイド達にも目をやるが、全員が『お嬢様という者がありながら他の女にプロポーズする女たらし』『女の敵』という目で見ているのを感じる。

（まずい、フィアーネはフィアーネで妄想がどんどん進んでいる。早く誤解を解かないと）

　アレンは加速度的に立場が悪くなっているのを感じ、すかさず誤解を解くために声を上げた。

「ちょっと待ってくれ!!　俺はフィリシアにプロポーズしたわけじゃないぞ!!」

　アレンの言葉にフィアーネ以外の全員の視線がアレンに集まる。

「フィリシア、誤解を与えたのは謝るよ。俺はアインベルク家の仕事である墓守の仕事を手伝ってもらおうと就職の話をしているんだ!!」

「え？　あ……そうなんですか」

「確かにフィリシアは美人だし、性格も穏やかだし、魅力的だよ。でも、いきなり結婚しようなんてそんな節操なしじゃないよ!!」

「う～」

　アレンの美人というフレーズに、本当に恥ずかしそうにフィリシアはうつむいた。周囲のメイド達のアレンを見る目はさらに温度が下がる。プロポーズの誤解は解けたようだが、『女の敵』の部分はむしろ強化されたといってよいだろう。

　アレンは、決して鈍感でも女心がわからないわけでもない。自分の言葉が女性にどう捉えられるかということは基本分かっているが、今回のフィリシアへのプロポーズ云々には、一刻も早く誤解を解かねばという思いとフィリシアを傷つけまいという思いが、フィリシアの容姿云々となってしまったのだ。

　むしろ、容姿云々の言葉により、『女の敵』という評価が定着しつつある。アレンも所詮は一七歳の未熟な男子といったところである。

　アレンはフィリシアの誤解（あくまでプロポーズに関して）は解けたと思い、フィアーネの方に目をやる。やはりというかなんというか、こちらの誤解を解くのは骨が折れそうだ……。

　フィアーネは絶賛、妄想中だ。所々聞こえるフィアーネの声と、真っ赤になり両手で頬を押さえて、いやいやをする仕草は妄想の度合いが高い事を示している。

「う～アレンたら一日おきに……一人ずつ、まさか毎日？　私、レミア、フィリシアをまとめて……きゃ～ケダモノ～♪」

　フィアーネの妄想は、どうやらアレンとの夜の生活に至っているらしい。その事を察したアレンは精神力をごっそり削られるのを自覚しており、正直関わり合いになりたくないのだが、フィアーネの妄想を止めなくてはさらに面倒なことになるのは理解できた。

「おい、フィアーネ……聞いてるか？」

「駄目だといくら拒んでも、アレンは強引に……そんなぁ～♪」

　呼びかけてもフィアーネは帰ってこないようなので、アレンはフィアーネの頭にチョップを落として、無理矢理に妄想の世界から現実に引き戻そうとする。

「痛いわね。そう、アレンはそういう趣味だったの……でも大丈夫よ、私はアレンのどんな要望にも応えるわ!!」

「だったら、まずは俺の話をよく聞いてくれ」

「分かったわ、それでどんな欲望を私にぶつけてくれるの？　妻とすれば夫の要望に最大限に応えるべきよね♪」

（駄目だ……こいつ……）

　まったく止まらないフィアーネの妄想に、アレンの精神力はさらに削られていく。

「いいか、フィアーネ。俺はフィリシアにプロポーズはしていない。確かに俺の言葉が誤解を招くようなものだったことは認めるが、完全に誤解だ」

「いいのよ、アレン。一夫多妻制はこのエジンベートでもローエンシアでも認められているじゃない」

「だから……っておい聞けよ」

「アレンが性獣であっても大丈夫よ。もっと自分に正直になって……イタっ!!」

　妄想の止まらないフィアーネに、アレンは今度はデコピンを放つ。一切手加減をしなかったためにベチィィィィ!!　という音が室内に響く。

「痛いじゃない!!」

「これぐらいじゃないとお前帰ってこないだろうが!!　いいからその妄想を垂れ流しにするのは止めろ!!」

「む～妄想じゃないわよ。これは夢の話よ!!」

「お前、確実に公爵令嬢としての道を踏み外しているぞ」

「別に良いわよ。アレンの妻の道に乗り換えただけだもん」

「はぁ……まぁいいや。話が進まないから進めるぞ」

　アレンはこれ以上話の腰を折られると話が一向に進まないので、強引に話を進めることにする。

「俺は、フィリシアに墓地管理の仕事を手伝ってもらおうという、いわば就職斡旋のつもりだったんだよ」

「そうなの？　確かにフィリシアの実力なら墓地管理の仕事も出来るわね」

「昨日の寄せ集めの骸骨ドルヌヴァルドの戦いを見ればそうなるだろ？」

「確かに、フィリシアの実力なら冒険者としてもやっていけるだろうけど、墓地管理の仕事を手伝ってくれたらアレンにとっても心強いわね」

「そうなんだ、フィリシアが加わってくれれば、休息を取ることも可能なんだ。ぜひフィリシアにはこの話を受けて欲しい」

　アレンにとってフィリシアほどのレベルの人材は貴重だった。実力、人柄を考えれば、手放したくない人材である。

　現在の墓地管理は、アレンとレミアが基本二人で行い、フィアーネが時々参加するという感じだ。もしフィリシアが入ってくれれば、何日かの割合で休みのローテーションが出来上がる。

　ところが、墓地管理を任せられるだけの人材を見つけるのはほぼ不可能であり、半ば諦めていたのだ。そこに今回のフィリシアという人材だ。

「は、はい!!　喜んでお受けします。アレンさん達は私を助けてくれました。その御恩を返したいと思います。墓地管理の仕事がどんなものかよく分かりませんが、頑張ろうと思います」

　フィリシアは、しっかりとアレン達を見て答える。受けてもらえた事にアレンは安堵の表情を浮かべる。

「そうかありがとう。住む所とか給料とかは後で話し合うとして、とりあえずフィリシアが引き受けてくれて良かったよ」

　こうして、アレンの墓地管理の仕事にもう一人得がたい人材が加わった。

　フィリシアの墓地管理への就職が決まり、朝食も終わろうという頃にレミアが起き出してきたので、フィリシアの今後の事を聞かせるとレミアは殊の外喜んだ。

　どうやら、レミアはかなりフィリシアを気に入っているらしい。

「じゃあ、フィリシア、住む所は私が今住んでいる家に一緒に住む？」

「え、いいんですか!!」

「もちろん、一軒家に一人だけだと妙に寂しいのよ。部屋も余ってるしね」

「ありがとうございます」

「いいなぁ～、ねぇ私も遊びに行って良い？」

　そこにフィアーネも話に混ざる。どうやらフィアーネもフィリシアの事を気に入っているようだった。

「もちろんよ。フィアーネもどんどん遊びに来て……ってあなたよく来てるじゃないの」

「ふっふふ～、レミアとフィリシアの家かぁ～、どんな家になるのかしらね♪」

「ふふふ、楽しみにしてますからぜひ遊びに来て下さいね♪」




　美少女同士の和気藹々とする姿は正直、眼福ものだ。この三人はタイプこそ違うがまごうことなき美少女達なのだ。

　フィアーネは残念美少女、レミアはクール系美少女、フィリシアは癒やし系美少女といった感じだ。フィアーネだけは微妙な位置づけであるが、アレンは別にフィアーネを陥れようという気持ちは全くない。残念さはむしろフィアーネの個性の一つとしてアレンは捕らえているのだ。

　そんな時に、五〇歳半ばの容姿（なにしろヴァンパイアなので見た目通りの年齢とは限らない）を持つ執事が、フィアーネに来客をつげる。

「みんな、儀式を行う呪術師の方が見えたらしいわ。とりあえずフィリシアの解呪をしちゃいましょう」

　フィアーネの提案に三人は頷く。特にフィリシアは期待に充ち満ちた瞳をしていた。
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　解呪の儀式は滞りなく終わり、晴れてフィリシアの呪いは解けた。

　アレンとレミアが恐怖を押さえる腕輪を外してもまったく恐怖感がなかったことから、解呪は成功したらしい。

「フィリシア成功だ。今腕輪を外したけど、フィリシアを見てもまったく恐怖感は襲ってこない」

「私も全然、恐怖感を感じないわ」

　アレンとレミアの言葉を受けて、フィリシアの不安げな表情は一転して喜びに満ちる。そしてフィリシアの瞳から涙が溢れ出す。

「うう……ありがとうございます……ありがぅ……グスっ……うぇぇ」

　フィリシアが涙を流して喜ぶのを、アレン達は微笑みながら見つめている。嬉し涙を流しているのを止めようとするのは野暮というものだ。アレン達は、フィリシアが今日まで呪いのために失ったものを思うと心が痛む。

　壊れた家族関係、友人関係を取り戻す事は出来ず、かといって新たな人間関係を気付くことも叶わない。孤独だったのだ。フィリシアはずっと人と仲良くしたかったのだ。他愛のないことで笑い合い、みんなで食事をとり、今日一日のことを語り合う。そんな当たり前の生活をしたかったのだ。

　そして、その当たり前の生活を手に入れる事が出来るようになったのだ。

　勿論、それらを手に入れるにはフィリシア自身が動かなくてはならない。だが呪われた身では動けば動くほど恐れられ忌避されたのだ。努力の問題ではない。だが、今呪いは解かれた。それは人との信頼関係の構築が自分の努力による問題となったのだ。

　これから先は自分の努力次第だという事になった。それがフィリシアにとって何よりも嬉しかったのだ。









[image: ]











「それじゃあ、もう一つの問題をここで片付けよう」

　アレンがフィリシア達にそう言う。

　アレンの言う問題とは『魔剣セティス』の事である。フィリシアにとって、魔剣セティスは自分に呪いをかけた憎むべき魔剣であるが、同時にここまで自分と苦楽を共にしてきた相棒でもある。フィリシアにとって魔剣セティスは複雑な感情を持つ対象だったのだ。

　その魔剣セティスをどうするかという問いに、アレンは二つの方法を提示する。

　呪いが解かれまっさらになったフィリシアが、もう一度魔剣セティスにふれた場合、呪われる可能性もある。

　一つは、二度と魔剣セティスに触れないというシンプルなものだった。ジャスベイン家の倉庫に保存してもらうのが一番都合が良い。

　もう一つは、呪いをコントロールする方法だ。フィリシアが自分で呪術を修め、魔剣を上回る力を身につけるという方法である。こちらの方法は一朝一夕に出来るものでは無いので、一時ジャスベイン家に預けるという形を取ることになる。

「フィリシアは、どっちがいい？」

「……」

　アレンの問いにフィリシアは無言でアレンの手にある魔剣セティスを見る。現在、魔剣セティスには、厳重な封印が施され呪力が押さえ込まれている。アレンが触れていても呪われないのはそのためだ。

「私はもう、魔剣セティスに触れない方が良いと思います。魔剣セティスはジャスベイン家に収めていただきたいと思います」

　フィリシアはしっかりとした口調でアレンに告げる。アレン達はフィリシアの返答に頷く。

「フィアーネ、済まないが、魔剣セティスはジャスベイン家に預けたいと思う。それでいいか？」

「いいわよ、魔剣セティスは当家が責任を持って預かるわ」

「ありがとうございます。フィアーネ」

「うん、良いのよ」

　アレンの手から魔剣セティスはフィアーネに手渡され、そのまま宝物庫で保管されるようだ。

「さて……これで魔剣の問題は解決だな。あとは……」

　アレンの言葉に全員が頷く。アレンの次に続く言葉を全員がきちんと把握していたのだ。その続く言葉とはもちろん感想文である。

「よ～し……一言言ってやらないと……」

　レミアがやけに気合いの入った言葉で宣言すると、早速フィアーネに紙と筆を催促していた。どうやらこの感想文で思いの丈をジュスティスにぶつけるつもりらしい。

　アレン、フィアーネ、フィリシアは感想文についてダンジョンの難易度、構成、罠について事細かく書いてジュスティスを大いに喜ばせたのだが、レミアは、ジュスティスに美味しいところを持っていかれた恨みをつらつらと書き記し、五枚中四枚半を恨みに費やしていた。

　フィアーネの話では、さすがにレミアの感想文を読んだジュスティスは少しばかり落ち込んでいたらしい。

　こうして、すべての仕事を終え、アインベルク邸に戻ったのは次の日の午前中であった。




　魔剣セティスに関する出来事が終わって三日後、アレンとレミア、フィリシアの三人は墓地の見回りをしていた。

　今日がフィリシアの初仕事日なのだ。

　魔剣セティスを手放した事による心配された戦闘力の低下も目立つほどでもなく、安定してアンデッドを斬り伏せていた。

　そして、フィリシアがもう一つ変わったのは、厳つい全身鎧フルプレートを脱ぎ、スカートに薄い紫の上着に膝近くまであるブーツという出で立ちになっている。髪もおろしており清楚な感じが増している。

　フィリシアの格好にアレンが「似合ってる」と伝えると、フィリシアは嬉しそうに微笑んだ。花が咲くような笑顔とは、まさにこの時のフィリシアの笑顔の事だとアレンは思った。

　見回りを続けてしばらくすると、レミアがアレンに話しかけてきた。フィリシアは現在、アンデッドのスケルトンを斬り伏せているため、アレンとレミアの会話はフィリシアの耳には入らない。

　このタイミングでレミアが話しかけたという事は、フィリシアに知られたくない内容なのだろう。

「ねぇ、アレン」

「なんだ？　レミア」

「フィリシアさ……」

「フィリシアがどうした？」

「今日から呪術の勉強を始めてるわ」

「……そうか、やっぱ目的は……」

「そういうこと……」

　レミアの話からアレンは、フィリシアにとって魔剣セティスはやはり相棒なのだという事を再認識する。魔剣セティスの呪いによって、フィリシアは多くの苦しみを与えられたが、それと同時に苦楽をともにした相棒でもあるのだ。その相棒を手放した事は、フィリシアにとってやはり一抹の寂しさがあるのだろう。

『主様……私はずっと主様のそばにおりますぞ』

　突然、魔剣ヴェルシスがアレンに語りかけてきた。せっかくセンチメンタルな気分に浸っていたのにぶち壊された気分であった。答えるアレンの声の温度はかなり低かった。

「いや、お前はずっとそばにいなくて良いよ」

『そ、そんな……』

「アレン、いくらなんでも魔剣が可哀想よ……」

『レミア殿…………なんとお優しいお言葉……』

「じゃあレミア、このナマクラいるか？」

「いや、いらないわ」

　アレンの申し出を即座にレミアは否定する。レミアの言葉を聞いた時に魔剣ヴェルシスが、露骨に落ち込んだ雰囲気をアレンは感じたが、さりげなくそれを無視する。

　いつか、フィリシアが再び魔剣セティスを手にする時が来るのかも知れない。魔剣セティスを振るうフィリシアは美しかったし、魔剣セティスもフィリシアのもとにあるのが妙にしっくりきていた。

「アレンさ～ん、レミア～～どうしたの～？　早く次に行きましょう♪」

　スケルトン達を斬り伏せたフィリシアが、アレンとレミアに向かって手を振りながら二人を呼ぶ。

「すまない。今行く」

　アレンが駆け出し、レミアも後に続くと、フィリシアのとなりに立ち歩き始める。

（ここが私の居場所……）

　フィリシアは両隣のアレンとレミアを見ながら心の中で思う。その表情には今までよりも遥かに美しいフィリシアの笑顔があった。

「フィリシア、何かいいことでもあったの？」

　レミアが首を傾げながらフィリシアに尋ねる。

「うん♪　とっても♪」

　フィリシアはそう言うと、さらに輝いた笑顔をアレンとレミアに向けるのであった。





〈了〉
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　この本を手にとっていただいた皆様方、本当にありがとうございます。作者の『やとぎ』と申します。

　さて本作『墓守は意外とやることが多い』いかがだったでしょうか？　Ｗｅｂで公開していた本作を書籍化していただくにあたって、エピソードを追加したり変更したりしましたがご満足いただければ幸いです。

　もし、満足していただければ周囲のご友人に勧めてくれると、この上なく嬉しいです（笑）。

　本作の舞台は『墓場』です。まぁファンタジー系の小説において『墓場』は結構な確率で一度は出てくると思います（いや、そんな確率は無いという突っ込みは止めてくださいね）。しかし、本作は敢えて、メインの舞台に設定しています。「なぜ墓場をメインに？」と問われれば、私とすれば「何となく」としか答えられません。何しろ私は『その場のノリ』で生きているところがありまして、一度思いついたら『行っちゃえ～』と深く考える事も無く行ってしまいます。

　職場の先輩にはかつて「君は人生楽しそうだね」と言われた事も多々あります。その時は笑って流してしまいましたが、今考えると苦言を呈してくださったのかもしれませんね……。先輩申し訳ありませんでした（笑）。このような脳天気な作者ではありますがおつきあいしていただけると幸いです。

　では、ここからは謝辞を述べさせていただきたいと思います。

　まずは一二三書房の遠藤様、書籍化の話をもってきてくれたばかりではなく、編集作業の方、本当にありがとうございます。遠藤様のおかげで本作が小説の体裁を取ることが出来ました。

　次にイラストを描いていただいたＧｅｎｙａｋｙ様、よくぞ、あのキャラ設定のぼやっとした文章でここまで魅力的なキャラに仕上げていただきました。キャラ設定を公開したらこれまたＧｅｎｙａｋｙ様の凄さが伝わっていただけると思います。

　本作のヒロイン達は結構、残念な子達なのですが、Ｇｅｎｙａｋｙ様のキャラ達のラフ画を見たときに「あれ？こんな子達を残念にして良いのか？」「あれ？『ぐへへ』ってアウトじゃないか？」と思ってしまいました。

　特にカバーデザインの構図にはすっかり魅了されましたね。ラフ画は全部で三案あったのですが、一目でこれに決めてしまいました。




　最後に読者の皆様方、この作品を暖かく見守っていただき本当にありがとうございます。Ｗｅｂで公開を始めた時はこうなるとは思ってもみませんでした。『読んでくれている人がいる』という事がどれほど励みになったかわかりません。もしよろしければ今後ともよろしくお願いします。

　それでは今回はここまでという事でありがとうございました。





二〇一七年六月　やとぎ
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